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設立趣旨

ブ リヂ ス トン美 術 館

　 ブ リヂ ス トン美 術 館 は,株 式 会 社 ブ リ ヂ ス トン の創 業 者 ・石 橋 正 二 郎 （1889­1976）が 多 年 に わ た っ て 蒐 集 愛 蔵
した 内外 の 美 術 品 を,社 会 公 共 の た め,広 く一 般 の鑑 賞 に供 し,文 化 向 上 の 一 端 に貢 献 した い との 趣 旨 に基 づ き,

1952（昭 和27）年1月8日,ブ リヂ ス トン ビル デ ィ ン グ竣 工 と と もに 同 ビル 内 に 開設 さ れ た もの で あ る。 そ の 後1956

（昭和31）年4月 に設 立 さ れ た財 団 法 人 石橋 財 団 が そ の経 営 を継 承 し,1961（ 昭 和36）年9月 に は 同 財 団 が 石 橋 正 二 郎
か ら所 蔵 美 術 品 の 寄 贈 を受 け た 。 な お,2003（ 平 成15）年1月 に一 階 部 分 の増 床 工 事 を行 い,テ ィー ル ー ム を 開設

した 。

石 橋 美 術 館

　 石 橋 美術 館 は,石 橋 正 二 郎 が1956（昭 和31）年4月26日,同 社 の 創 立25周 年 を記 念 して,社 会 公 共 の 福 祉 と文 化
向上 の た め に,郷 土 久 留 米 市 に 寄贈 した 石 橋 文 化 セ ン ター の 中 心 施 設 で あ る。1977（ 昭和52）年,石 橋 正 二 郎 の遺

族 の 寄付 に よ り増 改 築 が 行 わ れ,同 年4月 以 降,久 留 米 市 の 要 請 に よ り,石 橋 財 団 が そ の 管 理 運 営 に 当 た っ て い
る 。

　 な お,本 館 に付 随 す る別 館 は,1995（ 平 成7）年1月8日,石 橋 正 二 郎 に よ っ て 蒐 集 さ れ た 石 橋 コ レ ク シ ョ ン の う
ち,書 画 ・陶 磁 器 類 を収 蔵 展 示 す る 施 設 と して石 橋 幹 一 郎 に よ り久 留 米 市 に建 設 寄 贈 され,一 年 余 の 養 生 期 間 を

経 て1996（平 成8）年10月17日 に 開館 した 。

機 構 ・運営
石橋財団 （2007年12月31日 現 在 ）

理事長
理事
監事
評議員

石橋　寛
鵜澤昌和
亀徳正之
石井公一郎
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Brief　 Histories　 of　 the　 Museums

Bridgestone　 Museum　 of　Art

　　On　January　 8,1952,ISHIBASHI　 Shojiro（1889­1976）,the　 founder　 of　the　Bridgestone　 Corporation,　 wishing　 to　promote

cultural　 development　 in　Japan,opened　 to　the　public　 a　museum　 of　art　within　 the　newly­completed　 Bridgestone　 Building　 under

the　name　 of　the　“Bridgestone　 Gallery”.The　 works　 of　 art,both　 Japanese　 and　 foreign,　 which　 he　had　 collected　 over　 the　years

formed　 the　nucleus　 of　the　exhibits.　 In　April　 1956,the　 Ishibashi　 Foundation　 was　 established　 to　take　 over　 the　management　 of

the　Gallery,and　 in　September　 1961,　 ISHIBASHI　 donated　 the　works　 in　the　Gallery　 to　the　Foundation.　 In　January　 1968,the

English　 name　 was　 changed　 from　 the“Bridgestone　 Gallery”to　 the　 “Bridgestone　 Museum　 of　 Art”.　 In　January　 2003,the

ground　 floor　 was　 enlarged　 and　 a　tea　room　 was　 opened.

Ishibashi　 Museum　 of　Art

　　On　April　 26,　 1956,　 in　commemoration　 of　the　 25th　 anniversary　 of　 the　Bridgestone　 Corporation,ISHIBASHI　 Shojiro　 do­

nated　 the　Ishibashi　 Cultural　 Center　 to　his　home　 town　 of　Kurume　 to　render　 a　public　 service　 and　promote　 cultural　 development.

The　Ishibashi　 Museum　 of　Art　 （originally　 the　Ishibashi　 Art　 Gallery）is　 the　principal　 institution　 in　the　Center.　 In　1977,the　 Mu­

seum　 building　 was　 enlarged　 and　renovated,thanks　 to　a　contribution　 from　 the　Ishibashi　 family,and　 in　April　 of　the　 same　 year

the　city　 of　Kurume　 entrusted　 the　Ishibashi　 Foundation　 with　 the　management　 of　the　Museum.

　　On　January　 8,1995,ISHIBASHI　 Kan’ichiro,son　 of　ISHIBASHI　 Shojiro　 donated　 to　the　city　 of　Kumme　 a　new　 museum　 es­

pecially　 designated　 to　exhibit　 Shojiro’s　 collection　 of　Asian　 Arts,　 such　 as　brush　 painting,calligraphy,porcelain　 works.It　 has

been　 open　 to　the　public　 since　 October　 17,1996.

Organization　 and　 Management

Ishibashi　Foundation （As　of　December　 31,2007）

President　 of　the　Board　 of　Directors

Directors

Auditors

Council　 Members

UZAWA　 Masakazu

KASE　 Hideaki

KITOKU　 Masayuki

ISHII　 Koichiro

ENDO　 Takeo

MITOOKA　 Eiji

ISHIBASHI　 Hiroshi

KASHIMA　 Akio

SHIMADA　 Norio

YUASA　 Tatsusuke

TAKASAKI　 Yoshiro

MURAKAMI　 Hiroshi

NAKAYAMA　 Akira

TAKIGUCHI　 Katsuaki

TAKASHINA　 Shuji

KOBAYASHI　 Tadashi

HIRANO　 Minoru

ISHIKURE　 Kazuo

ISHIBASHI　 Tomoko

Executive　 Committee　 of　the　 Museums

Chairman

Members

ISHIBASHI　 Hiroshi

TAKASHINA　 Shuji

HIRANO　 Minoru

TOMIYAMA　 Hideo

NAKAYAMA　 Akira

KOBAYASHI　 Tadashi SHIMADA　 Norio

Program　 Development　 Grant　 Committee

Chairman

Members

UZAWA　 Masakazu

KASHIMA　 Akio MURAKAMI　 Hiroshi HIRANO　 Minom SHIMADA　 Norio

Managing　 Director NAKAYAMA　 Akira

Administration

Executive　 Secretary ENDO　 Takeo

Bridgestone　 Museum　 of　Art

Director　 SHIMADA　 Norio

Ishibashi　 Museum　 of　Art

Director　 HIRANO　 Minoru
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展 覧 会 　 ブリヂス トン美術館

〈特集展 示 〉

セザ ンヌ4つ の魅 力－ 人物 ・静物 ・風 景 ・水浴

2007年10月6日 （土 ）－11月25日 （日）

会 場:第2室

主 催:石 橋 財 団 ブ リヂ ス トン美 術 館

概 要:ブ リ ヂ ス ト ン美 術 館 が 所 蔵 す る セ ザ ン ヌ の 作 品 を 中 心 に,「I.自

　 　 　 画 像 と家 族 の 肖像 」 「II.静 物 」 「III.風 景 画 」 「IV.水 浴 図 」 の4つ

　 　 　 の テ ー マ に 沿 っ て,そ の 魅 力 を 探 る 。 彼 が 影 響 を与 え た ピ カ ソ や ブ

　 　 　 ラ ッ ク,安 井 曾 太 郎 らの 作 品 を 加 え た 全29作 品 の特 集 展 示 。

出 品 内 容:油 彩20点,水 彩 ・素 描6点 （う ち1点 は 表 裏 を展 示 ）,パ ス テ ル

　 　 　 　 　 1点,版 画1点 　 計29点

入 場 者 総 数:41,873人 （1日平 均952人 ）

展覧会 チラシ

出品 目録：

I　 自画 像 と 妻 の 肖像

1.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《帽 子 を か ぶ っ た 自画 像 》/1890­94年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/外 洋31

2.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《縞 模 様 の 服 を着 た セ ザ ン ヌ 夫 人 》/1882­85年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/横 浜 美 術 館

Ⅱ 　 静 物 画

3.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《鉢 と牛 乳 入 れ 》/1873­77年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/外 洋28

4.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《砂 糖 壺,梨 と テ ー ブ ル ク ロ ス 》/1893­94年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/ポ ー ラ美 術 館

5.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《ブ ル ゴ ー ニ ュ の マ ー ル瓶,グ ラ ス,新 聞 紙 》/1913年/油 彩,砂,新 聞 紙 ・カ ン ヴ ァ

　 　ス/外 洋173

6.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《カ ッ プ とス プ ー ン 》/1922年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/外 洋83

7.ジ ョル ジ ュ ・ブ ラ ッ ク 《梨 と桃 》/1924年/油 彩 ・板/外 洋86

8.安 井 曾 太 郎 《りん ご 》/1942年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/IMA/日 洋265

9.梅 原 龍 三 郎 《静 物 （りん ご と梨 ）》/1917年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/IMA/日 洋270

Ⅲ 　 風 景 画

10.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《曲 っ た 木 》/1888­90年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/財 団 法 人 ひ ろ し ま 美 術 館

11.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《サ ン ト・ヴ ィ ク トワ ー ル 山 と シ ャ トー ・ノ ワ ー ル 》/1904­06年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ

　 　 ス/外 洋32

12.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《生 木 と枯 木 の あ る風 景 》/1919年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/外 洋143

13.安 井 曾 太 郎 《初 夏 （『文 藝 春 秋 』1955年6月 号 表 紙 絵 ）》/1955年/油 彩 ・紙/寄 託 作 品

14.林 倭 衛 《サ ン ト=ヴ ィ ク トワ ー ル 》/1925­29年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/IMA/日 洋170

Ⅳ 　 水 浴 図

15.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《凭 れ る 裸 体 》/1863­66年 頃/木 炭 ・紙/外 洋27
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16.ポ ー ル ・セ ザ ンヌ 《水 浴 》/1865­70年 頃/水 彩 ・紙/寄 託 作 品

17.ポ ー ル ・セ ザ ンヌ 《三 人 の 水 浴 の 女 た ち 》/1874­78年 頃/鉛 筆 ・紙/外 洋29

18.ポ ー ル ・セ ザ ンヌ 《休 息 す る水 浴 の 男 た ち 》/1875­77年 頃/イ ン ク,水 彩 ・紙/外 洋158

19.no.18の 裏 面/外 洋158

20.ポ ー ル ・セ ザ ンヌ 《水 辺 の 人 物 た ち 》/1877年 頃/鉛 筆,水 彩 ・紙/外 洋113

21.ポ ー ル ・セ ザ ンヌ 《4人の水 浴 の 女 た ち 》/1877­78年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/ポ ー ラ 美 術 館

22.ポ ー ル ・セ ザ ンヌ 《水 浴 》/1883­87年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/大 原 美 術 館

23.ポ ー ル ・セ ザ ンヌ 《水 浴 群 像 》/1897­1900年 頃/鉛 筆,水 彩 ・紙/外 洋30

24.カ ミー ユ ・ピ サ ロ 《水 浴 の 女 》/1895年/リ トグ ラ フ/外 版7

25.エ ドガ ー ・ドガ 《浴 後 》/1900年 頃/パ ス テ ル ・紙/外 洋18

26.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《水 浴 の 女 》/1907年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋136

27.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《す わ る 水 浴 の 女 》/1914年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋34

28.安 井 曾 太 郎 《水 浴 裸 婦 》/1914年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/IMA/日 洋142

29.梅 原 龍 三 郎 《脱 衣 婦 》/1912年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋200

＊IMAは,石 橋 美 術 館 の所 蔵 で あ る こ とを示 す。

所 蔵 の 表記 の ない作 品 は,す べ て ブ リヂ ス トン美術 館 蔵 。

関連事業:

土 曜 講 座 「セ ザ ン ヌ 芸 術 の 魅 力 」 →p.45

ギ ャ ラ リ ー トー ク

広報記録：

新 聞 ・雑 誌:

前 田恭 二 「セ ザ ン ヌ 特 集 　 没 後100年 の 余 韻 」 『読 売 新 聞 』2007年

11月15日 朝 刊

ル ポ 「ブ リ ヂ ス ト ン美 術 館 『セ ザ ン ヌ4つ の 魅 力 展 』 が 開 か れ る

ま で」 『ミ ュ ー ジ ア ム の 仕 事 』2008年1月25日p.72－77

web:

編 集 部 「エ ク ラ のNEWSな 宝 石 箱 」 エ ク ラ[集 英 社],http://www.

s­woman.net/eclat/jewel/vol5.html

島 田 紀 夫 「セ ザ ン ヌ と 彼 に 魅 了 さ れ た 画 家 た ち の29作 品 」Fuji­tv

ART　 NET,http://www.fujitv.co.jp/events/art­net/go/518.html

会場 風景

テ レ ビ ・ラ ジ オ:

「セ ザ ン ヌ4つ の 魅 力 展 」 ポ ッ ドキ ャ ス ト番 組 「Chocolat」2007年

9月8日 放 送

「新 日曜 美 術 館 」 （ア ー トシ ー ン ）NHK教 育 テ レ ビ,2007年10月21

日放 映

会 場風 景
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〈夏の特 別展示 〉

青 木 繁 と 《海 の 幸 》

2007年7月18日 （水 ）－9月30日 （日）

会 場:第8室

主 催:石 橋 財 団 ブ リ ヂ ス トン美 術 館

概 要:《 海 の 幸 》 の ほ か,《 わ だ つ み の い ろ こ の 宮 》 な ど,青 木 繁 作 品 計

　 　 　 6点 を展 示 。 併 設 と し て コ レ ク シ ョ ン よ り165点 を展 示 した 。

出 品 内 容:油 彩6点

入 場 者 総 数:32,260人 （1日平 均489人 ）

展 覧 会 ポ ス ター

出品目録：

1.青 木 繁 《輪 転 》/1903年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/IMA/日 洋90

2.青 木 繁 《海 》/1904年/油 彩 ・板/IMA/日 洋94

3.青 木 繁 《海 の 幸 》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/IMA/日 洋95

4.青 木 繁 《海 景 （布 良 の 海 ）》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋100

5.青 木 繁 《海 》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/IMA/日 洋498

6.青 木 繁 《わ だ つ み の い ろ こ の 宮 》/1907年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/IMA/日 洋104

＊IMAは,石 橋 美術 館 の所 蔵 で あ る こ と を示 す 。

関連事業:

土 曜 講 座 「再 考 ・青 木 繁 」 →p.44

9月12日 （水）,バ ス ツ ア ー 「《海 の 幸 》を 訪 ね る旅 」 を お こ な っ た 。 （読 売 旅 行 社 主 催 ）

広報記録:

新 聞 ・雑 誌、:

結 城 順 一 「ブ リ ヂ ス トン美 術 館 」 『一 枚 の 繪 』2007年8月 号,p.80­83

川 本 三 郎 「私 の メ デ ィ ア 日記 青 木 繁 と 《海 の 幸 》－ 青 木 繁6作 品 」 『マ ンス リー み つ び し』2007年9月 号,p.17

山下 裕 二 「この 一 点 へ の 旅 《海 の 幸 》 青 木 繁 」 『エ ク ラ 』2007年10月 号,p.312

8 展 覧 会 （ブ リヂ ス トン美 術 館 ）



テ レ ビ:

「新 日曜 美 術 館 」 （ア ー トシ ー ン）NHK教 育 テ レ ビ,2007年9月9日 放 映

関連 事 業 バ ス ツ アー チ ラ シ 9月20日,館 山 市 立 富 崎 小 学 校 の見 学

展 覧 会 （ブ リヂ ス トン美 術 館 ） 9



〈拡 大常設展 〉

じっと見 る―印象派 か ら現代 まで

前 期:2007年1月2日 （火 ）－4月8日 （日）

後 期:2007年4月10日 （火 ）－7月16日 （月 ・祝 ）

会 場:全 館

主 催:石 橋 財 団 ブ リ ヂ ス トン美 術 館

概 要:印 象 派 か ら現 代 ま で の 作 品 を 中 心 に,コ レ ク シ ョ ン の 多 様 性 と魅 力 を紹

　 　 　 介 した もの 。 西 洋 美 術 史 の 大 ま か な流 れ に 沿 っ て,作 家 ご と に 作 品 を ま

　 　 　 と め て 展 示 した 。 日本 の 作 家 は2部 屋 に ま とめ た 。

出 品 内 容:前 期:絵 画129点,彫 刻37点,陶 器14点 　 計180点

　 　 　 　 　 ※期 間 中2作 品 の 展 示 替 え あ り　 総 展 示 数182点

　 　 　 　 　 後 期:絵 画128点,彫 刻37点,陶 器14点 　 計179点

　 　 　 　 　 ※15点 の 作 品 を前 期 と入 れ 替 え た 。

入 場 者 総 数:前 期:32,912人 （1日平 均392人 ）

　 　 　 　 　 　 後 期:28,431人 （1日平 均334人 ）

前期展覧会 ポス ター

出 品 目録: 後期展覧会 ポス ター

エ ン トラ ン ス

　 1.ク リ ス チ ャ ン ・ダ ニ エ ル ・ラ ウ ホ 《勝 利 の 女 神 》/大 理 石/外 彫81

階 段

　 2.ア リ ス テ ィ ド ・マ イ ヨ ー ル 《欲 望 》/1905­08年/ブ ロ ン ズ/外 彫66

彫 刻 ギ ャ ラ リ ー1

　 3.オ ー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《立 て る フ ォ ー ネ ス 》/1884年 頃/大 理 石/外 彫40

　 4.オ ー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《カ ミ ー ユ ・ク ロ ー デ ル 》/1889年/ブ ロ ンズ/外 彫42※ 後 期 の み 展 示

　 5.オ ー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《考 え る 人 》/1902年 頃/ブ ロ ンズ/外 彫39※ 前 期 の み 展 示

　 6.オ ー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《青 銅 時 代 》/1904年/ブ ロ ン ズ/外 彫38※ 前 期 の み 展 示

　 7.エ ミ ー ル=ア ン トワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《サ ッ フ ォ》/1887年/ブ ロ ン ズ/外 彫44　 ※ 後 期 の み 展 示

　 8.エ ミ ー ル=ア ン トワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《風 の 中 の ベ ー トー ヴ ェ ン 》/1904­08年/ブ ロ ンズ/外 彫43

　 9.エ ミ ー ル=ア ン トワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《ペ ネ ロ ー プ 》/1909年/ブ ロ ンズ/外 彫45

10.エ ミ ー ル=ア ン トワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《弓 を ひ くヘ ラ ク レス 》/1909年/ブ ロ ンズ/外 彫46

11.シ ャ ル ル ・デ ス ピ オ 《ア ン トワ ネ ッ トの顔 》/1918年/ブ ロ ン ズ/外 彫48

12.シ ャ ル ル ・デ ス ピ オ 《ク ラ ・ク ラ》/1919年/ブ ロ ン ズ/外 彫49

10　 展 覧 会 （ブ リヂ ス トン美 術 館 ）



彫 刻 ギ ャ ラ リ ー2

13.コ ン ス タ ン テ イ ン ・ブ ラ ン ク ー シ 《接 吻 》/1907­10年/石 膏/外 彫100

14.ア レ キ サ ン ダ ー ・ ア ー キ ペ ン コ 《ゴ ン ド ラ の 船 頭 》/1914年/ブ ロ ン ズ/外 彫86

15.オ シ ッ プ ・ザ ツ キ ン 《母 子 》/1919年/着 色 さ れ た セ メ ン ト/外 彫54

16.オ シ ッ プ ・ザ ツ キ ン 《三 美 神 》/1950年/ブ ロ ン ズ/外 彫56

17.オ シ ッ プ ・ザ ツ キ ン 《ポ モ ナ （トル ソ ）》/1951年/黒 檀/外 彫55

18.ヘ ン リ ー ・ム ア 《横 た わ る 人 体 》/1976年/ブ ロ ン ズ/外 彫89

19.マ リ ノ ・マ リ ー ニ 《騎 手 》/1952年/ブ ロ ン ズ/外 彫70

20.ペ リ ク レ ・ フ ァ ッ ツ ィ ー ニ 《爽 風 （B）》/1972­73年/ブ ロ ン ズ/外 彫88

第3室:古 代 美 術

21.シ ュ メ ー ル 《女 の胸 像 》/紀 元 前24世 紀/閃 緑 石/外 彫1

22.パ ル ミュ ラ 《人 物 像 》/1­2世 紀/石 灰 石/外 彫94

23.エ ジ プ ト 《セ ク メ ト神 像 》/紀 元 前14世 紀/黒 花 崗 岩/外 彫64

24.エ ジ プ ト　 レ リ ー フ 断 片 《柘 榴 と葡 萄 図 》/ア マ ル ナ 時 代 （紀 元 前1360年 頃 ）/石 灰 石/外 彫95

25.エ ジ プ ト　 レ リ ー フ 断 片 《ア ヌ ビス 神 礼 拝 図 》/紀 元 前13世 紀/砂 岩/外 彫7

26.エ ジ プ ト　 レ リ ー フ 断 片 《神 牛 》/紀 元 前1300－1200年/石/外 彫8

27.エ ジ プ ト 《彩 色 木 棺 》/紀 元 前13世 紀/木/外 彫67

28.エ ジ プ ト 《ホ ル ス 神 浮 彫 》/紀 元 前1000­350年/大 理 石/外 彫5

29.エ ジ プ ト 《聖 猫 》/紀 元 前950­660年/ブ ロ ン ズ/外 彫90

30.ギ リ シ ア 《獅 子 頭 部 》/紀 元 前5世 紀/大 理 石/外 彫13

31.ギ リ シ ア 《哲 人 の 顔 》/紀 元 前4世 紀/大 理 石/外 彫15

32.ギ リ シ ア 《ヴ ィ ー ナ ス 》/ヘ レ ニ ス テ ィ ッ ク期 （紀 元 前323­30年 ）/大 理 石/外 彫14

33.グ レ コ=ロ ー マ ン 《ア テ ナ 頭 部 》/大 理 石/外 彫79

34.ギ リ シ ア 　 コ リ ン トス球 形 ア リ ュ バ ロ ス 「ル ク ス ス ・グ ル ー プ」 （?） 《鷲 と 鶏 図 》/紀 元 前610­590年

　 　 /陶 器182

35.ギ リ シ ア 　 ア ッ テ ィ カ 黒 絵 式 頸 部 ア ン フ ォ ラ 「ブ ー ロ ー ニ ュ441の 画 家 」 《ヘ ラ ク レ ス と ケ ル ベ ロ ス 図 》

　 　 /紀 元 前520­510年/陶 器197

36.ギ リ シ ア 　 ア ッ テ ィ カ 黒 絵 式 オ イ ノ コエ 《デ ィ オ ニ ュ ソ ス と マ イ ナ ス 図 》/紀 元 前500年 頃/陶 器76

37.ギ リ シ ア 　 ア ッ テ ィ カ 黒 絵 式 レ キ ュ トス 《デ ィ オ ニ ュ ソ ス,サ テ ュ ロ ス と マ イ ナ ス 図 》/紀 元 前490­480

　 　 年/陶 器67

38.ギ リ シ ア 　 ア ッ テ ィ カ 黒 絵 式 レ キ ュ トス 《デ ィ オ ニ ュ ソ ス と ア リ ア ドネ 図 》/紀 元 前490.480年/陶

　 　 器66

39.ギ リ シ ア 　 ア ッ テ ィ カ黒 絵 式 レ キ ュ トス 《デ ィ オ ニ ュ ソ ス とマ イ ナ ス 図 》/紀 元 前490­480年/陶 器68

40.ギ リ シ ア 　 ア ッ テ ィ カ赤 絵 式 キ ュ リ ク ス 《サ テ ュ ロ ス 図 》/紀 元 前5世 紀 中 頃/陶 器89

41.ギ リ シ ア 　 ア ッ テ ィ カ 白 地 レ キ ュ トス 《墓 参 図 》/紀 元 前425­400年 頃/陶 器71

42.ギ リ シ ア 　 ア ッ テ ィ カ赤 絵 式 レ ベ ス ・ガ ミ コス 《ニ ケ と女 性 図 》/紀 元 前400­375年 頃/陶 器91

43.ギ リ シ ア 　 カ ンパ ニ ア赤 像 式 魚 文 皿/紀 元 前375－350年 頃/陶 器42

44.ギ リ シ ア 　 カ ンパ ニ ア赤 絵 式 ヒ ュ ド リア 「ラゲ ッ トの 画 家 」《デ ィ オ ス ク ー ロ イ 図 》/紀 元 前350年 頃/

陶 器87

45.ギリシア 　 カ ンパ ニ ア赤 絵 式 ヒ ュ ド リア 《エ ロ ス 図 》/紀 元 前350­325年 頃/陶 器88

46.ギリシア 　 ア プ リ ア 赤 絵 式 柱 形 把 手 ク ラ テ ル 《男 女 図 》/紀 元 前330年 頃/陶 器92

47.エ トル リ ア 建 築 装 飾 フ リ ー ズ 部 分 《泉 水 に 向 か う二 頭 の 馬 》/紀 元 前550­540年/彩 色 テ ラ コ ッ タ/

　 　 外 彫92

48.ロ ー マ 《ヴ ィ ー ナ ス の 頭 部 》/大 理 石/外 彫23

展 覧 会 （ブ リヂ ス トン美術 館 ）　 11



49.ロ ー マ 　 モ ザ イ ク 断 片 《牧 神 頭 部 》/1世 紀/陶 器114

50.ヘ ル ク ラ ネ ウ ム 　 壁 画 断 片 《デ ィ オ ニ ュ ソ ス 図 》/1世 紀/フ レス コ/外 洋2

第1室:伝 統 か ら近 代 へ

51.三 連 祭 壇 画 《デ イ シ ス 図 》/板 絵/外 洋126

52.レ ン ブ ラ ン ト ・フ ァ ン ・レ イ ン 《聖 書 あ る い は 物 語 に 取 材 した 夜 の 情 景 》/1626­28年/油 彩 ・銅 板/

　 　 外 洋5

53.ア ン トニ ー ・ヤ ン ス ゾ ー ン ・フ ァ ン ・デ ル ・ク ロ ー ス 《レ イ ス ウ ェ イ ク 城 》/油 彩 ・板/外 洋4

54.グ レ ゴ リ オ ・ラ ッザ リ ー ニ 《黄 金 の 子 牛 の 礼 拝 》/1700­07年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋127

55.パ テ ル,ジ ャ ン=バ テ ィ ス ト 《水 浴 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/外 洋175※ 前 期 の み 展 示

56.ト マ ス ・ゲ イ ンズ バ ラ 《婦 人 像 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋176

57.ジ ャ ン=オ ー ギ ュ ス ト=ド ミ ニ ク ・ア ン グ ル 《若 い 女 の 頭 部 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/外 洋161

58.オ ノ レ ・ ドー ミエ 《山 中 の ドン ・キ ホ ー テ 》/1850年 頃/油 彩 ・板/外 洋171

59.オ ノ レ ・ ドー ミエ 《ラ タ ポ ワ ー ル 》/1850年 頃/ブ ロ ン ズ/外 彫91

60.オ ノ レ ・ ドー ミエ 《誰 も ま さ か お れ た ち が （『お し ゃ れ 』 よ り）》/リ トグ ラ フ/外 版155­2※ 前 期 の

　 　 み 展 示

61.オ ノ レ ・ドー ミエ 《ち ょ!ネ ク タ イ ぐ ら い 結 べ る ぞ （『お し ゃ れ 』 よ り）》/リ ト グ ラ フ/外 版155­4

　 　 ※ 前 期 の み 展 示

62.オ ノ レ ・ ドー ミエ 《犬 も猫 も壼 も ど れ も こ れ も か わ い い …　 （『陶 器 マ ニ ヤ 』 よ り）》/1855年/リ

　 　 　トグ ラ フ/外 版158­4　 ※ 後 期 の み 展 示

63.オ ノ レ ・ ドー ミエ 《ま っ た く掛 け 値 な しの 大 傑 作 だ （『陶 器 マ ニ ヤ 』 よ り）》/1855年/リ トグ ラ フ/

　 　 外 版158­6　 ※後 期 の み 展 示

64.ジ ャ ン=フ ラ ン ソ ワ ・ミ レ ー 《乳 しぼ りの 女 》1854­60年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/外 洋119

65.シ ャ ル ル=フ ラ ン ソ ワ ・ ドー ビニ ー 《レ ・サ ー ブ ル=ド ロ ンヌ 》/油 彩 ・板/外 洋10

66.ギ ュ ス タ ー ヴ ・ク ー ル ベ 《雪 の 中 を駆 け る鹿 》/1856­57年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋170

67.ギ ュ ス タ ー ヴ ・ク ー ル ベ 《石 切 り場 の 雪 景 色 》/1870年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/外 洋11

68.ジ ョー ジ ・ス ミス 《婦 人 像 》/1866年/油 彩 ・板/外 洋147※ 後 期 の み 展 示

第4室:印 象 派 へ の い ざ な い

69.カ ミ ー ユ ・コ ロ ー 《ヴ ィ ル ・ ダ ヴ レ ー 》/1835­40年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋7

70.カ ミ ー ユ ・コ ロ ー 《オ ン フ ル ー ル の ト ゥ ー タ ン 農 場 》/1845年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋8

71.カ ミ ー ユ ・コ ロ ー 《森 の 中 の 若 い 女 》/1865年/油 彩 ・板/外 洋159

72.ウ ジ ェ ー ヌ ・ブ ー ダ ン 《 ト ル ー ヴ ィ ル 近 郊 の 浜 》/1865年 頃/油 彩 ・板/外 洋172

73.カ ミ ー ユ ・ピ サ ロ 《ブ ー ジ ヴ ァ ル の セ ー ヌ 河 》/1870年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋19

74.カ ミ ー ユ ・ピ サ ロ 《菜 園 》/1878年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋20

75.エ ド ゥ ワ ー ル ・マ ネ 《オ ペ ラ 座 の 仮 装 舞 踏 会 》/1873年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋14

76.エ ド ゥ ワ ー ル ・マ ネ 《自 画 像 》/1878­79年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋121

77.エ ドガ ー ・ ド ガ 《レ オ ポ ー ル ・ル ヴ ェ ー ル の 肖 像 》/1874年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋162

78.ア ル フ レ ッ ド ・シ ス レ ー 《森 へ 行 く女 た ち 》/1866年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋25

79.ア ル フ レ ッ ド ・シ ス レ ー 《サ ン=マ メ ス 六 月 の 朝 》/1884年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋26

80.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《す わ る ジ ョ ル ジ ェ ッ ト ・ シ ャ ル パ ン テ ィ エ 嬢 》/1876年/油

　 　 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋169

81.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《カ ー ニ ュ の テ ラ ス 》/1905年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋33

82.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《水 浴 の 女 》/1907年 頃/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋136※ 前

　 　 期 の み 展 示
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83.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュス ト ・ル ノ ワ ー ル 《す わ る水 浴 の 女 》/1914年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/外 洋34

84.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《花 の つ い た 帽 子 の 女 》/1917年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/外 洋35

85.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《青 帽 子 の 女 》/1918年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋137　 ※

　 　 後 期 の み 展 示

第5室:モ ネ か ら セ ザ ン ヌ,そ し て 印 象 派 以 後

86.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《鉢 と 牛 乳 入 れ 》/1873­77年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋28

87.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《帽 子 を か ぶ っ た 自 画 像 》/1890­94年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋31

88.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《サ ン ト=ヴ ィ ク ト ワ ー ル 山 と シ ャ ト ー ・ノ ワ ー ル 》/1904­06年 頃/油 彩 ・カ ン

　 　 ヴ ァ ス/外 洋32

89.ク ロ ー ド ・モ ネ 《ア ル ジ ャ ン ト ゥ イ ユ の 洪 水 》/1872­73年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋21

90.ク ロ ー ド ・モ ネ 《ア ル ジ ャ ン ト ゥ イ ユ 》/1874年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋180※ 後 期 の み 展 示

91.ク ロ ー ド ・モ ネ 《雨 の ベ リ ー ル 》/1886年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋164

92.ク ロ ー ド ・モ ネ 《睡 蓮 》/1903年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋22

93.ク ロ ー ド ・モ ネ 《睡 蓮 の 池 》/1907年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋23

94.ク ロ ー ド ・モ ネ 《黄 昏,ヴ ェ ネ ッ ィ ア 》/1908年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋24※ 前 期 の み 展 示

95.ポ ー ル ・ ゴ ー ガ ン 《馬 の 頭 部 の あ る 静 物 》/1886年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋168

96.ポ ー ル ・ ゴ ー ガ ン 《ポ ン=タ ヴ ェ ン付 近 の 風 景 》/1888年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋37

97.ポ ー ル ・ ゴ ー ガ ン 《乾 草 》/1889年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋38

98.フ ィ ン セ ン ト ・フ ァ ン ・ ゴ ッ ホ 《モ ン マ ル トル の 風 車 》/1886年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋122

99.ポ ー ル ・ シ ニ ャ ッ ク 《コ ン カ ル ノ ー 港 》/1925年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋45

第6室:世 紀 末 か ら20世 紀 へ 一 内 面 を み つ め る 世 界

100.オ デ ィ ロ ン ・ル ド ン 《神 秘 の 語 らい 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋178

101.オ デ ィ ロ ン ・ル ド ン 《供 物 》/油 彩 ・厚 紙/外 洋179

102.ピ エ ー ル ・ボ ナ ー ル 《灯 下 》/1899年/油 彩 ・紙/外 洋51

103.ピ エ ー ル ・ボ ナ ー ル 《桃 》/1920年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/外 洋52

104.ピ エ ー ル ・ボ ナ ー ル 《ヴ ェ ル ノ ン付 近 の 風 景 》/1929年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋54

105.ジ ョル ジ ュ ・ル オ ー 《芝 居 の 呼 び 込 み 》/1906年/油 彩 ・紙/寄 託 作 品

106.ジ ョル ジ ュ ・ル オ ー 《郊 外 の キ リス ト》/1920­24年/油 彩 ・紙/外 洋142　 ※ 後 期 の み 展 示

107.ジ ョル ジ ュ ・ル オ ー 《ピエ ロ 》/1925年/油 彩 ・紙/外 洋64

108.ジ ョル ジ ュ ・ル オ ー 《赤 鼻 の ク ラ ウ ン 》/1925­29年/油 彩 ・紙/寄 託 作 品

109.ジ ョル ジ ュ ・ル オ ー 《裁 判 所 の キ リ ス ト》/1935年/油 彩 ・紙/寄 託 作 品

110.ジ ョル ジ ュ ・ル オ ー 《エ ル サ レ ム 》/1953年/油 彩 ・紙/寄 託 作 品 ※ 前 期 の み 展 示

第7室:日 本 の 近 代 絵 画1

111.浅 井 忠 《グ レー の洗 濯 場 》/1901年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋290

112.浅 井 忠 《縫 物 》/1902年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋4

113.藤 島 武 二 《黒 扇 》/1908­09年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋26

114.藤 島 武 二 《淡 路 島 遠 望 》/1929年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋47　 ※3月27日 よ り展 示

115.藤 島 武 二 《東 海 旭 光 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋51　 ※3月25日 ま で 展 示

116.岡 田 三 郎 助 《婦 人 像 》/1907年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋60

117.山 下 新 太 郎 《読 書 》/1908年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋83　 ※ 後 期 の み 展 示

118.山 下 新 太 郎 《供 物 》/1915年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋84

119.青 木 繁 《天 平 時 代 》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋91　 ※前 期 の み 展 示
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120.青 木 繁 《海 景 （布 良 の 海 ）》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋100

第8室:日 本 の 近 代 絵 画2

121.川 上 凉 花 《麦 秋 》/1919年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋326※ 後 期 の み 展 示

122.小 出 楢 重 《帽 子 を か ぶ っ た 自画 像 》/1924年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋137

123.小 出 楢 重 《横 た わ る 裸 身 》/1930年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋140※ 前 期 の み 展 示

124.安 井 曾 太 郎 《薔 薇 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋143

125.安 井 曾 太 郎 《F夫 人 像 》/1939年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/寄 託 作 品

126.安 井 曾 太 郎 《安 倍 能 成 君 像 》/1955年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋217

127.梅 原 龍 三 郎 《ナ ポ リ よ り ソ レ ン トを望 む 》/1921年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋271

128.梅 原 龍 三 郎 《椿 》/1944年/油 彩,岩 絵 具 ・紙/日 洋272

129.梅 原 龍 三 郎 《ノ ー トル ダ ム 》/1965年/油 彩 ・金 箔 押 し し た 羊 皮 紙/日 洋191

130.国 吉 康 雄 《夢 》/1922年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋304

131.国 吉 康 雄 《横 た わ る 女 》/1929年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋158※ 前 期 の み 展 示

132.岸 田劉 生 《街 道 （銀 座 風 景 ）》/1911年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/前 期 は 第7室 に展 示/日 洋228

133.岸 田劉 生 《冬 瓜 図 》/1927年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/寄 託 作 品 　 ※ 後 期 の み 展 示

134.岡 鹿 之 助 《雪 の 発 電 所 》/1956年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋297

135.岡 鹿 之 助 《望 楼 》/1960年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋299　 ※3月27日 よ り展 示

136.関 根 正 二 《子 供 》/1919年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋178　 ※3月25日 まで 展 示

137.牛 島 憲 之 《タ ン ク の 道 》/1955年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋212

第9室:20世 紀 の さ ま ざ ま な 表 現1マ テ ィ ス と フ ォ ー ヴ ィ ス ム ～ エ コ ー ル ・ ド ・パ リ

138.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《コ リ ウ ー ル 》/1905年/油 彩 ・厚 紙/外 洋141

139.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《縞 ジ ャ ケ ッ ト》/1914年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋57

140.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《両 腕 を あ げ た オ ダ リ ス ク 》/1921年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ボ ー ド/外 洋59

141.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《樹 間 の 憩 い 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/寄 託 作 品

142.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《ル ー 川 の ほ と り 》/1925年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋117

143.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《オ ダ リ ス ク 》/1926年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋60

144.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《石 膏 の あ る 静 物 》/1927年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/寄 託 作 品

145.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《青 い 胴 着 の 女 》/1935年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋62

146.モ ー リ ス ・ ド ・ ヴ ラ マ ン ク 《運 河 船 》/1905­06年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋69

147.ケ ー ス ・ヴ ァ ン ・ ド ン ゲ ン 《シ ャ ン ゼ リ ゼ 大 通 り 》/1924­25年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋87

148.ア ン ド レ ・ ド ラ ン 《自 画 像 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/寄 託 作 品

149.モ ー リ ス ・ユ ト リ ロ 《サ ン=ド ニ 運 河 》/1906­08年/油 彩 ・紙/外 洋77

150.マ リ ー ・ロ ー ラ ン サ ン 《二 人 の 少 女 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋72

151.マ リ ー ・ロ ー ラ ン サ ン 《女 と 犬 》/1923年 頃/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋186

152.マ リ ー ・ロ ー ラ ン サ ン 《手 鏡 を 持 つ 女 》/1937年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋180※ 前 期 の み 展 示

153.ア メ デ オ ・モ デ ィ リ ア ー ニ 《若 い 農 夫 》/1918年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋115※ 後 期 の み 展 示

154.藤 田 嗣 治 《猫 の い る 静 物 》/1939­40年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋131※ 後 期 の み 展 示

155.藤 田 嗣 治 《 ド ル ド ー ニ ュ の 家 》/1940年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/日 洋132※ 前 期 の み 展 示

156.マ ル ク ・シ ャ ガ ー ル 《ヴ ァ ン ス の 新 月 》/1955­56年/グ ワ ッ シ ュ ・紙/外 洋90※ 前 期 の み 展 示

157.カ イ ム ・ス ー テ ィ ン 《大 き な 樹 の あ る 南 仏 風 景 》/1924年/油 彩 ・紙/外 洋114

158.佐 伯 祐 三 《テ ラ ス の 広 告 》/1927年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/日 洋174
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第10室:20世 紀 の さ ま ざ ま な 表 現2　 ピ カ ソ と キ ュ ビ ス ム ～ シ ュ ル レア リス ム

159.ア ン リ ・ル ソ ー 《イ ヴ リ ー 河 岸 》/1907年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋43

160.ア ン リ ・ル ソー 《牧 場 》/1910年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/外 洋42

161.ラ ウ ル ・デ ュ フ ィ 《オ ー ケ ス トラ》/1942年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋123

162.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《道 化 師 》/1905年/ブ ロ ン ズ/外 彫61

163.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《ブ ル ゴ ー ニ ュ の マ ー ル瓶,グ ラ ス,新 聞 紙 》/1913年/油 彩,砂,新 聞紙 ・カ ン ヴ ァ

　 　 ス/外 洋173

164.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《生 木 と枯 木 の あ る風 景 》/1919年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/外 洋143※ 後 期 の み 展 示

165.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《カ ッ プ とス プ ー ン》/1922年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/外 洋83

166.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《馬 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/寄 託 作 品

167.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《女 の 顔 》/1923年/油 彩,砂 ・カ ン ヴ ァス/外 洋84

168.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《腕 を組 ん で す わ る サ ル タ ンバ ン ク》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋160

169.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《茄 子 》/1946年/油 彩,グ ワ ッ シ ュ ・紙/外 洋85※ 前 期 の み 展 示

170.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《画 家 とモ デ ル 》/1963年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋144

171.ジ ョル ジ ュ ・ブ ラ ッ ク 《梨 と桃 》/1924年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋86

172.ジ ョル ジ ョ ・デ ・キ リ コ 《吟 遊 詩 人 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋91※ 後 期 の み 展 示

173.ジ ョア ン ・ミロ 《絵 画 》/1927年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋187

174.古 賀 春 江 《涯 し な き逃 避 》/1930年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋166

175.古 賀 春 江 《感 傷 の 静 脈 》/1931年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋165　 ※前 期 の み 展 示

第2室:抽 象 へ の 道

176.ピ ー ト ・モ ン ド リ ア ン 《砂 丘 》/1909年/油 彩,鉛 筆 ・厚 紙/外 洋203

177.パ ウ ル ・ク レ ー 《島 》/1932年/油 彩,砂 を 混 ぜ た 石 膏 ・板/外 洋202

178.ハ ン ス ・ホ フ マ ン 《Push　and　Pull　Ⅱ》/1950年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋211

179.ジ ャ ン ・フ ォ ー ト リ エ 《人 質 の 頭 部 》/1945年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス に 貼 ら れ た 紙/外 洋188

180.ジ ャ ン ・フ ォ ー ト リ エ 《旋 回 す る 線 》/1963年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス に 貼 ら れ た 紙/外 洋189

181.ア ル ベ ル ト ・ジ ャ コ メ ッ テ ィ 《デ ィ エ ゴ の 胸 像 》/1954­55年/ブ ロ ン ズ/外 彫75

182.ジ ャ ン ・デ ュ ビ ュ ッ フ ェ 《ス カ ー フ を 巻 く エ デ ィ ッ ト ・ボ ワ ソ ナ ス 》/1947年/油 彩 ・紙/外 洋192

183.ジ ャ ン ・デ ュ ビ ュ ッ フ ェ 《暴 動 》/1961年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋193

184.猪 熊 弦 一 郎 《Sky　Triangle》/1968年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋482

185.バ ー バ ラ ・ヘ ッ プ ワ ー ス 《翼 の あ る 人 物I》/1957年/真 鍮,鉄 線/外 彫93

186.斎 藤 義 重 《作 品 》/1961年/油 彩 ・合 板/日 洋524

187.斎 藤 義 重 《作 品 》/1965年/油 彩 ・合 板/日 洋527

188.ジ ャ ク ソ ン ・ポ ロ ッ ク 《Number　2,1951》/1951年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋209

189.モ ー ゲ ン ス ・ア ン デ ル セ ン 《コ ン ポ ジ シ ョ ン 》/1977年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋155

190.ピ ェ ー ル ・ス ー ラ ー ジ ュ 《絵 画,26　 May　 1969》/1969年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋210

191.菅 井 汲 《OKA》/1961年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋524

192.ザ オ ・ ウ ー キ ー 《15.01.61》/1961年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋103

193.ザ オ ・ウ ー キ ー 《24.02.70》/1970年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋156

194.ザ オ ・ウ ー キ ー 《07.06.85》/1985年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋197

195.田 淵 安 一 《孤 独 の 山　 Montagne　 Solitaire》 　/　1956年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋525

196.ピ エ ー ル ・ア レ シ ン ス キ ー 《田 園 の 一 隅 》/1951年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋99

197.堂 本 尚 郎 《連 続 の 溶 解9》/1964年/油 彩,ア ク リ ル ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋530
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広報記録：

新 聞 ・雑 誌:

[前 期]

島 田 紀 夫 「お しえ て ア ー トの い ろ は 　 認 め ら れ な か っ た 『印 象 派 』」 『朝 日新 聞 』2007年1月11日 夕 刊

編 集 部 「見 逃 せ な い 美 術 展 『じ っ と見 る－ 印 象 派 か ら現 代 まで 』」 『日経 お と な のOFF』3月 号 （通 巻66号 ）,

2007年2月1日,p.93

編 集 部 「じっ と見 る－ 印 象 派 か ら現 代 ま で 　 館 蔵 の 至 宝 を一 堂 に」 『新 美 術 新 聞 』2007年3月11日

[後 期]

秋 山 亮 太 「美 の 履 歴 書 《グ レ ー の 洗 濯 場 》」 『朝 日新 聞 』2007年6月13日 夕 刊

16 展 覧会 （ブ リヂ ス トン美 術 館 ）



ブ リヂ ス トン美術館 コレクシ ョン展

2007年12月1日 （土 ）­2008年1月27日 （日 ）

会 場:全 館

主 催:石 橋 財 団 ブ リ ヂ ス トン美 術 館

概 要:日 本 と西 洋 の近 代 美 術 に 加 え て,今 後,よ り新 しい 時代 の 美 術 も紹

　 　 　 介 して い くブ リヂ ス ト ン美 術 館 の コ レ ク シ ョ ン の 特 色 を反 映 さ せ た

　 　 　 展 示 。

出 品 内 容:絵 画129点,彫 刻37点,陶 器14点 　 計180点

入 場 者 総 数:21,495人 （1日平 均439人 ）

展 覧 会 ポ ス ター

出品目録：

エ ン トラ ン ス

　 1.ク リ ス チ ャ ン ・ダ ニ エ ル ・ラ ウ ホ 《勝 利 の 女 神 》/大 理 石/外 彫81

階 段

　 2.ア リ ス テ ィ ド ・マ イ ヨ ー ル 《欲 望 》/1905­08年/ブ ロ ン ズ/外 彫66

彫 刻 ギ ャ ラ リ ー1

　 3.オ ー ギ ュ ス ト ・ ロ ダ ン 《立 て る フ ォ ー ネ ス 》/1884年 頃/大 理 石/外 彫40

　 4.オ ー ギ ュ ス ト ・ ロ ダ ン 《考 え る 人 》/1902年 頃/ブ ロ ン ズ/外 彫39

　 5.オ ー ギ ュ ス ト ・ ロ ダ ン 《青 銅 時 代 》/1904年/ブ ロ ン ズ/外 彫38

　 6.エ ミ ー ル=ア ン ト ワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《風 の 中 の ベ ー ト ー ヴ ェ ン 》/1904­08年/ブ ロ ン ズ/外 彫43

　 7.エ ミ ー ル=ア ン ト ワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《ペ ネ ロ ー プ 》/1909年/ブ ロ ン ズ/外 彫45

　 8.エ ミ ー ル=ア ン ト ワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《弓 を ひ く ヘ ラ ク レ ス 》/1909年/ブ ロ ン ズ/外 彫46

　 9.シ ャ ル ル ・デ ス ピ オ 《ア ン トワ ネ ッ ト の 顔 》/1918年/ブ ロ ン ズ/外 彫48

10.シ ャ ル ル ・デ ス ピ オ 《ク ラ ・ク ラ 》/1919年/ブ ロ ン ズ/外 彫49

彫 刻 ギ ャ ラ リ ー2

11.コ ン ス タ ン テ イ ン ・ブ ラ ン ク ー シ 《接 吻 》/1907­10年/石 膏/外 彫100

12.ア レ キ サ ン ダ ー ・ア ー キ ペ ン コ 《ゴ ン ド ラ の 船 頭 》/1914年/ブ ロ ン ズ/外 彫86

13.オ シ ッ プ ・ザ ツ キ ン 《母 子 》/1919年/着 色 さ れ た セ メ ン ト/外 彫54

14.オ シ ッ プ ・ザ ツ キ ン 《三 美 神 》/1950年/ブ ロ ン ズ/外 彫56

15.オ シ ッ プ ・ザ ツ キ ン 《ポ モ ナ （ト ル ソ ）》/1951年/黒 檀/外 彫55

16.ヘ ン リ ー ・ム ア 《横 た わ る 人 体 》/1976年/ブ ロ ン ズ/外 彫89

17.マ リ ノ ・マ リ ー ニ 《騎 手 》/1952年/ブ ロ ン ズ/外 彫70
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18.ペ リ ク レ ・ フ ァ ッ ツ ィ ー ニ 《爽 風 （B）》/1972­73年/ブ ロ ン ズ/外 彫88

第3室:古 代 美 術

19.シ ュ メ ー ル 《女 の 胸 像 》/紀 元 前24世 紀/閃 緑 石/外 彫1

20.パ ル ミ ュ ラ 《人 物 像 》/1­2世 紀/石 灰 石/外 彫94

21.エ ジ プ ト 《セ ク メ ト神 像 》/紀 元 前14世 紀/黒 花 崗 岩/外 彫64

22.エ ジ プ ト　 レ リー フ 断 片 《柘 榴 と葡 萄 図 》/ア マ ル ナ 時 代 （紀 元 前1360年 頃 ）/石 灰 石/外 彫95

23.エ ジ プ ト　 レ リー フ 断 片 《ア ヌ ビ ス 神 礼 拝 図 》/紀 元 前13世 紀/砂 岩/外 彫7

24.エ ジ プ ト　 レ リー フ 断 片 《神 牛 》/紀 元 前1300­1200年/石/外 彫8

25.エ ジ プ ト 《彩 色 木 棺 》/紀 元 前13世 紀/木/外 彫67

26.エ ジ プ ト 《ホ ル ス 神 浮 彫 》/紀 元 前1000­350年/大 理 石/外 彫5

27.エ ジ プ ト 《聖 猫 》/紀 元 前950­660年/ブ ロ ンズ/外 彫90

28.ギ リ シ ア 《獅 子 頭 部 》/紀 元 前5世 紀/大 理 石/外 彫13

29.ギ リ シ ア 《哲 人 の 顔 》/紀 元 前4世 紀/大 理 石/外 彫15

30.ギ リ シ ア 《ヴ ィー ナ ス 》/ヘ レニ ス テ ィ ッ ク 期 （紀 元 前323­30年 ）/大 理 石/外 彫14

31.グ レ コ=ロ ー マ ン 《ア テ ナ 頭 部 》/大 理 石/外 彫79

32.ギ リ シ ア コ リ ン トス 球 形 ア リ ュバ ロ ス 「ル クス ス ・グ ル ー プ 」（?） 《鷲 と鶏 図 》/紀 元 前610­590年/

　 　 陶 器182

33.ギ リ シ ア ア ッテ ィ カ黒 絵 式 頸 部 ア ン フ ォ ラ 「ブ ー ロ ー ニ ュ441の 画 家 」《ヘ ラク レス とケ ル ベ ロ ス 図 》/

　 　 紀 元 前520­510年/陶 器197

34.ギ リ シ ア 　 ア ッ テ ィ カ黒 絵 式 オ イ ノ コ エ 《デ ィ オ ニ ュ ソ ス とマ イ ナ ス 図 》/紀 元 前500年 頃/陶 器76

35.ギ リ シ ア 　 ア ッテ ィ カ 黒 絵 式 レキ ュ トス 《デ ィオ ニ ュ ソ ス,サ テ ユ ロ ス とマ イ ナ ス 図 》/紀 元 前490­480

　 　 年/陶 器67

36.ギ リ シ ア 　 ア ッテ ィ カ 黒 絵 式 レ キ ュ トス 《デ ィ オ ニ ュ ソ ス と ア リ ア ドネ 図 》/紀 元 前490­480年/陶

　 　 器66

37.ギ リ シ ア 　 ア ッ テ ィ カ黒 絵 式 レ キ ュ トス 《デ ィ オ ニ ュ ソ ス と マ イ ナ ス 図 》/紀 元 前490­480年/陶 器68

38.ギ リ シ ア 　 ア ッ テ ィ カ赤 絵 式 キ ュ リ ク ス 《サ テ ュ ロ ス 図 》/紀 元 前5世 紀 中 頃/陶 器89

39.ギ リ シ ア 　 ア ッ テ ィ カ 白 地 レキ ュ トス 《墓 参 図 》/紀 元 前425­400年 頃/陶 器71

40.ギ リ シ ア 　 ア ッ テ ィ カ赤 絵 式 レベ ス ・ガ ミ コス 《ニ ケ と女 性 図 》/紀 元 前400­375年 頃/陶 器91

41.ギ リ シ ア　 カ ンパ ニ ア赤 像 式 魚 文 皿/紀 元 前375­350年 頃/陶 器42

42.ギ リ シ ア 　 カ ンパ ニ ア赤 絵 式 ヒ ュ ドリ ア 「ラ ゲ ッ トの 画 家 」《デ ィ オ ス ク ー ロ イ 図 》/紀 元 前350年 頃/

陶 器87

43.ギ リ シ ア 　 カ ンパ ニ ア赤 絵 式 ヒ ュ ドリ ア 《エ ロ ス 図 》/紀 元 前350­325年 頃/陶 器88

44.ギ リ シ ア 　 ア プ リ ア 赤 絵 式 柱 形 把 手 ク ラ テ ル 《男 女 図 》/紀 元 前330年 頃/陶 器92

45.エ トル リ ア 建 築 装 飾 フ リ ー ズ 部 分 《泉 水 に 向 か う二 頭 の 馬 》/紀 元 前550­540年/彩 色 テ ラ コ ッ タ/

外 彫92

46.ロ ー マ 《ヴ ィ ー ナ ス の 頭 部 》/大 理 石/外 彫23

47.ロ ー マ 　 モ ザ イ ク 断 片 《牧 神 頭 部 》/1世 紀/陶 器114

48.ヘ ル ク ラ ネ ウ ム 　壁 画 断 片 《デ ィオ ニ ュ ソ ス 図 》/1世 紀/フ レ ス コ/外 洋2

第1室:伝 統 か ら近 代 へ

49.三 連 祭 壇 画 《デ イ シ ス 図 》/板 絵/外 洋126

50.レ ン ブ ラ ン ト ・フ ァ ン ・レ イ ン 《聖 書 あ る い は 物 語 に取 材 し た 夜 の 情 景 》/1626­28年/油 彩 ・銅 板/

　 　 外 洋5

51.ア ン トニ ー ・ヤ ン ス ゾ ー ン ・フ ァ ン ・デ ル ・ク ロ ー ス 《レ イ ス ウ ェ イ ク城 》/油 彩 ・板/外 洋4
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52.ジ ョ ー ジ ・ス ミ ス 《婦 人 像 》/1866年/油 彩 ・板/外 洋147

53.ト ー マ ス ・ゲ イ ン ズ バ ラ 《婦 人 像 》/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋176

54.ジ ャ ン=オ ー ギ ュ ス ト=ド ミ ニ ク ・ア ン グ ル 《若 い 女 の 頭 部 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋161

55.グ レ ゴ リ オ ・ラ ザ リ ー ニ 《黄 金 の 子 牛 の 礼 拝 》/1700­07年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋127

56.オ ノ レ ・ ド ー ミ エ 《山 中 の ド ン ・キ ホ ー テ 》/1850年 頃/油 彩 ・板/外 洋171

57.オ ノ レ ・ ドー ミ エ 《ラ タ ポ ワ ー ル 》/1850年 頃/ブ ロ ン ズ/外 彫91

58.ジ ャ ン=フ ラ ン ソ ワ ・ ミ レ ー 《乳 し ぼ り の 女 》/1854­60年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋119

59.シ ャ ル ル=フ ラ ン ソ ワ ・ ドー ビ ニ ー 《レ ・サ ー ブ ル=ド ロ ン ヌ 》/油 彩 ・板/外 洋10

60.ギ ュ ス タ ー ヴ ・ ク ー ル ベ 《雪 の 中 を 駆 け る 鹿 》/1856­57年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋170

61.ギ ュ ス タ ー ヴ ・ ク ー ル ベ 《石 切 り場 の 雪 景 色 》/1870年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋11

第4室:印 象 派 へ の い ざ な い

62.カ ミ ー ユ ・ コ ロ ー 《ヴ ィ ル ・ダ ヴ レ ー 》/1835­40年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋7

63.カ ミ ー ユ ・ コ ロ ー 《オ ン フ ル ー ル の ト ゥ ー タ ン 農 場 》/1845年 頃/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋8

64.カ ミ ー ユ ・ コ ロ ー 《森 の 中 の 若 い 女 》/1865年/油 彩 ・板/外 洋159

65.ウ ジ ェ ー ヌ ・ブ ー ダ ン 《 トル ー ヴ ィ ル 近 郊 の 浜 》/1865年 頃/油 彩 ・板/外 洋172

66.カ ミ ー ユ ・ ピ サ ロ 《ブ ー ジ ヴ ァ ル の セ ー ヌ 河 》/1870年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋19

67.カ ミ ー ユ ・ ピ サ ロ 《菜 園 》/1878年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋20

68.エ ド ゥ ワ ー ル ・マ ネ 《オ ペ ラ 座 の 仮 装 舞 踏 会 》/1873年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋14

69.エ ド ゥ ワ ー ル ・マ ネ 《自 画 像 》/1878­79年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋121

70.エ ド ガ ー ・ ド ガ 《レ オ ポ ー ル ・ル ヴ ェ ー ル の 肖 像 》/1874年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋162

71.ア ル フ レ ッ ド ・シ ス レ ー 《森 へ 行 く 女 た ち 》/1866年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋25

72.ア ル フ レ ッ ド ・シ ス レ ー 《サ ン=マ メ ス 六 月 の 朝 》/1884年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋26

73.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《す わ る ジ ョ ル ジ ェ ッ ト ・シ ャ ル パ ン テ ィ エ 嬢 》/1876年/

　 　 油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋169

74.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《カ ー ニ ュ の テ ラ ス 》/1905年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋33

75.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《す わ る 水 浴 の 女 》/1914年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋34

76.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《花 の つ い た 帽 子 の 女 》/1917年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋35

第5室:モ ネ か ら セ ザ ン ヌ,そ し て 印 象 派 以 後

77.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《鉢 と 牛 乳 入 れ 》/1873­77年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋28

78.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《帽 子 を か ぶ っ た 自 画 像 》/1890­94年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋31

79.ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《サ ン ト=ヴ ィ ク ト ワ ー ル 山 と シ ャ ト ー ・ノ ワ ー ル 》/1904－06年 頃/油 彩 ・カ ン

　 　 ヴ ァ ス/外 洋32

80.ク ロ ー ド ・モ ネ 《ア ル ジ ャ ン ト ゥ イ ユ の 洪 水 》/1872－73年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋21

81.ク ロ ー ド ・モ ネ 《雨 の ベ リ ー ル 》/1886年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋164

82.ク ロ ー ド ・モ ネ 《睡 蓮 》/1903年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋22

83.ク ロ ー ド ・モ ネ 《睡 蓮 の 池 》/1907年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋23

84.ク ロ ー ド ・モ ネ 《黄 昏,ヴ ェ ネ ツ ィ ア 》/1908年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋24

85.ポ ー ル ・ ゴ ー ガ ン 《馬 の 頭 部 の あ る 静 物 》/1886年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋168

86.ポ ー ル ・ ゴ ー ガ ン 《ボ ン ・タ ヴ ェ ン付 近 の 風 景 》/1888年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋37

87.ポ ー ル ・ ゴ ー ガ ン 《乾 草 》/1889年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋38

88.フ ィ ン セ ン ト ・フ ァ ン ・ ゴ ッ ホ 《モ ン マ ル トル の 風 車 》/1886年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋122

89.ポ ー ル ・シ ニ ャ ッ ク 《コ ン カ ル ノ ー 港 》/1925年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋45
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第6室:世 紀 末 か ら20世 紀 へ=内 面 を み つ め る世 界

90.オ デ ィ ロ ン ・ル ドン 《神 秘 の 語 ら い 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/外 洋178

91.オ デ ィ ロ ン ・ル ドン 《供 物 》/油 彩 ・厚 紙/外 洋179

92.ピ エ ー ル ・ボ ナ ー ル 《灯 下 》/1899年/油 彩 ・紙/外 洋51

93.ピ エ ー ル ・ボ ナ ー ル 《桃 》/1920年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/外 洋52

94.ピ エ ー ル ・ボ ナ ー ル 《ヴ ェ ル ノ ン付 近 の風 景 》/1929年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/外 洋54

95.ジ ョル ジ ュ ・ル オ ー 《芝 居 の 呼 び 込 み 》/1906年/油 彩 ・紙/寄 託 作 品

96.ジ ョル ジ ュ ・ル オ ー 《郊 外 の キ リ ス ト》/1920­24年/油 彩 ・紙/外 洋142

97.ジ ョル ジ ュ ・ル オ ー 《ピ エ ロ》/1925年/油 彩 ・紙/外 洋64

98.ジ ョル ジ ュ ・ル オ ー 《赤 鼻 の ク ラ ウ ン》/1925­29年/油 彩 ・紙/寄 託 作 品

99.ジ ョル ジ ュ ・ル オ ー 《裁 判 所 の キ リス ト》/1935年/油 彩 ・紙/寄 託 作 品

第7室:日 本 の 近 代 絵 画1

100.浅 井 忠 《縫 物 》/1902年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋4

101.安 井 曾 太 郎 《薔 薇 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋143

102.安 井 曾 太 郎 《F夫 人 像 》/1939年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/寄 託 作 品

103.安 井 曾 太 郎 《琴 （『文 藝 春 秋 』1954年1月 号 表 紙 絵 ）》/1953年/油 彩 ・紙/寄 託 作 品

104.安 井 曾 太 郎 《庭 （『文 藝 春 秋 』1955年1月 号 表 紙 絵 ）》/1954年/油 彩 ・紙/寄 託 作 品

105.安 井 曾 太 郎 《画 室 の 窓 （『文 藝 春 秋 』1955年12月 号 表 紙 絵 ）》/1955年/油 彩,コ ラ ー ジ ュ ・紙/寄 託

　 　 作 品

106.安 井 曾 太 郎 《安 倍 能 成 君 像 》/1955年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋217

107.梅 原 龍 三 郎 《ナ ポ リ よ り ソ レ ン トを望 む 》/1921年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋271

108.梅 原 龍 三 郎 《ノ ー トル ダ ム 》/1965年/油 彩 ・金 箔 押 し し た羊 皮 紙/日 洋191

第8室:日 本 の 近 代 絵 画2

109.黒 田清 輝 《ブ レハ の 少 女 》/1891年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋8

110.黒 田清 輝 《杣 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋10

111.藤 島 武 二 《黒 扇 》/1908­09年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋26

112.藤 島 武 二 《糸 杉 （ヴ ィ ラ ・フ ァ ル コニ エ リ ）》/1908­09年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋27

113.藤 島 武 二 《東 海 旭 光 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋31

114.岡 田 三 郎 助 《臥 裸 婦 》/1901年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋230

115.岡 田 三 郎 助 《婦 人 像 》/1907年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋60

116.青 木 繁 《海 景 （布 良 の 海 ）》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋100

117.青 木 繁 《天 平 時 代 》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋91

118.小 出楢 重 《帽 子 を か ぶ っ た 自画 像 》/1924年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋137

119.岸 田 劉 生 《街 道 （銀 座 風 景 ）》/1911年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋228

120.岡 鹿 之 助 《雪 の 発 電 所 》/1956/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋297

121.岡 鹿 之 助 《望 楼 》/1960年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋299

122.牛 島 憲 之 《タ ン ク の 道 》/1955年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋212

第9室:マ テ ィ ス と フ ォ ー ヴ ィ ス ム ～ エ コ ー ル ・ ド ・パ リ

123.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《画 室 の 裸 婦 》/1899年/油 彩 ・紙/外 洋56

124.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《コ リ ウ ー ル 》/1905年/油 彩 ・厚 紙/外 洋141

125.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《縞 ジ ャ ケ ッ ト》/1914年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋57

126.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《両 腕 を あ げ た オ ダ リ ス ク 》/1921年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ボ ー ド/外 洋59
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127.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《樹 間 の 憩 い 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/寄 託 作 品

128.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《ル ー 川 の ほ と り 》/1925年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋117

129.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《石 膏 の あ る 静 物 》/1927年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/寄 託 作 品

130.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《青 い 胴 着 の 女 》/1935年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋62

131.モ ー リ ス ・ ド ・ヴ ラ マ ン ク 《運 河 船 》/1905－06年/油 彩/カ ン ヴ ァ ス/外 洋69

132.ケ ー ス ・ヴ ァ ン ・ ド ン ゲ ン 《シ ャ ン ゼ リ ゼ 大 通 り》/1924­25年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋87

133.ア ン ド レ ・ ド ラ ン 《自 画 像 》/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/寄 託 作 品

134.モ ー リ ス ・ユ ト リ ロ 《サ ン ・ド ニ 運 河 》/1906­08年/油 彩 ・紙/外 洋77

135.マ リ ー ・ロ ー ラ ン サ ン 《二 人 の 少 女 》/1923年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋72

136.マ リ ー ・ ロ ー ラ ン サ ン 《女 と 犬 》/1923年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋186

137.ア メ デ オ ・モ デ ィ リ ア ー ニ 《若 い 農 夫 》/1918年 頃/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋115

138.藤 田 嗣 治 《猫 の い る 静 物 》/1939­40年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/日 洋131

139.カ イ ム ・ス ー テ ィ ン 《大 き な 樹 の あ る 南 仏 風 景 》/1924年/油 彩 ・紙/外 洋114

140.佐 伯 祐 三 《テ ラ ス の 広 告 》/1927年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋174

第10室:ピ カ ソ ～ キ ュ ビ ス ム の 周 辺

141.ア ン リ ・ル ソ ー 《イ ヴ リ ー 河 岸 》/1907年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋43

142.ア ン リ ・ル ソ ー 《牧 場 》/1910年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋42

143.ラ ウ ル ・デ ュ フ ィ 《静 物 》/1915­20年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋73

144.ラ ウ ル ・デ ュ フ ィ 《オ ー ケ ス ト ラ 》/1942年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋123

145.ラ ウ ル ・デ ュ フ ィ 《ポ ワ レ の 服 を 着 た モ デ ル た ち,1923年 の 競 馬 場 》/1943年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/

　 　 外 洋184

146.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《道 化 師 》/1905年/ブ ロ ン ズ/外 彫61

147.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《ブ ル ゴ ー ニ ュ の マ ー ル 瓶 グ ラ ス,新 聞 紙 》/1913年/油 彩,砂,新 聞 紙 ・カ ン ヴ ァ

　 　 ス/外 洋173

148.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《生 木 と 枯 木 の あ る 風 景 》/1919年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋143

14g.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《カ ッ プ と ス プ ー ン 》/1922年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋83

150.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《女 の 顔 》/1923年/油 彩,砂 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋84

151.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《腕 を 組 ん で す わ る サ ル タ ン バ ン ク 》/1923年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋160

152.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《馬 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/寄 託 作 品

153.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《茄 子 》/1946年/油 彩,グ ワ ッ シ ュ ・紙/外 洋85

154.パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《画 家 と モ デ ル 》/1963年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋144

155.ジ ョ ル ジ ュ ・ブ ラ ッ ク 《梨 と 桃 》/1924年/油 彩 ・板/外 洋86

第2室:20世 紀 美 術 の さ ま ざ ま な 動 き 　 シ ュ ル レ ア リ ス ム ～ 抽 象 美 術

156.ピ ー ト ・モ ン ド リ ア ン 《砂 丘 》/1912年/油 彩,鉛 筆 ・厚 紙/外 洋203

157.パ ウ ル ・ク レ ー 《島 》/1932年/油 彩,砂 を 混 ぜ た 石 膏 ・板/外 洋202

158.ハ ン ス ・ホ フ マ ン 《Push　and　Pull　II》/1950年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋211

159.ジ ョ ル ジ ョ ・デ ・キ リ コ 《吟 遊 詩 人 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋91

160.ジ ョ ア ン ・ ミ ロ 《絵 画 》/1927年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋187

161.ジ ャ ン ・フ ォ ー ト リ エ 《人 質 の 頭 部 》/1945年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス に 貼 ら れ た 紙/外 洋188

162.ジ ャ ン ・フ ォ ー ト リ エ 《旋 回 す る 線 》/1963年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス に 貼 ら れ た 紙/外 洋189

163.ジ ャ ン ・デ ュ ビ ュ ッ フ ェ 《ス カ ー フ を 巻 く エ デ ィ ッ ト ・ボ ワ ソ ナ ス 》/1947年/油 彩 ・紙/外 洋192

164.ジ ャ ン ・デ ュ ビ ュ ッ フ ェ 《暴 動 》/1961年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋193

165.ア ル ベ ル ト ・ジ ャ コ メ ッ テ ィ 《デ ィ エ ゴ の 胸 像 》/1954­55年/ブ ロ ン ズ/外 彫75
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166.猪 熊 弦 一 郎 《Sky　Triangle》/1968年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋482

167.バ ー バ ラ ・ヘ ッ プ ワ ー ス 《翼 の あ る 人 物I》/1957年/真 鍮,鉄 線/外 彫93

168.斎 藤 義 重 《作 品 》/1961年/油 彩 ・合 板/日 洋524

169.斎 藤 義 重 《作 品 》/1965年/油 彩 ・合 板/日 洋527

170.セ ル ジ ュ ・ポ リ ア コ フ 《コ ン ポ ジ シ ョ ン 》/1959年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋215

171.ジ ャ ク ソ ン ・ポ ロ ッ ク 《Number　2,1951》/1951年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋209

172.杉 全 直 《袋 を 持 っ た 空 間 》/1963年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋541

173.ピ ェ ー ル ・ス ー ラ ー ジ ュ 《絵 画,26May　 1969》/1969年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/外 洋210

174.菅 井 汲 《OKA》/1961年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋526

175.ザ オ ・ウ ー キ ー 《21­Sep­50》/1950年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ボ ー ド/外 洋194

176.ザ オ ・ウ ー キ ー 《15.0l.61》/1961年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋103

177.ザ オ ・ウ ー キ ー 《07.06.85》/1985年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋197

178.田 淵 安 一 《孤 独 の 山 　 Montagne　 Solitaire》 　/　1956年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/日 洋525

179.ピ エ ー ル ・ア レ シ ン ス キ ー 《田 園 の 一 隅 》/1951年/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/外 洋99

180.堂 本 尚 郎 《連 続 の 溶 解9》/1964年/油 彩,ア ク リ ル ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋530
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展 覧会　石橋美術館

〈特 別展 〉

退屈な風景　松本英一郎展

2007年9月24日 （月 ・振 休 ）－11月25日 （日）

会 場:本 館 　 第1室 － 第6室

主 催:石 橋 財 団 石 橋 美 術 館/西 日本 新 聞 社

後 援:久 留 米 市/久 留 米 市 教 育 委 員 会/財 団 法 人 久 留 米 文 化 振 興 会

概 要:久 留 米 生 ま れ の 洋 画 家 ・松 本 英 一 郎 （1932­2001）の 回 顧 展 。 初 期 か

　 　 　 ら 晩 年 ま で の 油 彩 画49点 と水 彩 画16件 （う ち1件 は2点 も の,1件 は

　 　 　 73点 もの の シ リ ー ズ ） の 計65件 （147点） を,5つ の 時 代 の 章 だ て に

　 　 　 「水 彩 画 」 の1章 を 加 え た6章 で 構 成 展 示 した 。

出 品 内 容:松 本 英 一 郎 の 油 彩 画49点,水 彩 画16件 （98点） 計65件 （147点）

入 場 者 総 数:7,214人 （1日平 均129人 ）

展覧会 チラ シ

出 品 目録:

第1章 　 青 年 期 の 模 索 　 1950­1964

1.《 風 景 》/1950年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/個 人 蔵

2.《 風 景 （高 良 山 麓 ）》/1952年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/個 人 蔵

3.《 裸 婦 》/1957年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/個 人 蔵

4.《 敗 走 者 》/1958年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/個 人 蔵

5.《 さ ら さ れ た 牛 》/1959年/油 彩 ・板/個 人 蔵

6.《 土 牛 》/1961年/油 彩 ・板/府 中 市 美 術 館

7.《 西 方 位 》/1962年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス （板 貼 付 ）/個 人 蔵

8.《 祭 典 司 （後 ）》/1964年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/個 人 蔵

第2章 　 平 均 的 肥 満 体 　 1965­1970

9.《 肥 満 体II》/1965年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/府 中 市 美 術 館

10.《 平 均 的 肥 満 体02》/1966年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/福 岡 市 美 術 館

11.《 平 均 的 肥 満 体No.5》/1966年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/個 人 蔵

12.《 平 均 的 肥 満 体No.9­J》/1967年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/個 人 蔵

13.《 平 均 的 肥 満 体No.13》/1967年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/青 梅 市 立 美 術 館

14.《 順 風 》/1969年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/個 人 蔵

15.《 満 帆2》/1969年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/福 岡 県 立 美 術 館

16.《 満 帆 》/1970年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/個 人 蔵

17.《 満 帆 ・炎 上 》/1970年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/都 城 市 立 美 術 館

第3章 　 退 屈 な 風 景 　 1971­1986

18.《 退 屈 な風 景No.2》/1971年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/熊 本 県 立 美 術 館

19.《 退 屈 な風 景02》/1972年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/多 摩 美 術 大 学 美 術 館
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20.《 退 屈 な 風 景 》/1973年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/個 人 蔵

21.《 退 屈 な 風 景 茶 畑 》/1974年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/個 人 蔵

22.《 退 屈 な風 景 》/1975年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/東 京 都 現 代 美 術 館

23.《 風 景 》/1978年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/東 京 都 現 代 美 術 館

24.《 退 屈 な風 景No.19（ 浮 遊 体 ）》/1979年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/都 城 市 立 美 術 館

25.《 風 景No.4》/1981年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/福 岡 県 立 美 術 館

26.《 よ う壁 の あ る風 景 》/1982年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/福 岡 市 美 術 館

27.《 退 屈 な風 景 》/1985年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/個 人 蔵

28.《 頂 上 の 風 景85》/1985年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/個 人 蔵

第4章 　 さ く ら ・う し 　 1987­1996

29.《 頂 上 の 風 景 》/1987年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/府 中市 美 術 館

30.《 さ くら 退 屈 な 風 景 》/1987年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/個 人 蔵

31.《 さ くら­ヒ ロ シ マ 》/1988年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/広 島 市 現 代 美 術 館

32.《 さ く ら》/1988年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/筑 邦 銀 行

33.《 さ く ら ・う し》/1989年 ・油 彩 ・カ ン ヴ ァス/個 人 蔵

34.《 さ く ら’89­10》/1989年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/京 都 国 立 近 代 美 術 館

35.《 さ く ら ・う し》/1990年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/福 岡 県 立 美 術 館

36.《 さ く ら ・う し》/1991年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/個 人 蔵

37.《 さ く ら ・う し ・92》/1992年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/都 城 市 立 美 術 館

38.《 さ く ら ・う し93­9》/1993年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/個 人 蔵

39.《 さ く ら ・う し95­1》/1995年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/個 人 蔵

40.《 さ く ら ・う し95­2》/1995年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/個 人 蔵

41.《 花 と雲 と牛 》/1996年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/熊 本 県 立 美 術 館

第5章 　 花 と 雲 と牛 ・花 あ か り　 1997­2001

42.《 花 と雲 と牛 》/1997年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/個 人 蔵

43.《 塚 の 夕 暮 》/1997年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/熊 本 県 立 美 術 館

44.《 花 と雲 と牛 》/1998年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/個 人 蔵

45.《 花 と雲 と う し》/1998年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/個 人 蔵

46.《 花 と雲 と牛 》/1998年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/個 人 蔵

47.《 花 と雲 と牛2》/2000年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

48.《 花 あ か り》/2001年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/個 人 蔵

49.《 花 と雲 と牛 》/2001年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/個 人 蔵

第6章 　 水 彩 画

50­1.《 頂 上 の風 景 （鑓 水 風 景 ）’85­11月》/1985年/ペ ン,イ ン ク,水 彩 ・紙/青 梅 市 立 美 術 館

50­2.《 頂 上 の風 景 （鑓 水 風 景 ）’85­12月2日（1）》/1985年/ペ ン,イ ン ク,水 彩 ・紙/青 梅 市 立 美 術 館

50­3.《 頂 上 の風 景 （鑓 水 風 景 ）’85­12月2日（2）》/1985年/ペ ン,イ ン ク,水 彩 ・紙/青 梅 市 立 美 術 館

50­4.《 頂 上 の風 景 （鑓 水 風 景 ）’86­4月》/1986年/ペ ン,イ ン ク,水 彩 ・紙/青 梅 市 立 美 術 館

50­5.《 頂 上 の風 景 （鑓 水 風 景 ）’86­5月16日》/1986年/ペ ン,イ ン ク,水 彩 ・紙/青 梅 市 立 美 術 館

50­6.《 頂 上 の風 景 （鑓 水 風 景 ）’86­5月20日 （雨 ）》/1986年/ペ ン,イ ン ク,水 彩 ・紙/青 梅 市 立 美 術 館

50­7.《 頂 上 の 風 景 （鑓 水 風 景 ）’86­7月10日 ～10月30日 》/1986年/ペ ン,イ ン ク,水 彩 ・紙/青 梅 市 立 美

　 　 　術 館

50­8.《 頂 上 の風 景 （鑓 水 風 景 ）’87­10月》/1987年/鉛 筆,水 彩 ・紙/青 梅 市 立 美 術 館
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50­9.《 頂 上 の 風 景 （鑓 水 風 景 ）’88­5月16日》/1988年/ペ ン,イ ン ク,水 彩 ・紙/青 梅 市 立 美 術 館

50­10.《 頂 上 の 風 景 （鑓 水 風 景 ）’88­5月18日 （土 煙 起 つ ）》/1988年/鉛 筆,水 彩 ・紙/青 梅 市 立 美 術 館

50­11.《 頂 上 の 風 景 （鑓 水 風 景 ）’89­1月25日 》/1989年/鉛 筆,水 彩 ・紙/青 梅 市 立 美 術 館

51­1.《 定 点 ス ケ ッチ69》/1981年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美術 大 学 美 術 館

51­2.《 定 点 ス ケ ッチ1》/1985年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­3.《 定 点 ス ケ ッチ2》/1985年/鉛 筆,ペ ン,イ ン ク,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­4.《 定 点 ス ケ ッチ3》/1985年/ペ ン,イ ン ク,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­5.《 定 点 ス ケ ッチ4》/1985年/ペ ン,イ ン ク,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­6.《 定 点 ス ケ ッチ5》/1987年/鉛 筆,ペ ン,イ ン ク,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­7.《 定 点 ス ケ ッチ6》/1988年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­8.《 定 点 ス ケ ッチ7》/1988年/鉛 筆,水 彩 ・紙 （厚 紙 ）/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­9.《 定 点 ス ケ ッチ8》/1988年/鉛 筆,ペ ン,イ ン ク,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­10.《 定 点 ス ケ ッチ9》/1988年/鉛 筆,ペ ン,イ ン ク,水 彩 ・紙 ・多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­11.《 定 点 ス ケ ッチ10》/1988年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­12.《 定 点 ス ケ ッチ11》/1989年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­13.《 定 点 ス ケ ッチ12》/1989年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­14.《 定 点 ス ケ ッチ13》/1990年/パ ス テ ル,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­15.《 定 点 ス ケ ッチ14》/1990年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­16.《 定 点 ス ケ ッチ15》/1990年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­17.《 定 点 ス ケ ッチ16》/1990年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­18.《 定 点 ス ケ ッチ17》/1990年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­19.《 定 点 ス ケ ッチ18》/1990年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­20.《 定 点 ス ケ ッチ19》/1990年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­21.《 定 点 ス ケ ッチ20》/1990年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­22.《 定 点 ス ケ ッチ21》/1990年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51=23.《 定 点 ス ケ ッチ70》/1990年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­24.《 定 点 ス ケ ッチ71》/1990年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­25.《 定 点 ス ケ ッチ22》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­26.《 定 点 ス ケ ッチ23》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­27.《 定 点 ス ケ ッチ24》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙 （厚 紙 貼 付 ）/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­28.《 定 点 ス ケ ッチ25》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­29.《 定 点 ス ケ ッチ26》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­30.《 定 点 ス ケ ッチ27》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­31.《 定 点 ス ケ ッチ28》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­32.《 定 点 ス ケ ッチ29》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­33.《 定 点 ス ケ ッチ30》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­34.《 定 点 ス ケ ッチ31》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­35.《 定 点 ス ケ ッチ32》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­36.《 定 点 ス ケ ッチ33》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­37.《 定 点 ス ケ ッチ34》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­38.《 定 点 ス ケ ッチ35》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­39.《 定 点 ス ケ ッチ36》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­40.《 定 点 ス ケ ッチ37》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­41.《 定 点 ス ケ ッチ38》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­42.《 定 点 ス ケ ッチ39》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館
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51­43.《 定 点 ス ケ ッ チ40》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­44.《 定 点 ス ケ ッ チ41》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­45.《 定 点 ス ケ ッ チ42》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­46.《 定 点 ス ケ ッ チ43》/1991年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­47.《 定 点 ス ケ ッ チ44》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­48.《 定 点 ス ケ ッ チ45》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­49.《 定 点 ス ケ ッ チ46》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­50.《 定 点 ス ケ ッ チ47》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­51.《 定 点 ス ケ ッ チ48》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­52.《 定 点 ス ケ ッ チ49》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­53.《 定 点 ス ケ ッ チ50》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­54.《 定 点 ス ケ ッ チ51》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­55.《 定 点 ス ケ ッ チ52》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­56.《 定 点 ス ケ ッ チ53》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­57.《 定 点 ス ケ ッ チ54》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­58.《 定 点 ス ケ ッ チ55》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­59.《 定 点 ス ケ ッ チ56》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­60.《 定 点 ス ケ ッ チ57》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­61.《 定 点 ス ケ ッ チ58》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­62.《 定 点 ス ケ ッ チ59》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­63.《 定 点 ス ケ ッ チ60》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­64.《 定 点 ス ケ ッ チ61》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­65.《 定 点 ス ケ ッ チ62》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙 （厚 紙 貼 付 ）/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­66.《 定 点 ス ケ ッ チ63》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­67.《 定 点 ス ケ ッ チ64》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­68.《 定 点 ス ケ ッ チ65》/1992年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­69.《 定 点 ス ケ ッ チ66》/1993年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­70.《 定 点 ス ケ ッ チ67》/1995年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­71.《 定 点 ス ケ ッ チ68》/1996年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­72.《 定 点 ス ケ ッ チ72》/1996年 頃/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

51­73.《 定 点 ス ケ ッ チ73》/1996年/鉛 筆,水 彩 ・紙/多 摩 美 術 大 学 美 術 館

52.《 退 屈 な 風 景 （中 山 ）》/1981年/水 彩 ・紙/個 人 蔵

53.《 北 野 踏 切 》/1986年/鉛 筆 ・紙/個 人 蔵

54.《 自画 像 》/1988年/水 彩 ・紙/個 人 蔵

55.《 頂 上 の 風 景 》/1988年/水 彩 ・紙/個 人 蔵

56.《 さ く ら ・う し》/1992年/水 彩 ・紙/個 人 蔵

57.《 さ く ら ・う し》/1992年/水 彩 ・紙/個 人 蔵

58.《 さ く ら ・う し》/1992年/水 彩 ・紙/個 人 蔵

59.《 さ く ら ・う し》/1992年/水 彩 ・紙/個 人 蔵

60.《 空 路 》/1993年/水 彩 ・紙/個 人 蔵

61.《 さ く ら ・う し》/1993年/水 彩 ・紙/個 人 蔵

62.《 風 景 》/1995年/水 彩 ・紙/個 人 蔵

63.《 さ く ら ・う し》/1995年/水 彩 ・紙/個 人 蔵

64.《 雑 木 林 ・茶 畑 ・飛 行 船 》/1997年/水 彩 ・紙/個 人 蔵

65.《 引 込 線JR八 王 子 》/1994年/水 彩 ・紙/個 人 蔵
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＊no.51《 定 点 ス ケ ッ チ 》 は 一 部 展 示 替 え を 行 っ た 。 額 装 さ れ た12点 に つ い て は,全 期 間 展 示 。

額 装 さ れ て い な い63点 に つ い て は,3期 に わ け て 展 示 。 第1期9月24日 （月 ）­10月16日 （火 ）,第2期10月17日 （水 ）－11

月6日 （火 ）,第3期11月7日 （水 ）－11月25日 （日）

関連事業:

美 術 講 座 →p.47

広報記録:

後 藤 純 子 「美 術 館 へ 行 こ う　 美 術 館 の 楽 しみ 方 　 特 別 展 案 内 」 『くる め す た い る』 第152号

「ひ と と き 『松 本 英 一 郎 展 』 を企 画 し た 石 橋 美 術 館 主 任 学 芸 員 　 植 野 健 造 さ ん」 『西 日本 新 聞 』2007年9月24

日 筑 後 版

「松 本 英 一 郎 さ ん の 回 顧 展 開 幕 」 『西 日本 新 聞 』2007年9月25日 県 総 合

「退 屈 な風 景 　 松 本 英 一 郎 展 か ら」 （上 ）（中 ）（下 ） 『西 日本 新 聞 』2007年9月25日 ～27日 夕 刊

植 野 健 造 「退 屈 な風 景 　 松 本 英 一 郎 展 　 『退 屈 』 に 包 ま れ て い る幸 福 感 」 『西 日本 新 聞 』2007年10月19日

宇 田 懐 「あ っ け らか ん と して 　 松 本 英 一 郎 を た ど る」 （1）～ （5）『西 日本 新 聞 』2007年10月21日 ～25日 筑 後 版

「『松 本 英 一 郎 の 原 風 景 は 筑 後 』 展 覧 会 記 念 講 演 会 に70人 」 『西 日本 新 聞 』2007年10月30日 筑 後 版

「松 本 英 一 郎 展 　 退 屈 な 風 景 」 『新 美 術 新 聞 』 第1135号,2007年11月1日

「美 術 　 批 評!　 退 屈 な 風 景 　 松 本 英 一 郎 展 」 『朝 日新 聞 』2007年11月2日 夕 刊

「見 に行 こ う　 画 風 変 遷 　 一 生 か け 完 成 」 『読 売 新 聞 』2007年11月4日

宇 田 懐 「展 覧 会 　 退 屈 な 風 景－ 松 本 英 一 郎 展 　 底 流 に 流 れ る筑 後 の風 土 」 『西 日本 新 聞 』2007年11月6日

渡 辺 亮 一 「土 曜 文 化 　 松 本 英 一 郎 回 顧 展 　 ユ ー モ ア に 包 ん だ社 会 眼 」 『毎 日新 聞 』2007年11月10日

会場風 景 会場風景

会場風景 会場風景
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〈企 画 展 〉

the　ア ーテ ィス ト － 絵 か きも陶芸家 も彫 刻家 も

2006年12月23日 （土 ）－2007年4月8日 （日 ）

会 場:全 館

主 催:石 橋 財 団 石 橋 美 術 館

概 要:所 蔵 作 品 を,改 め て 作 家 に 注 目 して 紹 介 。 絵 画133件,陶 磁 器15件,

　 　 　 彫 刻4件 の合 計152件 を展 示 。 現 在 活 躍 中 の 作 家 の 話 を き く機 会 を も

　 　 　 う け,ア ー テ ィ ス ト ・ トー ク を実 施 。

出 品 内 容:絵 画133件,陶 磁 器15件,彫 刻4件 　 計152件

入 場 者 総 数:7,720人 （1日平 均86人 ）

展 覧 会 ポ ス ター

出品 目録：

1.山 崎 朝 雲 《猪 》/ブ ロ ン ズ/日 彫13

2.百 武 兼 行 《臥 裸 婦 》/1881年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋2

3.中 丸 精 十 郎 《瀑 》/1890年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋1

4.原 田 直 次 郎 《村 の 風 景 》/油 彩 ・板/日 洋307

5.原 田 直 次 郎 《童 女 図 》/1885年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋6

6.浅 井 忠 《樹 下 の 女 》/1901年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋291

7.浅 井 忠 《ヴ ェ ネ ツ ィ ア 》/1902年/水 彩 ・紙/日 洋5

8.黒 田 清 輝 《鉄 砲 百 合 》/1909年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋9

9.黒 田 清 輝 《針 仕 事 》/1890年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋7

10.岡 田 三 郎 助 《水 浴 の 前 》/1916年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋63

11.岡 田 三 郎 助 《雪 景 》/1913年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋61

12.岡 田 三 郎 助 《富 士 山 》/1918年/油 彩 ・板/日 洋522

13.和 田 英 作 《早 春 （富 士 ）》/1939年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋66

14.和 田 英 作 《読 書 》/1902年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋64

15.藤 島 武 二 《天 平 の 面 影 》/1902年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋11

16.藤 島 武 二 《自画 像 》/1903年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋12

17.藤 島 武 二 《池 畔 の 女 》/1908­1909年/油 彩 ・紙/日 洋36

18.藤 島 武 二 《雲 （ロ ー マ ）》/1908­1909年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋33

19.藤 島 武 二 《糸 杉 》/1908­1909年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス ボ ー ド/日 洋41

20.藤 島 武 二 《五 剣 山 の 日の 出 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋49

21.藤 島 武 二 《蒙 古 の 日 の 出 》/1937年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋56

22.藤 島 武 二 《朝 鮮 婦 人 》/1914年 頃/油 彩 ・紙/日 洋45

23.藤 島 武 二 《朝 鮮 婦 人 》/1914年 頃/油 彩,パ ス テ ル ・紙/日 洋45

24.藤 島 武 二 《唐 様 三 部 作 》/1924年/中 央:水 彩,油 彩,パ ス テ ル,木 炭,チ ョー ク ・紙/左 右 水
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　 　 彩,油 彩 ・紙/日 洋45

25.山 下 新 太 郎 《ブ ル タ ー ニ ュ の 女 》/1908年/油 彩 ・板/日 洋206

26.山 下 新 太 郎 《ノ ラ ・フ ァル ク 嬢 》/1908年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋252

27.満 谷 国 四 郎 《ブ ル タ ー ニ ュ風 景 》/1913年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋68

28.満 谷 国 四 郎 《焦 山 》/1924年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋70

29.吉 田博 《ウ ダ イ プ ー ル宮 殿 》/1931年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋248

30.吉 田 博 《風 景 （ダ ー ジ リ ン）》/1931年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋249

31.青 木 繁 《自画 像 》/1903年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋87

32.青 木 繁 《闍 威 弥 尼 》/1903年/油 彩 ・板/日 洋89

33.青 木 繁 《輪 転 》/1903年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋90

34.青 木 繁 《女 の 顔 》/1904年/油 彩 ・板 （羽 子 板 ）/日 洋98

35.青 木 繁 《光 明 皇 后 》/1905年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋102

36.青 木 繁 《海 の 幸 》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋95

37.青 木 繁 《海 》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋498

38.青 木 繁 《海 》/1904年/油 彩 ・板/日 洋94

39.青 木 繁 《木 立 （森 の 暮 色 ）》/1904年/油 彩 ・板/日 洋97

40.青 木 繁 《雪 景 》/1906年/油 彩 ・板/日 洋103

41.青 木 繁 《風 景 》/1904年/水 彩 ・絹 （扇 面 ）/日 洋99

42.青 木 繁 《丘 に立 つ 三 人 》/1904年/水 彩 ・紙/日 洋93

43.青 木 繁 《水 浴 》/1904年/水 彩 ・紙/日 洋101

44.青 木 繁 《わ だ つ み の い ろ こ の 宮 》/1907年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋104

45.青 木 繁 《大 穴 牟 知 命 》/1905年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋197

46.野 見 山 暁 治 《鉱 山 か ら》/1984年/グ ワ ッ シ ュ,油 性 黒 イ ン ク ・紙/日 洋521

47.野 見 山 暁 治 《風 の 便 り》/1997年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋520

48.豊 福 知 徳 《レ リ ー フ 　 金2》/1967年/ブ ロ ンズ/日 彫16

49.豊 福 知 徳 《透 過 す る 立 像 （白 ）》/1991年/木 （マ ホ ガ ニ ー） ・彩 色/日 彫19

50.豊 福 知 徳 《半 円柱1》/1964年/ブ ロ ンズ/日 彫15

51.猪 熊 弦 一 郎 《犬 》/1954年/グ ワ ッ シ ュ ・墨 ・紙/日 洋485

52.猪 熊 弦 一 郎 《犬 と猫 》/1954年/グ ワ ッ シ ュ,ペ ン,イ ン ク,鉛 筆 ・紙/日 洋486

53.山 口長 男 《累 形 》/1958年/油 彩 ・板/日 洋184

54.杉 全 直 《キ ッ コ ウ》/1961年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋187

55.坂 本 繁 二 郎 《自 画 鏡 像 》/1929年/油 彩 ・紙/日 洋113

56.坂 本 繁 二 郎 《魚 を持 っ て き た 海 女 》/1913年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋204

57.坂 本 繁 二 郎 《あ ら しの 海 》/1917年/油 彩 ・板/日 洋110

58.坂 本 繁 二 郎 《静 物 》/1918年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋194

59.坂 本 繁 二 郎 《牛 》/1920年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋301

60.坂 本 繁 二 郎 《パ リ郊 外 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋192

61.坂 本 繁 二 郎 《少 女 》/1922年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋111

62.坂 本 繁 二 郎 《読 書 の 女 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋112

63.坂 本 繁 二 郎 《帽 子 を 持 て る 女 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋195

64.坂 本 繁 二 郎 《鳥 》/1930年/顔 彩 ・紙/日 洋253

65.坂 本 繁 二 郎 《馬 》/1948年/水 彩 ・紙/日 洋448

66.坂 本 繁 二 郎 《放 牧 三 馬 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋114

67.坂 本 繁 二 郎 《柿 》/1944年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋210

68.坂 本 繁 二 郎 《能 面 》/1954年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/寄 託 作 品
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69.坂 本 繁 二 郎 《林 檎 蜜 柑 柿 》/1958年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋216

70.坂 本 繁 二 郎 《植 木 鉢 》/1959年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/寄 託 作 品

71.坂 本 繁 二 郎 《青 木 繁 歌 碑 文 字 図 案 》/1947年/紙 本 墨 書/日 書40

72.古 賀 春 江 《自画 像 》/1916年/水 彩 ・紙/日 洋322

73.古 賀 春 江 《地 蔵 尊 》/1919年/水 彩 ・紙/日 洋315

74.古 賀 春 江 《無 題 》/1921年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋345

75.古 賀 春 江 《曲彖 に つ く》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋546

76.古 賀 春 江 《海 水 浴 の 女 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋168

77.古 賀 春 江 《二 階 よ り》/1922年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/寄 託 作 品

78.古 賀 春 江 《美 し き博 覧 会 》/1926年/水 彩 ・紙/日 洋321

79.古 賀 春 江 《素 朴 な 月 夜 》/1929年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋161

80.古 賀 春 江 《単 純 な 哀 話 》/1930年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋162

81.古 賀 春 江 《鳥 籠 》/1929年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋164

82.石 井 柏 亭 《傘 松 （ナ ポ リ風 景 ）》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋109

83.青 山 熊 治 《男 の 像 》/1921年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋135

84.辻 永 《ハ ル ピ ン の冬 》/1917年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋116

85.辻 永 《フ ォ ン トネ ・オ ・ロ ー ズ の 春 》/1921年/油 彩 ・板/日 洋118

86.遠 山 五 郎 《婦 人 読 書 図 》/1922年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋146

87.伊 原 宇 三 郎 《ア ル ル 風 景 》/1925年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋276

88.佐 伯 祐 三 《広 告 貼 り》/1927年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋176

89.佐 伯 祐 三 《コ ル ドヌ リ （靴 屋 ）》/1925年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋173

90.荻 須 高 徳 《巴 里 風 景 》/1949年/水 彩,ペ ン,イ ン ク ・紙/日 洋283

91.荻 須 高 徳 《巴里 風 景 》/1949年/水 彩,ペ ン,イ ン ク ・紙/日 洋282

92.荻 須 高 徳 《巴里 風 景 》/1949年/水 彩,ペ ン,イ ン ク ・紙/日 洋284

93.荻 須 高 徳 《巴里 風 景 》/1949年/水 彩,ペ ン,イ ン ク ・紙/日 洋285

94.青 山 義 雄 《南 仏 ア ル プ ス 遠 望 》/1955年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋160

95.三 岸 節 子 《フ ラ ン ス 風 景 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋287

96.藤 田 嗣 治 《猫 》/1934年/胡 粉,墨,顔 彩 ・紙/日 洋262

97.藤 田 嗣 治 《横 た わ る 女 と猫 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋215

98.藤 田 嗣 治 《カ ル ポ ー の 公 園 》/1940年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋133

99.梅 原 龍 三 郎 《静 物 （り ん ご と梨 ）》/1917年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋270

100.梅 原 龍 三 郎 《静 物 （茄 子 と南 瓜 ）》/1951年/デ トラ ン プ ・紙/日 洋273

101.安 井 曾 太 郎 《玉 蟲 先 生 像 》/1934年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋144

102.安 井 曾 太 郎 《レモ ン と メ ロ ン》/1955年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋268

103.金 山平 三 《石 母 田 の 堤 》/1952­55年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋121

104.金 山平 三 《港 》/1945­56年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋120

105.小 杉 未 醒 （放 庵 ） 《山 幸 彦 》/1917年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋85

106.岸 田劉 生 《画 家 の 妻 》/1914年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋229

107.岸 田劉 生 《麗 子 像 》/1922年/テ ンペ ラ ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋226

108.小 出楢 重 《裸 婦 》/1925年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋138

109.須 田 国 太 郎 《檮 原 風 景 》/1955年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋157

110.長 谷 川 利 行 《裸 婦 》/1938年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋156

111.長 谷 川 利 行 《動 物 園風 景 》/1937年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋155

112.児 島 善 三 郎 《海 芋 とキ リ ン草 》/1954年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋203

113.牧 野 虎 雄 《罌 粟 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋153
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114.片 多 徳 郎 《芙 蓉 》/1924年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋147

115.富 岡鉄 斎 《飲 中 八 仙 図 》/近 代/紙 本 著 色/日 書16

116.横 山大 観 《旭 日青 波 》/近 代/絹 本 著 色/日 書72

117.川 合 玉 堂 《秋 郊 帰 雁 》/近 代/紙 本 墨 画 淡 彩/日 書77

118.筆 谷 等 観 《飛 瀑 双 幅 》/1930年/絹 本 著 色/日 書24

119.川 端 龍 子 《白梅 図 》/近 代/紙 本 金 地 墨 画 淡 彩/日 書32

120.川 端 龍 子 《木 莵 （竹 夜 ）》/近 代/紙 本 墨 画 淡 彩/日 書31

121.竹 内栖 鳳 《富 嶽 図 》/大 正 時 代 末 － 昭 和 時 代 初 期/絹 本 著 色/日 書64

122.竹 内 栖 鳳 《春 潮 図 》/大 正 時 代 末 － 昭 和 時 代 初 期/絹 本 著 色/日 書67

123.竹 内 栖 鳳 《鰹 図 》/1927­1930年 頃/絹 本 著 色/日 書66

124.竹 内 栖 鳳 《潮 汐 去 来 》/1927­1930年 頃/絹 本 著 色/日 書65

125.堅 山 南 風 《鯉 》/近 代/絹 本 著 色/日 書35

126.徳 岡 神 泉 《游 鯉 》/近 代/紙 本 著 色/日 書36

127.冨 田 溪 仙 《梅 鶴 》/近 代/絹 本 著 色/日 書84

128.冨 田 溪 仙 《手 向 山 春 雪 図 》/近 代/絹 本 著 色/日 書86

129.冨 田 溪 仙 《宇 治 》/近 代/絹 本 著 色/日 書87

130.冨 田 溪 仙 《宮 島 》/近 代/絹 本 著 色/日 書85

131.近 藤 浩 一 路 《暁 月 》/1930年 頃/紙 本 墨 画/日 書30

132.近 藤 浩 一 路 《暁 港 （島 原 港 ）》/1930年/紙 本 墨 画/日 書29

133.前 田 青 邨 《獅 子 図 》/1935年 頃/紙 本 金 地 著 色/日 書39

134.前 田 青 邨 《紅 白梅 》/1970年 頃/紙 本 著 色/日 書38

135.前 田 青 邨 《風 神 雷 神 》/1949年 頃/紙 本 墨 画 淡 彩/日 書37

136.上 村 松 篁 《桜 》/近 代/紙 本 金 地 著 色/日 書95

137.上 村 松 篁 《桔 梗 》/近 代/紙 本 著 色/日 書96

138.有 田 《色 絵 菊 流 水 文 皿 》/江 戸 時 代1660­1670/磁 器/陶 器207

139.有 田 《色 絵 竹 梅 文 竹 形 水 注 》/江 戸 時 代1670­1690/磁 器/陶 器208

140.有 田 《色 絵 竹 梅 虎 文 六 角 瓶 》/江 戸 時 代1670­1700/磁 器/陶 器209

141.有 田 《色 絵 花 鳥 文 瓶 》/江 戸 時 代1670­1700/磁 器/陶 器210

142.有 田 《色 絵 花 鳥 文 輪 花 鉢 》/江 戸 時 代1670­1700/磁 器/陶 器211

143.有 田 《色 絵 菊 鹿 文 鉢 》/江 戸 時 代1670­1690/磁 器/陶 器257

144.板 谷 波 山 《氷 華 磁 葡 萄 文 花 瓶 》/1927­1930年 頃/磁 器/陶 器194

145.北 大 路 魯 山 人 《金 襴 手 花 鳥 文 鉢 》/1925年/磁 器/陶 器216

146.富 本 憲 吉 《色 絵 花 柳 文 水 指 》/近 代/陶 器/陶 器195

147.清 水 六 兵 衛 （6代） 《古 稀 彩 桔 梗 飾 皿 》/1975年/陶 器/陶 器220

148.清 水 六 兵 衛 （6代） 《銹 拗 叢 花 瓶 》/1974年/陶 器/陶 器219

149.島 岡達 三 《灰 被 縄 文 壺 》/昭 和 時 代/陶 器/陶 器223

150.酒 井 田柿 右 衛 門 （14代） 《濁 手 草 花 文 八 角 蓋 物 器 》/昭 和 時 代/磁 器/陶 器222

151.浅 野 勝 《線 文 鉢 》/昭 和 時 代/陶 器/陶 器256

152.添 田和 信 《白釉 花 入 》/昭 和 時代/陶 器/陶 器253

＊作 品 は,す べ て石 橋 美術 館 蔵 。
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関連事業:

ア ー テ ィ ス ト ・ トー ク

ギ ャ ラ リ ー トー ク

→p .47

広報記録：

テ レ ビ　 「は ぴ は ぴ テ レ ビ」 （ギ ャ ラ リー 情 報 ）NHK佐 賀 放 送 局,2007年1月19日 放 映
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the　 ヌ ー ド－ 人,か ら だ,カ タ チ

2007年4月14日 （土 ）－7月8日 （日）

会 場:本 館

主 催:石 橋 財 団石 橋 美 術 館/西 日本 新 聞社

後 援:久 留 米 市/久 留 米 市 教 育 委 員 会/財 団 法 人 久 留 米 文 化 振 興 会

概 要:財 団 所 蔵 の ヌ ー ド作 品98点 を,主 題 に よ り5つ の セ ク シ ョ ン に 分 け

　 　 　 て 構 成 ・展 示 。 ヌ ー ド作 品 を とお し,さ ま ざ ま な 楽 しみ 方 を提 案,

　 　 　 あ わ せ て ヌ ー ドの 造 形 の 歴 史 も紹 介 。

出 品 内 容:油 彩37点,水 彩 ・素 描14点,彫 刻9点,版 画38点,計98点

入 場 者 総 数:14,382人 （1日平 均192人 ）

展覧会 チ ラシ

出 品 目録:

1 演 じ る ヌ ー ド

　 1.ヤ ン ・ピ ー テ ル ス ・サ ー ン レ ダ ム 《ヴ ィ ー ナ ス の 星[ホ ル ツ ィ ウ ス に 基 づ く]》/エ ン グ レ ー ヴ ィ ン

　 　 /BMA/外 版415

　 2.ジ ョ ン ・マ ー チ ン 《『聖 書 』 楽 園 追 放 》/1838刊/メ ゾ チ ン ト/BMA/外 版392

　 3.ジ ョ ン ・マ ー チ ン 《『聖 書 』 ア ベ ル の 死 》/1838刊/メ ゾ チ ン ト/BMA/外 版393

　 4.ピ エ ー ル ・ピ ュ ヴ ィス ・ ド ・シ ャ ヴ ァ ン ヌ 《女 性 習 作 》/写 真 平 版 ・和 紙/BMA/外 版294

　 5.ア ン リ ・フ ァ ン タ ン=ラ ト ゥー ル 《聖 ア ン トニ ウ ス の 誘 惑 》/リ トグ ラ フ/BMA/外 版17

　 6.イ ポ リ ュ ト ・プ テ ィ ジ ャ ン 《パ ン4­1装 飾 下 絵 （裸 体 習 作 ）》/リ トグ ラ フ/BMA/外 版196

　 7.ヴ ィ ル ヘ ル ム ・フ ォル ツ 《パ ン2­3サ ロ メ》/リ トグ ラ フ/BMA/外 版196

　 8.ア ドル フ ・レ オ ン ・ヴ ィ レ ッ ト 《首 を 吊 っ た ピ エ ロ》/1894年/リ トグ ラ フ/BMA/外 版423

　 9.ヴ ィ ク トー ル ・プ ル ー ヴ ェ 《阿 片 》/1894年/リ トグ ラ フ,空 押 し/BMA/外 版212

10.エ ミー ル=ア ン トワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《レ ダ と 白 鳥 》/水 彩,ペ ン,イ ン ク/BMA/外 洋48

11.オ ッ トー ・エ ッ ク マ ン 《パ ン5­4春 訪 れ な ば 》/リ トグ ラ フ/BMA/外 版196

12.岡 田 三 郎 助 《臥 裸 婦 》/1901年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/BMA/日 洋230

13.青 木 繁 《輪 転 》/1903年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋90

14.青 木 繁 《天 平 時代 》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/BMA/日 洋91

15.青 木 繁 《狂 女 》/1906年/水 彩 ・紙/日 洋381

16.青 木 繁 《春 》/1908年/水 彩 ・布 （襖 布 ）/日 洋106

17.青 木 繁 《秋 》/1908年/水 彩 ・布 （襖 布 ）/日 洋107

18.戸 張 孤 雁 《曇 り》/1917年/ブ ロ ンズ/日 彫1

19.北 川 民 次 《ざ く ろ を 持 つ 女 》/1954年/リ トグ ラ フ/日 版122

20.古 賀 春 江 《鳥 籠 》/1929年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋164

21.古 賀 春 江 《〈檻 〉 （『東 京 パ ッ ク 』 裏 表 紙 ）の た め の ス ケ ッ チ 》/1929年/水 彩 ・紙/日 洋365

22.古 賀 春 江 《厳 し き伝 統 》/1931年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋163
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23.ヘ ン リー ・ム ア 《『生 誕80年 記 念 版 画 集 』 荒 れ 模 様 の 空 の 下 に横 た わ る人 体 》/1975年/リ トグ ラ フ

　 　 /BMA/外 版275

24.マ リ ノ ・マ リ ー ニ 《ポ モ ナ 習 作 》/石 版/BMA/外 版160

25.マ リ ノ ・マ リ ー ニ 《ポ モ ナ 習 作 》/石 版/BMA/外 版160

（踊 る ヌ ー ド）

26.エ ドガ ー ・ドガ 《右 手 で右 足 を持 つ 踊 り子 》/ブ ロ ンズ/BMA/外 彫37

27.ヴ ィ ル ヘ ル ム ・フ ォル ツ 《パ ン4­2ニ ン フ の 行 進 と踊 り》/リ トグ ラ フ/BMA/外 版196

28.長 谷 川 栄 作 《黎 明 の 舞 》/ブ ロ ン ズ/日 彫12

29.古 賀 春 江 《デ ッサ ン》/1931年 頃/鉛 筆 ・紙/日 洋368

30.海 老 原 喜 之 助 《裸 体 》/リ トグ ラ フ/日 版133

31.ペ リ ク レ ・フ ァ ッ ツ ィ ー ニ 《馬 上 に 立 つ 裸 婦 》/ブ ロ ンズ/BMA/外 彫87

32.ア ン リ ・エ ラ ン 《パ ン3­4戯 れ る 人 魚 》/木 版,リ トグ ラ フ/BMA/外 版196

2　 英 雄

33.オ ー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《青 銅 時 代 》/ブ ロ ンズ/BMA/外 彫38

34.オ ー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《考 え る 人 》/ブ ロ ンズ/BMA/外 彫39

35.エ ミー ル=ア ン トワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《傷 つ け る精 を運 ぶ ケ ン タ ウ ロ ス 》/水 彩,ペ ン,イ ン ク ・紙/

　 　 BMA/外 洋49

36.エ ミー ル=ア ン トワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル 《ク ロ ノ ス 》/1921年/グ ワ ッ シ ュ,イ ン ク ・紙/BMA/外

　 　 洋124

37.エ ル ンス ト=モ ー リ ッ ツ ・ガ イ ガ ー 《パ ン1­2巨 人 》/エ ッチ ン グ/BMA/外 版196

38.マ ック ス ・ピ ー チ ュ マ ン 《パ ン2­2ケ ン タ ウ ロ ス の カ ッ プ ル 》/エ ッチ ン グ/BMA/外 版196

39.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《三 人 の裸 婦 と笛 を 吹 くサ テ ュ ロ ス 》/1932年/ド ラ イ ポ イ ン ト/BMA/外 版71

40.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《娘 を襲 う ミノ タ ウ ロ ス 》/1933年/エ ッチ ン グ/BMA/外 版107

41.パ ブ ロ ・ピ カ ソ 《瀕 死 の ミ ノ タ ウ ロ ス 》/1933年/エ ッ チ ン グ/BMA/外 版108

42.青 木 繁 《海 の 幸 》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋95

43.青 木 繁 《大 穴 牟 知 命 》/1905年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋197

44.青 木 繁 《わ だ つ み の い ろ この 宮 》/1907年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋104

45.北 村 西 望 《月 昇 る》/ブ ロ ン ズ/日 彫11

3 生 活 の な か の 裸 婦

（水 浴,入 浴 ）

46.ジ ャ ン=バ テ ィ ス ト ・パ テ ル 《水 浴 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/BMA/外 洋175

47.ウ ィ リア ム ・ホ ガ ー ス 《トル コ風 呂 》/エ ン グ レー ヴ ィ ン グ/BMA/外 版366

48.カ ミー ユ ・ピサ ロ 《水 浴 の 女 た ち 》/リ トグ ラ フ/BMA/外 版7

49.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《水 浴 の 女 》/1907年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/BMA/外 洋136

50.マ ッ ク ス ・リ ー バ ー マ ン 《パ ン3­2水 浴 の 若 者 た ち 》/エ ッチ ング/BMA/外 版196

51.ポ ー ル ・ア ル ベ ー ル ・ベ ナ ー ル 《水 浴 》/エ ッチ ン グ,ア ク ア チ ン ト/BMA/外 版26

52.ア ン デ ル ス ・ツ ォ ル ン 《浅 瀬 》/1912年/エ ッ チ ン グ/BMA/外 版223

53.フ ェ リ ッ ク ス ・ヴ ァ ロ ッ トン 《入 浴 》/木 版/BMA/外 版52

54.藤 島 武 二 《池 畔 の 女 》/1908­09年/油 彩 ・紙/日 洋36

55.岡 田 三 郎 助 《髪 梳 く女 》/1915年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋62

56.岡 田 三 郎 助 《水 浴 の 前 》/1916年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋63

57.満 谷 国 四 郎 《脱 衣 》/1926年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋233
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58.安 井 曾 太 郎 《水 浴 裸 婦 》/1914年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋142

59.梅 原 龍 三 郎 《脱 衣 婦 》/1912年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/BMA/日 洋200

60.岸 田劉 生 《裸 婦 》/1913年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/BMA/日 洋205

61.勝 間 田 武 夫 《ル ノ ワ ー ル 《横 た わ る 水 浴 の 女 た ち 》 の 模 写 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋395

62.高 田力 蔵 《ア ン グ ル 《泉 》 の模 写 》/1938年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋407

（化 粧 ）

63.ギ ュ ス タ ー ヴ ・モ ロ ー 《化 粧 》/1885­90年 頃/グ ワ ッ シ ュ,水 彩 ・紙/BMA/外 洋120

64.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《リ ュ リ ュ と 犬 》/1931年/ペ ン,イ ン ク ・紙/BMA/外 洋61

65.ジ ュ ー ル ・ヴ ァ ン ・ ド ・ レ ー ヌ 《鏡 の 前 》/1952年 頃/油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス/BMA/外 洋153

66.清 水 多 嘉 示 《衣 裳 室 》/1926年/油 彩 ・板/日 洋472

（寝 室 ）

67.エ ド ゥ ワ ー ル ・マ ネ 《横 た わ る オ ダ リ ス ク》/エ ッ チ ン グ,ア ク ア テ ィ ン ト/BMA/外 版9

68.エ ド ゥ ワ ー ル ・マ ネ 《オ ラ ン ピ ア》/エ ッ チ ン グ,ア ク ア テ ィ ン ト/BMA/外 版11

69.ポ ー ル ・ゴ ー ガ ン 《マ ナ オ ・ ト ゥパ パ ウ （死 霊 が 見 て い る ）》/1894年/リ トグ ラ フ/BMA/外 版

　 　 222

70.カ ー ル ・ケ ッ ピ ン グ 《パ ン3­4す わ る 裸 婦 》/エ ッチ ン グ/BMA/外 版196

71.藤 田 嗣 治 《二 人 の 裸 婦 》/1927年/エ ッチ ン グ ・絹/日 版2

72.藤 田 嗣 治 《裸 婦 》/1949年/墨 ・紙/日 洋128

4 ア トリエ の 裸 婦

73.百 武 兼 行 《臥 裸 婦 》/1881年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋2

74.ア ン リ=バ トリス ・デ ィ ヨ ン 《ア ト リエ の 情 景 》/リ トグ ラ フ/BMA/外 版308

75.ア リス テ ィ ・ド ・マ イ ヨ ー ル 《裸 婦 》/ブ ロ ンズ/BMA/外 彫65

76.藤 島 武 二 《臥 裸 婦 素 描 》/1906­07年/鉛 筆 ・紙/BMA/日 洋19

77.ア ン リ ・マ テ ィ ス 《横 た わ る裸 婦 》/1919年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/BMA/外 洋58

78.満 谷 国 四 郎 《裸 婦 》/1925年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋69

79.満 谷 国 四 郎 《裸 婦 》/1925年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋232

80.和 田 英 作 《チ ュ ー リ ップ 》/1927年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋65

81.山 下 新 太 郎 《シ ュ ザ ン ヌ 》/1909年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋211

82.金 山 平 三 《習 作 ・女 》/1915­34年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋222

83.小 出楢 重 《裸 婦 》/1925年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋138

84.小 出楢 重 《裸 婦 素 描 》/1926年/コ ンテ ・紙/日 洋139

85.小 出楢 重 《横 た わ る 裸 身 》/1930年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/BMA/日 洋140

86.国 吉 康 雄 《横 た わ る 女 》/1929年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/BMA/日 洋158

87.長 谷 川 利 行 《裸 婦 》/1938年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋156

88.児 島 善 三 郎 《立 つ 》/1928年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋495

89.伊 原 宇 三 郎 《椅 子 に よ れ る》/1929年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋277

90.田 中繁 吉 《裸 婦 》/版 画/日 版124

91.山 本 豊 市 《若 い 女 》/1956年/乾 漆/日 彫3

（ヌ ー ドの 衝 撃 ）

92.ジ ョル ジ ュ ・ビ ゴ ー 《日本 の 女 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/外 洋111

93.黒 田 清 輝 《針 仕 事 》/1890年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋7
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※ 以上2点 は参 考 出品

5 群 像

94.川 口 軌 外 《群 像 》/1954年/リ トグ ラ フ/日 版112

95.伊 原 宇 三 郎 《七 人 の 裸 婦 》/リ トグ ラ フ/日 版119

96.古 賀 春 江 《海 女 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋169

97.井 上 三 綱 《裸 婦 群 像 》/1955年/石 膏,水 彩 ・紙/日 洋334

98.猪 熊 弦 一 郎 《裸 婦 と猫 た ち 》/1954年/リ トグ ラ フ/BMA/日 版128

コ レ ク シ ョ ン （造 形 ）

　 1.坂 田 一 男 《エ ス キ ー ス 》/1953年/油 彩 ・板/日 洋179

　 2.豊 田 勝 秋 《春 日 》/1930年/ブ ロ ンズ/雑46

　 3.豊 田 勝 秋 《鑄 銅 花 さ し》/1931年/鑄 銅/雑47

　 4.山 口 長 男 《累 形 》/1958年/油 彩 ・板/日 洋184

5.杉 全 直 《キ ッ コ ウ》/1961年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋187

6.野 見 山 暁 治 《風 の 便 り》/1997年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋520

　 7.豊 福 知 徳 《透 過 す る 立 像 （白 ）》/1991年/木 （マ ホ ガ ニ ー ）・彩 色/日 彫19

　 8.豊 福 知 徳 《半 円柱1》/1964年/ブ ロ ンズ/日 彫15

　 9.豊 福 知 徳 《レ リー フ 　 金2》/1967年/ブ ロ ン ズ/日 彫16

コ レ ク シ ョ ン （日 本 近 代 洋 画 選 ）

10.中 丸 精 十 郎 《瀑 》/1890年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋1

11.藤 島 武 二 《チ ョチ ャ ラ》/1908­09年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋25

12.藤 島 武 二 《屋 島 よ りの 遠 望 》/1932年/油 彩 ・カ ンヴ ァ ス/日 洋50

13.満 谷 国 四 郎 《坐 婦 》/1913年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋67

14.和 田英 作 《読 書 》/1902年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋64

15.青 木 繁 《自画 像 》/1903年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋87

16.青 木 繁 《海 》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋498

17.青 木 繁 《光 明 皇 后 》/1905年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋102

18.坂 本 繁 二 郎 《牛 》/1920年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋301

19.坂 本 繁 二 郎 《パ リ郊 外 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋192

20.坂 本 繁 二 郎 《自像 》/1923­30年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋300

21.坂 本 繁 二 郎 《放 牧 三 馬 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋114

22.坂 本 繁 二 郎 《柿 》/1944年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋210

23.藤 田 嗣 治 《横 た わ る 女 と猫 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋215

24.安 井 曾 太 郎 《玉 蟲 先 生 像 》/1934年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋144

25.安 井 曾 太 郎 《レ モ ン とメ ロ ン》/1955年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋268

26.岸 田 劉 生 《麗 子 像 》/1922年/テ ンペ ラ ・カ ン ヴ ァス/日 洋226

27.児 島 善 三 郎 《ト レ ド風 景 》/1928年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋159

28.古 賀 春 江 《素 朴 な 月 夜 》/1929年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋161

29.古 賀 春 江 《単 純 な 哀 話 》/1930年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋162

30.佐 伯 祐 三 《コル ドヌ リ （靴 屋 ）》/1925年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋173

31.佐 伯 祐 三 《広 告 貼 り》/1927年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋176

36 展覧会（石橋美術館）



コ レ ク シ ョ ン （オ リエ ン トの 陶 器 ）

32.《 白掻 落 象 文 鉢 》/セ ル ジ ュ ー ク朝11­12世 紀/陶 器/陶 器117

33.《 ラ ス タ ー 彩 人 物 文 鉢 》/13世 紀/陶 器/陶 器119

34.《 ラ ス タ ー 彩 幾 何 文 鉢 》/13世 紀/陶 器/陶 器121

35.《 藍 釉 黒 彩 花 鳥 文 鉢 》/13世 紀/陶 器/陶 器122

36.《 多 彩 釉 刻 線 文 鉢 》/9­10世 紀/陶 器/陶 器124

37.《 白 地 藍 黒 彩 花 文 鉢 》/13世 紀/陶 器/陶 器129

38.《 青 緑 釉 黒 彩 花 文 把 手 付 壺 》/13世 紀/陶 器/陶 器141

39.《 青 緑 釉 黒 彩 蔓 草 文 八 耳 壺 》/13­14世 紀/陶 器/陶 器146

40.《 白 地 多 彩 人 物 花 鳥 文 タ イ ル 》/カ ー ジ ャ ー ル 朝?19­20世 紀?/陶 器/陶 器201

41.《 白地 多 彩 人 物 草 花 文 タ イ ル 》/カ ー ジ ャ ー ル 朝19世 紀/陶 器/陶 器202

42.《 青 緑 釉 藍 黒 彩 花 文 瓶 》/セ ル ジ ュ ー ク 朝13世 紀/陶 器/陶 器205

43.《 白地 多 彩 人 物 文 鉢 》/13世 紀/陶 器/陶 器206

44.《 動 物 幾 何 文 嘴 形 注 口 把 手 付 壺 》/シ ア ル クⅣ 期 紀 元 前1千 年 紀/土 器/陶 器115

45.《 白地 多 彩 鳥 文 鉢 》/10­11世 紀/陶 器/陶 器116

46.《 白地 多 彩 人 物 文 鉢 》/13世 紀?/陶 器/陶 器125

47.《 嘴 形 注 口 把 手 付 壺 》/シ ア ル クⅥ 期 紀 元 前1千 年 紀/土 器/陶 器180

48.《 ラ ス タ ー 彩 草 花 文 輪 花 鉢 》/イ ル ・ハ ー ン朝13世 紀 後 半/陶 器/陶 器181

＊BMAは,ブ リヂ ス トン美術 館 の所 蔵 で あ る こ とを示 す 。

所 蔵 の表 記 の ない作 品 は,す べ て石橋 美 術 館 蔵 。

関連事業：

美 術 講 座 →p.47

ギ ャ ラ リ ー ト ー ク

広報記録：

新 聞 ・雑 誌:

森 山 秀 子 「theヌ ー ド展 か ら　 人 ・か ら だ ・カ タチ1­5」 『西 日本 新 聞 』 夕 刊,2007年4月16日,17日,19日,

20日,21日

森 山 秀 子 「よか ナ ビ九 州 」 『西 日本 新 聞 』2007年5月12日

「theヌ ー ド展 を見 て1­5」 『西 日本 新 聞 』 筑 後 版,2007年5月29日,30日,31日,6月1日,2日

渡 辺 亮 一 「と き め き ア ー ト」 『毎 日新 聞 』 夕 刊,2007年6月5日

平 間 理 香 「よか ナ ビ九 州 」 『西 日本 新 聞 』2007年6月9日

中村 共 子 「美 術 ・批 評!模 倣 脱 し た 日本 の 美 探 る」 『朝 日新 聞 』 夕 刊,2007年6月22日

テ レ ビ:

「は ぴ は ぴ テ レ ビ」 （ギ ャ ラ リ ー情 報 ）NHK佐 賀 放 送 局,2007年4月18日 放 送
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コレクシ ョンによ る旅－ 美術街 道十三次

2007年7月15日 （日）­9月17日 （月 ・祝 ）

会 場:本 館,別 館

主 催:石 橋 財 団 石 橋 美 術 館/TVQ九 州 放 送

後 援:久 留 米 市/久 留 米 市 教 育 委 員 会/財 団 法 人 久 留 米 文 化 振 興 会

概 要:所 蔵 作 品 （一 部 ブ リヂ ス トン 美 術 館 蔵 ）が 作 られ た 時 代 や 場 所 に 注 目

　 　 　 し,来 館 者 に13と お りの 仮 想 の 旅 を体 験 して も らお う とい う 試 み 。

出 品 内 容:油 彩96点,水 彩 ・ス ケ ッ チ26点,書 画10点,陶 器 ・ガ ラ ス25

　 　 　 　 　 点,そ の 他2点,計159点

入 場 者 総 数:8,206人 （1日平 均141人 ）

展覧会チ ラシ

出品 目録：

一 　 自然 ワ ー ル ド1

　 1.中 丸 精 十 郎 《瀑 》/1890年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋1

　 2.原 田 直 次 郎 《村 の 風 景 》/油 彩 ・板/日 洋307

　 3.藤 島 武 二 《屋 島 よ りの 遠 望 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋50

　 4.満 谷 国 四 郎 《瀬 戸 内 海 風 景 》/1928年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋234

　 5.和 田 英 作 《早 春 （富 士 ）》/1939年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋66

　 6.吉 田 博 《上 高 地 》/1927年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋250

　 7.吉 田 博 《奔 流 》/1936年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋82

　 8.青 木 繁 《月 下 滞 船 図 》/1908年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋105

　 9.石 井 柏 亭 《ソ レ ン ト》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋108

10.坂 本 繁 二 郎 《あ ら しの 海 》/1917年/油 彩 ・板/日 洋110

11.金 山 平 三 《田 沢 の 春 》/1941年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋119

12.金 山 平 三 《石 母 田 の堤 》/1952­55年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋121

13.高 島 野 十 郎 《ベ ニ ス の 昼 》/1930­33年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス ボ ー ド/日 洋467

十 三 不 思 議 ワ ー ル ド

14.古 賀 春 江 《素 朴 な 月 夜 》/1929年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋161

15.古 賀 春 江 《単 純 な哀 話 》/1930年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋162

二 　 自 然 ワ ー ル ド2

16.藤 島 武 二 《糸 杉 》/1908­09年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス ボ ー ド/日 洋41

17.藤 島 武 二 《五 剣 山 の 日 の 出 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋49

18.藤 島 武 二 《蒙 古 の 日の 出 》/1937年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋56

19.青 木 繁 《木 立 （森 の暮 色 ）》/1904年/油 彩 ・板/日 洋97
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20.坂 本 繁 二 郎 《牛 》/1919­65年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/寄 託 作 品

21.坂 本 繁 二 郎 《放 牧 三 馬 》/1932年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋114

22.牧 野 虎 雄 《罌 粟 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋153

23.牧 野 虎 雄 《ひ ま わ り》/1929年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋198

24.伊 東 静 尾 《土 （A）》/1961年/油 彩 ・板/日 洋341

25.伊 東 静 尾 《土 》/1961年/油 彩 ・板/日 洋342

26.猪 熊 弦 一 郎 《樹 と 山 》/1945年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋183

十 三 不 思 議 ワ ー ル ド

27.近 藤 弘 明 《寂 光 》/1965年/紙 本 著 色/日 書41

三 旅 の ス ケ ッチ

28.中 沢 弘 光 《ヴ ェ ネ ツ ィ ア》/1922年/水 彩,チ ョー ク ・紙/日 洋73

29.中 沢 弘 光 《ミ ラ ノ 》/1922年/鉛 筆,水 彩 ・紙/日 洋74

30.中 沢 弘 光 《ロ ー マ 》/1922年/鉛 筆,水 彩 ・紙/日 洋75

31.中 沢 弘 光 《ヴ ェ ネ ツ ィ ア 》/1922年/水 彩 ・紙/日 洋76

32.中 沢 弘 光 《コ ロ ン ボ 》/1922年/水 彩 ・紙/日 洋77

33.中 沢 弘 光 《ナ ポ リ》/1922年/水 彩 ・紙/日 洋78

34.中 沢 弘 光 《ブ リ ュ ー ジ ュ 》/1922年/水 彩 ・紙/日 洋79

35.中 沢 弘 光 《ピサ 》/1922年/水 彩 ・紙/日 洋80

36.青 木 繁 《車 中風 景 》/1902年/鉛 筆,淡 彩 ・紙/日 洋496

37.青 木 繁 《神 塞 妙 義 》/1902年/鉛 筆,淡 彩 ・紙/日 洋507

38.青 木 繁 《碓 氷 川 磧 》/1902年/鉛 筆,淡 彩 ・紙/日 洋508

39.青 木 繁 《汗 の 妙 義 山 ス ケ ッ チ行 》/1902年/鉛 筆,淡 彩 ・紙/寄 託 作 品

40.青 木 繁 《麓 よ り妙 義 山 を 望 む 》/1902年/鉛 筆 ・紙/寄 託 作 品

41.青 木 繁 《中 小 坂 村 》/1902年/鉛 筆,淡 彩 ・紙/寄 託 作 品

42.青 木 繁 《ス ケ ッチ す る 男 》/1902年/鉛 筆 ・紙/寄 託 作 品

43.青 木 繁 《山 上 の ス ケ ッチ 》/1902年/鉛 筆 ・紙/寄 託 作 品

44.青 木 繁 《妙 義 山 金 洞 第 一 石 門 》/1902年/鉛 筆,淡 彩 ・紙/寄 託 作 品

45.青 木 繁 《風 景 》/1910年/鉛 筆,淡 彩 ・紙/日 洋447

46.松 田 諦 晶 《伯 耆 大 山 》/1943年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋344

47.安 井 曾 太 郎 《湯 河 原 風 景 》/水 彩,鉛 筆 ・紙/日 洋461

48.安 井 曾 太 郎 《上 高 地 風 景 》/水 彩,鉛 筆 ・紙/日 洋462

49.安 井 曾 太 郎 《風 景 素 描 》/鉛 筆 ・紙/日 洋463

50.古 賀 春 江 《柳 川 風 景 》/1914年/水 彩 ・紙/日 洋523

51.古 賀 春 江 《二 階 よ り》/1922年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/寄 託 作 品

※ そ の他,松 田諦 晶 と古 賀 春 江 の ス ケ ッチ ブ ック各4点

四 　 イ ス パ ニ ア

52.《 ラ ス タ ー 彩 草 花 文 皿 》/16世 紀?/陶 器/陶 器152

53.《 ラ ス タ ー 彩 草 花 文 皿 》/16世 紀?/陶 器/陶 器154

54.《 ラ ス タ ー彩 蔓 草 文 四 耳 壺 》/16世 紀?/陶 器/陶 器155

55.《 ラ ス タ ー彩 花 文 皿 》/17世 紀?/陶 器/陶 器156

56.《 ラス タ ー彩 花 文 皿 》/17世 紀?/陶 器/陶 器157

57.《 ラス タ ー彩 花 文 皿 》/17世 紀?/陶 器/陶 器158
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58.《 ラ ス タ ー 彩 蔓 草 文 瓶 》/17世 紀?/陶 器/陶 器160

59.《 ラ ス タ ー 彩 蔓 草 鳥 文 把 手 付 瓶 》/17世 紀?/陶 器/陶 器161

60.山 下 新 太 郎 《ベ ラス ケ ス 〈王 妃 マ リ ア ー ナ ・デ ・ア ウ ス トリ ア 〉の 模 写 》/1907年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ

　 　 ス/日 洋392

61.児 島 善 三 郎 《ト レ ド風 景 》/1928年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋159

五 古 代 ワ ー ル ド

62.《 ポ ン ペ イ壁 画 断 片 》/1世 紀/フ レス コ/外 洋1

63.藤 島 武 二 《天 平 の 面 影 》/1902年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋11

64.藤 島 武 二 《ポ ンペ イ壁 画 模 写 》/1908年/油 彩 ・板/日 洋43

65.藤 島 武 二 《ポ ンペ イ壁 画 模 写 》/1908年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス ボ ー ド/日 洋44

66.藤 島 武 二 《ポ ンペ イ 》/1908­09年/油 彩 ・板/日 洋28

67.小 杉 未 醒 （放 庵 ） 《山 幸 彦 》/1917年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋85

68.小 杉 未 醒 《戊 辰 秋 日》/1928年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋545

69.青 木 繁 《天 平 時 代 》/1904年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/BMA/日 洋91

70.青 木 繁 《光 明 皇 后 》/1905年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋102

71.青 木 繁 《大 穴 牟 知 命 》/1905年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋197

72.高 田 力 蔵 《ア テ ネ の エ レ ク テ イ オ ン》/1938年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋385

73.高 田 力 蔵 《パ ル テ ノ ン の 午 後 》/1939年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋386

74.高 田 力 蔵 《回想 の ア ク ロ ポ リス 》/1939年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋387

六 　フ ラ ンス

75.岡 田 三 郎 助 《薔 薇 の 少 女 》/1901年/油 彩/日 洋231

76.山 下 新 太 郎 《ブ ル タ ー ニ ュ の 女 》/1908年/油 彩 ・板/日 洋206

77.坂 本 繁 二 郎 《パ リ郊 外 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋192

78.坂 本 繁 二 郎 《帽 子 を持 て る 女 》/1923年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋195

79.辻 永 《春 （パ リ郊 外 ）》/1921年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋117

80.辻 永 《フ ォ ン トネ ・オ ・ロ ー ズ の 春 》/1921年/油 彩 ・板/日 洋118

81.藤 田 嗣 治 《カ ル ポ ー の 公 園 》/1940年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋133

82.平 賀 亀 祐 《ア ペ リチ フ の 時 間 》/1928年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋150

83.平 賀 亀 祐 《古 い 巴 里 の 街 角 》/1954年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋151

84.伊 原 宇 三 郎 《ア ル ル風 景 》/1925年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋276

85.林 倭 衛 《フ ラ ンス 風 景 》/1924­25年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋171

86.佐 伯 祐 三 《コ ル ドヌ リ （靴 屋 ）》/1925年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋173

87.佐 伯 祐 三 《広 告 貼 り》/1927年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋176

88.荻 須 高 徳 《プ ロ ヴ ァ ン の フ ォ ン テ ー ヌ 広 場 》/1940年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋280

89.荻 須 高 徳 《角 の 居 酒 屋 》/1940年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋281

90.青 山 義 雄 《南 仏 ア ル プ ス 遠 望 》/1955年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋160

91.高 田 力 蔵 《エ トル タの 断 崖 》/1939年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋182

92.高 田 力 蔵 《雨 後 の サ ン=マ メ ス 》/1967年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋209

93.三 岸 節 子 《フ ラ ン ス 風 景 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋287

七 　 グ レ ー 村

94.浅 井 忠 《グ レー の 洗 濯 場 》/1901年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/BMA/日 洋290

95.浅 井 忠 《グ レー の 古 橋 》/1901年/水 彩 ・紙/BMA/日 洋292
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96.浅 井 忠 《樹 下 の 女 》/1901年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋291

97.浅 井 忠 《グ レー の橋 》/1902年/水 彩 ・紙/BMA/日 洋3

98.黒 田 清 輝 《針 仕 事 》/1890年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋7

99.和 田 英 作 《読 書 》/1902年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋64

100.山 下 新 太 郎 《グ レー の ホ テ ル の 女 》/1908年/油 彩 ・板/日 洋417

101.安 井 曾 太 郎 《風 景 》/1911年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/BMA/日 洋459

102.安 井 曾 太 郎 《水 車 小 屋 》/1911年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋460

十 三 不 思 議 ワ ー ル ド

103.佐 藤 敬 《作 品 》/1957年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋490

八 　 ル ー ヴル 美 術 館

104.山 下 新 太 郎 《ヴ ェ ラ ス ケ ス 〈マ ル ガ リ ー タ王 女 〉 の 模 写 》/1907年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋391

105.鱸 利 彦 《コ ロ ー 〈モ ル ト フ ォ ンテ ー ヌ の 思 い 出 〉 の 模 写 》/1930年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋394

106.勝 間 田 武 夫 《ル ノ ワ ー ル 〈横 た わ る水 浴 の 女 た ち 〉の 模 写 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋395

107.高 田 力 蔵 《ア ン グ ル 〈泉 〉の 模 写 》/1938年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋407

108.高 田 力 蔵 《ミ レー 〈落 穂 拾 い 〉の 模 写 》/1958年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋408

109.高 田 力 蔵 《ピ ラ ミ ッ ド広 場 に て 》/1981年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋479

110.島 村 三 七 雄 《テ ィ ツ ィ ア ー ノ 〈聖 母 子 と聖 ス テ パ ノ,聖 ヒ エ ロ ニ ム ス,聖 マ ウ リ テ ィ ウ ス 〉 の 模 写 》/

　 　 1936年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋410

111.島 村 三 七 雄 《ル ノ ワ ー ル 〈ム ー ラ ン ・ ド ・ラ ・ギ ャ レ ッ ト〉の 模 写 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋411

十 三 不 思 議 ワ ー ル ド

112.平 野 遼 《朝 》/1991年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋532

九 ル ノ ワ ー ル へ の 旅

113.ピ エ ー ル=オ ー ギ ュ ス ト ・ル ノ ワ ー ル 《水 浴 の 女 》/1907年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/BMA/外 洋136

114.満 谷 国 四 郎 《坐 婦 》/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/1913年/日 洋67

115.満 谷 国 四 郎 《ブ ル ター ニ ュ風 景 》/1913年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋68

116.山 下 新 太 郎 《ノ ラ ・フ ァル ク 嬢 》/1908年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋252

117.山 下 新 太 郎 《シ ュ ザ ン ヌ 》/1909年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋211

118.山 下 新 太 郎 《端 午 》/1915年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋423

119.山 下 新 太 郎 《金 閣 寺 林 泉 》/1922年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋214

120.青 山 熊 治 《男 の 像 》/1921年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋135

121.青 山 熊 治 《静 物 》/1931年 頃/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋136

122.遠 山 五 郎 《婦 人 読 書 図 》/1922年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋146

123.梅 原 龍 三 郎 《林 檎 園 》/1909年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/BMA/日 洋464

124.安 井 曾 太 郎 《水 浴 裸 婦 》/1914年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋142

125.梅 原 龍 三 郎 《脱 衣 婦 》/1912年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/BMA/日 洋200

126.梅 原 龍 三 郎 《静 物 （りん ご と梨 ）》/1917年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋270

127.梅 原 龍 三 郎 《桜 島 》/1935年/油 彩 ・紙/日 洋274

128.梅 原 龍 三 郎 《静 物 （茄 子 と南 瓜 ）》/1951年/デ トラ ン プ ・紙/日 洋273

十 三 不 思 議 ワ ー ル ド

129.野 見 山 暁 治 《風 の便 り》/1997年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋520
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十 　江 戸 ワ ー ル ド

130.中 村 芳 中 《四 季 草 花 図 扇 面 貼 交 屏 風 》/19世 紀 初 頭/紙 本 著 色/日 書105

131.狩 野 周 信 《琴 高 仙 人 図 》/17世 紀 末­18世 紀 初 頭/絹 本 墨 画/日 書51

132.尾 形 乾 山 《不 二 図 》/18世 紀 前 半/紙 本 著 色/日 書50

133.狩 野 方 信 《竹 林 七 賢 人 図 屏 風 》/18世 紀 前 半/紙 本 墨 画/日 書53

134.円 山応 挙 《波 に 鴨 図襖 》/18世 紀 後 半/紙 本 墨 画 淡 彩/日 書43

135.青 木 木 米 《秋 渓 渡 橋 》/19世 紀 初 頭/紙 本 墨 画 淡 彩/日 書55

136.鈴 木 其 一 《富 士 筑 波 山 図 屏 風 》/19世 紀 前 半/紙 本 金 地 著 色/日 書106

137.池 田 孤 邨 《青 楓 紅 楓 図 屏 風 》/19世 紀 前 半/紙 本 金 地 著 色/日 書57

十 一 　 中 国

138.《 三 彩 馬 》/唐 時 代/陶 器/陶 器198

139.《 墫 》/漢 時 代/煉 瓦/陶 器226

140.《 白 磁 龍 耳 瓶 》/唐 時 代7­8世 紀/磁 器/陶 器228

141.《 加 彩 婦 人 俑 》/唐 時 代8世 紀/陶 器/陶 器231

142.《 緑 釉 万 年 壼 》/唐 時 代8世 紀/陶 器/陶 器232

143.《 白 地 黒 掻 落 牡 丹 文 花 瓶 》/宋 時 代11­12世 紀/磁 器/陶 器189

144.満 谷 国 四 郎 《焦 山 》/1924年/油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/日 洋70

145.辻 永 《ハ ル ピ ン の 冬 》/1917年/油 彩 ・カ ン ヴ ァス/日 洋116

146.前 田 青 邨 《支 那 風 景 》/紙 本 淡 彩/日 書93

147.安 井 曾 太 郎 《北 京 風 景 》/1944年/鉛 筆,パ ス テ ル,水 彩 ・紙/日 洋266

148.安 井 曾 太 郎 《北 京 風 景 》/1944年 頃/水 彩 ・紙/日 洋267

十 二 オ リエ ン ト

149.《 五 角 小 瓶 》/ロ ー マ 帝 国3世 紀 後 半­4世 紀/ガ ラ ス/雑50

150.《 突 起 文 瓶 》/ロ ー マ 帝 国3世 紀/ガ ラ ス/雑51

151.《 貼 付 紐 文 広 口 瓶 》/ロ ー マ 帝 国4世 紀 前 半/ガ ラ ス/雑52

152.《 貼 付 紐 文 広 口 瓶 》/ロ ー マ 帝 国4世 紀 前 半/ガ ラ ス/雑53

153.《 梨 形 瓶 》/ロ ー マ 帝 国1世 紀 後 半/ガ ラ ス/雑54

154.《 円 形 切 子 碗 》/サ ー サ ー ン朝6世 紀 前 半/ガ ラ ス/雑17

155.《 貼 付 幾 何 文 長 杯 》/パ ル テ ィ ア 朝 ま た は サ ー サ ー ン朝2­3世 紀/ガ ラ ス/雑18

156.《 突 起 文 括 碗 》/ロ ー マ 帝 国3世 紀 中 葉 一後 半/ガ ラス/雑19

157.《 梨 形 長 頸 瓶 》/ロ ー マ 帝 国1世 紀 中 葉/ガ ラ ス/雑21

158.《 貼 付 線 文 鼓 形 把 手 付 瓶 》/ガ ズ ニ 朝10世 紀 末/ガ ラ ス/雑22

159.《 大 皿 》/4世 紀/ガ ラ ス/雑27

＊BMAは,ブ リヂ ス トン美 術 館 の所 蔵 で あ る こ と を示 す。

所 蔵 の 表記 の ない作 品 は,す べ て石 橋 美術 館 蔵 。

関連事業：

美 術 講 座 　 → 　 p.47

ギ ャ ラ リ ー トー ク
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広報記録：

新 聞 ・雑 誌:

「感 動MUSEUM　 美 術 館 ・博 物 館 」 『西 日本 新 聞 』2007年6月30日

「ミ ュ ー ジ ア ム 　 コ レ ク シ ョン に よ る 旅 美 術 街 道 十 三 次 」 『ふ く ぎ ん よ か 余 暇 く らぶ 』2007年7月13日

「世 界 旅 行 気 分 楽 しん で 　 石 橋 美 術 館 『コ レ ク シ ョ ン に よ る 旅 』 展 」 『西 日本 新 聞 』 筑 後 版,2007年7月19日

白 石 知 子 「〈見 に 行 こ う 〉 コ レ ク シ ョン に よ る 旅 　 美 術 街 道 十 三 次 」 『読 売 新 聞 』2007年8月5日

テ レ ビ:

「は ぴ は ぴ テ レ ビ」 （ギ ャ ラ リー 情 報 ）NHK佐 賀,2007年8月22日 放 送
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教 育 普 及 　 ブリヂス トン美術館

〈土曜講座 〉

土曜 日 14:00­16:00 ホ ー ル

通算回数 月　 日 講座題 目 講師
《最近 の海外美術展事 情》
企画=島 田紀夫
2077

2078

2079

2007年2月10日

　　　　　2月17日

　　　　　2月24日

モ ネ 《睡 蓮 》と エ コ ー ル ・ド ・パ リ － オ ラ ン ジ ュ リ ー 美 術 館 の リ ニ ュ ー ア ル ・オ ー プ ン

島田紀夫
プ ロ ヴ ァ ンス の セ ザ ン ヌ－ 没 後100年 記 念 大 回 顧 展 － エ ク ス の グ ラ ネ 美 術 館

島田紀夫
セ ザ ンヌ か ら ピ カ ソ へ － ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ドの パ トロ ン ・画 商 ヴ ォ ラ ー ル－ メ トロ ポ

リ タ ン美 術 館

島田紀夫

《地 中 海 を 旅 す る 人 々 》

企 画=高 山　 博 氏 （東 京大学教授,地 中海学会 ）

2080

2081

2082

2083

2084

2085

2007年3月31日

　　　　　 4月7日

　　　　 4月14日

4月21日

4月28日

5月5日

サ ン テ ィ ア ゴ巡 礼

古 来,旅 人 は シ チ リア を め ざ す

戦 争 と平 和 の 旅 人 － カエ サ ル とハ ドリ ア ヌ ス

旅 をす る ス ペ イ ン と旅 を され る ス ペ イ ン

福 井 千 春 氏 （中央大学教授 ）

武 谷 な お み 氏 （大 阪芸術大学教授）

本 村 凌 二 氏 （東京大学教授 ）

清 水 憲 男 氏 （上智大学教授 ）

12世 紀 地 中 海 横 断 － 異 文 化 圏 を旅 した イ ブ ン ・ジ ュバ イ ル

歴 史 家 ヘ ロ ド トス の旅

高山　博氏
櫻井万里子氏 （東京大学名誉教授）

《江 戸東京 ・美術散歩 》
企画=貝 塚　健
2086

2087

2088

2089

2090

2007年5月19日

　　　　　5月26日

　　　　　 6月2日

　　　　　 6月9日

　　　　　6月16日

英一蝶－元禄江戸の風流画家
鈴木其一－江戸中橋生 まれの琳派絵師
東京駅の建築家－辰野金吾
竹久夢二と港屋絵草紙店,日 本橋京橋界隈
木 村 荘 八 － “東 京 ま み れ の 江 戸 っ子 ”画 家

小 林 　 忠 氏 （学習院大学教授,千葉市美術鰯 脹 ）

平 間 理 香

東 　 秀 紀 氏 （清泉女学 院大学教授 ）

石 川 桂 子 氏 （竹久夢二美術館 学芸員）

田 中　 淳 氏 （東京文化財研究所企画情報部室長）

《再 考 ・青木繁》
企画=貝 塚　健
2091

2092

2093

2007年9月15日

　　　　　 9月22日

　　　　　 9月29日

《海の幸》 と日露戦争の夏－青木繁 と戦争表象

布良 という聖地－ 《海の幸》が生まれた場所
長 田 謙 一 氏 （首都大学東京教授 ）

貝 塚 　健

青木繁の芸術 における完成 と未完成－ 《わだつみのいろこの宮》を中心に
植野健造
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《セザ ンヌ芸術 の魅力 》
企画=田 所夏子
2094

2095

2096

2097

2098

2007年10月13日

　　 　 10月20日

　　 　 10月27日

　　 　　 11月3日

　　 　 11月10日

日本 にお け る セ ザ ンヌ

プ ロ ヴ ァ ン ス 派 の系 譜

南 仏 エ ク ス の セ ザ ン ヌ

セ ザ ン ヌ と ピ サ ロ

セ ザ ン ヌ の 水 浴 図

永 井 隆 則 氏 （京都 工芸繊維大学准教授）

西 野 嘉 章 氏 （東京大学総合研究博物館教授）

浅 野 春 男 氏 （沖縄 県立芸術大学教授 ）

有 木 宏 二 氏 （宇都 宮美術館学芸員）

島 田 紀 夫

《地 中 海 とユ ー ト ピ ア 》

企 画=小 池 寿 子 氏 （國學 院大 学教授,地 中海学会 ）

2099

2100

2007年11月17日

　　　　　 11月24日

天界への回路としての聖遺物 と美術 秋 山　 聰 氏 （東京大学准教授 ）

ユ ー トピ ア と して の 南 フ ラ ン ス－ ル ノ ア ー ル と ボ ナ ー ル

木 島 俊 介 氏 （東急文化村 プロデ ューサ ー,
　　 　　　　 群馬県立近代 美術館 館長）

2101

2102

12月1日

12月8日

12月15日

は る か な都 市 － 描 か れ た都 市 の ユ ー トピ ア

中世後期 フィレンツェの都市整備 と理想都市像
小佐野重利氏（東京大学教授）

2103 永 遠 な る ユ ー トピ ア ・古 典 世 界

石 川　 清 氏 （愛知 産業 大学教授）

中 山 典 夫 氏 （筑波大学名誉教授,崇城大学教授）

〈ギ ャ ラ リ ー トー ク 〉

展 示 室 で の ギ ャ ラ リ ー トー ク を 毎 週 水 曜 日 と金 曜 日 に実 施 した 。 今 年 度 は下 記 の 時 間 帯 に 当 館 学 芸 員 が,

ま た 各 月 の 最 終 水 曜 日は デ ィ レ ク タ ー ズ トー ク と し,館 長 が 実 施 し た 。

　 水 曜 日,金 曜 日　 15:00­16:00

〈フ ァ ミ リ ー プ ロ グ ラ ム 〉

小 学 生 を含 む 家 族 を対 象 に した プ ロ グ ラ ム を,毎 月2回,下 記 の 時 間 帯 に 実 施 し た 。

日曜 日　 10:30－12:30

2007年 1月21日

1月28日

2月25日

3月18日

3月25日

「BINGOで 美 術 館 」

5組15人 （子 ど も8人,お と な7人 ）

「BINGOで 美 術 館 」

3組11人 （子 ど も5人,お と な6人 ）

「BINGOで 美 術 館 」

1組2人 （子 ど も1人,お とな1人 ）

「見 つ か る か な?」

3組9人 （子 ど も5人,お と な4人 ）

「見 つ か る か な?」

教 育 普 及 （ブ リヂ ス トン美 術 館 ） 45



46

4月22日

4月30日

5月20日

5月27日

6月17日

6月24日

7月22日

7月29日

8月19日

8月26日

9月23日

9月30日

10月14日

10月28日

11月18日

11月25日

12月9日

12月16日

3組7人 （子 ど も4人,お と な3人 ）

「想 い 出 い ろ い ろ」

1組3人 （子 ど も2人,お と な1人 ）

「想 い 出 い ろ い ろ」

4組10人 （子 ど も6人,お と な4人 ）

「お す す め ・お ま か せ ・こ の1点 」

1組3人 （子 ど も2人,お と な1人 ）

「お す す め ・お ま か せ ・こ の1点 」

2組5人 （子 ど も2人,お と な3人 ）

「帽 子 好 き!好 き?大 好 き」

3組10人 （子 ど も5人,お と な5人 ）

「帽 子 好 き!好 き?大 好 き」

3組9人 （子 ど も5人,お と な4人 ）

「暑 中 お 見 舞 い 申 し上 げ ま す 」

4組15人 （子 ど も9人,お と な6人 ）

「暑 中 お 見 舞 い 申 し上 げ ま す 」

3組6人 （子 ど も3人,お と な3人 ）

「発 見!「 な つ 」 の 表 情 」

1組2人 （子 ど も1人,お と な1人 ）

「発 見!「 な つ 」 の 表 情 」

1組4人 （子 ど も2人,お と な2人 ）

「座 れ な い イ ス 」

2組6人 （子 ど も3人,お と な3人 ）

「座 れ な い イ ス 」

1組3人 （子 ど も2人,お と な1人 ）

「ア ー ト ・サ フ ァ リ」

1組4人 （子 ど も2人,お と な2人 ）

「ア ー ト ・サ フ ァ リ」

6組18人 （子 ど も11人,お と な7人 ）

「ア ー ト ・サ フ ァ リ」

5組14人 （子 ど も7人,お と な7人 ）

「ア ー ト ・サ フ ァ リ」

1組4人 （子 ど も2人,お とな2人 ）

「ク リス マ ス ・プ レ ゼ ン ト」

6組20人 （子 ど も11人,お と な9人 ）

「ク リ ス マ ス ・プ レ ゼ ン ト」

3組9人 （子 ど も5人,お と な4人 ）

教 育 普 及 （ブ リヂ ス トン美 術 館 ）
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教育 普及　石橋美術館

〈美 術講座 〉

月　 日 講座題 目
《「the　ア ー テ ィス ト」 開 催 記 念 ア ー テ ィス ト ・ トー ク 》　 展 示 室

2007年 3月3日

3月10日

ア ー テ ィ ス ト ・ ト ー ク

ア ー テ ィ ス ト ・ ト ー ク

講師
14:00­15:00

野 見 山 暁 治 氏 （画家）

添 田和 信 氏 （陶芸家）

3月24日 ア ー テ ィ ス ト ・ ト ー ク 中 西 秀 明 氏 （彫 刻家）

《「the　ヌ ー ド」 開 催 記 念 美 術 講 座 》　 講 座 室

5月26日

6月9日

6月23日

14:00－15:30

ゴヤ 《裸のマハ》誕生－神話か ら歴史へ
ル ノ ワ ー ル の ヌ ー ド－ 水 浴 図 の 展 開

日本 ヌ ー ド事 始 め

大高保二郎氏 （早稲田大学教授）
島田紀夫
森山秀子

《「コレクシ ョンによる旅」開催記念美術講座》　 講座室
9月1日

9月8日

9月15日

14:00­15:30

広重の東海道五十三次にみる 「絵 になる景観」

黒田清輝,浅 井忠 とフランス芸術家村
鈴木其一の西遊記　江戸か ら畿内,そ して肥前へ

萩 島 哲 氏 （九 州大 学名誉教授）

荒 屋 鋪 透 氏 （ポ ーラ美術館学 芸部長）

平間理香

《「松本英一郎展」開催記念美術講座》　 講座室
10月27日 　 松 本 英 一 郎 の 生 涯 と芸 術

11月10日 　 松 本 英 一 郎 とそ の 時 代

14:00­15:30

植 野 健 造

今 井 信 吾 氏 （独立美術協会会員・多摩美術大学教授）

トー ク 風 景
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〈ギ ャ ラ リ ー トー ク 〉

毎 週 土 曜 日 は 当館 サ ポ ー トボ ラ ン テ ィ ア 学 芸 員 が,ま た 日曜 日は 学 芸 員 が,本 館 ま た は 別 館 の 展 示 室 で 実 施

した 。

時 間:14:00­14:20

〈学習 にお ける美術 館 の利 用 な ど〉

2007年 6月7,8日 （木,金 ） 久 留 米 市 立 江 南 中 学 校3年 生 「職 場 体 験 学 習 」

6月29日 （金）　久留米市立安武小学校6年 生 「久留米 の偉人:坂 本繁二郎」
4名 （対 応 ＝ 後 藤,植 野 ）

6名 （対 応=植 野 ）

7月31日 （木 ） 九 附 連 図 画 工 作 ・美 術 部 会 久 留 米 大 会 「石 橋 美 術 館 と石 橋 コ レ ク シ ョ ン に つ い て 」

20名 （対 応=植 野 ）

7月31日,8月1日 （火,水 ） 久 留 米 信 愛 女 学 院 中 学 校3年 生 「職 場 体 験 学 習 」

2名 （対 応=森 山,平 間 ）

9月13,14日 （木,金 ） 久 留 米 市 立 良 山 中 学 校3年 生 「職 場 体 験 学 習 」 10名 （対 応=後 藤 ）

11月6日 （火） 小郡市 ・三井郡中学校美術教 師研修会 「石橋美術館の教育普及活動について」

7名 （対 応=後 藤 ）

〈館外 活動 〉

2007年 2月12日 （月 ・振 ） 福 岡 県 立 美 術 館 「生 活 の く か た ち 〉－ 豊 田勝 秋 の あ ゆ み に 見 る 昭 和 の 工 芸 」 展

「ス ペ シ ャ ル ・ギ ャ ラ リ ー トー ク 」　 於:福 岡 県 立 美 術 館 約10名 （担 当=植 野 ）
8月4日 （土） 北九州市立美術館 「田園の輝 き－児 島善三郎」展講演会　於:北 九州市立美術館

講演 「日本洋画史における児島善三郎」 約50名 （担 当 ＝植 野 ）
10月4日 （木） 久留米大学 「久留米学」　 於:久 留米大学

講義 「筑後 と九州の画家たち」 約200名 （担 当=植 野 ）
10月14日 （日） 柳川市史編 さん係 「平成19年 度柳川市史歴史講座」　 於:柳 川市立大和公民館

講演 「柳川の近代美術 　洋画 と彫刻 を中心に」 約30名 （担 当=植 野 ）
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〈夏 休 み こ ど も プ ロ グ ラ ム2007〉

2007年7月15日 （日）－9月17日 （月 ・祝 ）,企 画 展 「コ レ ク シ ョ ン

に よる 旅 美 術 街 道 五 十 三 次 」 に あ わ せ,す ご ろ くマ ッ プ や ク

イ ズ ・課 題 が 記 載 され た パ ン フ レ ッ トを受 付 で 配 布 。 ま た 久 留

米 市 在 住 の 美 術 作 家 ・オ ー ギ ・カ ナ エ 氏 の助 言 と協 力 を得 て,

7月25日,8月17日 の2回,食 べ ら れ る 名 画?づ く り に 挑 戦 す る

親 子 実 技 講 座 を実 施 。完 成 した 作 品 は1階 ギ ャ ラ リ ー に展 示 。60

名 の 親 子 が 参 加 した 。 さ ら に 「絵 本 カ ー ニ バ ルin　 FUKUOKA

2007」 の 一 環 と し て,絵 本 作 家 ス ズ キ ・コ ー ジ に よ る ワ ー ク

シ ョ ッ プ を8月11日,飯 野 和 好 に よ る トー ク イ ベ ン トを8月12日

に実 施 。97名 が 参 加 。 親子実技講座

絵 本 作 家 に よ る ワ ー ク シ ョ ップ 同 トー ク イ ベ ン ト

〈サ ポ ー トボ ラ ン テ ィ ア 〉

2007年 度 の 登 録 は26名 。 年 間14回 の研 修 を 受 講 し,坂 本 ア ト リ エ 解 説,ギ ャ ラ リ ー トー ク,講 座 や ク イ ズ

な どの イ ベ ン ト補 助 な ど,約7,000名 の 来 館 者 に 対 応 し た 。

サ ポ ー トボ ラ ン テ ィ ア:

秋 元 和 恵,岩 橋 和 子,牛 島 千 春,臼 井 理 恵,上 村 明 子,清 原 仁 美,隈 早 苗,神 崎 幸 子,菰 原 貴 子,坂 井 弘 美,

高 橋 有 嘉 子,高 橋 由 希 子,高 本 元 子,棚 町薫 子,筒 井 つ や 子,豊 福 真 知 子,仲 上 祥 世,福 田 悉 子,福 山 清 美,

本 田博 子,牟 田 麻 里 耶,森 房 乃,諸 富 孝 子,矢 ヶ部 節 子,柳 秀 昭,杠 和 子 　 以 上26名 （50音順 　 敬 称 略 ）
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〈博 物館実 習生受 入 〉

学 芸 員 資 格 取 得 の た め の 博 物 館 実 習 を下 記 の よ う に 実 施 し た 。

期 間:2007年7月10日 （火 ）­8月26日 （日 ）

実 習 生:8名 （7校）

実 習 内 容:

8月21日

（火 ）

8月22日

（水 ）

8月23日

（木 ）

8月24日

（金 ）

8月25日

（土 ）

8月26日

（日 ）

1

9:30­10:45

ガイダンス ・総 論
（平 野 ・後 藤 ）

施 設 見 学
（後 藤 ・平 間 ）

作品管理
（森山）

展覧会展示プラン
　　（植野）

　 発 表1
（森 山 ・後 藤 ）

リ ー フ作 成4
　 （平 間 ）

2

10:45­12:00

美術館運営
（平野 ・後藤）

課題実施
（後藤）

教育普及
（後藤）

展覧会 カタログ
　　 （植野）

　 発 表2
（森 山 ・後 藤 ）

リ ー フ作 成5
　 （平 間 ）

3

13:00­14:15

展示企画
（平間）

作品調査演習
　 （平間）

文献 ・情報検索
　　（森山）

解説作成1
（植野）

リー フ 作 成1
　 （森 山 ）

リー フ 作 成6
　 （平 間 ）

4

14:15­15:30

展 示 実 習
（後 藤 ・平 間 ）

作 品調査実習
　 （植野）

文献調査1
（森山）

解説作成2
（植野）

リ ー フ作 成2
　 （森 山 ）

リ ー フ作 成7
　 （平 間 ）

5

15:30­16:45

展 示 実 習
（後 藤 ・平 間 ）

展覧会概説
　 （森山）
文献調査2

（森山）
解説作成3

（植野）
リー フ 作 成3
　 （森 山 ）

リー フ 設 置
　 （後 藤 ）

6

16:45­17:30

質 疑 ・応 答
ノ ー トま とめ

質 疑 ・応 答
ノ ー トま とめ

質 疑 ・応 答
ノ ー トま とめ

質 疑 ・応 答
ノ ー トま とめ

質疑 ・応答
　終了会
質疑 ・応答
　終了会

※ 上 記 に7月10・11日 （展 示 替 え）,8月11日 （ワ ー ク シ ョ ッ プ）,7月25日 か8月17日 （親 子 実 技 講 座 ）の4日 間 を 加 え計10日 間 の実 習

を行 っ た。 ま た実 習 生 が 作 成 し た解 説 リー フ レ ッ トは 展 示 室 内 に設 置 した 。
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入場者数

ブ リヂ ス トン美 術 館

月 開館 日数 一 般
有 　 料

大 ・高 生 団体 合計
1 26 8,078 861 81 9,020

2 24 7,039 554 264 7,857

3 27 7,556 636 330 8,522

4 25 4,937 433 287 5,657

5 27 5,770 585 276 6,631

6 26 6,044 593 229 6,866

7 26 6,572 830 171 7,573

8 28 6,975 664 49 7,688

9 26 7,795 552 100 8,447

10 22 9,300 593 441 10,334

11 22 11,363 901 383 12,647

12 26 4,937 538 236 5,711

合計 305 86,366 7,740 2,847 96,953

無　　料

1,392

1,442

1,953

1,608

1,849

2,421

2,762

3,769

8,146

5,285

13,607

3,164

47,398

（中 ・小 生 ）

（211）

（249）

（350）

（286）

（302）

（429）

（531）

（1,055）

（363）

（228）

（184）

（251）

（4,439）

総　計

10,412

9,299

10,475

7,265

8,480

9,287

10,335

11,457

16,593

15,619

26,254

8,875

144,351

一 日平 均

400

387

388

291

314

357

398

409

638

710

1,193

341

473

※下期無料入場者 には,新 聞社提 携に よる購読者招待 を含 むが,該 当分 は後 日入金 済み。

ブ リヂ ス トン美 術 館 ホ ール イ ベ ン ト

1

2

3

4

5

6

7

8

9

イ ベ ン ト名

ボ リビ アの歴 史 と音 楽

ジ ャ ワの ガ ム ラ ン と舞 踊

箜篌　復元と演奏

和 楽 器 コ ンサ ー ト

中世 ヨー ロ ッパ の 放 浪楽 師2

ザ ン ジバ ル 島の 大 衆音 楽
「ター ラブ」 を知 る!

雅 楽 入 門 　雅 な る笙 の響 き

ク レー の 詩 ・ク レ ー の 音 楽

地 球 の風 ライ ブ
冬 至 の コ ンサ ー ト

開 催 日時

2.3（ 土 ）

14:30/18:30

4.29（ 日 祝 ）14:00

5.12（ 土 ）14:00

6.23（ 土 ）14:00

7.16（ 月 祝 ）14:00

7.18（ 水 ）19:00

9.16（ 日 ）15:00

10.21（ 日 ）14:00

12.22（ 土 ）

14:00/18:00

入場料

前 売2500円

当 日3000円

前 売2500円

当 日3000円

前 売2000円

当 日2500円

前 売2500円
当 日3000円

前 売2500円

当 日3000円

前 売2800円

当 日3300円

前 売2500円

当 日3000円

前 売2500円

当 日3000円

前 売2500円

当 日3000円

入場者数

昼 の 部130人
夜 の 部130人

130人

130人

83人

98人

92人

80人

130人

昼 の部130人
夜 の部130人

出演者
　 　木 下尊 惇
　 　菱 本幸 二
　 　橋 本　 仁
　 　福 田大 治
クラウディア・ゴサルベス

ラ ンバ ンサ リ
小 島夕 季

　 リア ン ト
川 島未 耒

木戸敏郎
西　陽子
山本普乃

上原潤之助
染谷京子
森重行敏
辻　康介

久保田潤子
駒澤　隆
近藤治夫

　 富永 智 津 子
　　　CMC
（ア リオン音楽財団）

　 宮 田 ま ゆみ
（梶 本音 楽 事 務 所 ）

　 谷川 俊 太 郎
　 　新藤 　 信
（日本パウル・クレー協会）

小川和隆
八木倫明
戸川藍山
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石橋美術館

月

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

合計

開館
日数
25

25

27

22

27

26

22

28

22

27

22

24

297

有 料
一 般

906

1,122

945

1,889

3,149

2,525

1,482

1,624

1,367

1,248

1,188

600

18,045

大高生 団体 合計
33 108 1,047

48 164 1,334

42 834 1,821

45 950 2,884

68 617 3,834

66 1,118 3,709

58 896 2,436

84 310 2,018

69 638 2,074

39 666 1,953

61 655 1,904

30 179 809

643 7,135 25,823

無
招待他

料
中小生

893 75

833 112

250 345

95 486

383 730

141 1,132

313 890

1,072 423

228 1,134

275 787

184 1,554

875 77

5,542 7,745

合計
968

945

595

581

1,113

1,273

1,203

1,495

1,362

1,062

1,738

952

13,287

総計

2,015

2,279

2,416

3,465

4,947

4,982

3,639

3,513

3,436

3,015

3,642

1,761

39,110

一 日平 均

81

91

89

158

183

192

165

125

156

112

166

73

132
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新収蔵作品 New　 Acquisitions

絵 画 　　Paintings

レ ジ ェ,フ ェ ル ナ ン

LEGER,Fernand

1861­1955

抽 象 的 コ ン ポ ジ シ ョ ン

1919年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

156.0×11.0cm

右 下 に 署 名

裏 面 に 書 込

外 洋219

Abstract　 Composition

1919

Oil　on　canvas

156.0×11.0cm

Signed　 lower　 right:19/F.LEGER

Inscribed　 on　 the　reverse:Peinture　 murale/no.319/Musee　 FLeger　 Biot　 N.Leger

来 歴 　 Prov.:2007,Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:1957,Kunsthaus,Zurich,no.23;1968,Museum　 des　 20　 Jahrhunderts,Vienna,no.9;1970,Tate　 Gallery,London,no.12;

1971,Grand　 Palais,Paris,no.41;1972年,西 武 百 貨 店/名 鉄 百 貨 店/福 岡 県 文 化 会 館,no.11;1980,Staatliche　 Kunsthalle,Ber­

lin,no.21;1981,Albright　 Knox　 Art　 Gallery,Buffalo/Musee　 des　 Beaux­Arts,Montreal/Museum　 of　 Fine　 Arts,Dallas,no.13.

文 献Bibl.:1962,R.L.Delevoy,Leger,Paris/Geneve,p.72;1970,C.Green,“Leger　 and　 L'Esprit　 Nouveau”in　 Leger　 and　 Purist　 Paris,

Tate　 Gallery,London,p.53;1990,G．B　 auquier,Fernand　 Leger,catalogue　 raisonne'1903­1919,Paris,no.176.

カ ン デ ィ ン ス キ ー,ワ シ リ ー

KANDINSKY,Wassily

1866­1944

二 本 の 線

1940年

ミ ク ス ト メ デ ィ ア ・ カ ー ド ボ ー ド

60.0×70.0cm

左 下 に モ ノ グ ラ ム お よ び 制 作 年

外 洋217

Two　 Lines

1940

Mixed　 media　 on　cardboard

60.0×70.0cm

Monogram　 and“40”on　 the　lower　 left

来 歴Prov.:Galerie　 Beyeler,Basel;Galerie　 Karl　 Flinker,Paris;Davlyn　 Gallery,New York;Sotherby's　 New　 York,　 sale　 May　 21　 st,1981,

lot　 no.566;2007,Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:1972,Galerie　 Karl　 Flinker,paris,no.32.

文 献Bibl.:Hans　 K.Roethel　 and　Jean　 K,Benjamin,Kandinsky,Verlag　 C.H.Beck,no.1117;1958,W.　 Grohmann,Wassily　 Kandinsky

Life　 and　Work,translated　 from　 the　German　 to　English　 by　N.Guterman,　 New York,no.679;1987年,ハ ン ス ・K・ レ ー テ ル,ジ ー ン ・

K・ ベ ン ジ ャ ミ ン 編,西 田 秀 穂,有 川 治 男 訳 『カ ン デ ィ ン ス キ ー 全 油 彩 総 目 録 』no.1117.

新収蔵作品 53



エ ミ リ ー ・ カ ー ム ・ ウ ン ワ リ ィ

Emily　 Kame　 Kngwarreye

c.1910­1996

春 の 風 景

1993年

合 成 ポ リ マ ー 絵 具 ・ベ ル ギ ー リ ネ ン

122.0×152.0cm

裏 面 に 書 込

外 洋224

Spring　 Landscape

1993

Synthetic　 polymer　 paint　 on　Belgian　 linen

122.0×152.0cm

Inscribed　 on　 the　 reverse;　 Emily　 Kngwarreye　 comnissioned　 by　 Delmore　 Gallery

来 歴Prov.:Private　 collection,Alice　 Springs,NT;Private　 collection,Perth;Private　 collection,Sydney;2007,Ishibashi　 Foundation.

無 題

1996年

合 成 ポ リ マ ー 絵 具 ・ア ー テ ィス ツ ポ リ エ ス テ ル

185.0×149.0cm

外 洋223

Untitled
1996

Synthetic　 polymer　 paint　 on　 artist's　 polyester

185.0×149.0cm

来 歴Prov.:CAAMA　 Gallery,Alice　 Springs,NT;Private　 collection;Private　 collection,

Sydney;2007,Ishibashi　 Foundation.
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キ ャ サ リ ン ・ ペ チ ャ リ

Kathleen　 Petyarre

c.1940­

棘 魔 王 ト カ ゲ の ド リ ー ミ ン グ

2003年

合 成 ポ リ マ ー 絵 具 ・ベ ル ギ ー リ ネ ン

122.0×183.0cm

裏 面 に 署 名

外 洋218

Thorny　 Devil　 Lizard　 Dreaming

2003

Synthetic　 polymer　 paint　 on　Belgian　 linen

122.0×183.0cm

Signed　 on　the　reverse:KATHLEEN　 PETYARRE

来 歴 　Prov.:2007,Ishibashi　 Foundation.

ス カ リ ー,シ ョ ー ン

SCULLY,Sean

1945­

12.15.1993

1993年

水 彩 ・紙

38.1×45.6cm

右 下 に 署 名

裏 面 に 書 込

外 洋222

12.15.1993

1993

Watercolor　 on　paper

38.1×45.6cm

Signed　 lower　 right:　 Sean　Scully　 12.　 15.　93

1nscribed　 on　the　reverse:7

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.
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テ ィ ラ ー ズ,イ マ ン ツ

TILLERS,Imants

1950­

自 然 は 語 るD

2005年

合 成 ポ リ マ ー 絵 具,グ ワ ッ シ ュ ・16枚 の カ ン ヴ ァ ス ボ ー ド

102.0×142.0cm

外 洋220

Nature　 Speaks　 D

2005

Synthetic　 polymer　 paint,　 gouache　 on　16　canvas　 boards

102.0×142.0cm

来 歴Prov.:　 2007,Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:2006,ブ リヂ ス トン 美 術 館 「プ リズ ム： オ ー ス ト ラ リ ア 現 代 美 術 展 」no.31

自 然 は 語 るH

2006年

合 成 ポ リ マ ー 絵 具,グ ワ ッ シ ュ ・16枚 の カ ン ヴ ァ ス ボ ー ド

102.0×142.0cm

外 洋221

Nature　 Speaks　 H

2006

Synthetic　 polymer　 paint,gouache　 on　16　canvas　 boards

102.0×142.0cm

来 歴Prov.:2007,Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:2006,ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館 「プ リ ズ ム:オ ー ス

ト ラ リ ア 現 代 美 術 展 」no.32
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ド ロ シ ー ・ナ パ ン ガ ー デ ィ

Dorothy　 Napangardi

c.1950­

ミ ナ ミ ナ の 塩

2007年

合 成 ポ リ マ ー 絵 具 ・ベ ル ギ ー リ ネ ン

168.0×244.0cm

裏 面 に 署 名

外 洋225

Salt　 on　Mina　 Mina

2007

Synthetic　 polymer　 paint　 on　Belgian　 linen

168.0×244.0cm

Signed　 on　the　reverse:Dorothy

来 歴 　Prov.:2007,Ishibashi　 Foundation.

ア ビ ー ・ ロ イ ・ ケ マ ー レ

Abie　 Loy　 Kemarre

1972­

ブ ッ シ ュ ・ リ ー フ ・ ド リ ー ミ ン グ

2007年

合 成 ポ リマ ー絵 具 ・ベ ル ギ ー リ ネ ン

182.0×182.0cm

裏 面 に署 名

外 洋226

Bush　 Leaf　 Dreaming

2007

Synthetic　 polymer　 paint　on　Belgian　 linen

182.0×182.0cm

Signed　 on　the　reverse:Abie　 Loy

来 歴 　Prov.:2007,Ishibashi　 Foundation.
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小 杉 未 醒

KOSUGI　 Misei

1881­1964

戊 辰 秋 日

1928年

油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス

80.2×65.2cm

左 下 に 年 記 ・署 名:戊 辰 秋 日 小 杉 未 醒 謹 作

日 洋545

Autumn

1928

Oil　on　canvas

80.2×65.2cm

Dated　 and　signed　 lower　 left

来 歴:個 人 蔵,東 京;2007年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:Private　 Collection,Tokyo;2007,donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation.

安 井 曾 太 郎

YASUI,Sotaro

1888­1955

湯 河 原 風 景

水 彩 ・紙

19.9×27.0cm

右 下 に 印 章:曾 （白 文 朱 方 印 ）

裏 面 に ラ ベ ル:安 井 曾 太 郎 筆/湯 河 原 風 景/昭 和 三 九 年 六 月

　 　 　 　 　 　 　 安 井 慶 一 郎 鑑

日洋550

Landscape,Yugawara

Watercolor　on　paper

19.9×27.0cm

Sealed　lower　right

Label　pasted　on　the　reverse

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.
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古 賀 春 江

KOGA　 Harue

1895­1933

曲 泉 に つ く

1923年

油 彩 ・カ ン ヴ ァス

日洋546

Buddhist　 Service

1923

Oil　on　canvas

89.0×115.0cm

来 歴:個 人 蔵,久 留 米;2007年,石 橋 財 団

Prov.:Private　 Collection,Kunlme;2007,Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:1923年,三 越 「第1回 ア ク シ ョ ン 展 」;1934年,久 留 米 商 工 会 議 所 「第23回 来 目会 展 特 陳」no.18;1975年,福

岡 県 文 化 会 館 「古 賀 春 江 回 顧 展 」no.55;1986年,石 橋 美 術 館/ブ リヂ ス トン 美 術 館 「古 賀 春 江― 前 衛 画 家 の 歩 み 」no.10;1989

年,有 楽 町 朝 日ギ ャ ラ リ ー 他 「大 正 新 興 美 術 の 息 吹 ア ク シ ョ ン展 」:1996年,茨 城 県 近 代 美 術 館/石 橋 美 術 館 「麗 し き 前 衛
の 時 代― 古 賀 春 江 と三 岸 好 太 郎 」no.k­14;2001年,ブ リヂ ス トン 美 術 館/石 橋 美 術 館 「古 賀 春 江 創 作 の 原 点 」no.19

文 献Bibl.:1923年,『 中 央 美 術 』9­5,p.184;1923年,『 み づ ゑ 』219号,図 版,p.28­29;1923年,『 み づ ゑ 』220号,p.25;1976

年,『 近 代 の 美 術 （36）古 賀 春 江 』 至 文 堂,p.44

伊 東 静 尾

ITO　 Shizuo

1902­1971

春 庭

1936年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

112.6×145.5cm

左 下 に 年 記 ・署 名:1936.S.ITO

日 洋546

Garden　 in　Spring

1936

Oil　on　canvas

112.6×145.5cm

Dated　 and　signed　 lower　 left

来 歴:個 人 蔵,福 岡;2007年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:Private　 Collection,Fukuoka;2007,donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:1936年,東 京 府 美 術 館 他 「第23回 二 科 展 」;1984年,石 橋 美 術 館 「伊 東 静 尾 展 」no.7
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田 村 一 男

TAMURA,Kazuo

1904­1997

那 須 山 麓

油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス

32.0×41.0cm

右 下 に 署 名:KAZUO/Tamura

裏 面 に 書 込:那 須 山 麓/田 村 一 男

日 洋551

Foot　 of　the　 Nasu　 Mountain

Watercolor　 on　paper

32.0×41.0cm

Signed　 lower　 right

Inscribed　 on　the　reverse

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.

村 井 正 誠

MURAI　 Masanari

1905­1999

子 供

1952年 頃

油 彩 ・板

45.6×37.8cm

右 下 に署 名 　macanari

日洋547

Child

c.1952

Oil　 on　 panel

45.6×37.8cm

Signed　 lower　 right

来 歴:村 井 伊 津 子,東 京;2007年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:MURAI　 Itsuko,Tokyo;2007,donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation.
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モ ー ド の 女

1976年

油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス

165.3×133.8cm

左 下 に 署 名:MACANARI

裏 面 木 枠 に 書 込:MACANARI/モ ー ドの 女

日 洋548

Woman　 in　Mode

1976

Oil　on　canvas

165.3×133.8cm

Signed　 lower　 left

Inscribed　 on　the　stretcher

来 歴:村 井 伊 津 子,東 京;2007年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:MURAI　 Itsuko,Tokyo;2007,　 donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation.

人 び と

1983年

油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス

227,3×181.8cm

左 下 に 署 名:MACANARI

裏 面 木 枠 に 書 込:MACANARI/1983

日 洋549

Persons

l983

Oil　on　canvas

227.3×181.8cm

Signed　 lower　 left

Inscribed　 on　the　stretcher

来 歴:村 井 伊 津 子,東 京;2007年,石 橋 財 団

Prov.:MURAI　 Itsuko,Tokyo;2007,Ishibashi　 Foundation.
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白 髪 一 雄

SHIRAGA,Kazuo

1924­2008

白 い 扇

1965年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

181.4×272.4cm

左 下 に 署 名:白 髪

裏 面 に 書 込:白 い 扇/白 髪 一 雄/The　 white　 fan/Kazuo　 Shiraga/1965

日 洋543

White　 Fan

1965

Oil　 on　 canvas

181.4×272.4cm

Signed　 lower　 left

Inscribed　 on　 the　 reverse

来 歴:2007年,石 橋 財 団

Prov.　 :　2007,　 Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:1966,Union　 Carbite　 Building,N.Y/東 京 国 立 近 代 美 術 館/他 「1st　Japan　 Art　Festival　 [第1回 日 本 芸 術 祭]」;1975,

兵 庫 県 立 近 代 美 術 館 「兵 庫 の 美 術 家 － 抽 象 の4人 」;1985,兵 庫 県 立 近 代 美 術 館 「白 髪 一 雄 － 抽 象 の ダ イ ナ ミ ズ ム 」;1993,

京 阪 ギ ャ ラ リ ー ・オ ブ ・ア ー ツ ・ ア ン ド ・サ イ エ ン ス ・守 口 「具 体 美 術 の 旗 手 白 髪 一 雄 展 」;1993,Musee　 d'Art　 Modeme　 Re­

fectoire　 des　Jacobins　 Ville　 de　Toulouse　 KAZUO　 SHIRAGA

観 音 普 陀 落 浄 土

1972年

油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス

130.3×194.0cm

左 下 に 署 名:白 髪

裏 面 に 書 込:「 観 音 普 陀 落 浄 土 」 昭 和 四 十 七 年 五 月 作 白 髪 一 雄/

　 　 　 　 　 　 　 Kazuo　 Shiraga　 1972.5
日 洋544

Kannon　 Fudara　 Jodo

1972

Oil　on　canvas

130.3×194.0cm

Signed　 lower　 left

Inscribed　 on　the　reverse

来 歴:2007年,石 橋 財 団

Prov.:2007,Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:1993,喜 多 美 術 館,奈 良 「白 髪 一 雄 展 」;1993,京 阪 ギ ャ ラ リ ー ・オ ブ ・ア ー ツ ・ア ン ド ・サ イ エ ンス ・守

口 「具 体 美 術 の 旗 手 白 髪 一 雄 展 」;2001,兵 庫 県 立 近 代 美 術 館 「ア ク シ ョ ン ペ イ ン ター 白 髪 一 雄 展 」no.53
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今 井 俊 満

IMAI,Toshimitsu

1928­2002

Eclipse

1964年

油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス

116.0×72.5cm

日 洋552

Eclipse

1964

Oil　on　canvas

116.0×72.5cm

来 歴:2007,石 橋 財 団

Prov.:2007,Ishibashi　 Foundation.

松 本 英 一 郎

MATSUMOTO,Eiichiro

l932­2001

退 屈 な 風 景 茶 畑

1974年

油 彩 ・カ ン ヴ ァス
127.7×159.8cm

右 下 に 署 名 ・年 記:'74ま

裏 面 右 に 書 込:退 屈 な風 景/茶 畑/一 九 七 四 年/

　 　 　 　 　 　 　 松 本 英 一 郎

裏 面 出 品 票:　 TOKYO　BIENNALE'74第11回 日本 国 際 美 術 展/
　 　 　 　 　 　 退 屈 な 風 景No.8

日洋553

Tedious　 Landscape,Tea　 Plantation

1974

Oil　on　canvas

127.7×159.8cm

Signed　and　dated　lower　right

Inscribed　on　the　reverse

来 歴:松 本 泰 子,八 王 子;2007年,石 橋 財 団
Prov.:Matsumoto　 Yasuko,Hachioji;2007,Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:1974,東 京 都 美 術 館/京 都 市 美 術 館 「第11回 日本 国 際 美 術 展 」 （「退 屈 な 風 景No.8」 ）;2007,石 橋 美 術 館 「退

屈 な風 景 　 松 本 英 一 郎 展 」no.21
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平 均 的 肥 満 体No.9­J

1967年

油 彩 ・カ ン ヴ ァス
162.3×130.2cm

裏 面 右 上 に 書 込:小 平 市 た か の 台 一 三 八 八/松 本 英 一 郎/平 均 的 肥 満 体No.9　 J
日洋554

Average　 Fat　 Body　 No.9­J

1967

Oil　on　canvas

162.3×130.2cm

Inscribed　 on　the　reverse

来 歴:松 本 泰 子,八 王 子;2007年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:Matsumoto　 Yasuko,Hachioji;2007,donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:1967,東 京 都 美 術 館/他 「第35回 独 立 展 」;2007,石 橋 美 術 館

「退 屈 な 風 景 　 松 本 英 一 郎 展 」no.12

さ く ら ・ う し95­1

1995年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

130.5×162.3cm

右 下 に 署 名 ・年 記:’95ま

裏 面 中 央 に 書 込:さ く ら.う し95­1/松 本 英 一 郎/1995年

日 洋555

Cherry　 Blossom　 and　 Cow　 95­1

1995

Oil　on　canvas

130.5×162.3cm

Signed　 and　dated　 lower　 right

Inscribed　 on　the　reverse

来 歴:松 本 泰 子,八 王 子;2007年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:Matsumoto　 Yasuko,Hachioji;2007,donated　 to　the　 Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:1995,日 本 橋 高 島屋/な ん ば 高 島 屋/京 都 四 条 高 島 屋/名 古 屋 丸 栄 ス カ イ ル 「第17回 十 果 会 展 」;2007,

石 橋 美 術 館 「退 屈 な 風 景 　 松 本 英 一 郎 展 」no.39
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さ く ら ・ う し95­2

1995年

油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス

130.7×162.3cm

右 下 に 署 名 ・年 記:’95ま

裏 面 中 央 に 書 込:さ く ら ・う し95­2/松 本 英 一 郎/1995年

日 洋556

Cherry　 Blossom　 and　 Cow　 95­2

1995

Oil　on　canvas

130.7×162.3cm

Signed　 and　dated　 lower　 right

Inscribed　 on　the　reverse

来 歴:松 本 泰 子,八 王 子;2007年,石 橋 財 団 に 寄 贈
Prov.:Matsumoto　 Yasuko,Hachioji;2007,donated　 to　 the　 Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:1995,日 本 橋 高 島屋/な ん ば 高 島 屋/京 都 四 条 高 島 屋/名 古 屋 丸 栄 ス カ イ ル 「第17回 十 果 会 展 」;2007,

石 橋 美 術 館 「退 屈 な風 景 　 松 本 英 一 郎 展 」no.40

花 と 雲 と 牛

1998年

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス
96.3×129.5cm

右 下 に 署 名 ・年 記:1998ま

裏 面 右 に書 込:花 と雲 と牛/一 九 九 八 年/松 本 英 一 郎

裏 面 出 品 票:第56回 独 立 展/花 と雲 と牛
日洋557

Flower,Cloud　 and　 Cow

1998

Oil　on　canvas

96.3×129.5cm

Signed　 and　dated　 lower　 right

Inscribed　 on　the　reverse

来 歴:松 本 泰 子,八 王 子;2007年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:Matsumoto　 Yasuko,Hachioji;2007,donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:1998,東 京 都 美 術 館/他 「第66回 独 立 展 」;2007,石 橋 美 術 館 「退 屈 な 風 景 　 松 本 英 一 郎 展 」no.44
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退 屈 な 風 景 （中 山 ）

1981年

水 彩 ・紙

Watercolor　 on　paper

34.0×50.5cm

右 下 に 署 名 ・年 記:'81ま

裏 面 左 に 書 込:退 屈 な 風 景 （中 山 ）

日 洋558

Tedious　 Landscape,Nakayama

1981

Watercolor　 on　paper

34.0×50.5cm

Signed　 and　dated　 lower　 right

Inscribed　 on　the　reverse

来 歴:松 本 泰 子,八 王 子;2007年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:Matsumoto　 Yasuko,Hachijoji;2007,donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:2007,石 橋 美 術 館 「退 屈 な風 景 　 松 本 英 一 郎 展 」no.52

頂 上 の 風 景

1988年

水 彩 ・紙

25.8×36.7cm

右 下 に 署 名 ・年 記:頂 上 の 風 景 ま

裏 面 右 に 書 込:結 界1988

日 洋559

Landscape　 of　the　 Top

1988

Watercolor　 on　paper

25.8×36.7cm

Signed　 and　dated　 lower　 right

Inscribed　 on　the　reverse

来 歴:松 本 泰 子,八 王 子;2007年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:Matsumoto　 Yasuko,Hachijoji;2007,donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:2007,石 橋 美 術 館 「退 屈 な 風 景 　 松 本 英 一 郎 展 」no.55
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さ く ら ・ う し

1992年

水 彩 ・紙

36.2×54.0cm

右 下 に 署 名 ・年 記:さ く ら ・ う し/ま’92

裏 面 右 に 書 込:さ く ら ・ う し/松 本 英 一 郎

日 洋560

Cherry　 Blossom　 and　 Cow

1992

Watercolor　 on　paper

36.2×54.0cm

Signed　 and　dated　 lower　 right

Inscribed　 on　the　reverse

来 歴:松 本 泰 子,八 王 子;2007年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:Matsumoto　 Yasuko,Hachijoji;2007,donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:2007,石 橋 美 術 館 「退 屈 な 風 景 　 松 本 英 一 郎 展 」no.56

さ く ら ・ う し

1992年

水 彩 ・紙

37.5×52.7cm

右 下 に署 名 ・年 記:’92ま

裏 面 に書 込:23

日 洋561

Cherry　 Blossom　 and　 Cow

1992

Watercolor　 on　 paper

37.5×52.7cm

Signed　 and　 dated　 lower　 right

Inscribed　 on　 the　 reverse

来 歴:松 本 泰 子,八 王 子;2007年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:Matsumoto　 Yasuko,Hachijoji;2007,donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:2007,石 橋 美 術 館 「退 屈 な 風 景 　 松 本 英 一 郎 展 」no.59
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さ く ら ・ う し

1995年

水 彩 ・紙

48.5×61.3cm

右 下 に 署 名 ・年 記:’95.6ま

日 洋562

Cherry　 Blossom　 and　 Cow

1995

Watercolor　 on　paper

48.5×61.3cm

Signed　 and　dated　lower　 right

来 歴:松 本 泰 子,八 王 子;2007年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:Matsumoto　 Yasuko,Hachijoji;2007,donated　 to　the

　　　　　Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:2007,石 橋 美 術 館 「退 屈 な 風 景 　 松 本 英 一 郎 展 」no.63

雑 木 林 ・茶 畑 ・飛 行 船

1997年

水 彩 ・紙

29.0×47.8cm

左 下 に 署 名 ・年 記 ・書 込:ま1997雑 木 林 ・茶 畑 ・飛 行 船

右 下 に 印:「 ま 」 （朱 字 方 印 ）

日 洋563

Thicket,Tea　 Plantation　 and　 Airship

1997

Watercolor　 on　paper

29.0×47.8cm

Signed,　 dated　 and　 inscribed　 lower　 left

Stamped　 lower　 right

来 歴:松 本 泰 子,八 王 子;2007年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:Matsumoto　 Yasuko,　 Hachijoji;2007,donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:2007,石 橋 美 術 館 「退 屈 な 風 景 　 松 本 英 一 郎 展 」no.64
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久 留 米 梅 林 寺 金 剛 窟

1984年

鉛 筆,水 彩 ・紙

26.7×37.7cm

右 下 に 署 名 ・印:ま つ も と え い い ち ろ う/「 ま 」 （朱 字 方 印 ）

左 下 に 書 込:ク ル メ 梅 林 寺 金 剛 窟/19845.3

日 洋564

Kongokutsu　 of　Bairinji　 Temple,Kurume

1984

Watercolor　 on　paper

26.7×37.7cm

Signed　 and　stamped　 lower　 right

Inscribed　 lower　 left

来 歴:松 本 泰 子,八 王 子;2007年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:Matsumoto　 Yasuko,Hachijoji;2007,donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation.

荻 野 康 児

OGINO,Koji

1897­1973

静 物

グ ワ ッ シ ュ ・紙

37.9×53.0cm

左 下 に 署 名:K.OGINO.

参 考17

Still　 Life

Gouache　 on　paper

37.9×53.0cm

Signed　 lower　 left

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.
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井 上 正 勝

INOUE,Masakatsu

1900­1985

ス ケ ー ト

1964年

油 彩 ・カ ン ヴ ァス

45.7×33.7cm

左 下 に署 名:m.Inoue

裏 面 に書 込:「 ス ケ ー ト」/井 上 正 勝/昭 和 三 十 九 年

参 考14

Skating

1964

Oil　 on　 canvas

45.7×33.7cm

Signed　 lower　 left

Inscribed　 on　 the　 reverse

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.

谷 出 孝 子

TANIDE,Takako

1907­1987

花

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

52.8×45.5cm

右 下 に 署 名:Taka　 Tanide

参 考16

Flowers

Oil　on　canvas

52.8×45.5cm

Signed　 lower　 right

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.
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木 村 辰 彦

KIMURA,Tatsuhiko

1916­1973

和 蘭 石 竹

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス
45.5×53.0cm

右 下 に 署 名:Kimura

裏 面 木 枠 に書 込:和 蘭 石 竹/木 村 辰 彦

参 考15

Carnations

Oil　 on　 canvas

45.5×53.0cm

Signed　 lower　 right

Inscribed　 on　 the　 stretcher

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.
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版 画 　 Prints

ブ ラ ッ ク,ジ ョル ジ ュ

BRAQUE,Georges

l882­1963

『ジ ョ ル ジ ュ ・ブ ラ ッ ク － 彫 刻 と 銅 版 画 新 作 品 集 』 の 口 絵

エ ッチ ン グ

29.9×25.0cm（ 画 面 ）;38.3×28.7cm（ 紙 ）

右 下 に 署 名

外 版429

Frontispiece　 of　 Georges　 Braque－Nouvelles　 sculptures　 et　plaques　 gravees

Etching

29.9×25.0cm（image）;38.3×28.7cm（paper）

Signed　 lower　 right　:　GBraque

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.

文 献Bibl.:1982,D.Vallier,Braque,l'aeuvre　 grave,catalogue　 raisonne,Paris,p.218.

ア ル フ,ハ ン ス

ARP,Hans

1886­1966

For　 Saint　 Gaiden

シ ル ク ス ク リ ー ン

41.1×37.3cm（ 画 面 ）;65.0×49.9cm（ 紙 ）

左 下 に 署 名

外 版426

For　 Saint　 Gaiden

Silkscreen

41.1×37.3cm（image）;65.0×49.9cm（paper）

Signed　 lower　 left:ARP

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.
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シ ャ ガ ー ル,マ ル ク

CHAGALL,Marc

l887－1985

赤 い ブ ー ケ

1969年

リ トグ ラ フ

55.0×39.1cm（ 画 面 ）;75.9×53.5cm（ 紙 ）

右 下 に 署 名

外 版427

The　 Red　 Bouquet

1969

Lithograph

55.0×39.1cm（image）;75.9×53.5cm（paper）

Signed　 lower　 right:Marc　 Chagall

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.

文 献Bibl.:1998,U.Gauss（ed.）,Marc　 Chagall:the　 lithographs:la　 Collection　 Sorlier,Ostfildern­Ruit,no.580.

ミ ロ,ジ ョ ア ン

MIRO,Joan

1893­1983

迷 宮 の 星

1967年
エ ッチ ン グ,ド ラ イ ポ イ ン ト,ア ク ア チ ン ト,研 磨 剤

103.4×70.4cm（ 画 面 ）;104.2×71.6cm（ 紙 ）

右 下 に署 名

外 版431

The　 Star　 of　the　 Labyrinth

1967

Etching,　 drypoint,　 aquatint　 and　carborundum

103.4×70.4cm（image）;104.2×71.6cm（paper）

Signed　 lower　 right:Miro

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.

文 献Bib1.:1989,J.Dupin,Miro　 Engravings,New　 York,no.425.
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岩 壁 の 軌 跡Ⅵ

1967年

エ ッ チ ン グ,ア ク ア チ ン ト,研 磨 剤

58.8×92.8cm（ 画 面 ）;73.0×104.4cm（ 紙 ）

右 下 に 署 名

外 版432

Trace　 on　the　 Wall　Ⅵ

1967

Etching,aquatint　 and　carborundum

58.8×92.8cm（image）;73.0×104.4cm（paper）

Signed　 lower　 right:Miro

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.

文 献Bibl.:1989,J.Dupin,Miro　 Engravings,New　 York,no.445.

ム ァ,ヘ ン リ ー

MOORE,Henry

1898­1986

横 た わ る3つ の 人 体

リ トグ ラ フ

29.5×23.7cm（ 画 面 ）;52.3×39.4m（ 紙 ）

右 下 に署 名

外 版433

Three　 Reclining　 Figures

Lithograph

29.5×23.7cm（image）;52.3×39.4cm（paper）

Signed　 lower　 right:Moore

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.

文 献Bibl.:1973,G.Cramer,A.Grant　 and　 D.Mitchinson,Henry Moore,Catalogue　 of　 Graphic　 Work　 1931­1972,vol．III,　 Geneva,no．184.

74 新収蔵作品



ポ リ ア コ フ,セ ル ジ ュ

POLIAKOFE　 Serge

1900/06­1969

ピ ン ク と 赤 と 青 の コ ン ポ ジ シ ョ ン

木 版

32.7×25.3cm（ 画 面 ）;50.3×40.0cm（ 紙 ）

右 下 に 署 名

外 版430

Composition　 in　Pink,Red　 and　 Blue

Woodcut

32.7×25.3cm（image）;50.3×40.0cm（paper）

Signed　 lower　 right　 :　Serge　Poliakoff

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.

ス ー ラ ー ジ ュ,ピ エ ー ル

SOULAGES,Pierre

1919－

リ ト グ ラ フNo.32B

1974年

リ ト グ ラ フ

65.0×45.0cm（ 画 面 ）;75.7×56.5cm（ 紙 ）

右 下 に 署 名

外 版425

Lithograph　 No.32　 B

1974

Lithograph

65.0×45.0cm（image）;75.7×56.5cm（paper）

Signed　 lower　 right:soulages

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.
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タ ピ エ ス,ア ン トニ

TAPIES,Antoni

1923­

AL　 4　Galeries

リ ト グ ラ フ

71.2×58.9cm（ 画 面 ）;86.4×67.7cm（ 紙 ）

右 下 に 署 名

外 版428

AL　 4　Galeries

Lithograph

71.2×58.9cm（image）;86.4×67.7cm（paper）

Signed　 lower　 right

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.

ア レ シ ン ス キ ー,ピ エ ー ル

ALECHINSKY,Pierre

1927­

何 が 起 き た の か?

1963年

リ ト グ ラ フ

28.6×41.5cm（ 画 面 ）;33.2×50.6cm（ 紙 ）

右 下 に 署 名

外 版424

What　 Happened　 ?

1963

Lithograph

28.6×41.5cm（image）;33.2×50.6cm（paper）

Signed　 lower　 right:1963　 Alechinsky

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.
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宮 田 重 雄

MIYATA,Shigeo

1900­1971

公 園

1954年

リ ト グ ラ フ

51.8×35.5cm（ 画 面 ）;64.2×45.8cm（ 紙 ）

右 下 に 署 名:Shigeo　 Miyata

日 版143

Park

1954

Lithograph

51.8×35.5cm（image）;64.2×45.8cm（paper）

Signed　 lower　 right

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.

村 井 正 誠

MURAI,Masanari

l905­1999

子 供

リ トグ ラ フ

53.5×37.6cm（ 画 面 ）;64.2×46.0cm（ 紙 ）

右 下 に 署 名:MACANARI

日 版141

Child

Lithogarph

53.5×37.6cm（image）;64.2×46.0cm（paper）

Signed　 lower　 right

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.
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粟 辻 　 博

AWATSUJI,Hiroshi

l929­1995

不 詳

シ ル ク ス ク リ ー ン

97.6×75.0cm（ 画 面 ）;109.4×78.8cm（ 紙 ）

右 下 に 署 名:H.Awatsuji

日 版142

Unspecified

Silk　 screen

97.6×75.0cm（image）;109.4×78.8cm（paper）

Signed　 lower　 right

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.

田 中 一 光

TANAKA,Ikko

1930­2002

不 詳

シ ル ク ス ク リ ー ン

52.9×53.0cm（ 画 面 ）;70.0×68.8cm（ 紙 ）

右 下 に 署 名:Ikko　 Tanaka

日 版140

Unspecified

Silk　screen

52.9×53.0cm（image）;70.0×68.8cm（paper）

Signed　 lower　 right

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.
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不 詳

シ ル ク ス ク リ ー ン

51.2×51.0cm（ 画 面 ）;67.9×67.4cm（ 紙 ）

右 下 に 署 名:Ikko　 Tanaka

参 考13

Unspecified

Silk　 screen

51.2×51.0cm（image）;67.9×67.4cm（paper）

Signed　 lower　 right

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi

Foundation.

鎌 谷 伸 一

KAMATANI,Shin'ichi

1948­

パ イ ン ツ リ ーNo.59­B

シ ル ク ス ク リ ー ン

38.0×51.8cm（ 画 面 ）;48.9×61.9cm（ 紙 ）

右 下 に 署 名:Kamatani

左 下 に 書 込:pinetree　 No.59­B

参 考18

Pine　 Tree　 No.59­B

Silk　 screen

38.0×51.8cm（image）;48.9×61.9cm（paper）

Signed　 lower　 right

Inscribed　 lower　 left

来 歴:石 橋 幹 一 郎;株 式 会 社 ブ リ ヂ ス ト ン;2007年,石 橋 財 団

Prov.:ISHIBASHI　 Kan'ichiro;Bridgestone　 Corporation;2007,Ishibashi　 Foundation.
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彫刻 Sculptures

大 村 清 隆

OMURA　 Kiyotaka

1912­1988

坂 本 繁 二 郎 像

1968年

ブ ロ ン ズ

高 さ52.0cm

背 面 に 署 名 ・年 記:Kiyotaka　 1968大 村

日 彫20

Statue　 of　Hanjiro　 Sakamoto

1968

Bronze

H.52.0cm

Signed　 and　dated　 on　the　back

来 歴:個 人 蔵,福 岡;2007年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:Private　 Collection,Fukuoka;2007,donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation.

展 覧 会 歴Exh.:1969年,「 自 由 美 術 展 」;2006年,石 橋 美 術 館 「坂 本 繁 二 郎 展 」no.176

文 献Bibl.:1972年,大 村 清 隆 『肖 像 と モ ニ ュ マ ン 』;1981年,大 村 清 隆 『自 刻 抄 』

雑

豊 田 勝 秋

TOYODA　 Katsuaki

1897­1972

鋳 銅 小 花 生 （寿 恵 広 ）

1967年

鋳 銅

高 さ24.5cm

底 部 に 銘 あ り:勝 秋 作

雑84

Small　 Vase　 with　 Linear　 Design,cast　 in　bronze

1967

Cast　in　bronze

H.24.5cm

Signed　 on　the　bottom

来 歴:個 人 蔵,久 留 米;2007年,石 橋 財 団 に 寄 贈

Prov.:Private　 Collection,Kurume;2007,donated　 to　the　Ishibashi　 Foundation.

80 新収蔵作品



松本豊太資料

石 橋 美 術 館 で は,松 本 豊 太 （1874­1924,松 濤 ）の 絵 画 資 料5点 を,2007年11月16日 付 で松 本 成 一 氏 よ り受 贈 した 。

百 合 図

制 作 年 不 詳

油 彩 ・布

（紙 に 貼 付 ）
21.1×18.2cm

右 下 に署 名:SM

花 菖 蒲 図

制 作 年 不 詳

油 彩 ・布

（紙 に貼 付 ）
21.1×18.2cm

左 下 に署 名:SM

ひ ま わ り 図

制 作 年 不 詳

油 彩 ・布

（紙 に貼 付 ）

21.1×18.2cm

左 下 に印 章:

「松 」 「濤 」

（白字 朱 方 印 ）

藤 図

制作 年 不 詳

油彩 ・布

（紙 に貼 付 ）
21.1×18.2cm

左 下 に 印 章:

「松 」 「濤 」

（白字 朱 方 印 ）

菊 図

制作 年 不 詳

油 彩 ・絹

（紙 に貼 付 ）
20.9×18.0cm

右 下 に 印 章:

「松 濤 」

（朱 字 方 印 ）
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坂宗 一 旧蔵資料

石 橋 美 術 館 で は,坂 宗 一 （1902­1989）の 旧 蔵 資 料202点 を,2007年4月4日 付 で 坂 翁 介 氏 よ り受 贈 した 。

A　美術関係資料
A­1.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

図書,展 覧 会 パ ン フ レ ッ ト　 22点

1.坂 宗 一 個 展 案 内/大 阪 フ ォ ル ム 画 廊/昭 和38年11月/封 筒 あ り

2.坂 宗 一 個 展 案 内/大 阪 フ ォ ル ム 画 廊/昭 和38年11月/封 筒 あ り

3.坂 宗 一 水 墨 画 展 案 内/久 留 米 井 筒 屋/昭 和41年4月

4.坂 宗 一 水 墨 画 展 案 内/久 留 米 井 筒 屋/昭 和41年4月

5.坂 宗 一 水 墨 画 展 案 内/佐 賀 中 央 画 廊/昭 和44年2月

6.坂 宗 一 水 墨 画 展 案 内/佐 賀 中 央 画 廊/昭 和44年2月

7.坂 宗 一個 展 案 内/フ ジ カ ワ 画 廊 大 阪 店/昭 和46年6月/封 筒 あ り

8.坂 宗 一 個 展 案 内/フ ジ カ ワ 画 廊 大 阪 店/昭 和46年6月

9.坂 宗 一 水 墨 画 展 案 内/福 岡 県 文 化 会 館/昭 和54年6月

10.坂 宗 一 水 墨 画 展 案 内/福 岡 県 文 化 会 館/昭 和54年6月

11.坂 宗 一 水 墨 画 展 図 録/福 岡 県 文 化 会 館/昭 和54年6月 発 行

12.『 坂 宗 一 回 顧 展 』 図 録/坂 宗 一 回 顧 展 実 行 委 員 会/昭 和59年11月

13.永 田 茂 樹,坂 宗 一 『詩 画 集 　 筑 後 路 』/歩 道 社/昭 和42年3月1日 発 行

14.『 西 日本 美 術 展 出 品 目録 』/西 日本 新 聞 社/昭 和30年11月

15.『 坂 本 繁 二 郎 展 』 図 録/大 阪 フ ォ ル ム 画 廊 福 岡 店/昭 和44年10月

16.『 古 賀 春 江 』/春 鳥 会/昭 和9年9月1日 発 行

17.テ レ ビ 『話 題 の 窓 　 素 朴 な 月 夜 　 古 賀 春 江 の 世 界 』 台 本/昭 和48年6月

18.古 賀 春 江 『牛 を焚 く－ 古 賀 春 江 詩 画 集 －』/東 出 版/昭 和49年12月25日 発 行

19.古 賀 春 江 『写 実 と空 想 』/中 央 公 論 美 術 出 版/昭 和59年10月20日 発 行

20.『 古 賀 春 江 回 顧 展 』/福 岡 県 文 化 会 館/昭 和50年11月8日 発 行

21.中 野 嘉 一/金 剛 出 版/昭 和52年11月20日 発 行

22.古 賀 春 江 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和7年5月18日 付/額 装

A­2.

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

書 簡 （葉 書,封 書,そ の 他 ）61点

1.東 郷 青 児 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和18年?10月25日 消 印

2.坂 本 繁 二 郎 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和29年10月18日 付

3.来 目会 通 知 （印 刷 ） （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和30年2月7日 消 印

4.松 田 諦 晶 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和32年1月1日 付

5.坂 本 繁 二 郎 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和32年1月1日 付

6.日 本 電 建 株 式 会 社 久 留 米 支 社 通 知 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和32年2月8日 付

7.第6回 青 稲 同 人 展 案 内 （秋 山 朗 異 発 ） （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和32年7月?

8.赤 星 洋 画 研 究 所 展 案 内 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和32年11月?

9.第12回 二 紀 展 通 知 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和33年10月15日 付

10.松 田諦 晶 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和33年10月16日 付

11.第 二 紀 会 出 品 申 込 書 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和33年?月?日

12.福 岡県 美 術 協 会 通 知 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和33年12月9日 消 印

13.竜 灯 会 通 知 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和34年2月4日 消 印

14.黒 田重 太 郎 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和35年3月19日 付

15.宮 本 三 郎 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和35年4月27日 付
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38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

16.宮 本 三 郎 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和35年4月28日 付

17.石 橋 美 術 館 案 内 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和35年5月2日 消 印

18.山 口 長 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和35年5月6日 付

19.山 口 長 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和35年5月9日 付

20.石 井 光 次 郎 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和35年5月29日 付

21.山 口 長 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和?年4月10日 付

22.伊 藤 研 之 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和?年?月5日

23.宮 本 三 郎 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和35年9月7日 付

24.高 田 力 蔵 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和35年11月10日 付

25.伊 藤 研 之 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和36年?3月6日 付

26.久 我 五 千 男 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和36年5月11日 付

27.久 我 五 千 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和36年8月2日 付

28.伊 藤 研 之 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和36年10月3日 付

29.高 田 力 蔵 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年1月10日 付

30.藤 田 吉 香 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年4月14日 消 印

31.藤 田 吉 香 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年5月2日 消 印

32.伊 藤 研 之 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年5月2日 付

33.松 田 茂 介 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年5月8日 付

34.二 宮 冬 鳥 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年6月5日 付

35.伊 藤 研 之 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年6月6日 付

36.伊 藤 研 之 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年6月20日 付

37.二 宮 冬 鳥 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年7月19日 付

38.藤 田 吉 香 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年7月28日 消 印

39.藤 田 吉 香 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年9月28日 消 印

40.石 橋 美 術 館 案 内 （印 刷 ） （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年10月25日 付

41.松 田茂 介 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年11月12日 付

42.坂 本 繁 二 郎 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年12月5日 付

43.黒 田重 太 郎 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和38年2月23日 付

44.新 天 画 廊 　 豊 原 良 助 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和40年7月16日 付

45.坂 本 繁 二 郎 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和40年10月30日 付

46.小 倉 井 筒 屋 文 化 講 演 会 案 内/坂 宗 一 宛/昭 和44年7月28日 消 印

47.福 岡 フ ォ ル ム 画 廊 案 内 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和44年9月30日 消 印

48.朝 日新 聞 社 坂 本 繁 二 郎 作 品 全 集 刊 行 案 内/坂 宗 一 宛/昭 和45年

49.山 口 長 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和46年7月14日 付

50.山 口 長 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和46年7月23日 付

51.山 口 長 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一・宛/昭 和46年9月11日 付

52.山 口 長 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和46年10月20日 付

53.牛 島 憲 之 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和46年10月23日 付

54.坂 本 夏 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和51年3月3日 付

55.松 田 諦 晶 豊 田 勝 秋 胸 像 除 幕 式 典 案 内 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和62年5月21日 付

56.昭 和31年 朱 明 会 行 事 計 画 案 内/昭 和31年

57.竜 灯 会 洋 画 展 案 内

58.坂 本 繁 二 郎 八 女 市 民 葬 案 内/昭 和44年7月17日 付
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81

82

83

59.坂 本 繁 二 郎 葬 儀 会 葬 礼 状/昭 和44年7月18日 付

60.二 紀 会30周 年 記 念 展 作 品 集 掲 載 案 内/昭 和51年

61.坂 宗 一 画 会 パ ン フ レ ッ ト

B　 文学関係資料
B­1.

84

85

86

87

図 書 　 4点

1.　 内 田 博 著 『内 田博 詩 集 ・三 里 船 津 』/三 池 文 学 会/昭 和46年2月15日 発 行

2.梅 野 亮 著 『青 春 画 譜 』/梅 野 隆 発 行/昭 和48年1月31日 発 行/梅 野 隆 書 簡 同 封

3.松 永 伍 一 の 十 年 刊 行 会 編 『松 永 伍 一 の 十 年 』/埴 輪/昭 和42年1月1日 発 行

4.　 山 本 源 太 箸 『山本 源 太 詩 集 　 蛇 苺 』/泥 質 社/昭 和47年5月5日 発 行

B­2.

88

89

90

91

92

93

94

95

96

雑 誌 　 9点

1.「 匈 奴 」9号/匈 奴 の 会/昭 和49年3月20日 発 行/岡 部 隆 介 書 簡 同 封

2.「 芸 林 」6巻4号/芸 林 社/昭 和34年4月1日 発 行

3.「 芸 林 」3号/芸 林 社/昭 和48年5月1日 発 行

4.「 芸 林 」7号/芸 林 社/昭 和48年9月1日 発 行

5.「 芸 林 」10号/芸 林 社/昭 和49年1月1日 発 行

6.「 母 船 」13号/母 船 短 歌 会/昭 和37年9月1日 発 行

7.「 母 船 」40号/母 船 短 歌 会/昭 和42年10月1日 発 行

8.「 母 船 」81号/母 船 短 歌 会/昭 和50年11月25日 発 行

9.「 母 船 」84号/母 船 短 歌 会/昭 和51年8月5日 発 行

B­3.

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

葉 書 　 62点

1.出 海 渓 也 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和34年3月18日 消 印

2.出 海 渓 也 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和35年1月1日 消 印

3.牛 島 春 子 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和31年11月18日 消 印

4.牛 島 春 子 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年1月8日 消 印

5.内 田博 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和40年9月19日 消 印

6.岡 部 隆 介 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和34年11月27日 消 印

7.岡 部 隆 介 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和53年7月13日 消 印

8.岡 部 隆 介 書 簡 （葉 書,年 賀 状 ）/坂 宗 一 宛/昭 和56年1月1日 付

9.加 藤 暢 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和38年1月18日 付

10.加 藤 暢 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和63年1月1日 付

11.黒 田 静 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和34年2月?日 消 印

12.黒 田 静 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和34年2月19日 付

13.黒 田 静 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和34年10月16日 付

14.黒 田 静 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和34年10月29日 付

15.坂 梨 忠 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年7月28日 付

16.杉 本 寿 恵 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和36年4月25日 消 印

17.杉 本 寿 恵 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和36年5月7日 消 印

18.杉 山 洋 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和?年3月21日 消 印/第3回 詩 画 展 打 ち 合 わ せ の 連 絡

19.永 田 茂 樹 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年5月27日 消 印

20.長 山 不 美 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年8月25日 消 印
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118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

21.長 山不 美 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和40年9月29日 消 印

22.長 山不 美 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和41年6月2日 消 印

23.長 山不 美 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和44年7月26日 消 印

24.長 山不 美 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和?年7月7日 消 印

25.長 山不 美 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和?年4月15日 消 印/転 送 書 貼 付

26.野 田宇 太 郎 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和30年5月29日 消 印

27.野 田宇 太 郎 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和33年1月1日 消 印

28.野 田寿 子 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年4月7日 消 印/野 田寿 子 が 小 郡 在 住 の と き の も の

29.野 田寿 子 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年4月12日 付/野 田寿 子 が 小 郡 在 住 の と きの もの

30.野 田 寿 子 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年4月22日 消 印/野 田 寿 子 が 小 郡 在 住 の と き の も の

31.林 逸 馬 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和31年12月5日 消 印

32.平 井 光 典 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和30年7月5日 消 印

33.平 井 光 典 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和31年6月8日 消 印

34.平 井 光 典 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和32年7月31日 消 印

35.藤 田 吉 香 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年5月17日 消 印

36.松 永 伍 一 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和32年3月9日 消 印

37.松 永 伍 一 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和35年5月24日 消 印

38.松 永 伍 一 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和35年8月13日 消 印

39.松 永 伍 一 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和36年7月1日 消 印

40.松 永 伍 一 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和36年7月17日 消 印

41.松 永 伍 一 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和36年7月24日 消 印

42.松 永 伍 一 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和36年8月6日 消 印

43.松 永 伍 一 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和36年8月14日 消 印

44.松 永 伍 一 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和36年9月27日 消 印

45.松 永 伍 一 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年2月21日 消 印

46.丸 山豊 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和47年6月27日 消 印

47.山 口静 義 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和38年3月28日 付

48.弓 削 三 男 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和33年?月?日 消 印

49.劉 寒 吉 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和31年6月6日 消 印

50.劉 寒 吉 書 簡 （葉 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和33年3月16日 付

51.劉 寒 吉 書 簡 （葉 書,年 賀 状 ）/坂 宗 一 宛/昭 和47年1月1日 付

52.第1回 大 牟 田 文 学 協 会 詩 画 展 案 内 状/坂 宗 一 宛/昭 和44年11月12日 消 印

53.筑 後 文 化 懇 話 会 例 会 案 内 状/坂 宗 一 宛/昭 和29年7月8日 消 印

54.「 歩 道 」 忘 年 会 案 内 状/坂 宗 一 宛/昭 和34年12月10日 消 印

55.石 田 光 明 詩 集 出 版 記 念 会 案 内 状/坂 宗 一 宛/昭 和37年12月4日 消 印

56.牟 田 会 案 内 状/坂 宗 一 宛/昭 和35年3月10日 消 印

57.長 谷 健 文 学 碑 除 幕 式 案 内 状/坂 宗 一 宛/昭 和33年11月11日 消 印

58.二 宮 冬 鳥 放 談 会 案 内 状/坂 宗 一 宛/昭 和36年11月15日 消 印

59.火 野 葦 平 追 悼 出 版 記 念 会 案 内状/坂 宗 一 宛/昭 和35年2月8日 消 印

60.「 九 州 文 学 」200号 突 破 記 念 祝 賀 会 案 内 状/坂 宗 一 宛/昭 和37年4月20日 消 印

61.加 藤 暢 宛 坂 宗 一 未 投 函 書 簡 （葉 書 ）

62.松 永 伍 一 宛 坂 宗 一 未 投 函 書 簡 （葉 書 ）/昭 和32年
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B­4.

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

86

封 書 　 　 37点

1.赤 星 月 人 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和33年7月31日 付/「 匈 奴 」 創 刊 の 報 告

2.石 田 光 明 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/石 田 光 明 用 箋4枚 。 封 筒 な し

3.牛 島春 子 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和29年6月26日 付/牛 島 春 子 が 小 郡 町 在 住 の と き

4.内 田博 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/日 付 記 載 な し/封 筒 な し。 原 稿 用 紙 に 執 筆

5.内 田博 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/日 付 記 載 な し/封 筒 な し。 原 稿 用 紙 に 執 筆

6.　 岡 部 隆 介 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和34年11月16日 消 印

7.岡 部 隆 介 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和49年3月26日 付

8.　 岡 部 隆 介 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和49年3月28日 付/「 匈 奴 」9号 に 添 付

9.岡 部 隆 介 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和57年6月13日 付

10.岡 部 隆 介 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和58年9月7日 消 印

11.岡 部 隆 介 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/年 不 明11月15日 消 印

12.岡 部 隆 介 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/年 不 明9月20日 付/封 筒 な し。 便 箋4枚

13.岡 部 隆 介 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/年 月 日不 明/封 筒 な し。 便 箋5枚

14.加 藤 暢 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和45年12月8日 付

15.加 藤 暢 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/年 不 明12月28日 付

16.坂 梨 忠 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/年 不 明6月8日 付/封 筒 な し。 会 社 用 箋2枚

17.坂 本 繁 二 郎 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和28年7月2日 付/水 害 見 舞 い の 返 信

18.高 木 護 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/年 不 明10月20日 付/封 筒 な し。 原 稿 用 紙2枚

19.田 中稔 男 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和44年8月18日 付/田 中稔 男 後 援 会 関係4枚

20.平 井 光 典 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和31年6月27日 消 印/原 稿 用 紙2枚

21.火 野 葦 平 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/年 不 明9月28日 消 印/東 京 阿 佐 ヶ谷 よ り挿 絵 断 りの 件

22.松 永 伍 一 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和37年6月25日 消 印/現 金 書 留 の 封 筒 。 未 来 社 原 稿 用2枚

23.松 永 伍 一 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/封 筒 な し。B5原 稿 用 紙2枚

24.松 永 伍 一 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/封 筒 な し。 未 来 社 原 稿 用 紙2枚

25.松 永 伍 一 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/4月26日 付/封 筒 な し。 原 稿 用 紙 （破 れ 有 り）1枚

26.松 永 伍 一 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/4月1日 付/封 筒 な し。 原 稿 用 紙 （破 れ 有 り）1枚

27.真 鍋 甚 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/年 不 明9月22日 付/全 日通 労 働 組 合 九 州 地 区本 部 便 箋2枚

28.森 田 緑 雨 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和60年9月19日 付/便 箋3枚 （11月1日 付 便 箋3枚 同封 ）

29.弓 削 三 男 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/年 月 日不 明/便 箋2枚

30.劉 寒 吉 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和59年7月16日 付/便 箋2枚

31.九 州 文 学 社 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和32年4月24日 消 印/赤 色 の 用 紙1枚

32.筑 後 労 農 文 化 会 議 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/年 月 日不 明/「 夜 明 け」 第4号

33.西 日本 新 聞社 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和32年9月2日 消 印/西 日本 新 聞 社 便 箋2枚 。メ モ 紙 （絵

　 　 付 ）1枚

34.西 日本 新 聞 社 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和32年9月10日 消 印/西 日本 新 聞 社 便 箋2枚

35.福 岡 ア ン デ パ ン ダ ン展 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和46年 月 日不 明/第3回 福 岡 ア ン デ パ ン ダ ン

　 　 展 へ の よ び か け 案 内1枚

36.夕 刊 フ ク ニ チ 新 聞 社 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和42年7月24日 消 印/夕 刊 フ ク ニ チ 新 聞 社 便 箋

　 　 3枚

37.夕 刊 フ ク ニ チ 新 聞社 書 簡 （封 書 ）/坂 宗 一 宛/昭 和47年3月1日 消 印/夕 刊 フ ク ニ チ 新 聞 社 便 箋2

　 　 枚

新収蔵作品



B­5.そ の 他 　 7点

196　 1.第2回 福 岡 ア ン デ パ ン ダ ン展 案 内 　 1枚

197　 2.『 に が い 河 』 出 版 記 念 会 お 知 ら せ 　 1枚

198　 3.坂 宗 一 個 展 パ ン フ レ ッ ト　 1枚

199　 4.二 人 展 パ ン フ レ ッ ト　 1枚

200　 5.写 真（１）人 物3名1枚

201　 6.写 真（２）人 物4名1枚

202　 7.詩 稿/石 田 光 明 原 稿 用 紙3枚
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新収図書

ブ リヂ ス トン美術館

和書

洋書

計

購入

41冊

28冊

69冊

寄贈

37冊

3冊

40冊

計

78冊

31冊

109冊

（展覧会図録 ・逐次刊行物は含まない）

石橋美術館

和書

洋書

計

購入

38冊

4冊

42冊

寄贈

16冊

0冊

16冊

計

54冊

4冊

58冊

（展覧会 図録 ・逐次刊行物 は含 まない）
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修復記録

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　作品
ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《三 人 の 水 浴 の 女 た ち 》

1874­78年 頃,　BMA,　 外 洋29

　修復報告
鉛筆 ・紙/　 16.2×14.7cm

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,イ ン レ イ

エ ミ ー ル=ア ン ト ワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル

《レ ダ と 白 鳥 》

BMA,　 外 洋48

水 彩,イ ン ク ・厚 紙/18.2×13.1cm

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,マ ッ テ イ ン グ

エ ミー ル=ア ン トワ ー ヌ ・ブ ー ル デ ル

《傷 つ け る 精 を 運 ぶ ケ ン タ ウ ロ ス 》
BMA,　 外 洋4g

水 彩,イ ン ク ・紙/15.7×20.2cm

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,テ ー プ 粘 着 剤 除 去,イ ン レ イ,

マ ッ テ ィ ン グ

ア ン リ ・マ テ ィ ス 《画 室 の 裸 婦 》

1899年,　 BMA,　 外 洋56

油 彩 ・ボ ー ド/66.2×50.5cm

調 査 ・記 録,画 面 洗 浄,旧 修 理 除 去,損 傷 部 浮 上 り接 着,欠

損 部 充 填 ・補 彩,画 面 艶 の 調 整,額 装

ポ ー ル ・セ ザ ン ヌ 《水 辺 の 人 物 た ち 》

1877年 頃,　BMA,　 外 洋113

鉛 筆,水 彩 ・紙/12.7×21.8cm

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,イ ン レ イ

エ ミ ー ル=ア ン ト ワ ー ヌ ・ ブ ー ル デ ル

《ク ロ ノ ス 》

BMA,　 外 洋124

グ ワ ッ シ ュ,イ ン ク ・紙/16.4×20.9cm

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,イ ン レ イ,マ ッ テ イ ン グ

ダ ヴ ィ ッ ド ・ブ ル リ ュ ッ ク 《船 の 図 》

1921年,　 BMA,　 外 洋151

油 彩 ・カ ンヴ ァス
調 査 ・記 録,裏 面掃 除,画 面洗 浄,損 傷 部 浮 上 り接 着,欠 損

部 充 填 ・補 彩,画 面 艶 の 調整,額 新調

ヴ ァ ン ・ ド ・ジ ュ ー ル ・ レ ー ヌ 《鏡 の 前 》

1952年 頃,　BMA,　 外 洋153

油 彩 ・カ ン ヴ ァス
調 査 ・記 録,裏 面掃 除,画 面洗 浄,画 布 変 形修 正,損 傷 部浮
上 り接 着,欠 損 部充 填 ・補 彩,画 面艶 の調 整,額 新 調

ジ ャ ン=バ テ ィ ス ト ・パ テ ル 《水 浴 》

BMA,　 外 洋175

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/56.7×65.4cm

調 査 ・記 録,画 面 洗 浄,損 傷 ワ ニ ス の 除 去,損 傷 部 浮 上 り接

着,欠 損 部 充 填 ・補 彩,画 面 艶 の 調 整,額 装

ヘ ン リ ー ・ム ア 《プ ロ メ テ ウ ス の 頭 部 》

1949年,　 BMA,　 外 洋191

鉛 筆,ク レ ヨ ン,水 彩,グ ワ ッ シ ュ,イ ン ク ・紙/

35.0×27.4cm

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,和 紙 に フ ロ ー トマ ウ ン ト,マ ッ

テ イ ン グ

セ ル ジ ュ ・ポ リ ア コ フ

《コ ン ポ ジ シ ョ ン 》

1959年,　 BMA,　 外 洋215

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/92.2×73.2cm

調 査 ・記 録,裏 面 掃 除,画 面 洗 浄,損 傷 部 補 彩,額 装 改 善

藤 島 武 二 《臥 裸 婦 》

1906­07年,　 BMA,　 日 洋19

鉛 筆 ・紙/23.8×31.1cm

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,破 れ 補 修,イ ン レ イ,マ ッ テ ィ

ン グ

藤 島 武 二 《港 の 朝 陽 》
1943年,　 BMA,　 日洋59

油 彩 ・板/18.6×24.0cm

調 査 ・記 録,画 面 洗 浄,欠 損 部 充 填 ・補 彩,額 装 改 善

満 谷 国 四 郎 《ば ら （絶 筆 ）》

1936年,　 IMA,　 日洋71

油 彩 ・カ ン ヴ ァス/37.6×45.2cm

調 査 ・記 録,裏 面 掃 除,画 面 洗 浄,画 布 変 形 修 正,損 傷 部 浮

上 り接 着,欠 損 部 充 填 ・補 彩,画 面 艶 の 調 整,額 装 改 善

林 倭 衛 《サ ン ト=ヴ ィ ク ト ワ ー ル 》

1925­29年 頃,　IMA,　 日洋170

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/31.6×41.0cm

調 査 ・記 録,裏 面 掃 除,画 面 洗 浄,画 布 変 形 修 正,損 傷 部 浮

上 り接 着,欠 損 部 充 填 ・補 彩,画 面 艶 の 調 整,額 装 改 善
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16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

作品

青 木 繁 《風 景 》

1910年,　 IMA,　 日 洋447

平 野 遼 《朝 》

1991年,　 IMA,　 日 洋532

松 本 豊 太 《二 人 の 少 女 》
1902年,　IMA,　 日洋535

杉 全 　 直 《袋 を 持 っ た 空 間 》
1963年,　BMA,　 日洋541

白 髪 一 雄 《白 い 扇 》

1965年,　 BMA,　 日 洋543

白 髪 一 雄 《観 音 普 陀 落 浄 土 》
1972年,　 BMA,　 日洋544

小 杉 未 醒 《戊 辰 秋 日 》

1928年,　 IMA,　 日 洋545

村 井 正 誠 《子 供 》

1952年 頃,　BMA,　 日洋547

村 井 正 誠 《モ ー ドの 女 》

1976年,　 BMA,　 日洋548

村 井 正 誠 《人 び と 》

1983年,　 BMA,　 日洋549

今 井 俊 満 《Eclipse》

1964年,　 BMA,　 日 洋552

カ ミ ー ユ ・ピサ ロ 《水 浴 の 女 た ち》
BMA,　 外版7

エ ドゥ ワ ー ル ・マ ネ 《横 た わ る オ ダ リ ス ク 》
BMA,　 外版9

ア ン リ ・ フ ァ ン タ ン=ラ ト ゥ ー ル

《聖 ア ン トニ ウ ス の 誘 惑 》

BMA,　 外 版17

修復報告

鉛 筆,水 彩 ・紙/14.9×22.4cm

調 査 ・記 録,台 紙 除 去,洗 浄,フ ラ ッ トニ ン グ,イ ン レ イ

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/87.6×144.6cm

調 査 ・記 録,裏 面 掃 除,画 面 洗 浄,欠 損 部 充 填 ・補 彩

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/116.5×91.3cm

調 査 ・記 録,裏 面 掃 除,画 布 変 形 修 正,画 面 洗 浄,旧 修 理 除

去,損 傷 部 浮 上 り接 着,画 布 張 り代 の 補 強,新 調 し た 木 枠 へ

の 張 り込 み,欠 損 部 充 填 ・補 彩,画 面 艶 の 調 整,額 新 調

油 彩 ・カ ンヴ ァス

調 査 ・記録,裏 面掃 除,画 面洗 浄,画 布 変形 修 正,損 傷 部 浮
上 り接 着,欠 損 部 充填 ・補 彩,画 面 艶 の調 整,額 新調

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/181.4×272.4cm

調 査 ・記 録,裏 面 掃 除,画 面 洗 浄,旧 修 理 除 去,損 傷 部 浮 上

り接 着,画 布 張 り代 の 補 強,調 整 し た 木 枠 へ の 張 り 込 み,欠

損 部 充 填 ・補 彩,額 新 調

油 彩 ・カ ン ヴ ァス/130.7×194.2cm

調 査 ・記 録,裏 面 掃 除,画 面 洗 浄,損 傷 部 浮 上 り接 着,欠 損

部 充 填 ・補 彩,額 新 調

油 彩 ・カ ン ヴ ァス/80.4×65.5cm

調 査 ・記 録,裏 面 掃 除,画 面 洗 浄,画 布 変 形 修 正,損 傷 部 浮

上 り接 着,欠 損 部 充 填 ・補 彩,画 面 艶 の 調 整,額 装 改 善

油 彩 ・板/45.6×37.8cm

調 査 ・記 録,絵 具 層 変 形 修 正,画 面 洗 浄,欠 損 部 充 填 ・補 彩,

画 面 艶 の 調 整,額 新 調

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/165.3×133.8cm

調 査 ・記 録,画 面 洗 浄,欠 損 部 充 填 ・補 彩,画 面 艶 の 調 整,

額 新 調

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/227.3×181.7cm

調 査 ・記 録,画 面 洗 浄,欠 損 部 充 填 ・補 彩,画 面 艶 の 調 整,

額 新 調

油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス/116.0×72.5cm

調 査 ・記 録,画 面 洗 浄,損 傷 部 浮 上 り接 着,欠 損 部 充 填 ・補

彩,画 面 艶 の 調 整,額 新 調

リ ト グ ラ フ/15.4×22.0cm（ 画 面 ）;15.4×22.0cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,破 れ 補 修,マ ッ テ ィ ン グ

エ ッ チ ン グ,ア ク ア チ ン ト/12.8×19.9cm（ 画 面 ）;16.0×

24.3cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,洗 浄,脱 酸 性 処 置,部 分 漂 白,

マ ッ テ ィ ン グ

リ トグ ラ フ/32.6×40.2cm（ 画 面 ）;42.9×59.6cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,フ ラ ッ トニ ン グ,マ ッ テ ィ ン グ
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30

作品

ポ ー ル=ア ル ベ ー ル ・ベ ナ ー ル 《水 浴 》

BMA,　 外 版26

修復報告

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

フ ェ リ ッ ク ス ・ヴ ァ ロ ッ ト ン 《入 浴 》

BMA,　 外 版52

パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 《『ヴ ォ ラ ー ル の た め の 連

作 』瀕 死 の ミ ノ タ ウ ロ ス 》

1933年,　 BMA,　 外 版108

マ リ ノ ・マ リ ー ニ 《ポ モ ナ 習 作 》

BMA,　 外 版160.5

マ リ ノ ・マ リ ー ニ 《ポ モ ナ 習 作 》

BMA,　 外 版160.22

エ ル ン ス ト=モ ー リ ッ ツ ・ガ イ ガ ー

《『パ ン 』1－2　 巨 人 》

BMA,　 外 版196.8

マ ッ ク ス ・ ピ ー チ ュ マ ン

《『パ ン 』2­2　 ケ ン タ ウ ロ ス の カ ッ プ ル 》

BMA,　 外 版196.30

マ ッ ク ス ・ リ ー バ ー マ ン

《『パ ン 』3­2水 浴 の 若 者 た ち 》

BMA,　 外 版196－52

カ ー ル ・ケ ッ ピ ン グ

《『パ ン 』3­4す わ る 裸 婦 》

BMA,　 外 版196.64

ア ン リ ・エ ラ ン

《『パ ン 』3­4戯 れ る 人 魚 》
BMA,　 外 版196.66

イ ポ リ ュ ト ・プ テ ィ ジ ャ ン

《『パ ン 』4­1装 飾 下 絵 （裸 体 習 作 ）》
BMA,　 外 版196­71

ヴ ィ ル ヘ ル ム ・フ ォ ル ツ

《『パ ン 』4­2　 ニ ン フ の 行 進 と踊 り 》

BMA,　 外 版196.76

オ ッ ト ー ・エ ッ ク マ ン

《『パ ン 』5­4　 春 訪 れ な ば 》

BMA,　 外 版196­98

ヴ ィ ク トー ル ・プ ル ー ヴ ェ 《阿 片 》

1894年,　 BMA,　 外 版212

ポ ー ル ・ ゴ ー ガ ン

《マ ナ オ ・ ト ゥ パ パ ウ （死 霊 が 見 て い る ）》

1894年,　 BMA,　 外 版222

エ ッ チ ン グ,ア ク ア チ ン ト/15.8×24.0cm（ 画 面 ）;43 .3×

61.0cm（紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,マ ッ テ ィ ン グ （フ ロ ー ト仕 様 ）

木 版 ・紙/18.0×22.5cm（ 画 面 ）;21.6×25.4cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,マ ッ テ イ ン グ

エ ッ チ ン グ/19.4×26.9cm（ 画 面 ）;34.2×44.6cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,マ ッ テ ィ ン グ

リ ト グ ラ フ/42.0×30.1cm（ 画 面 ）;50.1×39.8cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,マ ッ テ イ ン グ

リ トグ ラ フ/36.7×23.9cm（ 画 面 ）;42.9×33.8cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,マ ッ テ イ ン グ

エ ッ チ ン グ/28.9×22.2cm（ 画 面 ）;36.9×27.3cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,マ ッ テ イ ン グ

エ ッ チ ン グ/24.6×16.5cm（ 画 面 ）;37.4×27.3cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,洗 浄,マ ッ テ ィ ン グ

エ ッ チ ン グ/14.1×18.8cm（ 画 面 ）;27.9×37.1cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,洗 浄,脱 酸 性 処 置,部 分 漂 白,

マ ッ テ イ ン グ

エ ッ チ ン グ/16.0×10.5cm（ 画 面 ）;36.9×27 .7cm（紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,裏 面 の 鉄 サ ビ 除 去,マ ッ テ ィ ン

グ

木 版,リ ト グ ラ フ/29.1×20.6cm（ 画 面 ）;36.9×27.8cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,洗 浄,脱 酸 性処 置,部 分 漂 白,

マ ッ テ ィ ン グ

リ ト グ ラ フ/26.2×20.3cm（ 画 面 ）;37.0×27.4cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,マ ッ テ イ ン グ

リ ト グ ラ フ/10.3×21.0cm（ 画 面 ）;27.2×36.9cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,マ ッ テ イ ン グ

リ トグ ラ フ/25.4×11.2cm（ 画 面 ）;36.6×27.7cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,洗 浄,脱 酸 性 処 置,部 分 漂 白,

マ ッ テ イ ン グ

リ ト グ ラ フ,空 押 し/55.2×40.3cm（ 画 面 ）;61.1×43.0cm

（紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,テ ー プ 粘 着 剤 除 去,マ ッ テ ィ ン

グ

リ ト グ ラ フ/18.1×27.3cm（ 画 面 ）;42.9×59.6cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,マ ッ テ イ ン グ
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作品

ア ン デ ル ス ・ ツ ォ ル ン 《浅 瀬 》

1912年,　 BMA,　 外 版223

修復報告

46

47

48

49

50

51

52

53

ヘ ン リ ー ・ム ア 《『生 誕80年 記 念 版 画 集 』

荒 れ 模 様 の 空 の 下 に横 た わ る 人 体 》
1975年,　BMA,　外 版275

ピ エ ー ル ・ ピ ュ ヴ ィ ス ・ ド ・シ ャ ヴ ァ ン ヌ

《女 性 習 作 》

BMA,　 外 版294

ア ン リ=バ ト リ ス ・デ ィ ヨ ン

《ア ト リ エ の 情 景 》

BMA,　 外 版308

ウ ィ リ ア ム ・ホ ガ ー ス 《 トル コ 風 呂 》

BMA,　 外 版366

ジ ョ ン ・マ ー チ ン 《『聖 書 』 ア ベ ル の 死 》

1838年 刊,　 BMA,　 外 版393

ヤ ン ・ ピ ー テ ル ス ・サ ー ン レ ダ ム

《ヴ ィ ー ナ ス の 星[ホ ル ツ ィ ウ ス に 基 づ く]》
BMA,　 外 版415

ア ド ル フ ・ レ オ ン ・ ヴ ィ レ ッ ト

《首 を 吊 っ た ピ エ ロ 》
1894年,　 BMA,　 外 版423

伊 原 宇 三 郎 《七 人 の 裸 婦 》
BMA,　 日版119

エ ッ チ ン グ/20.0×14.8cm（ 画 面 ）;40.0×29.4cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ,旧 ヒ ン ジ 除 去,洗 浄,脱

酸 性 処 置,マ ッ テ イ ン グ

リ ト グ ラ フ/15.7×23.2cm（ 画 面 ）;38.2×47.1cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,マ ッ テ イ ン グ

写 真 平 版 ・和 紙/30.9×15.1cm（ 画 面 ）;39.4×24.8cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,オ リ ジ ナ ル の マ ッ ト脱 酸 性 処 置

と 周 辺 補 強,マ ッ テ ィ ン グ （フ ロ ー ト仕 様 ）

リ ト グ ラ フ/22.5×32.1cm（ 画 面 ）;26.5×35.2cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,台 紙 除 去,マ ッ テ イ ン グ

エ ン グ レ ー ヴ ィ ン グ/25.1×17.2cm（ 画 面 ）;26.0×18.2cm

（紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,フ ラ ッ トニ ン グ,イ ン レ イ,マ ッ

テ イ ン グ

メ ゾ チ ン ト/19.0×29.6cm（ 画 面 ）;29.5×43.2cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,付 着 物 除 去,マ ッ テ イ ン グ

エ ン グ レ ー ヴ ィ ン グ/23.7×17.6cm（ 画 面 ）;23.7×17.6cm

（紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,イ ン レ イ,マ ッテ イ ン グ

リ ト グ ラ フ/27.9×19.6cm（ 画 面 ）;46.7×29.4cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,旧 ヒ ン ジ 除 去,洗 浄,脱 酸 性 処 置,部 分 漂 白,

フ ラ ッ トニ ン グ,マ ッ テ ィ ン グ

リ ト グ ラ フ/26.5×42.2cm（ 画 面 ）;39.8×54.9cm（ 紙 ）

調 査 ・記 録,ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ,マ ッ テ ィ ン グ

＊修復報 告欄 に載せ る内容 は,修 復 担当者 による報告書 に基づ く。
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作 品貸 出記録 　ブ リヂス トン美術 館

「20世 紀 美 術 探 検 － ア ー テ ィ ス トた ち の3つ の 冒 険 物 語 」 展

国 立 新 美 術 館/2007年1月21日 －2007年3月19日

1）ジ ョル ジ ョ ・デ ・キ リ コ 《吟 遊 詩 人 》 （外 洋91）

Moore　 and　 Mythology

Sheep　 Field　 Bam,The　 Henry　 Moore　 Foundation/April　 1­September　 23,2007

1）ヘ ン リ ー ・ム ア 《プ ロ メ テ ウ ス の 頭 部 》 （外 洋191）

「大 回 顧 展 モ ネ － 印 象 派 の 巨 匠,そ の 遺 産 」 展

国 立 新 美 術 館/2007年4月7日 －2007年7月2日

1）ク ロ ー ド ・モ ネ 《黄 昏,ヴ ェ ネ ツ ィ ア 》 （外 洋24）

「NHK日 曜 美 術 館30周 年 」 展

岩 手 県 立 美 術 館/2007年4月7日 －2007年5月13日

1）藤 島 武 二 《半 裸 婦 人 像 》 （日洋35）

2）藤 島 武 二 《東 海 旭 光 》 （日洋51）

3）関根 正 二 《子 供 》 （日 洋178）

静 岡 県 立 美 術 館/2007年7月24日 －2007年8月31日

1）藤 島 武 二 《黒 扇 》 （日洋26）

2）藤 島 武 二 《淡 路 島 遠 望 》 （日洋47）

3）関 根 正 二 《子 供 》 （日洋178）

「絶 筆 」 展

兵 庫 県 立 美 術 館/2007年5月29日 －2007年7月8日

1）藤 島 武 二 《港 の 朝 陽 》 （日洋59）
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作品貸出記録　石橋美術館

「NHK日 曜 美 術 館30周 年 」 展

京 都 府 京 都 文 化 会 館/2006年12月13日 －2007年1月21日

広 島 県 立 美 術 館/2007年2月15日 －2007年3月25日

1）藤 島 武 二 《チ ョチ ャ ラ》 （日 洋25）

2）藤 島 武 二 《屋 島 よ りの 遠 望 》 （日洋50）

長 崎 県 立 美 術 館/2007年5月26日 －2007年7月1日

1）藤 島 武 二 《天 平 の 面 影 》 （日洋11）

2）藤 島 武 二 《五 剣 山 の 日の 出 》 （日洋49）

「時代 と美 術の 多面体－ 近代 の成 立期 に光 を あてて」展
神奈川県立近代美術館/2007年1月13日 －2007年3月25日

1）藤 島 武 二 《旭 光 （新 高 山 ）》 （日洋244）

「生 活 の 〈か た ち 〉 豊 田 勝 秋 の あ ゆ み に 見 る 昭 和 の 工 芸 」 展

福 岡 県 立 美 術 館/2007年1月20日 －2007年2月25日

1）豊 田勝 秋 《春 日》 （雑46）

2）豊 田 勝 秋 《鋳 銅 花 さ し》 （雑47）

3）豊 田 勝 秋 《鋳 銅 花 器 》 （雑48）

「パ リのエ スプ リ　 佐伯祐三 と佐 野繁次郎 」展
神奈川県立近代美術館/2007年4月7日 －2007年5月20日

1）佐 伯 祐 三 《休 息 （鉄 道 工 夫 ）》 （日洋188）

「パ リへ 　 － 洋 画 家 た ち 百 年 の 夢 」 展

東 京 芸 術 大 学 大 学 美 術 館/2007年4月19日 －2007年6月10日

新 潟 県 立 近 代 美 術 館/2007年6月23日 －2007年8月5日

1）黒 田清 輝 《鉄 砲 百 合 》 （日洋9）
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「絶 筆 」 展

兵 庫 県 立 美 術 館/2007年5月29日 －2007年7月8日

1）満 谷 国 四 郎 《ば ら （絶 筆 ）》 （日 洋71）

2）坂 本 繁 二 郎 《幽 光 》 （寄 託 ）

「藤 島 武 二 と小 磯 良 平 」 展

神 戸 市 立 小 磯 記 念 美 術 館/2007年9月15日 －2007年11月18日

1）藤 島 武 二 《自 画 像 》 （日 洋12）

2）藤 島 武 二 《ヴ ェ ル サ イユ 風 景 》 （日洋21）

3）藤 島 武 二 《浪 （大 洗 ）》 （日洋48）

「坂 田 一 男 」 展

岡 山県 立 美 術 館/2007年9月28日 －2007年11月6日

1）坂 田 一 男 《エ ス キ ー ス 》 （日洋179）
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刊行物 一覧

〈展 覧 会 カ タ ログ 〉

「the　ア ー テ ィ ス ト　 絵 か き も 陶 芸 家 も彫 刻 家 も 」 （企 画 展 ）

出 品 目録

編 集 ・発 行:石 橋 財 団 石 橋 美 術 館 （2006年12月 ）

29.7×21.0cm　 4p　 二 つ 折 り リー フフ レ ッ ト

「じ っ と 見 る － 印 象 派 か ら 現 代 ま で[前 期]」

（拡 大 常 設 展 ）

Masterpieces　 from　 the　collection:from　 Impressionism

to　twentieth­century　 art

出 品 目録

図 版 （カ ラー1図,モ ノ ク ロ110図 ）

編 集 ・発 行:石 橋 財 団 ブ リヂ ス トン 美 術 館 （2007年1月 ）

30.0×21.0cm　 16p

「じ っ と 見 る － 印 象 派 か ら 現 代 ま で[後 期]」

（拡 大 常 設 展 ）

Masterpieces　 from　 the　collection:from　 Impressionism

to　twentiethe­century　 art

出 品 目 録

図 版 （カ ラ ー1図,モ ノ ク ロ107図 ）

編 集 ・発 行:石 橋 財 団 ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館 （2007年4月 ）

30.0×21.0cm　 16p
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「the　ヌ ー ド　 人 ・か ら だ ・カ タ チ 」 （企 画 展 ）

鑑 賞 ガ イ ド及 び 出 品 目録

図 版 （カ ラ ー10図 ）

編 集 ・発 行:石 橋 財 団 石 橋 美 術 館 　 執 筆:森 山 秀 子 （2007年4月 ）

29.7×21.0cm　 8p　 パ ン フ レ ッ ト

「コ レク シ ョンによ る旅 美術館街 道十三次」 （企画展 ）

鑑 賞 ガ イ ド

図 版 （カ ラ ー7図 ）

編 集 ・発 行:石 橋 財 団石 橋 美 術 館 （2007年7月 ）

29.8×10.5cm　 4p　 四 つ 折 り リ ー フ フ レ ッ ト

「青 木 繁 と 《海 の 幸 》」 （夏 の 特 別 展 示 ）

Aoki　 Shigeru:sea　 and　myth,and　 the　masterpieces　 from　 the　 collection

作 品 解 説 （英 文 併 記 ）

図版 （カ ラ ー7図 ）

編 集 ・発 行:石 橋 財 団 ブ リヂ ス トン 美 術 館 （2007年7月 ）

30.0×21.0cm　 二 つ 折 り リ ー フ レ ッ ト
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「青 木 繁 と 《海 の 幸 》」 （夏 の 特 別 展 示 ）

Aoki　 Shigeru:sea　 and　myth,and　 the　masterpieces　 from　 the　 collection

出 品 目録

編 集 ・発 行:石 橋 財 団 ブ リ ヂ ス トン美 術 館 （2007年7月 ）

30.0×21.0cm　 三 つ 折 り リ ー フ レ ッ ト

「た い く つ な 風 景 　 松 本 英 一 郎 展 」 （特 別 展 ）

Tedious　 landscape;retrospective　 exhibition　 of　Matsumoto　 Eiichiro

本 文:

ごあ い さ つ

松 本 英 一 郎 の 芸 術/植 野 健 造 （p.6­11）

図 版

第1章 　 青 年 期 の 模 索 　 1950­1964

第2章 　 平 均 的 肥 満 体 　 1965­1970

第3章 　 退 屈 な風 景 　 1971­1986

第4章 　 さ くら ・う し 　 1987­1996

第5章 　 花 と雲 と牛 ・花 あ か り　 1997­2001

第6章 　 水 彩 画

松 本 英 一 郎 美 術 館 等 所 蔵 作 品 一 覧

松 本 英 一 郎 文 献

松 本 英 一 郎 年 譜

出 品 一 覧

図 版 （カ ラ ー147図,作 家 肖像3図 ）

編 集:植 野 健 造

デ ザ イ ン:大 宝 拓 雄 デ ザ イ ン事 務 所

制 作:セ ン トラ ル 印 刷 株 式 会 社

発 行:石 橋 財 団石 橋 美 術 館 （2007年9月 ）

28.0×22.0cm　 111p
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「たい くつ な風景 　松 本英一郎展」 （特別展 ）

出 品 目録

図 版 （モ ノ ク ロ4図 ）

編 集:植 野 健 造

デ ザ イ ン:大 宝 拓 雄 デ ザ イ ン事 務 所

制 作:セ ン トラ ル 印 刷 株 式 会 社

発 行:石 橋 財 団 石 橋 美 術 館 （2007年9月 ）

29.7×21.0cm　 三 つ 折 り リ ー フ フ レ ッ ト
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研究報告

日本 に お け る ピ カ ソの 受 容 と歴 史 的 回顧 －影響,批評,収集の軌跡

塚田美香子

日本 におけるピカソの第一次受容 （続編）

　 本 稿 で は,「 日 本 に お け る ピ カ ソ の 第 一 次 受

容 」1）の 続 編 と し て,1930年 か ら1945年 の 第 二 次 世

界 大 戦 終 了 ま で の 日本 美 術 界 で の ピ カ ソ受 容 や 日

本 人 画 家 に よ る ピ カ ソ 芸 術 の 解 釈 に つ い て 考 察 す

る 。

　 パ ブ ロ ・ル イ ス ・ピ カ ソ （1881­1973）が 日本 に
正 式 に 紹 介 さ れ た1910年 代 当 初,キ ュ ビ ス ム の 創

始 者 で あ る ピ カ ソ の 芸 術 は 難 解 と して 一 般 に は 敬

遠 さ れ る 傾 向 で あ っ た が,一 部 の 前 衛 的 画 家 た ち

か ら は 支 持 さ れ て い た 。 しか も ピ カ ソ の 作 風 が,

初 期 の ロ ー ト レ ッ ク 風 や 青 の 時 代,ば ら 色 の 時 代

ア フ リ カ 彫 刻 の 影 響 を 受 け た 時 代,分 析 的 キ ュ ビ

ス ム,総 合 的 キ ュ ビ ス ム,新 古 典 主 義 時 代 へ と

次 々 に 変 貌 の 道 を辿 る た め,同 時 代 の 美 術 関 係 者

か ら は,戸 惑 い や 驚 嘆,懐 疑 心 を持 た れ つ つ も,

そ の “変 貌 ” も ピ カ ソ芸 術 の 特 質 と して 受 け 入 れ

ら れ て き た よ う で あ る 。

　 さ ら に1930年 代,1940年 代 と も な れ ば,ピ カ ソ
は 名 実 と も に 世 界 的 に 著 名 な 画 家 と な っ て お り,

そ れ を 裏 付 け る か の よ う に1932年,パ リの ジ ョ ル

ジ ュ ・プ テ ィ 画 廊2）で,1939年 に は,ニ ュ ー ヨ ー ク

近 代 美 術 館3）で ピ カ ソ の 画 業 を展 望 す る 大 規 模 な

展 覧 会 が 開 催 さ れ た 。 ピ カ ソ の 擁 護 者 で あ る ク リ
ス チ ャ ン ・ゼ ル ヴ ォ ス は ピ カ ソ作 品 総 目録 の 編 纂

と 刊 行 （1932­1974年 ）に 着 手 し 始 め た 。 ま た,当

館 所 蔵 の ピ カ ソ の 版 画 で,ピ カ ソが 銅 版 技 法 を 駆

使 して 制 作 し た 代 表 作 の 版 画 集 『ヴ ォ ラ ー ル の た

め の 連 作 』 （1930­37年 ）4）を ピ カ ソ が 手 が け た の も

1930年 代 で あ っ た 。

　 ピ カ ソ は1936年 の9月,内 戦 の 勃 発 直 後 に プ ラ
ド美 術 館 の 館 長 に任 命 さ れ,翌1937年4月 に起 こ っ

た ス ペ イ ン ・バ ス ク 地 方 の小 都 市 ゲ ル ニ カ に 対 す

る 無 差 別 爆 撃 を 主 題 に,《 ゲ ル ニ カ》 （1937年,国

立 ソ フ ィ ア 王 妃 芸 術 セ ン タ ー,Z.IX（:65） を 制 作 し

た 。 こ れ は1937年 の パ リ万 国 博 覧 会 の ス ペ イ ン共

和 国 政 府 館 で 展 示 さ れ た 。 ピ カ ソ は 戦 時 中,ド イ

ツ 占 領 下 の パ リ で,戦 争 や 窮 乏 生 活 の 感 じ ら れ る

静 物 画 や 人 物 画 を描 い て い た5）。 戦 争 の 不 気 味 さ

や 彫 刻 家 の フ リ オ ・ゴ ン サ ー レ ス の 死 を反 映 し た

《牡 牛 の 頭 蓋 骨 の あ る 静 物 》 （1942年,ノ ル トラ

イ ン=ヴ ェ ス トフ ァ ー レ ン美 術 館 ）6）や,第 二 の 《ゲ

ル ニ カ》 を 想 起 さ せ る 《納 骨 堂 》 （1944­45年,

ニ ュ ー ヨ ー ク 近 代 美 術 館,z .ⅩIV:76）も 制 作 し た 。

　 一 方,1930年 代 か ら1940年 代 前 半 の 戦 時 中 に か
け て の 日 本 美 術 界 は,以 前 か ら ヨ ー ロ ッ パ の

フ ォ ー ヴ ィ ス ム,キ ュ ビス ム に 続 い て シ ュ ル レ ア

リ ス ム,抽 象 絵 画 に い た る ま で,実 に 多 彩 な 主 義,

運 動 が 移 入 さ れ,そ れ ら に 呼 応 す る か の よ う に 美

術 運 動 も展 開 し て い た 。 急 速 に 軍 国 主 義 化 が 進 み

太 平 洋 戦 争 へ と入 っ て い く社 会 情 勢 の な か で,ピ

カ ソ芸 術 は 日 本 美 術 界 の 動 向 に ど の よ う に 関 わ っ

て い っ た の で あ ろ う か 。 そ れ を 以 降 の 章 で 考 察 し

て い く。

I.1930年 代 － 日 本 美 術 界 で の ピ カ ソ の “レ ゾ

　 　 ン ・デ ー トル ”

　 1930年 代 前 後 の 日 本 美 術 界 は,1920年 代 に 渡 欧
し た 佐 伯 祐 三,前 田 寛 治 ら に よ る 「1930年 協 会 」

が もた ら した フ ォ ー ヴ ィ ス ム の 影 響 が 大 き か っ た

が,川 口 軌 外 の よ う に キ ュ ビ ス ム の 理 論 か ら西 洋

絵 画 の 伝 統 を再 解 釈 し,ピ カ ソ の キ ュ ビス ム 的 手

法 を作 品 に援 二用 し た 画 家 もい た 。川 口 の 滞 欧 作 品7）

や 藤 田 嗣 治 の 東 京 美 術 学 校 で の 「巴 里 に 於 け る 画

家 の 生 活 」 の 講 演8）な ど か ら,当 時 の 画 学 生 や 美

術 関 係 者 は ピ カ ソ芸 術 に 対 す る 知 識 を 一 層 詳 し く

得 る こ と が で き た 。

　 日本 で の ピ カ ソ芸 術 は す で に 大 正 期 の 新 興 美 術

運 動 の 画 家 た ち に よ っ て 支 持 さ れ,国 際 的 に 広

ま っ た ピ カ ソ の “コ ラ ー ジ ュ ” 手 法 を,日 本 の 画

家 た ち は 自分 た ち の 作 品 に応 用 して 発 表 し た 。 コ
レ ク タ ー 福 島 繁 太 郎 の 収 集 品 が1929年 の 『美 術 新

論 』 で 特 集 さ れ た 後,1934年 に 「福 島 コ レ ク シ ョ

ン展 」 と し て 一 般 公 開 さ れ,日 本 の 新 聞 紙 上9）で

福 島 の コ レ ク シ ョ ン が ピ カ ソ作 品 （fig.1）と と も に

紹 介 さ れ た 。 こ う し て1930年 代 は,ま さ に ピ カ ソ

芸 術 が 日本 の 美 術 界 に 大 き く ク ロ ー ズ ・ア ッ プ さ

れ て い く時 代 で あ っ た 。

1.ピ カ ソ の 新 古 典 主 義 時 代 の 受 容

1.1福 島 コ レ ク シ ョ ンの ピ カ ソ作 品

　 パ リ を拠 点 に,エ コ ー ル ・ ド ・パ リ 当 時 の 前 衛
画 家 の 作 品 を 収 集 し て い た 福 島 繁 太 郎 の コ レ ク
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シ ョ ン83点 が1929年 の 『美 術 新 論 』 （4巻2号 ）に 紹

介 さ れ,そ の な か で カ ラ ー2点 を 含 む14点 の ピ カ

ソ 作 品 の 図 版 が 掲 載 さ れ た 。 現 在 当 館 所 蔵 の 《女

の 顔 》 （1923年,Z.V:45） （fig.2）と 《生 木 と枯 木 の

あ る 風 景 》 （1919年,Z.III:364） （fig.3）の 図 版 も そ

こ に は 含 ま れ て い る 。 そ の 五 年 後 の1934年,「 福

島 コ レ ク シ ョ ン展 」 （1934年2月2日 －11日,有 楽

町 日本 劇 場5階 大 ホ ー ル,国 画 会 主 催 ）10）が 催 さ れ,

福 島 が 持 ち 帰 っ た 作 品 お よ そ80点11）の う ち 約40点

が 日本 で 初 め て 一 般 公 開 さ れ た 。 出 品 さ れ た ピ カ

ソ の 作 品 は,《 海 辺 の 母 子 》 （1922年,個 人 蔵,Z.

IV:384） （fig.1）を は じ め,《 馬 》 （1923年,個 人 蔵,

Z.V:147）,《 女 の 顔 》 （1923年,ブ リ ヂ ス ト ン美 術

館,Z.V:45） （fig.2）,《裸 婦 立 像 》 （1923年,Z.V:161）

の4点12）で,い ず れ も ピ カ ソ の 新 古 典 主 義 時 代 の

作 品 で あ る 。 特 に 《海 辺 の 母 子 》 は 新 聞 等 の 紙 面

で 絶 賛 さ れ て い る 。

　 国 画 会 の 中 心 人 物 で あ る 梅 原 龍 三 郎 は,「 こゝ

に あ る 作 品 は 「母 子 像 」 を 初 め こ と ご と く彼 の も
つ と も良 き方 面 の み を 遺 憾 な く傳 へ る もの で あ る,

新 鮮 な 感 覚 の 内 に古 典 の 力 が 生 か さ れ て 居 る,「 か

くあ る べ き が 現 代 の 繪 畫 で あ る 」 と い う て 居 る様

に さへ 見 え る 。」13）と評 し て い る 。

　 評 論 家 の 川 路 柳 虹 は,「 こゝ に は 彼 の 代 表 作 「海

邊 母 子 像 」 が あ る が こ れ は エ トル ス ク の 彫 像 に 多

大 の ヒ ン ト を得 て ゐ る と い へ 彼 の 寫 實 は ドラ ン よ

り も も つ と實 感 的 即 ち ギ リ シ ア 的 な の で あ る」14）

と ア ン ドレ ・ ドラ ン の 作 風 と 比 較 して 述 べ て い る 。

ま た 《女 の 顔 》 の 豊 か な 造 形 表 現 に 匹 敵 す る ほ ど

の 力 量 の あ る 日本 の 洋 画 家 が い な い の を 懸 念 し て

い る15）。

　 谷 川 徹 三 は,こ れ ま で ピ カ ソ作 品 の 複 製 しか 見
て い な い た め そ れ ほ ど魅 力 を感 じて い な か っ た が,

こ の 展 覧 会 で 初 め て ピ カ ソ の 実 作 品 を 見 て,「 特

に 母 子 像 は 完 全 に 私 を征 服 し た 。 二 度 目 に 見 に行

つ た 時,私 は 窓 際 の 椅 子 へ か け て も の の 三 十 分 以

上 こ の 繪 を眺 め つ づ け た が 見 れ ば 見 る ほ ど よ くな

る 。 （中 略 ）近 くで 見 る とハ ツ キ リ し な い 母 の 顔 も

離 れ て 見 る と,ギ リ シ ャ 的 な靜 か な微 笑 を た た へ

て ゐ る 。 （中 略 ）「靜 か な 偉 大 な 氣 高 い 單 純 。」 あ の

古 い 合 言 葉 が こ ん な に 新 鮮 に新 し く生 か さ れ て ゐ

る!」16） と,ピ カ ソ の 古 典 的 作 品 に 直 か に 接 した

感 動 を率 直 に 表 し て い る 。

　 松 本 竣 介 も 「福 島 コ レ ク シ ョ ン展 」 を 二 度 見 に

行 っ て,実 作 品 に 感 銘 し た 一 人 で あ る17）。 松 本 は
ピ カ ソ を 見 た 時 の 心 情 を,「 美 術 學 校 の 生 徒 で ピ

カ ソ の 作 品 を見 て 泣 き な が らデ ッ サ ン の 勉 強 を 始

め た 人 が あ つ た と い ふ 。 こ の や う な 氣 持 ち に な つ

た の は 一 人 や 二 人 で は あ る ま い 。 有 名 な 作 家 が 少

數 な 繪 畫 の 前 に 二 時 間 も三 時 間 も釘 づ け に さ れ た

や う に な つ て 見 入 つ て ゐ た の を 私 は 知 つ て ゐ る 」

と 『岩 手 日報 』 （1934年3月16日 ）に 寄 稿 し て い る 。

fig.2
ピ カ ソ 《女 の顔 》
1923年 　 ブ リ ヂ ス トン美 術 館

fig.1
「ピ カ ソ の 海 辺 母 子 像 福 島
コ レ ク シ ョ ン の 逸 品 到 着 」
『報 知 新 聞 』
1933年12月23日

fig.3
ピ カ ソ 《生 木 と枯 木 の あ る風 景 》
1919年 　 ブ リヂ ス トン美 術 館
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こ こ で 松 本 の 言 う 「有 名 な 作 家 」 と は 前 述 の 谷 川

徹 三 な の か も し れ な い 。 松 本 は,「 藝 術 は ユ ニ ア
ンス （統 一 ）に あ る とい ふ 言 葉 を漠 然 と 聞 き流 して

ゐ た事 が あ る け れ ど,今 これ が 判 然 とす る完 全 な

統 一 に よつ て な さ れ て ゐ る 藝 術 は 近 世 に 於 て は 實

に 少 な い 。 だ が ピ カ ソ の 偉 さ を私 は此 處 に見 出 す

事 が 出 來 る と思 ふ 。」18）と ピ カ ソ 芸 術 を 称 賛 し た 。

次 の松 本 の 文 章 か ら ピ カ ソ に 対 す る 当 時 の 評 価 も

窺 え る 。 「ピ カ ソ 程 い ろ い ろ ま ち ま ち な 批 評 を さ

れ る 人 は な い 。 先 づ 大 抵 の 人 は 上 手 だ と思 ふ が 解

ら な い と言 ふ 。 或 は ピ カ ソ の 古 典 的 な 作 品 は 好 き

だ が あ と は 解 ら な い とい ふ の が 普 通 だ 。 ピ カ ソ を

理 解 す る に は う ん と勉 強 し な け れ ば 解 ら な い と驚

か す 先 輩 も あ る 」。 さ ら に松 本 は 次 の よ う に 論 じ

る 。 「文 明 的 デ カ タ ン と 虚 無 が 最 近 の ピ カ ソ の 作

に多 く含 ま れ て 来 た 。 こ う して ピ カ ソ は 終 わ る だ

ら うか 。 だ が 私 は ピ カ ソ が 青 年 期 の 幻 の や う な 表

現 か ら 立 体 派 を 開 き そ して 健 康 な 古 典 的 作 品 を 作
つ た 事 を思 ふ と,明 日 に対 して ま た 新 し い 健 康 な

飛 躍 を望 む 事 が 出 来 る や う に も思 ふ 」19）と述 べ て
い る 。 松 本 は ピ カ ソ の 作 風 に 退 廃 的 な要 素 が 含 ま

れ て い る こ と を暗 示 し な が ら も,ピ カ ソ の 今 後 の

芸 術 に期 待 も し て い た よ う で あ る 。

　 ピ カ ソ の 古 典 回 帰 に つ い て は,当 時 の 画 家 た ち
の 間 で 議 論 の 的 に な っ て い て,次 の よ う な 意 見 を

述 べ た 画 家 も い る 。 日本 画 家 の 廣 島 晃 甫 は ピ カ ソ

が 古 典 へ 回 帰 し た こ と を不 満 に 感 じ20）,「（中 略 ）

自分 の 妄 評 が 許 さ れ る と し た な ら ば,そ れ は ギ リ

シ ャ思 想 の 傳 統 或 は彼 等 現 實 感 を基 本 と して 出 發

し た 畫 家 が 終 に齎 す べ き悲 劇 で あ つ て,換 言 す れ

ば 歐 州 的 表 現 の 最 後 の 破 綻 を 身 を以 て行 ふ も の で

あ る と 云 へ る と思 ふ 。 東 洋 的 内 容 の 發 展 を 考 慮 に

入 れ な か つ た事 の 歸 結 で は な い か と 思 は れ る 」21）

と 自分 の 意 見 を述 べ て い る 。 西 洋 と東 洋 の 美 術 思

考 の 違 い に 気 づ い た の で あ ろ う 。

1.2　 ピ カ ソ作 品 の 技 法 研 究

　 日本 国 内 で は,ピ カ ソ 作 品 の 《海 辺 の 母 子 》 が

絶 賛 さ れ た が,福 島 コ レ ク シ ョ ン展 の 日本 公 開 以

前 に,パ リの 福 島 宅 （福 島 は1927年 秋 頃,パ リ7区

のAv.de　 la　Bourdonnaisか ら パ リ16区 のAv.Vion

Whitcomb22）に 転 居 す る ）で そ の 全 貌 （fig.4）を 見 て
い た 中 野 和 高23）,中 山 巍24）,伊 原 宇 三 郎,鈴 木 千

久 馬 に は,ピ カ ソ の 別 の 作 品,《 泉 》 （1921年,ス

ト ッ ク ホ ル ム 近 代 美 術 館,Z.IV:304） の 印 象 の 方

が 強 か っ た よ う だ 。 鈴 木 千 久 馬 は初 め て そ の 作 品

に 接 し た 時 の 感 動 を,「 あ く ま で デ リ カ な 感 覺 と

筆 法 と,恐 ろ し く深 い 寫 實 力 に,私 は再 び 驚 い た

の で す 」25）と伝 え て い た 。 ま た 伊 原 宇 三 郎 は,こ

の 作 品 の 絵 の 具 の 種 類 や 明 暗 の 強 弱,地 塗 りな ど

の 技 法,描 法 や 構 図 を詳 し く分 析 し た26）。

　 この 《泉 》 は ピ カ ソ の 新 古 典 主 義 時 代 の 作 品 で,

福 島 が 帰 国 の 際 に す で に 手 放 して い る た め 日本 へ

招 来 さ れ な か っ た が,も し 「福 島 コ レ ク シ ョ ン

展 」 に 出 品 さ れ て い た ら,《 海 辺 の 母 子 》 と 同 様

に大 い に話 題 に な っ て い た で あ ろ う。

　 「福 島 コ レ ク シ ョ ン特 集 号 」 〔『美 術 新 論 』 （4巻
2号,1929年 ）〕 の 編 集 作 業 を し た 画 家 の 熊 岡 美 彦

は,パ リ の 福 島 宅 を 訪 れ て,玄 関 の 正 面 に 飾 っ て

あ る ピ カ ソ の 《赤 い 帽 子 の 女 》 （1921年,ジ ョ ル

ジ ュ ・ポ ン ピ ド ゥ ・セ ン タ ー,Z.IV:353） に 魅 せ

ら れ て27）,そ の 模 写 を して い る 。 熊 岡 は 滞 欧 中,

ピ カ ソ の 他 に マ ネ や セ ザ ン ヌ らの 名 作 の 模 写 も し

て い て,そ の 模 写 は 前 述 の ピ カ ソ の 模 写 作 品 と一

緒 に 第 七 回 槐 樹 社 展 覧 会 （1930年2月26日 －3月14

日,東 京 府 美 術 館 ）に 特 別 陳 列 さ れ た28）（fig.5）。

展 評 で は 「特 に 名 作 に接 す る 機 會 の 少 な い 日本 畫

壇 を稗 盆 す る こ と大 な る もの が あ る 。 そ の 爲 に莫

大 な 犠 牲 を拂 つ て くれ た 氏 の 勞 を 多 と し な け れ ば

な ら な い 」29）と熊 岡 の 模 写 制 作 が 労 わ れ た 。 ま た

彼 が 模 写 し た ピ カ ソ の 《赤 い 帽 子 の 女 》 の 原 画 は
パ ス テ ル で 描 か れ て い る が,熊 岡 が 油 彩 で 模 写 し

た こ と を 「材 料 の 點 か ら考 へ れ ば 矛 盾 が あ る 理 で

fig.4
パ リ16区 の 福 島 繁 太 郎 宅 の 客 間:中 央 に

《泉 》 が 見 え る
（『美 術 新 論 』4巻2号,1929年 ）

fig.5
熊 岡 美 彦 の 模 写 展 示:ピ カ ソ 《赤 い 帽 子 の 女 》 の
模 写 は 左 か ら3番 目 （「第 七 回槐 樹 社 展 覧 会 」 『美 術
新 論 』5巻4号,1930年 ）
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は あ つ て も,實 際 に 當 つ て 觀 賞 す る 場 合 些 の 矛 盾

を も 感 ず る 事 な く,寧 ろ 或 る 効 果 を 擧 げ て ゐ

る 」30）と評 さ れ,こ れ ま で ピ カ ソ に 否 定 的 で あ っ

た 武 者 小 路 実 篤 も 「ピ カ ソ は僕 は ど う もす き に な

れ な い 一 面 が あ る が そ れ を見 る と感 心 し な い わ け

に は ゆ か な い 」31）と 考 え を 改 め た 。 そ の 後,武 者

小 路 実 篤 は1936年 に 渡 欧 し,ピ カ ソ と会 っ て か ら
ピ カ ソ芸 術 に対 す る 見 方 が 変 わ っ た よ う で あ る32）。

　 当 時 の 日本 で は,今 日 ほ ど西 洋 美 術 の 実 物 を 見
る 機 会 が 無 く,ま た 印刷 技 術 も現 代 ほ ど進 歩 して

い な い 時 代 で あ っ た か ら,こ う し た模 写 作 品 は 画

家 の 技 術 を 習 練 す る た め だ け で な く,オ リ ジ ナ ル
の 代 替 作 品 （複 製 品 ）と し て 鑑 賞 す る役 割 も担 っ て

い た の で あ ろ う。 そ の 後 「ピ カ ソ研 究 展 覧 会 」33）

（1934年4月15日 －19日,銀 座 ・青 樹 社,造 形 文 化

協 会 主 催,ア ト リ エ 社 後 援 ）が 催 さ れ,ピ カ ソ に
つ い て 文 献 上 の研 究 だ け で な く,原 画 や 模 写 ,複
製 な ど を 通 し て 多 角 的 に ピ カ ソ芸 術 を理 解 す る研

究 が 行 わ れ た 。 こ う した 研 究 目 的 の 展 覧 会 が 催 さ

れ る の も ピ カ ソ 芸 術 の 深 層 を 知 る た め で あ ろ う 。

方 と,活 發 な 現 代 活 動 だ け か ら養 分 を 吸 収 し よ う

と す る 行 き方 の 丁 度 中 間 の 過 渡 時 代 で あ っ た 」 と

当 時 の 状 況 が 記 さ れ て い る 。 伊 原 自 身 は 新 旧 の 両

極 に 跨 っ て 勉 強 し た が,彼 は 一 時 ま る で ピ カ ソ に
“憑 か れ た 様 に ” な

っ て し ま っ て い た 。 約 二 年 間,

『パ リ週 報 』 の 画 廊 紹 介 に 一 枚 で も ピ カ ソ の 絵 が

出 て い れ ば,出 か け て い っ て 「写 真 で 記 憶 模 写 を

沢 山 した 」 ほ ど で あ っ た 。 伊 原 の ピ カ ソ観 察 が 鋭

か っ た こ と は,「 滞 欧 日記 抄 」36）に ピ カ ソ が モ ン
パ ル ナ ス の 絵 具 屋 で 安 物 の 画 布 を 買 っ て い る の を

目 撃 した が,後 に 見 た ピ カ ソ の 絵 に は 安 物 の 質 感

が 効 果 を上 げ て 生 か さ れ て い た と書 い て い る こ と

か ら も窺 い 知 れ る 。 そ の 後,イ タ リ ア 旅 行 を し,

ル ネ ッサ ンス 絵 画 を 深 く理 解 す る 際 に,ピ カ ソ を

理 解 して い た こ とが ど れ だ け 役 に立 っ た か 知 れ な

い と 回 想 し て い る37）。

　 伊 原 が パ リ で 模 写 し た ピ カ ソ の 作 品 は 《生 木 と

枯 木 の あ る 静 物 》 （1919年,ブ リ ヂ ス ト ン美 術 館,
ZIII:364） を 含 め て14点38）（fig.6）あ る が,そ の 多 く

は ピ カ ソ が1925年 に 描 い た キ ュ ビス ム 風 の 静 物 画

で あ る 。 伊 原 は キ ュ ビ ス ム の 影 響 が 見 受 け ら れ る

2.日 本 の 美 術 画 壇 へ の ピ カ ソ の 影 響

　 こ れ ま で 見 て き た よ う に,日 本 で は1930年 代 前
後 に,ピ カ ソ の 新 古 典 主 義 時 代 の 作 品 《海 辺 の 母

子 》 が 称 賛 され,ピ カ ソ芸 術 の 影 響 を受 け た 画 家

ら に よ る ピ カ ソ の 技 法 研 究 も さ れ,ピ カ ソ の 存 在

が 実 証 さ れ た 。 こ こ で は,実 際 に ピ カ ソ 芸 術 が 日

本 の 美 術 画 壇 に 与 え た 影 響 に つ い て 検 証 し て み た
い が,こ の 時 代 の “戦 争 ” と い う 特 殊 な社 会 情 勢

と の 関 係 に も 目 を 向 け な い わ け に は い か な い 。

2.1　 帝 展 系 作 家 へ の 影 響

　 こ の 時 期,特 に ピ カ ソ に 傾 倒 した 画 家 は 帝 展 系
の伊 原 宇 三 郎 で あ る 。 伊 原 は農 商 務 省 の 海 外 実 業

練 習 生 と し て フ ラ ン ス 留 学 （1925－29年迄 ）し,帰

国 後 「ピ カ ソ 論 」 の 執 筆34）や,『 み つ ゑ 』 の 「ピ
カ ソ 特 集 号 」 （1938年6月 臨 時 増 刊 号 ）に 写 真 を 提

供 す る な ど,誌 面 で ピ カ ソ を積 極 的 に 紹 介 し,一

方 で パ リ留 学 中 か ら ピ カ ソ 作 品 の 模 写 も 手 が け,
ピ カ ソ の 新 古 典 主 義 の 影 響 を受 け た 人 物 画 も数 多

く描 い て い る 。

　 伊 原 が 戦 後,『 美 術 手 帳 』 に 載 せ た 「ピ カ ソ に
憑 か れ る 」35）に は,彼 が 留 学 し た エ コ ー ル ・ ド ・
パ リ全 盛 期 に お い て ピ カ ソ はす で に世 界 的 に 認 め

ら れ,400人 もの 日本 人 画 家 が パ リ留 学 し て い る な

か で,「 ク ラ シ ッ ク を最 上 の 研 究 対 象 に す る 行 き

fig.6
伊 原 宇 三 郎 の模 写:ピ カ ソ 《生 木 と枯 木 の あ る風 景 》
1925年 頃　 徳 島 県 立 近 代 美 術 館

fig.7
伊 原 宇 三 郎 《椅 子 に よれ る》
1929年 　 石 橋 美術 館
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静 物 画 《白 い 壺 の あ る 静 物 》 （1927­28年,徳 島 県

立 近 代 美 術 館 ）を描 く一 方 で,ピ カ ソ の 新 古 典 主

義 の 影 響 を 受 け た 《椅 子 に よ れ る 》 （1929年,石

橋 美 術 館,第 十 回 帝 展 特 選 ）（fig.7）や 《室 内 群 像 》

（1928­29年,東 京 国 立 近 代 美 術 館 ）な ど,豊 満 な
四 肢 の 堂 々 と し た 女 性 像 も描 い た 。

　 伊 原 と 中 野 和 高 や 鈴 木 千 久 馬 ら は,「 帝 展 の 新
進 　 中 野 和 高,鈴 木 千 久 馬,伊 原 宇 三 郎 氏 の ピ カ

ソ,さ て 日本 は 銀 座 の 三 越,松 屋,松 坂 屋 」39）と

児 島 善 三 郎 に揶 揄 さ れ た よ う に,ピ カ ソ の 新 古 典

主 義 時 代 の 影 響 を 受 け て い た 。 鈴 木 千 久 馬 の 《四

人 の 女 》 （1927年,福 井 県 立 美 術 館,第 八 回 帝 展

特 選 ）や 《母 子 》 （1932年）,中 野 和 高 の 《赤 衣 の

女 》 や 《婦 人 座 像 》 （1930年）に もそ の 傾 向 が 顕 著

に見 られ る 。 田 邊 至 が 当 時 の 帝 展 作 家 を,「 近 來

の 歸 朝 者 の 多 くが,揃 つ て 同 じ様 な 傾 向 に ば か り

進 ん で ゐ る の は,一 體 何 ふ し た と云 ふ の だ 。 （中

略 ）ピ カ ソ の 太 い 腕 だ の 足 だ の が,そ こ い ら に 轉

が つ て 居 る 。」 「ピ カ ソ が 流 行 す る と,誰 で も が ピ

カ ソ 」 で な け れ ば な ら な い 傾 向40）だ と 批 判 し て い

る こ と か ら も わ か る よ う に,当 時 は,日 本 の ア カ

デ ミ ッ ク な 画 家 た ち に よ る ピ カ ソ の 新 古 典 主 義 時

代 の 作 風 へ の 傾 倒 ぶ り は 甚 だ しか っ た の で あ る 。

2.2　 日本 画 家 の ピ カ ソへ の 関 心

　 日本 画 家 も ピ カ ソへ 関 心 を 寄 せ て い た 。1921年
に渡 欧 し た 土 田 麦 僊 が 妻 の 千 代 に 宛 て た 書 簡41）な

ど か ら み て1920年 代 初 め に す で に 始 ま っ て い た 。

麦 僊 ら が 創 設 し た 国 画 創 作 協 会 は 梅 原 龍 三 郎 を 迎

え,1926年 に 洋 画 部 を新 設 し,そ れ 以 後1938年 ま

で9回 に 渡 っ て 西 洋 美 術 の 特 別 陳 列 を 福 島 繁 太 郎

の 協 力 に よ っ て 催 し42）,1928年 の 第 七 回 国 画 創 作

協 会 展 （同 年 に 第1部 を 解 散 し,名 称 を 「国 画 会 」

に改 称 ）に,ピ カ ソ の 新 古 典 主 義 時 代 の 《泉 》 （1921

年,Z.IV:321） を 出 品 し て い る 。

　 1930年 代 に20世 紀 西 洋 美 術 の 多 様 な 表 現 を 意 識
し た 日本 画 家 が 現 わ れ る が,福 田 平 八 郎 もそ の 一

人 で あ る 。 彼 は 近 代 日本 画 史 上 の 記 念 作 と な る

《漣 》 （1932年,大 阪 市 立 近 代 美 術 館 建 設 準 備 室 ）
を描 い た 心 境 を 語 っ た 文 中 に は,ル ソ ー や ピ カ ソ

の 名 前 が 出 て い る43）。 そ れ に よ る と,「 人 間 の 作

出 す も の に 絶 對 的 な 創 作 と云 ふ も の は あ り得 な い

と は 言 へ や う 。 然 し ど ん な に いゝ もの だ か ら と言

つ て,昔 の 人 の 描 い た 古 い 傳 統 の 繰 返 し丈 け で は

意 味 が 無 い と 思 ふ 」 と述 べ,「 近 頃 ピ カ ソ の 態 度

に感 激 を受 け る と こ ろ が 多 い 。 絶 え ず 新 しい もの

を創 作 し て 行 く ピ カ ソ の 態 度,そ こ に私 の 畫 家 と

して の 感 激 の 源 が あ る と云 ふ 氣 が す る 」 と,福 田

自 身 の創 作 の 原 点 （意 味 ）を ピ カ ソ の 制 作 態 度 に重

ね 合 わ せ て 共 感 し て い る 。

　 吉 岡 堅 二 は,日 本 画 の モ ダ ニ ズ ム を志 向 し,1934

年 に 「山 樹 社 」 を 結 成 し た 日 本 画 家 だ が,彼 は

《馬 》 （1939年,東 京 国 立 近 代 美 術 館 ）を描 くた め
に,ピ カ ソ が 《ゲ ル ニ カ 》 の た め に 描 い た 一 連 の

習 作 の う ち,《 ゲ ル ニ カ 習 作 》 （1937年5月20日,

国 立 ソ フ ィ ア 王 妃 芸 術 セ ン タ ー,Z.IX:27） や,《 ゲ
ル ニ カ 習 作1》 （1937年5月10日,国 立 ソ フ ィ ア 王

妃 芸 術 セ ン タ ー,Z.D（:17）,《 ゲ ル ニ カ 習 作IV》

（1937年5月10日,国 立 ソ フ ィ ア 王 妃 芸 術 セ ン タ ー,

Z.D（:19）な ど を 模 写44）（fig.8）し て,悲 鳴 を 上 げ 苦

痛 に 身 を よ じ る 馬 の モ テ ィ ー フ を徹 底 的 に 研 究 し

た 。

　 川 端 龍 子 の 弟 子 で,異 能 の 日本 画 家 と言 わ れ る

四 方 田 草 炎 （1902­1981）も ピ カ ソ の 造 形 表 現 を 取

り入 れ よ う と し た 画 家 の 一 人 で あ る 。 生 前 の 彼 と

親 し か っ た 友 人 は,草 炎 を 語 る 座 談 会 で,草 炎 の

戦 前 の 《花 紅 白 》 （1931年 青 龍 展 出 品 ）と い う作 品

の 写 真 （『美 之 國 』7巻10号,1931年 ）を見 な が ら,

次 の よ う に 語 っ て い る 。 「セ ザ ン ヌ,ピ カ ソ に 強
い 刺 激 を受 け て い て,立 体 的 な 物 の つ か み 方 を心

が け て い た の で し ょ う 。 対 象 物 の 「向 う側 」 と い

う こ と を よ く言 っ て い ま し た 」45）。 つ ま り,草 炎

が 写 生 の 際 に よ く モ テ ィ ー フ の 後 ろ に 回 っ て 見 て

い た と言 う こ と は,草 炎 もオ ブ ジ ェ の 背 後 に あ る

も の を 意 識 す る 画 家 で あ っ た 。

　 こ の よ う に,ピ カ ソ の 芸 術 は,20世 紀 の 西 洋 美

術 の 新 傾 向 を 受 け て 新 しい 方 向 性 を求 め た 日本 画

家 の な か で も,特 に 革 新 的 な 日本 画 を 目標 と した

画 家 に 受 け 容 れ ら れ た の で あ る 。

2.3　 日本 の シ ュ ル レ ア リ ス ム と ピ カ ソ の 関 係

2.3.1　 日本 の シ ュ ル レ ア リス ム 誕 生

fig.8
吉 岡 の模 写:ピ カ ソ 《ゲ ル ニ カ 習作I》
（『吉 岡 堅 二 展 　 新 日本 画 のパ イ オ ニ ア 』
山種 美術 館,1988年 　 よ り転 載 ）
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　 1930年 代 初 頭 に,日 本 美 術 界 に も シ ュ ル レ ア リ
ス ム が 誕 生 し て い た の で,次 に 日本 に お け る シ ュ

ル レ ア リ ス ム と ピ カ ソ芸 術 の 関 係 を 探 っ て み た い 。

パ リで1924年 に ア ン ド レ ・ブ ル トン の シ ュ ル レ ア

リ ス ム 宣 言 が 出 さ れ,ブ ル トン を始 め,フ ィ リ ッ

プ ・ス ー ポ ー,ポ ー ル ・エ リ ュ ア ー ル ら の 詩 人 や

マ ッ ク ス ・エ ル ン ス ト,ジ ョ ア ン ・ミ ロ らの 画 家

た ち が,オ ー トマ テ ィ ス ム （自動 記 述 ）の 方 法 で 狂

人,霊 媒,夢,幻 覚 な ど に現 れ る意 識 下 の 世 界 を

探 求 し,キ ュ ビ ス ム 以 降 の 様 々 な 芸 術 主 張,運 動

の 集 大 成 と して 展 開 し て い た 。 ピ カ ソ を称 賛 し て

い た ブ ル ト ン は,ピ カ ソ を キ ュ ビ ス ム に お け る

シ ュ ル レ ア リ ス トと し て み な して い た 。

　 一 方,日 本 の シ ュ ル レ リ ス ム は,1929年 の 第 十

六 回 二 科 展 （1929年9月3日 －10月4日,東 京 府 美 術

館 ）に古 賀 春 江 や 中 川 紀 元,東 郷 青 児,阿 部 金 剛

ら が シ ュ ル レ ア リス ム 的 傾 向 を 示 す 作 品 を 出 品 し,

1931年 の 第 一 回 独 立 美 術 協 会 展 （1931年1月11日 －

31日,東 京 府 美 術 館 ）に,パ リ で シ ュ ル レ ア リ ス

ム 運 動 に接 した 福 沢 一 郎 （1924～31年 留 学 ）が エ ル

ン ス トの 「デ ペ イ ズ マ ン （転 置 法 ）」 の 手 法 で 制 作

した コ ラ ー ジ ュ作 品37点 を発 表 し て 始 ま っ た 。

　 美 術 評 論 家 の 外 山 卯 三 郎 は,第 一 回 独 立 美 術 協

会 展 に 福 沢 一 郎 が 出 品 し た 数 点 の 作 品 に つ い て,

「現 代 の 日本 に於 い て,ピ カ ソ の ネ オ ・ク ラ シ シ
ス ム 時 代 を模 倣 す る 作 家 は 多 い 。 然 しそ れ は 形 式

的 な 又 硯 覺 的 な ピ カ ソ の 一 時 代 の 模 倣 で あ る に過

ぎ な い 。 そ れ に 反 して福 澤 氏 に 於 け る ピ カ ソ 的 と

言 ふ の は,そ の エ ス プ リ とメ チ エ に於 い て で あ る 。
ピ カ ソ が 「枝 に と ま れ る 鳥 」 を 描 くや う に,福 澤

氏 は,「 悪 し き イ デ ー の 埋 葬 」 を描 くだ ろ う 。」 と

述 べ,福 沢 の シ ュ ル レ ア リス ム の 作 品 の 傾 向 は ピ
カ ソ芸 術 に即 応 し て い る と批 評 した46）。

　 福 沢 は 実 際 に ピ カ ソ を意 識 し て い た 画 家 で,そ
れ は 福 沢 が 『ア ト リエ 』に 載 せ た論 考 「ピ カ ソ」47）

や,晩 年 の 福 沢 の 版 画 が ピ カ ソ の 影 響 を 受 け て い

る と指 摘 さ れ て い る48）こ と か ら も理 解 で き る 。 福

沢 が 描 い た 巨 大 な 二 頭 の 牛 の 作 品 《牛 》 （1936年,

東 京 国 立 近 代 美 術 館,第 六 回 独 立 美 術 協 会 展 出

品 ）は,福 沢 自 身 は 「古 代 ギ リ シ ア の 金 の 腕 環 の

打 出 し模 様 か ら ヒ ン トを 得 た」49）と述 べ て い る が,

グ ロ テ ス ク で 不 気 味 な牛 の 顔 は ピ カ ソ が モ テ ィ ー

フ の 一 つ に描 く ミ ノ タ ウ ロ ス を も連 想 さ せ る の で

あ る 。

　 峰 岸 義 一 は,シ ュ ル レ ア リ ス ム の 絵 画 運 動 が 次
第 に 組 織 化 さ れ て い く な か で,1928年 に 「主 情 派

美 術 会 」 を結 成 後,ピ カ ソ の 豹 変 主 義 を称 賛 し50）,

108 研究報告

「三 科 造 形 美 術 協 会 」 の 渋 谷 於 寒 （修 ）や 玉 村 方 久

斗 （善 之 助 ）と 一 緒 に 「カ メ レ オ ニ ズ ム 展 」 （1929

年9月5日 －9日,銀 座 松 坂 屋 ）51）を 開 催 し た 。 峰 岸

は1929年12月 に 渡 欧 して,パ リ で ピ カ ソ や ア ン ド

レ ・サ ル モ ン ら の 知 遇 を 得 て,「 巴 里 東 京 新 興 美

術 同 盟 」 を結 成 し,「 巴 里 東 京 新 興 美 術 展 」 （1932

年 ）を 日 本 に 招 来 した 。 こ の 展 覧 会 に ピ カ ソ は 作

品 を3点 出 品 し て い る 。 こ れ に つ い て は 「2.3.2

1932年 の 二 つ の 展 覧 会 」 で 後 述 す る 。

　 阿 部 金 剛 （1925～27年 フ ラ ン ス 留 学 ）は ア メ デ ・

オ ザ ン フ ァ ン の 著 書 『Art』 （1929年 ）か ら翻 訳 引

用 し て 『シ ュ ー ル レ ア リ ズ ム 絵 画 論 』52）を 論 筆 し

た 。 そ の 後,出 版 さ れ た 『阿 部 金 剛 画 集 』53）に 収

録 さ れ た 阿 部 の 作 品　《Fete　en　ciel》 （1929年 ）,

《Rien　No.1》 （1929年 ）,《Rien　 No.2》 （1930年 ）に,

『シ ュ ー ル レ ア リ ズ ム絵 画 論 』 の な か の 「ピ カ シ
ス ム」 の 章 の オ ザ ン フ ァ ン の 文 章 を 引 用54）し て,

自 ら解 題 を つ け て い る 。

　 阿 部 展 也 （芳 文 ）は 末 永 胤 生,砂 川 美 智 子 と シ ュ
ル レ ア リス ム 傾 向 の 「1940年 協 会 」 （1933年 ）を 結

成 し て い る が,そ の 頃 の 阿 部 の 作 品 《作 品 （7）》

（1934年,1940年 協 会 第3回 展 出 品 ）や,末 永 の 作 品

《タ ブ ロ ー（2）》 （1934年,1940年 協 会 第3回 展 出 品 ）,

は,ピ カ ソ の シ ュ ル レ ア リス ム 接 近 時 代 の 作 風 に

徹 して い る 。 そ の 後,阿 部 は 日本 の シ ュ ル レ・ア リ
ス ム に主 導 的 な 役 割 を 果 た した 美 術 評 論 家 の 瀧 口

修 造 と共 に 詩 画 集 『妖 精 の 距 離 』55）を刊 行 し た 。

阿 部 が 描 い た 挿 絵 は 「1940年 協 会 」 時 代 の ピ カ ソ

風 シ ュ ル レ ア リス ム 絵 画 か ら変 化 し,金 属 性 も感

じ さ せ る 有 機 的 フ ォ ル ム の 連 作 で 描 か れ て い る 。

2.3.2　 1932年 の 二 つ の 展 覧 会

　 1932年 にパ リ と東 京 で,ピ カ ソ と シ ュ ル レ ア リ
ス ム に 関 係 す る 注 目す べ き展 覧 会 が 開 か れ た 。6

月,パ リ の ジ ョ ル ジ ュ ・プ テ ィ 画 廊 で 催 さ れ た

「ピ カ ソ展 」 と,半 年 後 の12月 に 日本 で 初 め て フ

ラ ン ス の シ ュ ル レ ア リス ム が 紹 介 さ れ た 「巴 里 東

京 新 興 美 術 展 」 で あ る 。

　 評 論 家 の 富 永 惣 一 は,パ リ の ジ ョ ル ジ ュ ・プ

テ ィ 画 廊 で 開 か れ た ピ カ ソ の 展 覧 会 （1932年6月16

日 －7月30日 ）56）の 開 催 前 日 に 行 わ れ た レ セ プ シ ョ

ン に 出 席 し,そ の 時 の 様 子 を 次 の よ う に 回 想57）し

て い る 。 富 永 は ピ カ ソ を 「此 の 巨 人 を か み くだ か

ず に は現 代 繪 畫 の 味 は な い 」 と考 え て,彼 の 三 十

年 間 の 画 業 に注 目 し て 作 品 を 年 代 順 に 見 て い くが,
1925～6年 頃 の 作 風 を 「形 式 崩 壊 は 物 體 關 係 を 線

と面 と に 還 元 せ る 感 覺 の 再 構 成 と な つ た 。 あ ら ゆ



る物 體 は 分 解 さ れ て そ こ に殘 つ た もの は 畢 竟 ピ カ

ソ の 色 彩 的 戦 慄 の み で あ る 。」 と 批 評 し,大 広 間

に ず ら り と並 ん だ こ の 種 の 作 品 に対 して 茫 然 と訳

の わ か ら ぬ 素 晴 ら し さ に 心 打 た れ た と述 べ て い る 。

　 こ の ピ カ ソ の 個 展 は,ピ カ ソ の 初 期 の 青 の 時 代

か ら1932年 の 近 作 ま で の ピ カ ソ 自 ら が 選 ん だ236

点58）の作 品 で 構 成 さ れ,現 在 当 館 所 蔵 の 《腕 を組

ん で す わ る サ ル タ ン バ ン ク 》 （1923年,ブ リ ヂ ス

ト ン 美 術 館,Z.V:15） も 出 品 さ れ て い た59）。 ピ カ

ソ は1920年 代 後 半 か ら,ア ン ド レ ・ブ ル ト ン60）を

は じめ とす る シ ュ ル レ ア リス トた ち と接 し て い て,

《3人の 踊 り手 （ダ ンス ）》 （1925年,テ ー ト ・ギ ャ

ラ リ ー,Z.V:426） を転 換 点 に,新 古 典 主 義 時 代 を

終 え て 身 体 を暴 力 的 に デ フ ォル メ した シ ュ ル レ ア

リ ス ム へ と 接 近 す る 「メ タ モ ル フ ォ ー ズ の 時

代 」61）に 移 行 し て い た 。 《3人の 踊 り手 （ダ ン ス ）》

も こ の 展 覧 会 に 出 品 さ れ た 。 富 永 は ピ カ ソ が 描 い

た 一 連 の デ フ ォ ル メ され た 作 品 を,レ セ プ シ ョ ン

会 場 に居 合 わ せ た 批 評 家 に意 見 を求 め た と こ ろ,

今 日の ヨ ー ロ ッパ の 行 き詰 ま り と ピ カ ソ の 自 己 破

綻 とい う結 論 だ っ た 。

　 この ピ カ ソ展 か ら 半 年 後 の12月,東 京 で は フ ラ
ン ス の シ ュ ル レ ア リ ス ム を初 め て 紹 介 す る 巴 里 東

京 新 興 美 術 展62）（東 京 府 美 術 館,1932年12月6日 －
20日 ）が 開 催 さ れ た 。 こ の 企 画 は 峰 岸 義 一 が1929

年 に渡 仏 し て ア ン ドレ ・サ ル モ ン と ピ カ ソ の 賛 同

を 得 て,在 仏 ジ ャ ー ナ リス トの 松 尾 邦 之 助 らの 協

力 に よ っ て,日 仏 新 興 美 術 交 歓 の 会 が 催 さ れ た こ

とか ら 始 ま っ た 。 巴 里 東 京 新 興 美 術 展 の 目録 に

「現 代 前 衛 芸 術 の 果 敢 な る 冒 険 を 試 み つ ・あ る 巨

匠 パ ブ ロ ・ピ カ ソ を 先 登 に 清 新 な る エ コ ー ル ・

ド ・パ リ の 一 切,新 自 然 派,立 体 派,純 正 派,超

現 實 派,新 野 獣 派 等 の 一 流 大 家 の作 品 を 紹 介 す る

空 前 の 企 て に 属 す る 」 と記 さ れ て あ り,ピ カ ソ に

始 ま る 同 時 代 の 前 衛 絵 画 の 展 覧 会 だ っ た こ とが わ
か る 。

　 シ ュ ル レ ア リス トの 作 品 は ジ ョ ル ジ ョ ・デ ・キ

リ コ,イ ヴ ・タ ン ギ ー,マ ッ ク ス ・エ ル ン ス ト,

fig.9
ピ カ ソ 《カ ップ とス プ ー ン》
1922年 　 ブ リヂ ス トン美 術 館

フ ラ ン シ ス ・ピ カ ビ ア な ど で,ピ カ ソ の 作 品 は

《コ ー ヒ ー 茶 碗 》63）（《カ ッ プ と ス プ ー ン》1922年,

ブ リ ヂ ス ト ン美 術 館 ）（fig.9）,《 小 さ い 頭 》,《 頭 》

（お そ ら く 《首 》 （1926年,Z.VII:31） の こ と）の3点

が 出 品 され て い た 。 ピ カ ソ は シ ュ ル レ ア リ ス トに

分 類 さ れ,「 パ ブ ロ ・ピ カ ソ の 製 作 は 現 在 こ の 派
の 重 要 素 を な して ゐ る 。こゝ に あ る 静 物 （コ ー ヒ ー

茶 碗 ）の 如 き は 立 體 派 時 代 の 製 作 で あ る が 「顔 」

の 如 き作 は 彼 が 立 體 派 か ら超 現 實 派 に轉 移 し た 最

初 の 作 に屬 す る 。 立 體 的 分 解 を企 て 乍 ら そ こ に著

し く主 觀 的 フ ア ン テ ー ジ ー を 加 へ て そ れ を 興 味 あ

る構 圖 と な した もの で あ る 。 彼 の 抽 象 主 義 時 代 の

現 實 的 對 照 の 分 解 圖 と は 大 い に 異 な つ て ゐ る 點 を

見 脱 しが た い 。」 と 解 説 さ れ て い る64）。 評 論 家 の

森 口 多 里 は 『巴 里 新 興 繪 畫 選 集 』 を編 集 し,上 記

の2点 に つ い て も批 評 を載 せ て い る65）。

　 こ の 展 覧 会 は特 に 若 い 人 々 に 刺 激 を 与 え た よ う

で66）,展 覧 会 を 見 た 三 岸 好 太 郎 は 衝 撃 を 受 け て

シ ュ ル レ ア リス ム へ 傾 倒 して い っ た 。 彼 が1933年

頃 制 作 し た 《コ ン ポ ジ シ ョ ン》 （1933年 頃,北 海

道 立 三 岸 好 太 郎 美 術 館 ）（fig.10）の 色 調 や 画 面 構 成

は,こ の 展 覧 会 に 出 品 さ れ た ピ カ ソ の 《カ ッ プ と

ス プ ー ン 》 （fig.9）を 彷 彿 さ せ る もの が あ る 。

2.3.3　 詩 人 ピ カ ソ と 日本 の 俳 諧

　 こ の 展 覧 会 の 準 備 で パ リ の ピ カ ソ を訪 問 し た 峰

岸 義 一 は,ピ カ ソ か ら次 の よ う な 話 を 聞 い て そ れ

を 『み つ ゑ』 （no.307,1930年 ）67）に 載 せ て い る 。 「彼

は 又 詩 を よ く讀 破 し て ゐ る 。 日本 の 俳 諧 に 就 い て

も及 ん で 俳 畫 の 精 神,又 東 洋 の 衝 撃 的 表 現 を賞 讃

し て ゐ た 。 『小 さ い 形 式 の も の へ,非 常 に 大 き な

内 容 を盛 る,し か も洗 練 さ れ た筆 致 と合 理 化 さ れ
た 構 想 （多 分 雲 烟,又 は 余 白 の こ と を含 む ）は 東 洋

fig.10
三 岸 好 太 郎 《コ ン ポ ジ シ ョ ン》
1933年 頃 　 北 海 道 立 三 岸 好 太 郎 美 術 館
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乃 至 日本 の 特 質 で,歐 洲 に な き も の な るが 故 に,

歐 洲 人 が こ れ を 眞 似 て ゐ る こ と は 事 實 で あ る 。 只

私 の 知 つ て い る 範 園 で は 十 七 世 紀 の ス ペ イ ン の 詩

人 で ゴ ン ゴ ラ （Gongora）と 云 ふ 人 が あ る が,之 が

日本 式 の 精 祠 派 の 完 全 な も の で 歐 洲 人 と して は 珍

し く,そ の 本 は 佛 譯 さ れ て ゐ る筈 故 是 非 讀 ん で 欲

しい 。』 と云 ふ や う な こ と ま で 附 加 へ た 。」 と あ る 。

　 さ ら に,1932年 の ジ ョ ル ジ ュ ・プ テ ィ 画 廊 の レ
セ プ シ ョ ン に 主 賓 の ピ カ ソ が 現 れ な か っ た 一 件 に

つ い て,美 術 関 係 者 の 話68）を 総 括 す る と ,「 ピ カ
ソ は展 示 作 業 に 疲 れ て69）,家 で 子 供 に 日本 の 俳 句

の 本70）を読 ん で 聞 か せ て い た 」 と い う理 由 で あ っ

た 。 ピ カ ソ は こ の 頃,シ ュ ル レ ア リ ス トの 画 家 よ

り も詩 人 た ち の 活 動 に 関 心 を示 して い て71）,1935

年 頃 か ら 挿 絵 入 り の “自動 記 述 ” に よ る 詩 を 書 き

始 め て い る72）。 日本 の モ ダ ニ ズ ム 詩 を 代 表 す る 詩

人 で もあ る 瀧 口修 造 は 『カ イ エ ・ダ ー ル 』 （10巻7
­10号 ,1935年 ）誌、に 発 表 さ れ た ピ カ ソ の 詩 と ア ン

ド レ ・ブ ル トン の 「詩 人 ピ カ ソ 」 の 評 論 を 「意 義

あ る 企 て 」 と評 価 し て い る73）。 瀧 口 自 身 も ピ カ ソ

を含 め た7人 の シ ュ ル レ ア リ ス トた ち の た め に 詩

を 書 い て い て74）,山 中 散 生 の 編 纂 し た 『L’E­

CHANGE　 SURREALISTE』 　（1936年 ）に所 収 さ れ て
い る 。

　 瀧 口 を は じめ,北 園 克 衛 や 竹 中 郁75）,山 中 散 生,
豊 田 一 男76）な ど,日 本 の モ ダ ニ ズ ム の 詩 人 た ち も

ピ カ ソ に 注 目 し た 。 北 園 克 衛 は,自 分 の 最 初 の 詩

論 集 『天 の 手 袋 』77）に 収 め ら れ た 「PABLO

pICASSO　 ET　SON　REVE　DE　1929」 で ピ カ ソ評 論

を,断 片 的 な言 葉 を散 在 させ て 表 現 して い る 。 ま

た 小 熊 秀 雄 の よ う に,日 本 の ピ カ ソ 追 従 者 に対 し

て 「日本 畫 壇 の ピ カ ソ に 對 す る無 條 件 的 降 伏 が,

い ま ピ カ ソ と と も に 日本 の ピ カ ソ追 従 者 を 沒 落 さ

せ や う と し て ゐ る 。」 と 言 い,ピ カ ソ は こ れ 以 上

は 様 式 の 変 化 を 独 創 的 に 発 揮 す る こ と は な い と

「ピ カ ソ の マ ン ネ リ ズ ム 」 を 主 張 す る78）詩 人 も 現

わ れ た 。

　 ア ン ド レ ・ブ ル ト ン ら シ ュ ル レ ア リ ス ム の グ
ル ー プ の 一 員 と し て ピ カ ソ は,日 本 に 紹 介 さ れ,

ま た そ の 頃 ピ カ ソが 詩 作 を 始 め た こ とで,日 本 人

の 画 家 の み な ら ず 詩 人 た ち か ら も着 目 さ れ た 。 彼

ら は ピ カ ソ芸 術 か ら触 発 さ れ た の で あ る 。

2.4　 日本 の 新 美 術 団 体 と ピ カ ソ

　 日本 は,1931年 の 満 州 事 変 の 勃 発,1937年 に 日 中

戦 争,さ ら に1938年 の 国 家 総 動 員 法 の 施 行,1941

年 に 太 平 洋 戦 争 へ と 突 入 した 。 軍 国 主 義 下 で,美
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術界 も1935年 に在 野団体 を取 り込む帝展 の改革
（松 田改組）が行われて,美 術画壇の 自由も制限さ
れていった。次第に閉塞 した時代へ移行するなか
で,こ の帝展改組 に対 して1936年 に猪熊弦一郎や
佐藤敬,小 磯良平 らは新制作派協会を結成 し,翌
年1937年 に長谷川三郎 らが自由美術家協会,さ ら
に1938年 に吉原治良 らが九室会 を結成するなどし
て,自 由 を求めて活動する若手美術家 たちによる
モ ダニズム系や前衛的傾向の新美術 団体が次々に
生 まれていた。次 にこうした青年画家たちのピカ
ソ芸術への態度を考えてみたい。

2.4.1猪 熊 弦 一 郎,佐 藤 敬 の モ ダ ニ ズ ム

　 猪 熊 弦 一 郎 ら新 制 作 派 協 会 の メ ンバ ー は 「光 風
会 で 新 興 モ ダ ニ ズ ム 勢 と し て 鳴 ら した 一 団 」79）で

あ る 。 猪 熊 は1936年 に新 制 作 派 協 会 を 結 成 し た 動

機 を,「 私 た ち 青 年 作 家 は 芸 術 的 な こ と を 純 粋 に

勉 強 す る 良 い チ ャ ン ス 」80）と 回 想 し た 。 当 時 ピ カ
ソ に 心 酔 して い た猪 熊 弦 一 郎 は,ピ カ ソ の 他 に マ

テ ィ ス も連 想 さ せ る 人 物 を取 り入 れ た モ ダ ニ ズ ム

的 傾 向 の 作 品 《海 と 女 》 （1935年,丸 亀 市 猪 熊 弦
一 郎 現 代 美 術 館 ）や ,ピ カ ソ の 《ゲ ル ニ カ 》 を 想

起 さ せ る 《夜 》 （1937年,同 美 術 館 ）（fig.11）な ど

を 制 作 し た 。 猪 熊 は フ ラ ン ス に 留 学 （1938­41年 ）

して,硲 （峪 ）伊 之 助 夫 人 な ど の 紹 介 で マ テ ィス を

訪 ね て 絵 画 の 指 導 を 受 け る が,マ テ ィ ス か ら 「お

前 は ピ カ ソ が 好 き だ ろ う」 と 言 わ れ て し ま う。 猪

熊 は 教 わ る こ と よ り も 自分 の も の を作 り上 げ る こ

との 意 味 を悟 っ た が,戦 後 に ア メ リ カ 留 学 す る ま

で は マ テ ィ ス の 影 響 が 抜 け な か っ た と 回想 して い

る81）。 猪 熊 は フ ラ ン ス 滞 在 中,藤 田 嗣 治 の 紹 介 で

ピ カ ソ の ア トリ エ へ 行 く約 束 を と っ た が,戦 争 が

始 ま っ て ピ カ ソ は 疎 開 す る た め に パ リ を去 っ て し

ま い,再 び 会 え な か っ た82）。 彼 の 滞 欧 期 の 最 後 に

描 か れ た 作 品 《マ ドモ ア ゼ ルM》 （1940年 ）は,

敬 愛 す る ピ カ ソへ の オ マ ー ジ ュ の よ う な作 品 で あ

丘9.11
猪 熊 弦 一 郎 《夜 》
1937年 　 丸 亀 市 猪 熊 弦 一 郎 現 代 美 術 館



る 。

　 佐 藤 敬 は,猪 熊 と新 制 作 派 協 会 を 立 ち 上 げ た が,
ピ カ ソ の 青 の 時 代 や 新 古 典 主 義 時 代,《 ゲ ル ニ カ 》

の 影 響 が 見 ら れ る 作 風 で 制 作 し,や は り ピ カ ソ に

傾 倒 した 画 家 で あ る 。1929年 第 十 回 帝 展 に初 入 選

し た 《若 き男 の 像 》 （1929年 ）な ど の 一 連 の 肖像 画

（fig.12）は,ピ カ ソ の 新 古 典 主 義 時 代 の 影 響 を 受

け て い る 。 佐 藤 （1930～34年 留 学 ）は 帰 国 後,猪 熊

弦 一 郎 の 三 部 作 《昼 》 《黄 昏 》 《夜 》 （1937年,第
二 回 新 制 作 派 展 出 品 ）を 連 想 さ せ る,《 月 》 《雪 》

（1938年,第 三 回 新 制 作 派 展 出 品 ）,《 暁 》 （1940年,

第 五 回 新 制 作 派 展 出 品 ）を 出 品 し,二 人 の 何 れ の

三 部 作 の 作 品 は ピ カ ソ芸 術 を下 敷 き に して い る と

思 わ れ る 。

　 新 制 作 派 協 会 の メ ン バ ー の 多 くは 藤 島 武 二 と東

京 美 術 学 校 で 師 弟 関 係 に あ っ た た め,藤 島 は 新 制

作 派 協 会 を発 足 か ら支 持 して 会 員 た ち の 精 神 的 支

え と な っ て い た 。 彼 は新 制 作 派 協 会 が 結 成 され る

以 前 に 『美 術 新 論 』 （6巻4号,1931年 ）に 次 の よ う

に 述 べ て,ピ カ ソ や マ テ ィス,ド ラ ン とい っ た 当

時 評 判 の 画 家 の モ ダ ン ア ー ト に理 解 を示 し て い る。

「現 在 評 判 の ピ カ ソ,マ チ ス,ド ラ ン な ど の 仕 事

を 一 部 の 人 は 人 間 業 で な い よ う に い う の も あ る が,

わ れ わ れ は む し ろ昔 の 人 の 仕 事 に は 驚 く も の が 多

く と も,現 代 の 人 の 作 品 に は,そ れ ほ ど感 銘 を 与

え る も の に接 した こ と も無 い 。 しか し こ れ は 時 代

の 相 違 もあ る こ と,今 日 が 劣 っ て 昔 が 優 る と必 ず

し もい え な い,現 に マ チ ス に し ろ ピ カ ソ に し ろ,

最 も現 代 に 適 応 して い る も の と し て 事 実 が 証 明 し
て い る の で あ る か ら,現 代 を代 表 す る もの と して

認 め ね ば な ら ぬ 。 何 し ろ忙 しい 時 代 に コ ツ コ ツ 啄
い て い る な ど の 芸 術 は 成 立 し な い の で,昔 価 値 の

fig.12
佐 藤 敬 《若 き男 の 像 》1930年 別府大学

あ っ た 宗 教 的 な作 品,歴 史 的 な 作 品 な ど は 今 の 人

に は ほ とん ど興 味 を 持 た な い 。 何 ん で も 手 配 早 く

要 領 を得 た もの で な い と い け な い よ うで あ る 。 構

図 も な る べ く簡 潔 に,色 彩 の 効 果 な ど を 尊 ば れ て
い る よ う で あ る 。 こ れ と て 矢 張 り作 者 は 非 常 に 苦

心 を 要 す る こ とで あ っ て,充 分 そ の 才 能 を備 え た

人 が,研 究 努 力 に よ っ て も た らす 結 果 で,誰 で も

で き る とい う もの で は な い 。 そ の 点 マ チ ス も ピ カ

ソ も事 実 上 大 い に 認 め な い わ け に は 行 か ぬ 。」83）

と述 べ,若 い 画 家 が マ テ ィス や ピ カ ソ を 皮 相 的 に

模 倣 す る こ と に 注 意 を促 し て い る 。

　 ま た 藤 島 は,佐 藤 敬 が 編 纂 し た 「ピ カ ソ の 素 描

集 」 （『ア ト リ エ 』 臨 時 増 刊 号13巻7号,1936年 ）に
ピ カ ソ の 未 発 表 の デ ッサ ン を 集 め る た め に 関 わ っ

て い る 。 素 描 集 に は 〈サ ル タ ン バ ン ク 〉 シ リ ー ズ

や バ ル ザ ッ ク の 〈知 られ ざ る 傑 作 〉,〈変 身 物 語 〉

の シ リ ー ズ の 版 画 が 収 め ら れ て い る 。

2.4.2　 岡 本 太 郎,長 谷 川 三 郎 ら の 抽 象 美 術

　 岡 本 太 郎 （1929～40年 留 学 ）は1933年 頃 パ リ で,

「ア プ ス ト ラ ク シ オ ン ・ク レ ア シ オ ン （抽 象 ＝ 創

造 ）」 とい う 抽 象 運 動 の グ ル ー プ に 最 年 少 で 参 加

す る が,岡 本 の 転 機 と な っ た の は,彼 が 前 年 の1932

年 に 見 た ピ カ ソ の 静 物 画 で あ る 。 岡 本 は パ リ 留 学

当 初,芸 術 表 現 で 自 分 の 殻 を脱 ぎ捨 て ず に 苦 悩 し
て い た が,ピ カ ソ の 静 物 画 に 出 会 っ て か ら は 抽 象

画 の 道 を歩 ん だ と戦 後 ま も な く回 想 した 。 彼 は そ

の と き の 事 を 次 の よ う に 述 べ て い る 。 「あ る 日,

ピ カ ソ の 抽 象 作 品 に ふ れ て,太 い 棒 で 叩 き の め さ

れ た よ う な シ ョ ッ ク を受 け た 。 既 に 身 の う ち に用

意 さ れ て い た 近 代 芸 術 へ の 感 動 が,セ キ を 切 っ て

ふ き あ ふ れ た の で あ る 。 そ し て,抽 象 的 な 技 術 こ

そ 晦 渋 な 地 方 色 を否 定 し,極 め て 自然 に 国 境 を の

り越 え た,真 に世 界 的 な 表 現 様 式 で あ る と,確 信

的 に 感 じ と っ た の で あ る 」。 以 後,岡 本 は,フ ラ

ン ス 人 の 友 人 で 抽 象 画 家 と熱 心 に 芸 術 論 を交 わ し,

新 し い 芸 術 に 飛 び 込 む 踏 ん 切 りが つ い て,自 分 の

ア ト リエ で 思 う 存 分 に 抽 象 的 表 現 を 試 み た84）。 彼

は風 土 や 民 族 の 違 い を超 え た と こ ろ で,制 作 が 可

能 に な っ た こ と を ピ カ ソ の 静 物 画 か ら霊 感 を 得 た

の で あ る 。 岡 本 が 見 た ピ カ ソ の 静 物 画 は,《 水 差

し と果 物 皿 》 （1931年,グ ッ ゲ ン ハ イ ム 美 術 館,

Z.VII:322） で,パ リ の ロ ー ザ ン ベ ー ル 画 廊 に 展 示

して あ っ た 作 品 で あ る85）。

　 岡 本 は 抽 象 画 の4枚 目の 《空 間 》 （1934年作/1954

年 再 制 作 ）86）（fig.13）を制 作 し た 心 境 に つ い て,「 私

は い つ で も,オ ブ ジ ェ が 描 き た か っ た 。 そ し て 西

研究報告 111



洋 芸 術 の 重 さ と,ピ カ ソ な どが 持 っ て い る あ ら あ

ら し さ に 対 抗 し,（ 今 日 私 は む し ろ,周 囲 に み ち

て い る 日本 の 絵 画 の 繊 弱 さ,不 鮮 明 さ に 対 し て,

逆 に 激 し さ を 強 調 して い る が ）純 粋 な リ リ シ ス ム,

繊 細 を極 め た エ モ ー シ オ ン を 作 り上 げ よ う と し た

の で あ る 」87）と 語 っ て い る 。

　 長 谷 川 三 郎88）や 福 沢 一 郎89）な どが1930年 代 後 半,

誌 上 で 抽 象 芸 術 論 を紹 介 す る と共 に,日 本 に 抽 象

美 術 の 波 が 押 し寄 せ た 。 こ の 時 期 は 前 衛 の 小 グ
ル ー プ の 全 盛 期 で90）,そ の な か か ら1937年 に 長 谷

川 三 郎,村 井 正 誠 らが 結 成 した 自 由 美 術 家 協 会 が

誕 生 し た 。 前 述 の 岡 本 太 郎 と 同 じ頃,欧 米 へ 留 学

した 長 谷 川 三 郎 （1929～32年 留 学 ）も抽 象 美 術 に 取

り組 ん だ 一 人 で あ る 。 留 学 中 は,「 ラ フ ァエ ル,

ジ ョ ッ ト,ジ ョル ジ オ ー ネ な ど の 古 典 を模 写 す る
一 方 ,ピ カ ソ,ア ル プ,モ ン ドリ ア ン の 抽 象 絵 画,
コ ル ビ ジ ュ エ の 新 しい 建 築,カ ル ダ ー の モ ビ ー ル

な ど」 に 興 味 を 抱 い て い た91）。 彼 は 批 評 家 と し て

も 活 躍 し,東 洋 の 伝 統 的 な 芸 術 観 と現 代 抽 象 絵 画

と い う二 つ の 異 質 な 関 係 か ら,新 し い 芸 術 の 可 能

性 を 引 き 出 そ う と 考 え,「 世 界 的 な 視 野 か ら 見 て

日本 の 絵 画 と は何 か,ま た そ れ は 現 代 に お い て 国

際 性 を も ち 得 る か 」 とい う 問 い を 投 げ か け た92）。

長 谷 川 が 大 阪 信 濃 橋 洋 画 研 究 所 で 学 ん で い た 頃 結

成 し た 「白 象 会 」 の 会 誌 に,「 今 年 の 二 科 に 何 枚
の 『絵 』 が あ っ た 。 ピ カ ソ や ドラ ンが 十 年 程 前 に

描 い た 絵 の う つ し と,人 の し な い 事 し な い 事 と 努

力 した 絵 と,ど っ ち が 『絵 』 だ 。」 と述 べ た 青 年

時 代 の 長 谷 川 の 鋭 い 批 評 が 載 っ て い る 。 ま た ピ カ

ソ に つ い て,「 巴 里 博 覧 會 の 壁 畫,こゝ に 紹 介 す

る寫 眞,何 れ も,何 か,そ の 表 現 法 に 於 て,我 々

よ り一 世 代 前 の 人,と 云 ふ 感 じが し乍 ら,や は

り,そ の 裸 の 表 現,語 ら ざ る を得 な い,或 は 絶 叫

せ ざ る 得 な い 魂 を持 つ 作 家 と し て の ピ カ ソ の 渾 身

の 努 力 を僕 は 買 は ざ る を 得 な い 」93）と述 べ る な ど,

長 谷 川 は現 代 の 視 点 に 立 っ て,ピ カ ソ 芸 術 を 美 術

史 の 流 れ の な か で 捉 え て い た こ と が 窺 え る 。 長 谷

川 が 参 照 し た 写 真 と は,『 カ イ エ ・ダ ー ル 』 誌 （12

巻6­7号,1937年 ）に 掲 載 さ れ た,ピ カ ソ が ド ラ ・

マ ー ル ら写 真 家 との 共 同 作 業 で 行 っ た ポ ー トフ ォ

リ オ 「写 真 家 ピ カ ソ 」 （テ キ ス ト/マ ン ・レ イ,

ピ カ ソ の4枚 フ ォ トグ ラ ム の 複 製 ）で あ る 。

　 長 谷 川 三 郎 の 最 初 の 著 作 『ア ブ ス トラ ク ト ・

ア ー ト』94）に,1935年,ニ ュ ー ヨ ー ク 近 代 美 術 館

で 開 催 さ れ た 「キ ュ ビ ス ム と抽 象 絵 画 展 」 の展 覧

会 カ タ ロ グ が 引 用 さ れ た 。 こ れ は ア ル フ レ ッ ド ・

H.・ バ ー ・ジ ュ ニ ア の 企 画 に よ る,ピ カ ソ が20

世 紀 美 術 で 最 も重 要 な 存 在 で あ る と位 置 づ け る 画

期 的 な 展 覧 会 で95）,ピ カ ソ の1907～29年 迄 の 作 品

32点 も展 示 さ れ た96）。 展 覧 会 カ タ ロ グ は 翻 訳 さ れ

て,1937年 の 『ア トリ エ 』 （14巻6号 ）に,本 文 と ア

ル フ レ ッ ド ・H.・ バ ー ・ジ ュ ニ ア が 近 代 美 術 史

を弁 証 法 的 に 説 明 し た 「チ ャ ー ト ・オ ブ ・モ ダ ン

ア ー ト」97）が 掲 載 さ れ,こ の 時 期 の 日 本 の 画 家 た

ち,い わ ゆ る 長 谷 川 三 郎,福 沢 一 郎98）や 伊 原 宇 三

郎99）ら の 著 述 に も そ の 引 用 が 見 ら れ る 。1938年 に
二 科 会 の な か に 作 っ た 九 室 会 の メ ン バ ー の 吉 原 治

良 も こ の 展 覧 会 カ タ ロ グ100）を 持 っ て い た よ う で あ

る 。 吉 原 治 良 は 戦 後 に な っ て ピ カ ソ あ る い は ア ー

ル ・ブ リ ュ ッ トの ス タ イ ル を 作 り上 げ て い くの で,

次 回 に述 べ る 予 定 で あ る 。

　 瑛 九 （杉 田 秀 夫 ）は,長 谷 川 三 郎 ら と前 衛 美 術 活

動 を お こ な う が,彼 の 美 術 界 デ ビ ュ ー と な っ た

『瑛 九 氏 フ ォ ー ト ・デ ッ サ ン 作 品 集 眠 り の 理

由 』 （芸 術 学 研 究 会,1936年4月10日 ）を,若 手 評 論

家 の 植 村 鷹 千 代 は 「ピ カ ソ の 大 衆 化 」 を 例 に あ げ

て 現 代 日本 絵 画 を論 じ る な か で,瑛 九 の 作 品 集 を

「意 識 の 絵 画 が 発 足 した 」 と評 し て い る101）。

fig.13
岡 本 太 郎 《空 間 》
1934年 作/1954年 再 制 作
川 崎 市 岡 本 太 郎 美 術 館

2.4.3香 月 泰 男,今 西 中 通 の キ ュ ビス ム

　 こ う した 特 に 前 衛 的 傾 向 の 画 家 の 間 で,抽 象 絵
画 が 問 わ れ,キ ュ ビス ム の 重 要 性 が 思 考 さ れ る が,

しか し キ ュ ビ ス ム が 日 本 に 紹 介 さ れ て か ら 二 十 年

近 く経 っ て も キ ュ ビス ム を 運 動 原 理 と した グ ル ー

プ は 結 成 さ れ な か っ た 。1910年 代 か ら1920年 代 の

萬 鉄 五 郎 や 古 賀 春 江 は,土 着 的 な テ ー マ を キ ュ ビ
ス ム 的 手 法 で 描 い た が,彼 ら は 個 々 に 摂 取 して 自

分 の 作 品 に応 用 す る だ け だ っ た 。1930年 代 で 特 に

キ ュ ビス ム に 反 応 し た 画 家 は ど う だ ろ う か 。 次 に
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香 月 泰 男 と今 西 中 通 を取 り上 げ て み た い 。

　 香 月 泰 男 は 東 京 美 術 学 校 在 学 中 か ら ピ カ ソ に傾

倒 し,彼 の ス ケ ッチ ブ ッ ク に は ピ カ ソ を研 究 し て
い た 跡 が 残 さ れ て い る102）。 彼 の1936年8月 中 旬 の

ア トリ エ を 描 い た ス ケ ッチ に は,ピ カ ソ の エ ッ チ

ン グ 《ミ ノ タ ウ ロ マ キ ア 》 （1935年）の 複 製 が 部 屋

の 壁 に貼 られ て い る の が 見 られ る。 ま た ピ カ ソ の

イ ベ リ ア 彫 刻 の 影 響 を 受 け た 時 代 の 作 品 を 思 わ せ

る よ う な 《少 年 》 （1937年,三 隅 町 立 香 月 美 術 館 ）

も制 作 し て い る 。 香 月 は ピ カ ソ や ブ ラ ッ ク の 影 響

を受 け て 「香 月 式 キ ュ ー ビ ズ ム」 の 確 立 に 力 を入

れ て い た よ う で あ る103）。 香 月 は1930年 代 に北 海 道

の 倶 知 安 の 美 術 教 師 に な り,彼 の 後 輩 の 話 に よ れ

ば 最 初 の お 給 料 で ピ カ ソ の 画 集 を購 入 し た と い う 。
一 方 ,香 月 の 《二 人 座 像 》104）（1936年,下 関 市 立

美 術 館 ）（fig.14）の 作 品 は,親 戚 の 子 供 と 海 水 浴 に

行 っ て 撮 影 し た 写 真 を も と に 制 作 さ れ た が,ピ カ

ソ の 青 の 時 代 を 想 起 さ せ る の で あ る 。

　 今 西 中 通 （1908­1947）も キ ュ ビ ス ム を 摂 取 し た
画 家 で あ る 。 彼 は独 立 美 術 協 会 に 所 属 し,川 口 軌

外 の キ ュ ビ ス ム の 造 形 理 論 に 触 発 さ れ て,ピ カ ソ

や レ ジ ェ 風 の 造 形 表 現 を取 り入 れ た 画 風 に転 換 し

た 。1934年 頃 か ら,そ う した 傾 向 の 裸 婦 群 像 ス ケ ッ

チ 《裸 婦 》 （1935年 頃 ）を 繰 り返 し描 い て い る 。 《顔

を か し げ る 女 》 （1935年 頃 ）に は ピ カ ソ が シ ュ ル レ

ア リ ス ム に接 近 す る 時 代 の 作 風 の 影 響 が 見 ら れ る。

今 西 は,そ の 後 キ ュ ビ ス ム の 生 み の 親 で あ る セ ザ

ン ヌ ま で 遡 り,「 ひ と りで 近 代 西 洋 の 造 型 思 考 を

や り直 して い る 」105）。 彼 は1939～41年 に か け て,

日本 の 立 体 派 を 代 表 す る よ う な 作 品 《堤 琴 》 （1939

年 ）を 制 作 した 。

　 香 月 や 今 西 は,ピ カ ソ の 様 々 な ス タ イ ル の 影 響
を 受 け て模 索 し,独 自 の キ ュ ビ ス ム の ス タ イ ル を

fig.14
香 月 泰 男 《二 人座 像 》
1936年 　 下 関市 立 美術 館

作 り上 げ て い っ た と思 わ れ る 。

3.ピ カ ソ論 か ら 《ゲ ル ニ カ》 批 評 へ

3.11930年 代 の ピ カ ソ 論

　 1930年 代 の ピ カ ソ 論 は,海 外 の ピ カ ソ研 究 の 翻

訳 も含 め,ピ カ ソ に 言 及 す る 文 献 が 数 多 く見 受 け
られ,そ の 論 考 も種 々様 々 で あ る 。藤 島 武 二 は （当

時 の ）現 代 の 芸 術 に お い て ピ カ ソ 芸 術 を 容 認 し

た106）。 高 村 光 太 郎 は 「正 と譎 」 で 芸 術 を 論 じ た 文

中 で ピ カ ソ を 取 り上 げ て,「 ピ カ ソ の 譎 は 近 代 風

の 主 知 に よ る 。 頭 脳 の 命 令 無 し に ピ カ ソ は 一 筆 を

も動 か さ ぬ 。 お よ そ ピ カ ソ の 畫 ほ ど 隙 の 無 い 畫 は

古 来 珍 し い 。」107）と ピ カ ソ の 制 作 態 度 を 分 析 し た 。

　 須 田 國 太 郎 は ラ モ ン ・ゴ メ ス ・デ ・ラ ・セ ル ナ
の 「ピ カ ソ及 立 體 派 に 關 す る完 全 に して 眞 實 な る

物 語 」 （Revista　de　Occidente,第7年 第73,74号 に 連

載 ）の 翻 訳 の 梗 概 を 『洋 画 研 究 』 （1933年）108）に 掲

載 し,ス ペ イ ン に 留 学 し た 須 田 が 追 求 した レ・ア リ

ス ム の 観 点 か ら ピ カ ソ芸 術 を捉 え て い る109）。

　 評 論 家 の 川 路 柳 虹 は,『 マ チ ス 以 後 　佛 蘭 西 絵
画 の 新 世 紀 』 （1932年 ）の な か で マ テ ィ ス と ピ カ ソ

を 比 較 し,「 彼 （マ チ ス ）の 作 畫 に は 一 定 の 逕 路 が

あ る 」 の に 対 し て,ピ カ ソ は カ メ レ オ ン や 香 具 師,

山 師 呼 ば わ り さ れ る が,「 彼 の 豹 變 も轉 回 も躍 進

も,そ こ に は 彼 の 懐 疑 と 焦 燥 を い つ も伴 つ て ゐ

る 。」 と述 べ,ピ カ ソ が あ ま り に敏 感 な 才 人 で,

頭 脳 以 上 に 手 の 働 く男 だ か ら誤 解 され る の だ と説

明 し て い る110）。

　 ピ カ ソ の 《ア ヴ ィ ニ ョ ン の 娘 た ち 》 （1907年,
ニ ュ ー ヨ ー ク 近 代 美 術 館 ,Z.IIa:18） の 図 版 が,評

論 家 の 佐 波 甫 に よ る 「ピ カ ソ 論 」111）に初 め て 掲 載

さ れ た 。 佐 波 は ド イ ッ の 美 術 史 家 マ ッ ク ス ・ラ

フ ァ エ ル の 研 究 を紹 介 して い る が,「 最 近 の ピ カ

ソ の 緩 徐 調 は ピ カ ソ作 品 に對 す る 將 来 の 見 透 しが
つ い て 来 た 。 （中 略 ）二,三 年 前 ま で は ピ カ ソ を理

解 せ ざ れ ば,現 代 の 繪 畫 を語 り得 ざ る観 を 呈 し,
い は ゆ る ピ カ シ ズ ム が 滔 々 と して 畫 壇 を 風 廃 し た

有 様 で あ つ た 。」112）と 記 し て い る 。 ヨ ー ロ ッパ で
ピ カ ソ芸 術 の 行 き 詰 ま り を懸 念 し た 意 見 は,日 本

で も富 永 惣 一 を 始 め 松 本 俊 介 や 廣 島 晃 甫 な ど に お

い て す で に 感 知 さ れ て い た こ と は 既 述 し た 通 りで

あ る 。

　 「ピ カ ソ 以 後 」 と つ け ら れ た タ イ トル の 論 考 も

誌 面 に し ば し ば 掲 載 さ れ て い る 。 荒 城 季 夫113）は,

新 興 美 術 は ピ カ ソ系 とマ チ ス 系 の 二 つ の 異 な つ た

世 界 に分 か れ る と述 べ て,ピ カ ソ 以 後 の 作 家 と し
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て フ ェ ル ナ ン ・レ ジ ェ,パ ウ ル ・ク レ ー,ジ ョル

ジ オ ・デ ・キ リ コ な ど を 取 り 上 げ て い る 。 豊 藤

勇114）は,ジ ェ イ ム ス ・T.・ ソ ビ ー の 著 作 『After

Picasso』 （1935年 ）115）を参 照 し,現 在 （当 時 の ）ヨ ー
ロ ッパ で は ピ カ ソ よ り も,若 手 画 家 が 現 代 美 術 の

発 展 段 階 に 立 た な け れ ば な ら な い 時 期 で あ る と述
べ,ネ オ ・ロ マ ン テ ィ シ ズ ム の 作 家 の ク リ ス チ ャ

ン ・ベ ラ ー ル な どや,シ ュ ル レ ア リス ム の イ ヴ ・

タ ン ギ ー,ア ル ベ ル ト ・ジ ャ コ メ ッ テ ィ,サ ル

ヴ ァ ドー ル ・ダ リ を紹 介 し て い る。

　 斉 藤 英 一 は 美 術 史 の 伝 統 と ピ カ ソ の 個 々 の 作 品
の 具 体 例 か ら 「ピ カ ソ近 作 論 」116）を 展 開 して い る

が,論 文 の 副 題 を 「現 代 日本 青 年 畫 家 に送 る」 と

し て,「 世 界 大 戦 當 時 ピ カ ソ そ の 他 の 青 年 畫 家 等

は戦 時 瓧 會 の 不 況 の 中 に 於 い て 全 く貧 窮 の す べ て

を 味 つ た 」 だ か ら 「日本 青 年 畫 家 が 緊 褌 一 番 ピ カ

ソ を呑 ん だ 大 仕 事 を し て 戴 き た い の で あ る 」 と 日

本 の 若 手 芸 術 家 た ち を激 励 し て い る 。

　 ピ カ ソ に 関 す る 外 国 文 献 の 翻 訳 は,早 くは1914

年 に森 口 多 里 の 訳 に よ る ハ ネ カ ー の 「パ ブ ロ ・ピ

カ ッ ソ 」117）で あ る 。1930年 代 に は,ワ ル ドマ ー ・

ジ ョル ジ ュ118）や ク リス チ ャ ン ・ゼ ル ヴ ォ ス119）の ピ

カ ソ論 考 の 翻 訳 が 紹 介 さ れ た 。 ま た ピ カ ソ の 恋 人

フ ェ ル ナ ン ド ・オ リ ヴ ィ エ に よ る 「ピ カ ソ と 友

達 」 （全17回 ）が 『み づ ゑ 』 （no.354～385,1934～37

年,税 所 篤 二 訳 ）で 連 載 さ れ,読 者 は ピ カ ソ と周

囲 の 人 々 の 交 友 関 係 を垣 間 見 る こ と が で き る の で

あ る 。

　 ピ カ ソ の 画 集 も編 纂 刊 行 さ れ た 。 伊 原 宇 三 郎 の

『ピ カ ソ 畫 集 』 （1932年）120）に は 原 色 版 図 版6点,

写 真 版30点 が 載 っ て い る 。 伊 原 は 「評 伝 」 の な か
で,「 ピ カ ソ の 名 が 日 本 に 傳 へ ら れ て か ら 既 に何

年 か に な る 。 が,未 だ 一 枚 と し て 代 表 作 ら しい も
の が 將 来 さ れ て ゐ な い 。 ピ カ ソ の 繪 は,日 本 の 蒐

集 家 に は 程 度 も價 格 も高 き に 過 ぎて ゐ る 故 爲 で あ

ら う」 と述 べ て い る 。

　 仲 田 定 之 助 が 編 纂 刊 行 し た 『西 洋 美 術 文 庫 第18

巻 　 ピ カ ソ』 （1938年 ）121）に は 原 色 版1点 と写 真 版

48点 が 掲 載 さ れ,そ の な か に は 《ア ヴ ィ ニ ョ ン の

娘 た ち 》 や 《ゲ ル ニ カ 》 の 図 版 と作 品 解 説 も載 っ
て い る 。 か つ て 中川 紀 元 が 言 及 し た 《ア ヴ ィ ニ ョ

ンの 娘 た ち 》は,仲 田 に よ れ ば 「1906,7年 か ら1908

年 に 亘 る 此 時 期 を彼 の 傳 記 家 的 興 味 の 分 類 に よ れ
ば 黒 人 藝 術 時 代 と 呼 ん で ゐ る 。 此 傾 向 を 示 す 最 初

の 傑 作 は 「ア ヴ ィ ニ オ ン の 娘 達 」1907（ 第 九 圖 ）で,

これ は ピ カ ソ の 理 解 あ る 支 持 者 ア ン ド レ ・サ ル モ

ン （第 四 三 圖 参 照 ）に よれ ば,ピ カ ソ に よつ て 戀 々
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と秘 蔵 さ れ て 居 た も の で,極 端 に粗 豪 な筆 致 に,

娘 達 の 肢 態 を 戀 歪 し,單 化 し た も の で あ つ た 。」122）
と ピ カ ソ が 作 品 を 秘 蔵 して い た こ とが あ ら た に 明

ら か に さ れ た 。

　 仲 田 の 画 集 に は 《ゲ ル ニ カ》 の 解 説 も載 っ て い

る が,こ れ に つ い て は 次 の 「3.2　 日本 で の 《ゲ

ル ニ カ 》 批 評 」 で 後 述 す る 。 仲 田 は,福 島 コ レ ク

シ ョ ン の 《横 向 の 顔 》 （1923年,現 在 ブ リ ヂ ス ト

ン 美 術 館 蔵,Z.V:45） （fig.2）と 《馬 》 （1923年,個

人 蔵,Z.V:147） に つ い て も,「 こ の 小 品 な が ら 渾

然 と し た 彼 の 佳 品 は 共 に1923年 の 作 な の で あ る 。

私 は あ の ノ ー ブ ル な,彫 刻 的 な 明 眸 を もつ 顏 を,

温 い 灰 色 の 馬 と,桃 色 の バ ック との 快 適 な色 調 を

今 で も よ く記 憶 し て い ゐ る 」123）と述 べ て い る 。

　 仲 田 は 序 文 に,「 私 は 數 年 來 彼 （ピ カ ソ ）の 作 品
の 複 製 蒐 集 に 心 掛 け て ゐ る 。 こ れ は 一 點 の オ リ ジ

ヂ ル を無 理 し て購 ふ よ り も,多 作 數 千 點 に上 る と

聞 く彼 の 複 製 を 出 來 る 丈 け 多 く蒐 め て,千 變 萬 化

す る彼 の 作 風 の 推 移 を 見 る 方 が,よ り彼 を識 る 上
に 於 い て 効 果 が あ ら う と信 じ た か ら で あ る 。」124）

と記 し,1,000点 も あ る ピ カ ソ の 作 品 か ら,彼 の 代

表 作 で,な お か つ ま だ 日本 に 紹 介 さ れ て い な い 作

品50点 程 を選 ぶ こ と は大 変 な作 業 だ っ た と述 べ て
い る 。

　 そ の 後1939年 に は 限 定500部,木 版3葉,図 版260

点 とい う豪 華 な 高 見 澤 木 版 社 に よ る 『ぴ か そ 』 も

刊 行 さ れ た 。 こ れ ら は 戦 前 の 日本 に お け る ピ カ ソ

研 究 評 論 の 画 集 と し て 数 少 な い 貴 重 な 美 術 書 とい

え る 。

3.2　 日本 で の 《ゲ ル ニ カ 》 批 評

　 こ こ で は1937年 の パ リ万 国 博 覧 会 の ス ペ イ ン館
で 発 表 さ れ た 《ゲ ル ニ カ 》 に つ い て,当 初 の 日本

の 美 術 関 係 者 の 反 応 や 言 及 に つ い て 考 察 して み た

いo

　 ピ カ ソ は,1937年1月 初 め,内 戦 中 の 祖 国 ス ペ イ
ン の 共 和 国 政 府 か ら パ リ万 国 博 覧 会 ス ペ イ ン館 の

た め に 壁 画 制 作 の 依 頼 を 受 け た 。4月26日 に ス ペ

イ ン北 部 バ ス ク地 方 の 小 都 市 ゲ ル ニ カ が 爆 撃 さ れ

た 報 道 に触 発 さ れ て,5月1日 か ら50点 ほ ど の 素 描

を 制 作 準 備 し,5月11日 頃 か ら カ ン ヴ ァ ス で の 制

作 を 開 始 し,縦3.5× 横7.8メ ー トル の 《ゲ ル ニ カ 》

を6月4日 に ほ ぼ 完 成 した 。 そ し て1937年 の パ リ万

国 博 覧 会 「近 代 生 活 に於 け る 藝 術 及 技 術 に 関 す る
1937年 巴 里 万 国 博 覧 会 」 （5月25日 －11月25日 ）の

ス ペ イ ン館 （7月12日 に 開 館 ）で 公 開 さ れ た125）。

　 日本 で 紹 介 さ れ た 《ゲ ル ニ カ 》 に 関 す る 記 事 は,



1938年1月 の 『ア トリ エ 』 誌 が 早 く,ク リ ス チ ャ

ン ・ゼ ル ヴ ォス の 文 章 と 《ゲ ル ニ カ》 制 作 時 の 写

真8点 （ピ カ ソ の 当 時 の 恋 人 ドラ ・マ ー ル が 撮 影 し
た 写 真 で あ ろ う ）,ア ト リエ で 制 作 す る ピ カ ソ の

写 真 や パ リ万 国 博 覧 会 ス ペ イ ン館 入 口 に 置 か れ た

ピ カ ソ の 彫 刻 の 写 真,習 作 素 描 が 掲 載 さ れ て い る 。

ゼ ル ヴ ォ ス の 《ゲ ル ニ カ 》 の 解 説 は 抄 訳 さ れ て い

る が126）,「種 々 の 色 を,白,黒 及 び 灰 色 の 地 味 な

バ ッ ク の 上 に 落 ち 着 か せ,（ 中 略 ）種 々 の 不 協 和 調

を 取 入 れ て 効 果 を挙 げ,（ 中 略 ）形 の 單 純 化,デ ツ

サ ン の 單 純 化,事 物 の 形 象 化 等 の 方 法 」 と い っ た

色 調 や 構 図 に つ い て 述 べ ら れ た 。

　 同 年8月 に 翻 訳 さ れ た ア メ デ ・オ ザ ン フ ァ ン の

「巴 里 博 観 賞 ノ ー ト」 に よ る と,ピ カ ソ の 《ゲ ル
ニ カ 》 は,「 何 と 到 る 處 に 『心 』 の あ る こ と だ ろ

う 。 ス ペ イ ン館 に入 つ て 見 給 へ 。 ス ペ イ ン動 亂 の

身 に迫 る や う な 苦 腦 の 表 情 は,ス ペ イ ン の 現 實 に

對 す る 眞 摯 な 心 な く して 現 は れ な い で あ ら う 。 わ

け て も ピ カ ソ の 『ゲ ル ニ カ 』 の 表 情 は 如 何 な る心

の 極 み を 表 現 す る もの か!」127） と作 品 を ス ペ イ ン

内 戦 と結 び つ け て 解 説 し て い る 。

　 仲 田 定 之 助 や 瀧 口 修 造 もそ の 翌 年,彼 ら の 著 述
で 《ゲ ル ニ カ 》を取 り上 げ た 。仲 田 の 解 説 は,「1937

年 巴 里 大 博 覧 會 に於 け る 西 班 牙 館 の 壁 畫 「ゲ ル ニ

カ」 は ピ カ ソ 空 前 の 大 作 で あ る 。 地 味 な色 調 を も
つ て 描 か れ た 此 畫 は,形 の 單 純 化 の う ち に 不 協 和

調 を巧 み に 取 入 れ て 効 果 を あ げ て ゐ る,測 々 鬼 氣

迫 り,妖 氣 漂 ふ 此 畫 は 藝 術 的 に 傑 作 で あ る と傳 へ

ら れ る 。」128）と既 述 の ゼ ル ヴ ォ ス の 解 説 を 引 用 し

て い る と 思 わ れ る 。

　 瀧 口 修 造 は,「 彼 が 怨 み と 怒 り の 感 情 を 表 す た
め に とつ た 破 壊 と凝 縮 の 方 法,生 と死 の 間 に 浮 彫

に さ れ た 怨 み の 表 情 は,日 本 の 或 る 怨 霊 の 表 現 的

な メ ー ク ・ア ツ プ に さへ 酷 示 す る の は 興 味 深 い 。

そ の 素 描 に は 涙 は 鐵 線 の や う な 直 線 で 示 さ れ て ゐ

る 。 ま た 聞 こ え る 活 人 畫 の や う な怖 ろ しい 舞 臺 装

置 の 中 に,刻 一 刻 に凝 結 さ せ て 行 つ た そ の 巨 大 タ

ブ ロ オ の 最 初 の ク ロ ッ キ イ は,子 供 の 戯 畫 の や う

な單 純 な素 描 か ら發 し て ゐ る こ と も注 意 され る 。

ま た こ の タ ブ ロ オ 全 體 は 黒 灰 白 に よつ て 描 か れ て

ゐ る 。 そ れ は 悲 しみ の 色 彩 で あ り,激 情 を も結 晶

させ る 偉 大 な 象 徴 化 で あ る 。 彼 は そ の 意 圖 の も と

に,色 彩 的 に 壁 紙 を と こ ろ ど こ ろ に 貼 りつ け て 拮

抗 對 比 せ しめ つゝ 製 作 しつゝ あ る こ と も,過 程 寫

眞 で 見 る こ と が 出 来 る 。 か う して ピ カ ソ の 傳 説 と

神 話 か ら血 の 流 れ る の に 感 動 した 人 々 は,そ れ が

き び し い 喪 の 色 に 見 え た こ と を 悲 し む の で あ

る 。」129）と解 説 し た 。 《ゲ ル ニ カ 》 を 知 っ た経 緯 に

つ い て は 次 の よ う に 回 想 し て い る 。 「1930年 代 の

中 頃,と りわ け フ ァ ッ シ ズ ム の 暗 雲 の た だ よ っ て
い た 時 代 で は,ピ カ ソ は 巨 き な 焦 点 に な っ て い た

わ け で す が,そ れ で も資 料 は 限 ら れ て い た も の で

し た 。 「ゲ ル ニ カ 」 の こ と を 最 初 に 知 っ た の は 当

時 出 て い た 「マ リ ア ンヌ 」 とい う週 刊 新 聞 の 記 事

で,そ れ を た よ り に して,何 に書 い た か 忘 れ ま し

た が,そ れ が ど う や ら最 初 の 紹 介 だ っ た よ う に 憶

え て い ま す 。」130）瀧 口 は,《 ゲ ル ニ カ 》 の 制 作 過 程

の 写 真 が 紹 介 さ れ た 『カ イ エ ・ダ ー ル 』 （12巻4­5

号,1937年 ）誌 も 見 て お り131）,これ ら を参 考 に 上

記 解 説 を 書 い て い る 。

　 植 村 鷹 千 代 は,《 ゲ ル ニ カ》 を ピ カ ソ と 現 代 絵
画 の 解 釈 の 文 中 で,「 ピ カ ソ の 『ゲ ル ニ カ』 及 び
一 聯 の ス ペ イ ン を 題 材 に し て 作 品 等 は

,實 に そ の
前 衛 と な る べ き も の で あ り な が ら,ピ カ ソ は 賢 明

に,慎 ま し く ぎ り ぎ りの と こ ろ で 控 え て い る。 激

情 と慎 ま し さ の 中和,こ れ も平 凡 を 守 る 非 凡 事 で

あ る 。」132）と説 明 して い る 。

　 伊 原 宇 三 郎 は,「1937年 の パ リ 大 博 覧 会 に 出 陳

し た 「ゲ ル ニ カ 」 は ピ カ ソ の 最 大 の 大 作 で,又 傑

作 で も あ る と い ふ 。 又,フ ラ ン コ将 軍 に 對 す る 彼
の 感 情 を 露 骨 に 出 し た 戯 畫 は,ジ ャ ー ナ リ ズ ム が

歓 迎 し た だ け に,い よい よ彼 の 立 場 を 明 確 な もの

に した 。 彼 の 藝 術 が 政 治 的 に追 は れ た こ と,彼 が

祖 國 の 為 に 愛 國 の 血 を 湧 か せ た こ と,こ れ 等 の 事

は,事 情 の 違 つ た 日本 に住 む 我 等 に は,大 し て 関

わ りの 無 い こ とで あ る 。 寧 ろ 私 は,従 来 全 然 政 治

に 無 関 心 で,高 い 藝 術 の 世 界 だ け に 安 住 して ゐ た

彼 が,突 然 祖 國 愛 の 叫 び を 上 げ た 處 に,三 十 年 以

上,神 の 如 く,又 悪 魔 の 如 く振 舞 つ て ゐ た彼 ピ カ

ソ も,や は り一 個 の 人 間 で あ つ た と い う實 體 を 得

て,興 味 深 く感 じ て ゐ る 。」133）と 作 品 の 内 面 性 に

強 く反 応 して 論 評 し て い る 。

　 《ゲ ル ニ カ 》 の 発 表 の 当 初,そ の 実 作 を 見 た こ
との あ る 日本 人 画 家 は,岡 本 太 郎,吉 井 忠,川 端

実 な ど で あ っ た 。 岡 本 太 郎 は 帰 国 後 に書 い た 著 述

に,「 ス ペ イ ン館 の ピ カ ソ の 大 壁 畫 「ゲ ル ニ カ 」

が 一 つ ぬ き ん 出 て 光 つ て ゐ た 。」134）と記 し た 。 彼

は さ ら に 「私 は こ の 作 品 を も つ て 巴 里 畫 壇 に 最 後

の 點 を打 つ も の だ 」 と 自分 の 考 え を 明 らか に し,

後 述 す る よ う に,戦 後 間 も な く 「ピ カ ソ に挑 み,
の り超 え る こ と が 我 々 の 直 面 す る 課 題 で あ る 」'35）

と宣 言 す る と こ ろ と な る 。

　 川 端 実 が 《ゲ ル ニ カ 》 を 見 た の は パ リで は な く,
1939年 ニ ュ ー ヨ ー ク 近 代 美 術 館 の 「ピ カ ソ40年 の
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芸 術 展 」 で,《 ア ヴ ィ ニ ョ ン の 娘 た ち 》 な ど も 含

め た ピ カ ソ40年 の 一 連 の 画 業 作 品 の 展 覧 会 の と き

だ っ た 。 川 端 （1939～1941年 留 学 ）が パ リ に つ い て

間 も な く,第 二 次 世 界 大 戦 が 勃 発 し,外 国 人 の 退

去 命 令 が 出 た た め,彼 は 帰 国 の 途 中 で ニ ュ ー ヨ ー

ク の ピ カ ソ 回 顧 展 を 見 る こ と が で き た136）。 川 端 は

こ の 展 覧 会 を 見 て 感 動 し,ピ カ ソ の キ ュ ビ ス ム 時

代 の 作 品 に 関 心 を示 し,日 本 の 画 家 が 見 落 と して
い た もの が 何 か を悟 っ た 。

　 吉 井 忠 は1936年 の 秋 か ら 一 年 間 パ リ 留 学 し,
1937年 の パ リ万 国 博 覧 会 で ピ カ ソ の 《ゲ ル ニ カ 》

を 見 る 機 会 を 持 っ た 。 吉 井 の 晩 年 の 回 想 で は 《ゲ

ル ニ カ 》 を 「休 火 山 」 に た と え て,そ の と きの 様

子 を 次 の よ う に 述 べ て い る 。 「万 国 博 の ス ペ イ ン

館 は な か な か 完 成 し な か っ た 。 ピ カ ソ が 共 和 国 ス
ペ イ ンか ら何 か 依 頼 さ れ て い る とい う噂 さ は 私 達

の 耳 に も 入 っ て い た 。 ピ カ ソ の フ ラ ン コ を諷 刺 し

た 銅 版 画 が パ リ 中 の 本 屋 等 に 出 た 。 ピ カ ソ が そ の

売 上 金 を 人 民 戦 線 に カ ンパ す る た め だ っ た 。 三 十

七 年 夏 私 は 万 国 博 の 中 の 未 完 成 の ス ペ イ ン館 に

行 っ て 見 た 。 足 場 の 悪 い 入 口 に ピ カ ソの 例 の 白 い

女 の 首 の 彫 刻 が 置 か れ て い た 。 さ ら に 行 く と大 き

な 室 の 奥 に 白 と黒 と灰 色 の 大 壁 画 が あ っ た 。 ピ カ

ソ の 作 品 で あ る こ と は 直 ぐわ か っ た が そ れ が 「ゲ

ル ニ カ 」 だ と は後 で 知 っ た 。 休 火 山 の よ う な 力 を

漂 え た す ご い 作 品 だ と そ の 時 思 っ た 。」137）。 しか し,

当 時 の 吉 井 は 福 沢 一 郎 や 瀧 口修 造 ら の シ ュ ル レ ア

リ ス ム 運 動 に 加 わ っ て い て,吉 井 の 作 品 に ピ カ ソ
の 影 響 が 表 れ る の は,戦 後 に な っ て か らで あ る 。

　 《ゲ ル ニ カ 》 は 第 二 次 世 界 大 戦 前 の ピ カ ソ の 芸

術 の う ち,日 本 に紹 介 さ れ た最 重 要 作 品 で あ り な

が ら,こ の 時 点 で は ま だ 少 数 の 美 術 関 係 者 に しか

知 ら れ て い な か っ た と 思 わ れ る が,し か し,作 品

を 見 た 画 家 た ち の 脳 裏 に は 激 し く印 象 づ け ら れ て
い た 。 そ れ ほ ど ま で に イ ン パ ク トの あ る 超 大 作

だ っ た の で あ ろ う。 《ゲ ル ニ カ 》 批 評 は,戦 後 の

美 術 界 で 本 格 的 に論 じ ら れ る こ と に な る の で あ る。

　 1930年 代 初 め の 福 島 コ レ ク シ ョ ン の 初 公 開 を 機

会 に,ピ カ ソ の 新 古 典 主 義 時 代 の 作 品 が 称 賛 さ れ

て,一 部 の 前 衛 的 画 家 だ け で な く多 くの 美 術 関 係

者 か ら も評 価 さ れ る よ う に な る が,ピ カ ソ の こ の
ス タ イ ル は,1914年 に 描 い た 《画 家 と モ デ ル 》

（1914年,パ リ ・ピ カ ソ 美 術 館 ）に 始 ま る 。ロ シ ア ・
バ レ エ 団 と の 共 同 制 作 や1917年 の 初 め て の イ タ リ

ア 旅 行 が き っ か け に な っ て 古 典 古 代 へ と回 帰 した

の で あ る 。 同 時 期 の フ ラ ン ス で は 愛 国 主 義 の 機 運

116 研究報告

が 高 ま っ て お り,こ う し た 風 潮 は 「秩 序 へ の 回

帰 」 と 呼 ば れ,古 典 的 な 追 求 を し た 画 家 は ピ カ ソ

だ け で は な か っ た 。

　 そ の 流 れ を 受 け 日本 で も1930年 代 に,国 粋 主 義
的 意 識 を背 景 に古 典 や 古 代,日 本 的 ・東 洋 的 な も

の に 関 心 を 向 け る 傾 向 が 深 ま っ て き た 。 福 島 コ レ

ク シ ョ ン公 開 よ り数 年 前 に す で に斉 藤 与 里 が 「古

畫 の 新 しい 研 究 」138）と い う 題 で 論 述 し,「 ピ カ ソ

が 新 興 繪 畫 の 先 驅 者 で も,理 由 な し に 彼 の 作 品 を

擔 ぐ譯 に は 行 か な い 」 と批 判 して,近 代 画 家 が 古

画 を 軽 視 す る傾 向 を危 惧 して い る 。

　 ま た 日本 画 で は 日本 や 東 洋 の 古 典 様 式 を 追 求 し

「古 典 主 義 的 画 風 」 を確 立 し て い く時 期 で あ り,

日本 古 来 の 歴 史 的 題 材 を 新 し く踏 襲 して い る こ と

や,表 現 上 の 新 しい 感 覚 を特 徴 と し た作 品 が 発 表

さ れ て い る 。 こ う した 日本 の 古 典 や 伝 統 芸 術 を意

識 す る 日本 回 帰 の風 潮 が 高 ま る な か で,ピ カ ソ の

新 古 典 主 義 時 代 の 作 品 が 受 け 容 れ られ て い っ た の
は 洋 の 東 西 を 問 わ ず 当 然 の 帰 結 だ っ た と い え る だ

ろ う。

　 日本 美 術 画 壇 は 既 述 の よ う に,帝 展 系 作 家 の ピ
カ ソ の 新 古 典 主 義 へ の 傾 倒 は 甚 だ しか っ た し,二

科 展 で も福 島 繁 太 郎 が,ス タ イ ル の 流 行 だ け を追
い か け る 画 家 に対 し て,「 御 手 本 を ア ン グ ル を ピ

カ ソ に 置 きか え た 所 で,魂 の ぬ け て ゐ る こ と に は

變 わ りが な い 」139）と 画 家 の 外 形 模 倣 の 心 が け が 悪
い と批 評 し て い る こ と か ら推 測 し て,ピ カ ソ が 流

行 して も そ れ を咀 嚼 で き る 画 家 が 少 な か っ た と思

わ れ る 。

　 こ う し て1930年 代 の 日本 美 術 界 を 展 望 して み る
と,日 本 人 画 家 は ピ カ ソ の 特 に 新 古 典 主 義 時 代 の

作 品 に 傾 倒 しつ つ キ ュ ビ ス ム の 重 要 性 も認 識 し て,

ピ カ ソ 芸 術 の 造 形 表 現 を 追 求 した 。 しか し な が ら,

ピ カ ソ の 絵 の 前 で 泣 い た 岡 本 太 郎 は そ の 理 由 を,

観 賞 者 で な く創 作 者 と して,同 時 代 の 悩 み を 正 面

か らぶ つ か っ て 進 ん で 行 く先 達 者 （ピ カ ソ ）の 姿 に

感 激 した た め140）と述 べ る よ う に,若 い 日本 人 画 家

は む し ろ ピ カ ソ の 存 在 そ の も の を 芸 術 の エ ネ ル

ギ ー に して い っ た の で は な い だ ろ う か 。 岡 本 は

「ピ カ ソ に 挑 み,の り越 え る こ と が 我 々 の 直 面 す

る課 題 で あ る 」 と 「ピ カ ソ へ の 挑 戦 」 を 戦 後 間 も

な く提 言 し て お り,こ の 言 葉 に は 日本 の 美 術 界 に

お け る ピ カ ソ の 存 在 理 由,“ レ ゾ ン ・デ ー トル ”

が あ る と言 え る だ ろ う 。



II.1940年 代 － 戦 時 中 の ピ カ ソ解 釈

　 1939年 に 第 二 次 世 界 大 戦 が 勃 発 し,ド イ ツ 軍 の
フ ラ ン ス 侵 攻 に よ りフ ラ ン ス に い た フ ェ ル ナ ン ・

レ ジ ェ や サ ル ヴ ァ ドー ル ・ダ リ と い っ た 多 くの 画

家 た ち は,ア メ リ カ な ど へ 亡 命 し,藤 田 嗣 治 ら 日

本 人 画 家 た ち も伏 見 丸 や 白 山 丸 と い っ た 避 難 船 で

相 次 い で 帰 国 し た 。 こ の 章 で は,戦 時 中 の 日本 人

画 家 が ピ カ ソ に 抱 い た 解 釈 や イ メ ー ジ に つ い て 触

れ て み た い 。

1.パ リ に お け る ピ カ ソ展 評

　 フ ラ ン ス の1930年 代 は,1929年 の ニ ュ ー ヨ ー ク
の 株 式 市 場 暴 落 に端 を 発 し た 世 界 的 恐 慌 に よ る 経

済 不 況 で あ っ た 。 そ の た め1930年 代 末 は,フ ラ ン
ス ・フ ラ ン の 平 価 が 下 が っ て,留 学 生 活 が 凌 ぎ安

い た め 剛,欧 米 へ 旅 立 つ 日本 人 画 家 が 多 く,猪 熊

弦 一 郎 （1938～1940年 フ ラ ン ス 留 学 ）も そ の 一 人

だ っ た 。1938年5月,「 猪 熊 弦 一 郎 を フ ラ ン ス へ 送

る 新 制 作 派 会 員 展 」 （5月1日 －5日 ）が 開 催 さ れ,

猪 熊 は ヨー ロ ッパ 美 術 の 中 心 で あ る フ ラ ン ス に 向

か っ た 。 先 に 留 学 し て い た 関 口 俊 吾 （1935～1940

年 ）142）は,1939年1月 に ポ ー ル ・ロ ー ザ ン ベ ー ル で
三 年 ぶ り に 開 か れ た ピ カ ソ の 個 展143）を 「久 しぶ り

の ピ カ ソ の 個 展 な の で 又 ど ん な 新 手 が 出 る も の な

の か と公 開 の 日 を待 ち な が ら邦 人 畫 家 達 の 間 で は

し き り と 噂 話 し に花 が 咲 い て ゐ た 」 と述 べ て い る。

そ し て ピ カ ソ の 作 品 を 「色 彩 が あ で や か に な り幾

何 学 的 な線 が さ ほ ど 目 立 た ず 何 れ も室 内 の 一 隅 に

配 す る 静 物 と云 つ た も の で 何 故 か ど の 繪 に も ド ア

の と り手 の 様 な も の が 描 か れ て お り」 と 回 想 した 。

同 じ ピ カ ソ の 個 展 を,前 年 に フ ラ ン ス に 着 い た猪

熊 弦 一 郎 や 宮 本 三 郎 （1938～39年 ヨ ー ロ ッ パ 留

学 ）145）,また 岡 本 太 郎146）な ど も見 て い る 。 猪 熊 や

岡 本 は 特 に ピ カ ソ の作 品 の 美 し さ に 感 動 し て い る 。

　 猪 熊 は,会 場 で 古 い バ ー バ ー リ ー の コ ー トを無

造 作 に 着 て,珍 しい 犬 （ピ カ ソ の 愛 犬 で “カ ス ベ ッ

ク ” と 名 前 が つ け られ た 犬 の こ と で あ ろ う）を 連

れ た ピ カ ソ と偶 然 出会 っ て い る147）。 宮 本 は,セ ー

ヌ 河 岸 の 小 画 商 で 行 わ れ た ピ カ ソ の デ ッ サ ン 展 で

ピ カ ソ と遭 遇 し,ピ カ ソ と 画 商 の 無 造 作 な や り と

りを 見 て,世 界 的 に有 名 な ピ カ ソ だ が,彼 の 人 柄

が 感 じ ら れ た と述 べ て い る 。 こ の よ う に ピ カ ソ は

や は り 日本 人 留 学 生 画 家 た ち か ら一 目 置 か れ て い

た 。 しか し,1940年6月 の ドイ ツ 軍 に よ る パ リ 陥 落

が 迫 る な か で,フ ラ ンス に い た 日本 人 画 家 た ち は

一 ,二 年 の 滞 在 で 帰 国 せ ざ る を え な く な っ た 。

2.戦 時 下 の 美 術 統 制 と ピ カ ソ ・イ メ ー ジ

　 そ の 頃 の 日本 美 術 界 は,1938年 に 「陸 軍 従 軍 画

家 協 会 」 が 結 成 さ れ た の を 手 始 め に美 術 統 制 が 進

み,1941年11月 の 岡 本 太 郎 の 滞 欧 作 品 を 最 後 に,

陸 海 両 軍 の 指 導 に よ る大 東 亜 戦 争 美 術 展 が 開 催 さ

れ,ヨ ー ロ ッパ か ら帰 国 した 日本 人 画 家 た ち も 余

儀 な く参 加 せ ざ る を え な い 状 況 に な っ た 。1943年

5月 に 「日本 美 術 報 国 会 」 と 「日 本 美 術 及 工 芸 統

制 協 会 」 が 結 成 さ れ,戦 争 記 録 画 が 制 作 さ れ る よ

う に な っ た 。 自 由 な 表 現 へ の 弾 圧 も行 わ れ,1941

年4月 に 瀧 口 修 造 と福 沢 一 郎 が,超 現 実 主 義 者 は

共 産 主 義 者 とい う嫌 疑 で 検 挙 さ れ る と,シ ュ ル レ

ア リ ス ム や 抽 象 画 な ど前 衛 的 な 絵 画 は 意 気 消 沈 し

た 。 福 沢 の 逮 捕 の 次 は,佐 藤 敬 や 猪 熊 弦 一 郎 ら も

対 象 とな り,新 聞 記 者 や 彼 ら の 師 で あ る藤 島 武 二
は二 人 が 従 軍 画 家 と し て 派 遣 さ れ る よ う に 画 策148）

した 。 こ う した 戦 争 画 一 色 の 時 代 に,靉 光,鶴 岡

政 男,松 本 竣 介 らが1943年 に 結 成 し た 「新 人 画 会 」

は,戦 争 画 に 一 線 を 画 して,自 己 の 芸 術 性 に 立 脚

した 展 覧 会 活 動 を 計3回 （同 年4月 と11月,翌 年3月 ）

お こ な っ た 。 そ の 頃 の 松 本 竣 介 の 作 品 《画 家 の

像 》 （1941年,宮 城 県 美 術 館 ）は,ピ カ ソ の 青 の 時

代,バ ラ色 の 時 代 を想 起 さ せ る も の が あ る 。

　 日本 の 美 術 雑 誌 の 統 制 も 始 ま り,1940年 に 『ア
ト リエ 』 『み づ ゑ 』 『造 形 芸 術 』 の 三 誌 が 共 同 で 美

術 界 と 政 治 社 会 を 結 ぶ 声 明149）を 出 して い る 。1941

年 に は38誌 の 美 術 雑 誌 が 廃 刊 に な り,認 可 さ れ た

8誌 の み が9月 か ら 新 し い 美 術 雑 誌 と し て 創 刊 さ

れ150）,1943年に は2誌 に 統 合 さ れ た 。 あ ら ゆ る 美 術

統 制 と前 衛 芸 術 が 否 定 さ れ る な か,《 ゲ ル ニ カ 》

を描 い た ピ カ ソ に対 す る 日本 の 画 家 や 軍 部 の 反 応

は ど う だ っ た の だ ろ うか 。 以 下 の 日本 の 画 家 の 文

章 か ら 考 え み た い 。

　 猪 熊 弦 一 郎 は,1940年8月,帰 国 の 途,避 難 船 の

白 山 丸 か ら 『読 売 新 聞 』 （同 年8月28日 ）151）に 戦 禍

の パ リ の 美 術 界 を伝 え て い る 。 ピ カ ソ に つ い て は,

「ピ カ ソ は パ リで デ ツ サ ン の 個 展 を 開 い て 毎 日会

場 に 姿 を 現 は して ゐ た が,私 が た つ ね た 三 日前 に

田 舎 へ 逃 げ て し ま つ た 」 と報 告 し て い る 。

　 関 口 俊 吾 は 『朝 日新 聞 』152）（詳 細 未 詳 ）の 記 事 で,
「ピ カ ソ は 反 フ ラ ン コ の 名 目 の も と に 目下 フ ラ ン

ス の 捕 虜 収 容 所 に あ つ て 近 くス ペ イ ン に 迭 還 さ れ

る と 云 ふ う わ さ に六 十 餘 名 の メ キ シ コ一 流 の 畫 家,

著 述 家 等 が 聯 名 で ペ タ ン元 帥 宛 同 氏 の 釋 放 方 を 懇
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願 し た 」 に 対 して,「 反 フ ラ ン コ 派 と云 つ て も 目

下 フ ラ ンス に 身 を 置 い て ゐ る 彼 をペ タ ン元 帥 が 逮

捕 す る権 限 は な く現 に 筆 者 が 三 月 パ リ を去 る 際 ピ

カ ソ は ドイ ッ 占 領 地 パ リ に帰 つ て ゐ た の で あ る か

らペ タ ン將 軍 が ドイ ツ 占 領 地 域 内 に 手 を の ば す 事

は 絶 對 不 可 能 で あ る 。 筆 者 の 想 像 す る と こ ろ で は,

か ね て か ら噂 され て ゐ た ユ ダヤ 人 總 逮 捕 事 件 が 行

は れ た の で は な か ら うか 。 ピ カ ソ もユ ダ ヤ 人 の 一

人 と し て ドイ ツ 占 領 軍 の 手 に よ り逮 捕 さ れ フ ラ ン
ス 捕 虜 収 容 所 に 隔 離 さ れ て ゐ る事 が 分 りメ キ シ コ

の 畫 家,著 作 家 が ペ タ ン 元 帥 を 通 じて ドイ ツ に そ

の 釈 放 が た を依 頼 して ゐ る の で は な か ろ うか 」153）

と彼 の 推 測 を述 べ た 。

　 ピ カ ソ の 近 況 や 風 説 に つ い て は,猪 熊 弦 一 郎,

成 田 重 郎,伊 原 宇 三 郎 の 次 の 文 章 か ら 窺 え る 。 猪

熊 弦 一 郎 は 「ピ カ ソ は フ ラ ンス の 開 戦 と 同 時 に フ

ラ ン コ 軍 に 捕 らへ ら れ 投 獄 さ れ て ゐ た の で,パ リ
の 畫 家 達 が 釈 放 運 動 を し た ら しい 。 最 近 で は 獨 軍

の 援 護 の も と に絵 を 描 い て ゐ る と の こ と」154）と記

し て い る 。 前 述 の 関 口 俊 吾 や 成 田 重 郎155）の 文 中 に
は ピ カ ソ の ユ ダ ヤ 人 説 が 記 さ れ て い る 。 こ れ ら は

事 実 認 識 に 誤 りが あ り,戦 時 中 の 混 乱 した 情 報 を

も と に し た 結 果 で あ ろ う。

　 伊 原 宇 三 郎 は,「 大 東 亜 戦 争 と美 術 家 」 の な か
で,ピ カ ソ と政 治 問 題 を 交 え た 意 見 を 次 の よ う に

述 べ て い る 。 「ピ カ ソ は 今 尚 獨 軍 に 捕 へ ら れ て ゐ

る と云 ふ が,大 作 「ゲ ル ニ カ」 の 示 す 通 り,彼 は

極 端 な ア ン チ ・フ ラ ン コ で,そ の 信 念 に 基 い て 彼
は 敢 然 と,彼 の 愛 す る 方 の 祖 國 ス ペ イ ン の 為 に あ

の 作 を 描 き,又 行 動 し た 。 わ れ わ れ と して 何 と も

残 念 な の は,彼 が 枢 軸 國 家 と百 八 十 度 反 對 の 方 向

を と つ た こ とで あ る が,ピ カ ソ と し て は 祖 國 愛 に

殉 じ て ゐ る の で あ る か ら,獄 に 在 つ て も泰 然 と し

て ゐ る に 違 ひ な い 。 た だ 私 の 不 思 議 に 思 ふ の は,

そ の 祖 國 愛 を 別 にす れ ば,あ れ 程 逞 ま しい 仕 事 を

した ピ カ ソ が,何 う して 枢 軸 側 の 持 つ 強 い 力 に 魅

力 を 感 じ な か つ た か と い ふ こ と で あ る 。 作 風 か ら

言 へ ば ピ カ ソの 芸 術 は 断 然 ドイ ツ 的 で,美 術 界 に

あ る 意 味 の 新 秩 序 を 作 り,あ れ 程 舊 藝 術 を顧 み る
こ と 少 く,猛 牛 の 如 く突 進 し続 け た彼 が,突 然 多

情 多 恨 な 若 者 の 様 に,少 年 時 代 の 思 ひ 出 を懐 しみ,

美 しい 古 都 の 毀 れ る こ と に あ れ 程 の 憤 り を 發 し た

と い ふ の は,私 に は 何 と も 解 し 難 い こ と で あ

る 。」156）と,ピ カ ソ を 敬 愛 す る 伊 原 の 戦 時 下 で の

複 雑 な 感 情 を捉 え る こ と が で き る 。

　 こ の よ う に 当 時 の ピ カ ソ の 近 況 に 関 す る風 説 は

ま ち ま ち で あ る が,事 実 と して,ピ カ ソ は1939年
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9月 初 め,大 西 洋 に 面 した ロ ワ イ ア ン （ジ ロ ン ド県 ）
へ 行 き,そ こ に1940年8月 ま で 滞 在 し た 。 そ の 後8

月 末 に 当 時 の 恋 人 ド ラ ・マ ー ル と と も に パ リ に

戻 っ て い る。 そ し て 《ゲ ル ニ カ》 を描 い た グ ラ ン
=ゾ ー ギ ュ ス タ ン7番 地 の ア ト リエ で ドイ ツ 軍 の 監

視 下 で 終 戦 ま で 制 作 を 続 け て い た157）。

　 一 方,直 接 戦 禍 を 受 け な か っ た ア メ リ カ で は,

ア ル フ レ ッ ド ・H.・ バ ー ・ジ ュ ニ ア の 企 画 に よ

る 「ピ カ ソ 芸 術 の40年 展 」 （ニ ュ ー ヨ ー ク 近 代 美

術 館,1939年11月15日 －1940年1月7日 ）が ニ ュ ー
ヨー ク 近 代 美 術 館 で 開 催 され,同 年,同 美 術 館 に

よ り 《ア ヴ ィ ニ ョ ンの 娘 た ち 》 が 正 式 に 所 有 さ れ

る こ と に な っ た158）。 こ う し て ア メ リ カ 人 画 家 は ピ

カ ソ芸 術 の 根 源 に直 か に接 す る機 会 に恵 ま れ る 。

ア メ リ カ の 批 評 家 ク レ メ ン ト ・グ リ ー ンバ ー グ159）

は,ア ー シ ル ・ゴ ー キ ー や ヴ ィ レ ム ・デ ・ク ー ニ

ン グ,ジ ャ ク ソ ン ・ポ ロ ッ ク に と っ て ピ カ ソ は 重

大 な霊 感 源 と な っ た と,抽 象 表 現 主 義 の ア メ リ カ

人 画 家 へ の ピ カ ソ の 影 響 を 指 摘 し て い る160）。 ま た,

最 近 「ピ カ ソ と ア メ リ カ 美 術 展 」 （ホ ィ ッ トニ ー

美 術 館,他 へ 巡 回,2006­2007年 ）161）を 企 画 し た マ

イ ケ ル ・C.・ フ ィ ッ ッ ジ ェ ラ ル ド は,こ の ピ カ

ソ 回顧 展 の 成 果 を 「パ リ 派 の 崩 壊 と ヨ ー ロ ッパ 大

陸 を 席 巻 した 戦 争 に と も な っ て,美 術 界 の 主 導 権

が ヨ ー ロ ッパ か ら ア メ リ カへ 移 っ た こ と を 示 す こ

と と な る 」162）と述 べ て い る 。 こ う した こ とか ら ピ

カ ソ が ア メ リ カ 現 代 美 術 に与 え た 影 響 の 大 き さ を

物 語 っ て い る と言 え る だ ろ う。

　 日本 で20世 紀 初 頭 か ら始 ま っ た ピ カ ソ の 受 容 は,

既 述 の よ う に1930年 代 に ピ ー ク を 迎 え た が,ピ カ

ソ の 本 格 的 な 展 覧 会 が 開 催 さ れ る の は,戦 後 に

な っ て か らで あ る 。 戦 時 中 は 画 家 の 自 由 な 活 動 が

抑 え ら れ,美 術 界 は 閉 塞 的 で あ っ た 。 前 衛 芸 術 が

弾 圧 さ れ,ナ チ ス か ら退 廃 芸 術 と忌 ま わ し く思 わ

れ て い る ピ カ ソ の 消 息 を 気 に す る美 術 関 係 者 も多

か っ た 。 戦 後 も し ば ら く 空 白 期 が 続 く が,1951年

に な っ て,戦 争 中 の 暗 い 風 潮 を 打 ち 消 す か の よ う

に マ テ ィ ス,ピ カ ソ,ブ ラ ッ ク な ど の モ ダ ンア ー

トの 巨 匠 た ち の 展 覧 会 が い っ せ い に 開 催 さ れ て,

戦 後 の 美 術 界 は華 や か な 幕 開 け と な っ た 。 ま た,

フ ラ ン ス の 詩 人 ミ ッ シ ェ ル ・タ ピ エ が 起 こ した 美

術 運 動 で あ る ア ン フ ォ ル メ ル 旋 風 が 巻 き起 こ る 。
こ う して 抽 象 美 術 の 全 盛 期 へ と向 か う美 術 界 で,

ピ カ ソ が 新 世 代 の 画 家 や 美 術 関 係 者 に ど う理 解 さ

れ,影 響 を 与 え た か は,「 日 本 に お け る ピ カ ソ の

第 二 次 受 容 」 と し て 次 に 論 じた い 。



以 下 は 註 釈

1） 拙 稿 「日本 に お け る ピ カ ソ の 受 容 と 歴 史 的 回 顧 － 影

　 　 響,批 評,収 集 の 軌 跡 」の う ち1900～1920年 代 は 『ブ

　 　 リヂ ス トン美 術 館 館 報55号 （2006年度 ）』 （pp.104－123）

　 　 に所 収

2） ジ ョ ル ジ ュ ・プ テ ィ画 廊 の ピ カ ソ 展 会 期:1932年6月

　 　 16日 －7月30日

3） ニ ュ ー ヨ ー ク近 代 美 術 館 の ピ カ ソ 展 会 期:1939年11月

　 　 15日 －1940年1月7日

4） ピ カ ソ は画 商 ア ン ブ ロ ワ ー ズ ・ヴ ォ ラ ー ル の 依 頼 で,

　 　 　 「ミノ タ ウ ロ ス 」 や 「彫 刻 家 とモ デ ル」 とい っ た

　 　 テ ー マ か ら な る 全100点 の 版 画 集 を制 作 し た。 当 館 は

　 　 全 版 画 の う ち46点 を1958年2月 に購 入 した 。 国 内 で 全

　 　 版 画 を 収 蔵 し て い る 美 術 館 は北 九 州 市 立 美 術 館 で 新

　 　 日本 製 鐵 株 式 会 社 か ら の 寄 贈 で あ る 。 ま た 東 郷 青 児

　 　 は 《暴 行V》 （1933年4月23日,損 保 ジ ャ パ ン 東 郷 青

　 　 児 美 術 館,B.I:182/Ba:341） を所 有 し て い た 。

5） 「戦 時 中 の ピ カ ソ の 絵 画 に は 一 貫 し て ソ ー セ ー ジ と か

　 　 韮 と か い っ た よ り粗 末 な 食 物 が,動 物 の 頭 蓋 骨 と か

　 　 蝋 燭 や 覆 い の か け ら れ た ラ ン プ の 薄 暗 い 光 と共 に繰

　 　 り返 し登 場 して く る」 （ロ ー ラ ン ド ・ペ ン ロ ー ズ,高

　 　 階 秀 爾 ・八 重 樫 春 樹 訳 『ピ カ ソ　 そ の 生 涯 と作 品 』

　 　 新 潮 社,1978年,p.381）

6） 前 掲 註5,p.381。 「む き 出 しの 白 骨 化 し た頭 蓋 骨 が 外

　 　 の 闇 を 背 景 に した 半 月 形 の 角 の 下 で 不 気 味 に歯 を む

　 　 き 出 して い る。 そ の 空 虚 な し か め 面 は,そ の 日 ピ カ

　 　 ソ に伝 え ら れ た ゴ ン サ レ ス の 死 の 通 知 を反 映 して い

　 　 る 」

7） 前 掲 註1,pp.112－113。 川 口 軌 外 の 滞 欧 作 品 は 「第16

　 　 回 二 科 展 」 （1929年9月3日 －10月4日,東 京 府 美 術 館 ）

　 　 や 「川 口 軌 外 滞 欧 作 品 洋 画 展 」 （1929年11月16日 －18

　 　 日,県 商 品 陳 列 所,和 歌 山 市 ）で 展 示 され た。

8）

9）

前 掲 註1,p.107

「ピ カ ソ の 海 辺 母 子 像 福 島 コ レ ク シ ョ ン の 逸 品 到

着 」 『報 知 新 聞 』1933年12月23日 （朝 刊 ）,図 版:《 海

辺 母 子 像 》/梅 原 龍 三 郎 「現 代 フ ラ ンス 畫 展 」 『東 京

朝 日新 聞 』1934年2月4日/川 路 柳 虹 「現 代 佛 蘭 西 繪

畫 の精 鋭 」 『東 京 日 日新 聞 』1934年2月5日 （朝 刊 ）/

フ ラ ン ス 美 術 珠 玉 集 の 展 観 」 『大 阪 朝 日新 聞 』1934年

9月20日,会 場 風 景 写 真/梅 原 龍 三 郎 「福 島 コ レ ク

シ ョ ン展 よ り（2）ピ カ ソ 「母 子 像 」 『大 阪 朝 日新 聞 』1934

年9月21日,図 版 《母 子 像 》/「 フ ラ ン ス 繪 畫 名 作

展 　 禧 嶋 氏 コ レ ク シ ョ ン」 『大 阪 時 事 新 報 』1934年9

月22日,図 版 《母 子 像 》

10） 福 島 コ レ ク シ ョ ン は 大 阪 朝 日 会 館 （1934年9月19­28

　 　 日 ）で も展 示 さ れ た 。

11） 「この コ レ ク シ ョ ンは,こ の 展 覧 会 企 画 に あ た っ て 調

　 　 べ た と こ ろ で は110余 点 が 確 認 さ れ た が,述 べ 点 数 で

　 　 は150点 あ っ た と され て い る 。 こ の うち 帰 国 に 際 して

　 　 作 品 の 輸 送 費 や 旅 費 の た め に 一 部 処 分 し,80点 余 りが

　 　 日本 に持 ち 帰 ら れ た」 （安 井 雄 一 郎 「福 島 繁 太 郎 一 人

　 　 と生 涯 」 『戦 後 洋 画 と福 島 繁 太 郎 』 山 口県 立 美 術 館,

　 　 1991年,p.152）

12） 『ア ト リ エ 』 （11巻2号,1934年,p.12） の 「福 島 コ レ

　 　 ク シ ョ ン觀 内 容 」 に よ る と,出 品 さ れ た ピ カ ソ 作 品

　 　 は 《海 邊 母 子 像 》,《 母 の 顔 》 （お そ ら く 《女 の 顔 》 の

　 　 こ と）,《青 年 立 像 》 （お そ ら く 《裸 婦 立 像 》 の こ と）,

　 　 《傷 つ け る 馬 》 の4点 で あ る 。

13） 「ピ カ ソ の 如 き は 元 來 多 方 面 な作 品 が あ る,キ ュ ビズ

　 　 ム の 如 き 又 シ ュ ル レ ア リズ ム の 如 き我 々 の 全 部 的 に
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日本 に お け る ピ カ ソ の 受 容 略 年 表 （1925­1945年 ）は 次 頁 よ

り掲 載
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日本 に お け る ピ カ ソ の 受 容 略 年 表 （1925­1945年 ）

年代
1925­27年

（大正14一昭和2）

1927年

（昭和2）

1928年

（昭 和3）

1929年

（昭 和4）

1930年

（昭 和5）

月

秋 以降

4～11月

11月

2月

〃

9月

〃

9月 以 降

10月

〃

4月

〃

日本人の ピカソ言及,関 連事項　◇ は出典先　○ は日本近現代美術関連　◎ は一般事項

伊 原 宇 三 郎 　 1925­27年 頃 パ リ で,ピ カ ソ の 《生 木 と枯 木 の

あ る静 物 》 や ピ カ ソの キ ュ ビ ス ム,シ ュル レ ア リ ス ム風 の作

品14点 の模 写 をす る。 ◇ 江 川 佳 秀 「伊 原 宇 三 郎 作 ピ カ ソ作 品

の 模 写 を め ぐ っ て」 『徳 島 県 立 近 代 美 術 館 研 究 紀 要 』 第1号,

1993年

中 野 和 高 　 中 山巍,高 畠達 四郎 とパ リ7区 （Av.de　la　Bourdonnais）

にあ る福 島繁 太 郎 の 家 で 福 島 コ レ ク シ ョ ンを 見 る 。 ピ カ ソ の

《泉 》 を世 界 に 誇 る作 品 の 一 つ で あ る と述べ る 。 ◇ 中 野 和 高

「福 島 コ レ ク シ ョン の 記 憶 」 『美 術 新 論 』4巻2号,1929年

佐 分 眞 　 パ リ16区 の福 島 繁 太 郎 宅 （Av.Vion　Whitcomb　 8）を訪

問 し,福 島 コ レ ク シ ョ ン を見 る 。 ◇ 「福 島氏 コ レ ク シ ョ ン小

感 」 『美 術 新 論 』4巻2号,1929年

熊 岡 美 彦 　 『美 術 新 論 』 の 福 島 コ レ ク シ ョ ン特 集 を編 集 す る

た め,福 島 所 蔵 作 品 の 複 製 写 真 の 印 刷 を手 配 す る 。◇ 「編 集

後 記 」 『美 術 新 論 』4巻2号,1929年

伊 原 宇 三 郎 福 島 コ レク シ ョ ンの ピ カ ソ 《泉 》 を は じめ とす

る ピカ ソ作 品 の 材 質 や技 法 な ど を分 析 す る。 ◇ 「ピ カ ソのLa

Fontaine」　『美術 新 論 』4巻2号,1929年

福 島 コ レ ク シ ョン特 集 　 ピ カ ソ の 《女 の顔 》《生 木 と枯 木 の

あ る風 景 》 の 図 版 を含 む83点 が 『美 術 新 論 』 に紹 介 さ れ る 。

◇ 『美術 新 論 』4巻2号

鈴 木 千 久 馬 福 島 コ レ ク シ ョ ンの ピカ ソの 《泉 》 に感 銘 した

こ と を述 べ る 。 ◇ 鈴 木 千 久 馬 「ピ カ ソの 裸 女 」 『美 術 新 論 』

4巻2号

第 十 六 回二 科 展 　 川 口軌 外 の滞 欧作 品 が 展 示 され る。 古 賀 春

江,中 川 紀 元,東 郷 青 児,阿 部 金 剛 らの シ ュル レ ア リ ス ム 的

傾 向 の作 品 が 出 品 され る。 （東 京 府 美 術 館 ）

カ メ レ オ ニ ズ ム展 　 峰 岸 義 一 は ピ カ ソ の 豹 変 主 義 を称 賛 し,

「三 科 造 形 美 術 協 会 」 の 渋 谷 於 寒 （修 ）や 玉 村 方 久 斗 （善 之 助 ）

と一 緒 に 「カ メ レオ ニ ズ ム 展 」 （銀 座 ・松 坂 屋 ）を開 催 す る。

◇ 峰 岸 義 一 「カ メ レオ ニ ズ ム へ の 自轉 」,「美 術 界 消 息 」 『ア

トリ エ』6巻8号

藤 田 嗣 治 母 校 で ピカ ソ をは じめ 当 時 フ ラ ンス で 活 躍 す る画

家 た ちの 話 をす る 。◇ 藤 田 嗣 治 『巴里 の横 顔 』 実 業 之 日本 社

伊 原 宇 三 郎 　 ピ カ ソ の 新 古 典 主 義 の 影 響 を 受 け た 滞 欧 作 《椅

子 に よれ る》 が 第 十 回 帝 展 の 特 選 と な る 。

佐 藤 敬 　《若 き 男 の 像 》 （モ デ ル は 中 村 鉄 ）が 第 十 回 帝 展 に 初

入 選 す る。

第七回槐樹社展覧会 　熊 岡美彦の ピカソの 《赤 い帽子の女》
の模 写やそ の他 の模写 作品が特 別陳列 され る。 （東京府 美術

館 ）◇ 田辺至 「熊 岡君 の滞 欧作品 と模写画 に就 いて」『美 術
新論 』5巻4号
武者小 路実篤 熊 岡の ピカソの模写 を見 て感心 し,ピ カ ソを
見 直す。◇ 「槐樹社展覧会 を見て」『美術 新論』5巻4号

ピカソ関連事項　○ は西洋美術関連　◎は一般事項

1925年,春,《3人 の 踊 り手 （ダ ン ス）》

を制 作 。7月,『シ ュ ル レ ア リス ム 革 命 』

第4号 に 《ア ヴ ィニ ョ ンの 娘 た ち 》 と

《ダ ンス 》 の 図 版 が 掲 載 さ れ る 。11月,
パ リの ピエ ー ル 画 廊 で 開 催 さ れ た 第1

回 シ ュ ル レ リス ム 絵 画 展 に キ ュ ビス ム

作 品 を 出 品 す る 。

1926年,雑 誌 『カ イ エ ・ダ ー ル』 が創

刊 し,創 刊 者 ク リ ス テ ィ ア ン ・ゼ ル

ヴ ォス と ピ カ ソ との 交 流 が 始 ま る。

1月,マ リー=テ レー ズ ・ワ ル テ ル と知

り合 う。 冬,画 商 ヴ ォ ラー ル の 依 頼 で

オ ノ レ ・ド ・バ ル ザ ック の 『知 ら れ ざ

る 傑 作 』 の挿 絵 を制 作 す る 。

1月,ミ ノ タ ウ ロ ス を主 題 と し た作 品

を 初 め て 制 作 す る 。3月,彫 刻 家 フ リ

オ ・ゴ ンサ ー レ ス と彫 刻 作 品 を制 作 す

る 。

冬,ゴ ンサ ー レス の ア ト リエ で 制 作 を

続 け る 。 大 き な金 属 彫 刻 《庭 の 女 》 の

制 作 に 着 手 す る。2月,《 女 の胸 像 と 自

画 像 》 を 描 く。 ピ カ ソの 横 顔 の上 に,

歯 を む き出 した 狂 暴 な女 性 像 が描 か れ

る の は,オ ル ガ との 結 婚 生 活 が危 機 に

瀕 して い る こ と を 反 映 して い る。5月,

《肘 掛 け椅 子 の 裸 婦 》 を制 作 す る 。 夏,

休 暇 の た め に,ブ ル タ ー ニ ュ 地 方 の

デ ィ ナ ー ル を 訪 れ る 。

○ ニ ュー ヨ ー ク近 代 美 術 館 開 館

◎10月24日 ニ ュ ー ヨー ク 株 式 市 場 大 暴

落 で 世 界 恐 慌 始 ま る 。

冬 か ら年 末 にか け て,彫 刻 家 フ リ オ ・

ゴ ンサ ー レス の ア ト リエ で 制 作 し,金

属 彫 刻 《頭 部 》 と ブ ロ ンズ 《庭 の 女 》

を 完 成 す る。1月,ニ ュ ー ヨ ー ク近 代

美 術 館 の 「第1回 パ リの 絵 画 展 」 で ピ

カ ソ の14点 の 作 品 が 展 示 さ れ る 。 同 月,

ニ ュ ー ヨー クの ラ イ ンハ ー ト画廊 で ,

ピ カ ソ と ドラ ンの 油 彩 画 の 回顧 展 が 開
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1931年

（昭和6）

1932年

（昭 和7）

〃

〃

6月

〃

9月

〃

10月

〃

11月

1月

〃

2月

3月

4月

9月

1月

〃

里 見 勝 蔵 　現 代 の パ リ新 画 壇 で,ピ カ ソの 奇 怪 な機 械 主 義 が

流 行 の 様 に 察 し ら れ る と批 評 す る。 ◇ 「静 物 画 の 変 遷 」 『み

づ ゑ』no.302

伊 原 宇 三 郎 　 ピ カ ソが モ ン マ ル トル の 絵 具 屋 で 安 物 の画 布 を

買 っ て い る の を 目撃 し,そ の 感 想 を述 べ る。◇ 「滞 欧 日記 抄 」

『み づ ゑ 』no.303

瀧 口修 造 　ア ン ドレ ・ブ ル ト ンの 『超 現 実 主 義 と絵 画 』 を 翻

訳 し出 版 す る。 ピ カ ソ の キ ュ ビス ム か ら シ ュ ル レ ア リ ス ム 的

傾 向 の 作 品8点 が 挿 図 に載 る 。 ◇ 『超 現 実 主 義 と絵 画 』 厚 生

閣書 店

児 島 善 三 郎 　 「帝 展 の 新 進 　 中 野 和 高,鈴 木 千 久 馬,伊 原 宇

三 郎 氏 の ピ カ ソ,さ て 日本 は 銀 座 の 三 越,松 屋,松 坂 屋 」 と

揶 揄 す る。 ◇ 「聖 徳 太 子 展 批 評 」 『ア トリエ 』7巻5号

第 十 七 回 二 科 展 　海 老 原 喜 之 助 に よ り ピ カ ソ の 彫 刻 《道 化

師 》 が 出 品 さ れ る。 （東 京 府 美 術 館 ）

峰 岸 義 一 　 ピ カ ソ と会 っ て,日 本 の 俳 諧 につ い て の 話 な ど を

聞 い た こ と を述 べ る 。◇ 「ピカ ソの 記 」 『み づ ゑ 』no.307

福 島 繁 太 郎 　 二 科 展 評 の な か で 「御 手 本 を ア ング ル を ピ カ ソ

に置 きか え た 所 で,魂 の ぬ け て い る こ と に は変 りが な い 。」

と批 評 す る。 ◇ 「二 科 漫 談 」 『美 術 新 論 』5巻10号

北 園 克 衛 　 ピ カ ソ評 論 を 断片 的 な言 葉 で 表 現 す る。 ◇ 「PA­

BLO　PICASSO」 　『ア トリ エ』7巻10号 （『天 の 手 袋 』 春 秋 書 房,

1933年 に 所 収 ）

田 邊 至 　 「ピ カ ソ が 流 行 す る と,誰 で もが ピ カ ソ 」 と批 判 す

る。 ◇ 「帝 展 洋 畫 座 談 記 」 『美 術 新 論 』5巻11号

第 一 回 独 立 美 術 協 会 展 　 福 沢 一 郎 の 滞 欧作 品 で エ ル ンス トの

デ ペ イズ マ ン手法 で 制作 した コ ラ ー ジ ュ作 品 を 出 品 す る。（東

京 府 美 術 館 ）

荒 城 季 夫 　新 興 美 術 は ピ カ ソ系 とマ テ ィ ス系 の 二 つ に分 か れ

る と論 じる 。◇ 「ピカ ソ以 後 」 『み づ ゑ 』no.311

伊 原 宇 三 郎 　 ピ カ ソ とマ テ ィス の モ テ ィー フ と手 法 につ い て

の 違 い を論 じる 。◇ 「ピ カ ソ と マ チ ス の モ チ ー フに つ い て」

『美 術 新 論 』6巻3号

中野 和 高 　 ピカ ソの 新 古 典 主 義 時 代 の作 品 《泉 》 な どの エ ト

ル リ ア や古 代 ギ リ シア 彫 刻 の 影 響 を論 じる 。 ◇ 「ピ カ ソの モ

テ ィ ー フ に 就 い て （1925年 頃 迄 の ）」 『美術 新 論 』6巻3号

藤 島 武 二 　 ピカ ソや マ テ ィス,ド ラ ンな どの モ ダ ン ア ー トを

容 認 す る。 ◇ 「偶 感－ 我 が 美 術 界 に望 む 」 『美 術 新 論 』6巻4

号

阿 部 金 剛 　 『阿 部 金 剛 画 集 』 に収 録 さ れ た作 品 の 数 点 に,オ

ザ ン フ ァ ン の 著 書 『Art』 （1929年刊 ）の 「ピ カ シ ズ ム 」 な ど

の項 か ら文 章 を 引 用 して,解 題 を つ け る 。 ◇ 阿 部 金 剛 『阿部

金 剛 画 集 』 第 一 書 房

斉 藤 与 里 　 ピカ ソが 新 興 絵 画 の先 駆 者 で も,理 由 な しに は認

め な い と述 べ る。 ◇ 「古 美 術 と現 代 美 術 　古 画 の 新 しい 研

究 」 『美 術 新 論 』7巻1号

高 村 光 太郎 　 ピ カ ソの 制 作 態 度 に つ い て ドラ ン と比 較 して述

べ る 。◇ 「正 と譎 と」 『ア トリ エ』9巻1号

か れ,ピ カ ソ の1901～1928年 の作 品18

点 が 展 示 さ れ る 。2月,《 キ リ ス トの磔

刑 》 を 完 成 。6月,パ リ北 西 ジ ゾ ー ル

に近 い 田舎 町 ボ ワ ジ ュ ル ー の小 さ な 城

を購 入 。 秋,マ リ ー=テ レー ズ を 自 宅

に近 い ラ ・ボ エ シー 街44番 地 に住 まわ

せ る 。版 画 集 『ヴ ォ ラ ー ル の た め の 連

作 』 （～1937年 ）の 制 作 を始 め る 。

2月,『 カ イエ ・ダ ー ル 』 誌 （第6巻2号 ）

に ピ カ ソの パ ピ エ ・コ レに つ い て トリ

ス タ ン ・ツ ァ ラ の 批 評 が 載 る。 《水 差

し と果 物 皿 》 と 《円 テ ー ブ ル の 上 の 静

物 》 を 制 作 す る 。5月,ボ ワ ジ ュ ル ー

の 城 を彫 刻 の ア トリエ に 改 造 す る。 夏,

ジ ュ ア ン=レ=パ ンで 休 暇 を過 ご し,マ

リ ー=テ レ ー ズ と の情 事 に誘 発 さ れ て,
一 連 の 銅 版 画 を 制作 し

,そ れ らは 『ヴ ォ

ラ ー ル の た め の 連作 』 に使 用 さ れ る。

12月,マ リ ー=テ レ ー ズ の 彫 像 や 《彫

刻 家 》,顔 の 二 重 表 現 の モ テ ィ ー フ を

用 い た マ リ ー=テ レー ズ の 肖 像 《赤 い

肘 掛 け椅 子 》 を 制作 す る。

1～3月,マ リ ー=テ レー ズ をモ デ ル に

眠 る 女 の シ リ ー ズ を 描 く。6月,パ リ

の ジ ョル ジ ュ ・プ テ ィ画 廊 で ピ カ ソ の

個 展 を 開催 す る 。 ピ カ ソ 自 らが 作 品 を

選 定 す る 。 この 回 顧 展 へ の批 評 家 た ち

の反 応 は賛 否 両 論 で,ジ ェ ル マ ン ・バ

ザ ン は,「 ピ カ ソ は 過 去 の 人…」と 『ラ

ム ー ル ・ド ・ラ ー ル 』誌 に 批 評 し,

ジ ャ ッ ク=エ ミー ル ・ブ ラ ン シ ュ は,

「パ ガニ ー ニ に も比 すべ き超 絶 的 技 巧 」
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年代

1933年

（昭 和8）

1934年

（昭和9）

月

5月

6月

6月15日

〃

夏

11月

12月

〃

〃

1月

〃

2月

8～9月

12月23日

2月

日本 人の ピカソ言及,関 連事項　◇ は出典先　○ は日本近現代美術関連　◎は一般事項

川 島理 一 郎 　 ピ カ ソが 未 だ モ ンパ ル ナ ス の ア トリ エ に住 ん で

い た 頃,訪 問 し,ピ カ ソ に マ テ ィス につ い て 尋 ね た こ と を回

想 す る 。◇ 「マ チ ス と ピ カ ソ の 見 識 」 『ア トリエ 』9巻5号

川 路 柳 虹 マ テ ィス と ピ カ ソ を比 較 し,ピ カ ソの キ ュ ビス ム

を 考 察 す る 。◇ 「奇 才 ピ カ ソ と立 体 派 の 分化 」 『マ チ ス 以 後

　 仏 蘭 西繪 畫 の 新 世 紀 』 ア トリエ社

富 永 惣 一 　 パ リの ジ ュ ル ジ ュ ・プ テ ィ画 廊 で 開 か れ た ピ カ ソ

個 展 の レ セ プ シ ョン に 出 席 し,ピ カ ソ の1925,6年 頃 か ら の

作 風 に圧 倒 され る 。 ピ カ ソ芸 術 の行 き詰 ま り を懸 念 す る 。

◇ 富 永 惣 一 「ピカ ソ展 の 思 ひ 出」 『ア トリエ 』11巻2号,1934

年

福 島 慶 子,松 尾 邦 之 助 他 　 同上 の ピ カ ソ個 展 の レセ プ シ ョ ン

に 出席 す る が,主 賓 の ピ カ ソ は欠 席 した と伝 え る。 ◇ 福 島慶

子 『巴 里 の藝 術 家 た ち 』 創 藝 社,1950年/松 尾 邦 之 助 「巴

里 通 信 　 ピ カ ソ は単 な る カ メ レ オ ン か?」 『美 術 新 論 』7巻9

号/田 中 忠 雄 「ピ カ ソ展 雑 記 」 『み づ ゑ 』no.335,1933年

岡 本 太 郎 　パ リ の ロ ー ザ ン ベ ー ル 画 廊 で ピ カ ソ の 抽 象 作 品

《水 差 しと果 物 皿 》 を見 て,抽 象 画 の 道 を 決 意 す る。 ◇ 「絵

の 前 に 泣 く」 『ア トリエ ・生 活 美術 』1巻2号,1941年

伊 原 宇 三 郎 　 原 色 版 図 版6点,写 真 版30点 か ら な る ピ カ ソ の

画 集 を編 纂 刊 行 す る 。 ピ カ ソが 紹 介 さ れ て か ら何 年 に な るが,

未 だ に代 表 作 ら しい もの が 将 来 さ れ て い な い の は,ピ カ ソ の

絵 が 高 す ぎ る か らだ と述 べ る。 ◇ 『ピ カ ソ画 集 』 ア トリ エ社

外 山 卯 三 郎 　 福 沢 一 郎 の 滞 欧 作 品 に ピ カ ソ 的 な作 品 が あ る と

批 評 す る。 ◇ 「福 沢 一 郎 の 藝 術 」 『独 立 美 術 　福 沢 一 郎 特 集 』

第3号,建 設 社

巴 里 東 京 新 興 美 術 展 　ア ン ドレ ・サ ル モ ン,ア ン ドレ ・ブ ル

トン と小 城 基,川 路 柳 虹,峰 岸 義 一 ら に よ る企 画 で,ピ カ ソ

に 始 ま る同 時 代 の前 衛 絵 画 の 展 覧 会 が 開催 さ れ る 。 ピ カ ソの

作 品 は 《カ ッ プ と ス プ ー ン》 《頭 》 《小 さ い頭 》 が 出 品 され る。

川 路 柳 虹,峯 岸 義 一 　 上 記 展 覧 会 に 出 品 され た ピ カ ソ の《カ ッ

プ とス プ ー ン》 《首 》 を解 説 す る。 ◇ 『巴 里 新 興 美 術 展 覧 会

目録 』

伊 原 宇 三 郎 　 ピ カ ソ 論 を執 筆 す る。 ◇ 「ピ カ ソ画 集 」 『み づ

ゑ 』no.335

森 口 多 里 　1932年 の 巴 里 東 京 新 興 美 術 展 《カ ッ プ と ス プ ー

ン》 に つ い て 批 評 す る 。◇ 『巴 里 新 興 繪 畫 選 集 』 平 凡社

福 田 平 八 郎 　 ピ カ ソ の制 作 態 度 に 共 感 す る。 ◇ 「ル ッソ か ら

ピ カ ソ へ 」 『塔 影 』9巻2号

須 田 國 太郎 須 田 に よ る ラ モ ン ・ゴメ ス ・デ ・ラ ・セ ル ナ の

「ピカ ソ及 立 体 派 に 関す る完 全 に して 真 実 な る物 語 」 の翻 訳

の梗 概 が 掲 載 さ れ る 。◇ 「ピ カ ソ 論 」 『洋 画 研 究 』 第5号/第

6号

福 島 コ レク シ ョ ンの 名 品 到 着 　福 島 繁 太 郎 の 収 集 品 が 日本 に

到 着 し,来 春2月 に 一 般 公 開 す る と告 知 さ れ る 。 ピ カ ソの 《海

辺 母 子 像 》 の 図 版 が 載 る。 ◇ 「ピカ ソの 海 辺 母 子 象 　福 島 コ

レ ク シ ョン の 逸 品 到 着 」 『報 知 新 聞 』12月23日

○ 岡本 太 郎,こ の 頃 ア プ ス トラ ク シ オ ン ・ク レ ア シ オ ンに 参

加 す る 。

福 島 コ レク シ ョ ン展 　 福 島繁 太 郎 蒐 集 品 の45点 が 一 般 公 開 さ

れ る 。そ の う ち ピ カ ソ の 作 品 は《海 辺 の 母 子 》 《女 の 顔 》 《馬 》

《裸 婦 》 が 出 品 され る。 （有 楽 町 日本 劇 場5階 大 ホ ー ル）

ピカソ関連事項　○ は西洋美術関連　◎は一般事項

と評 す る 。 ク リス チ ャ ン ・ゼ ル ヴ ォス

が こ の 回 顧 展 を 『カ イエ ・ダ ー ル 』 誌

（第7巻3­5号 ）で 特 集 す る 。 精 神 分 析 学

者 のC．G．ユ ン グ は ピ カ ソ の エ ッ セ イ

を発 表 し,ピ カ ソの 様 式 の特 性 は,精

神 分 裂 病 の 徴 候 と合 致 す る と述 べ る 。

10月,ゼ ル ヴ ォス が ピ カ ソ の作 品 総 目

録 の 第1巻 （1895～1906年 ）を刊 行 す る 。

秋,グ リュ ー ネ ヴ ァ ル トの イ ー ゼ ンハ

イ ム祭 壇 画 の キ リス トの 磔 刑 を変 容 し

た シ リ ー ズ を 描 く。

3～6月,“ 彫 刻 家 の ア トリ エ ” を主 題

に した エ ッ チ ン グ を 制 作 す る。 画 商

ヴ ォ ラ ー ル は,1930～37年 の 時 期 の

エ ッチ ン グ の 銅 版 を含 む100点 の 銅 版

を 買 い 取 り,刷 りの 名 手 ロ ジ ェ ・ラ ク

リエ ー ル に刷 らせ る。そ れ は 『ヴ ォ ラー

ル の た め の 連 作 』 と知 ら れ る よ うに な

る 。秋,フ ェル ナ ン ド ・オ リヴ ィエ が,

1900年 代 初 め の ピ カ ソ と の 同棲 生 活 を

回想 し た 『ピ カ ソ と そ の 友 だ ち』 （パ

リ,ス ト ッ ク刊 ）を 出 版 す る 。 ピ カ ソ

が1899～1931年 に 制 作 し た 銅 版 画 と

リ トグ ラ フが,ベ ル ンハ ル ト ・ゲ イ ゼ

ル監 修 に よる 『ピカ ソ,画 家=版 画 家 』

（ベ ル ン,私 家 版 ）と し て 出版 さ れ る 。

2～3月,ウ ォ ズ ワ ー ス ・ア セ ニ ア ム （コ

ネ テ ィ カ ッ ト州 ハ ー ト フ ォ ー ド ）で 「ピ

カ ソ 展 」 （ジ ェ イ ム ズ ・ス ロ ー ル ・ソ
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1934­35年

（昭 和9­10）

1935年

（昭 和10）

1936年

（昭 和11）

〃

〃

3月

〃

ク

〃

4月

8月

9月

10月

4月

10月

4～5月

5月

6月

8月

◇ 『ア トリエ 』11巻2号

梅 原 龍 三 郎 福 島 コ レク シ ョ ンの う ち ピ カ ソ,マ テ ィス,ル

オ ー を取 り上 げ,ピ カ ソ の 新 古 典 主 義 時 代 の作 品 《海 辺 の 母

子 》 を称 賛 す る 。 ◇ 「現 代 フ ラ ン ス 画 展 」 『東 京 朝 日新 聞 』

2月4日

宮 坂 勝 福 島 コ レ ク シ ョ ンの ピ カ ソの 《馬 》に パ ヴ ロバ が 踊 っ

た 「白 鳥 の 死 」の イ メ ー ジ を重 ね て,作 品 を論 じ る。 ◇ 「トー

ン とム ウ ヴ マ ン の 美 しさ　 福 島 コ レ ク シ ョ ン を見 て」 『み づ

ゑ 』no.348

松 本 竣 介 　福 島 コ レク シ ョ ン を二 度 見 て,ピ カ ソの 実 作 品 に

感 銘 す る 。◇ 「近 頃 の 感 激 　 ピ カ ソの 事 な ど」 『岩 手 日報 』

3月16日/「 ピカ ソ,マ チ ス等 の作 品 を見 て 」 『生 命 の 藝 術 』

2巻3号

石 井 柏 亭 　 ピ カ ソ の 《闘 牛 場 の 馬 》 を 「ね っ と り した い いマ

チ エ ー ル に好 感 を もつ 」 と批 評 を す る 。 ◇ 「彙 報 」 『中 央 美

術 』8号

谷 川 徹 三 福 島 コ レク シ ョ ン を見 て,ピ カ ソ の《海 辺 の 母 子 》

に 感 動 す る。 ◇ 『ア トリエ 』11巻3号

廣 島 晃 甫 　福 島 コ レク シ ョ ン を見 て,ピ カ ソの 古 典 的 傾 向 に

不 満 を持 つ 。 ◇ 「福 島 コ レ ク シ ョ ン を 見 る」 『美 之 國 』10巻

3号

ピカ ソ研 究 展 覧 会 　 ピカ ソの 原 画,模 写,複 製 な どが 出 品 さ

れ た 展 覧 会 を 開催 す る 。 （銀 座 ・青樹 社 ）

『ピ カ ソ と 友 達 』　 ピカ ソの モ ンマ ル トル 時代 の 恋 人 フ ェ ル ナ

ン ド ・オ リ ヴ ィ エ の 『ピ カ ソ と友 達 』 （税 所 篤 二 訳 ）が 全17回

（1937年迄 ）,連 載 され る。◇ 「ピ カ ソ と友 達 」 『み づ ゑ』no.354
～385

福 島 コ レ ク シ ョン展 （大 阪 ） 東 京 と 同様 に 大 阪 で も開 催 さ れ

る。 （大 阪 朝 日会 館 ）

1940年 協 会 第 三 回展 　 阿 部 展 也 や末 永 胤 生 は ピ カ ソの シ ュ ル

レ ア リス ム 接 近 時 代 の作 風 に徹 した 作 品,阿 部 《作 品（7）》,

末 永 《タ ブ ロ ー（2）》 を出 品 す る。 （神 田東 京 堂 ）

今 西 中通 　 ピ カ ソ の キ ュ ビス ム風 の裸 婦 群 像 ス ケ ッチ や 、 ピ

カ ソや レ ジ ェ風 の 静 物 な どの 水 彩 画 を 描 く。

豊 田 一 男 　 ピ カ ソ に つ い て 詩 作 す る 。◇ 「ピカ ソ につ い て」

『日本 詩 』9号

小 島 烏 水 　 ピカ ソ 《マ ン ドリ ン を持 つ 女 》 を図 版 と と もに紹

介 す る。 ◇ 「マ ン ドリ ン を持 つ 女 」 『エ ッ チ ン グ 』 第36号

○5月,松 田源治帝展改組
福 沢 一 郎 　 《牛 》 を第 六 回独 立 美 術 協 会 展 に 出 品 。 （東 京 府 美

術 館 ）

植 村 鷹 千 代 　 ピカ ソの 大 衆 化 を例 に現 代 日本 絵 画 を論 じ,日

本 絵 画 に於 け る 画 期 的 な存 在 と して瑛 九 を批 評 す る。 ◇ 「意

識 の 絵 画 の 発 足 瑛 九 の レ エ ゾ ン ・デ エ トル 」 『み づ ゑ 』

no.375

佐 藤 敬 　 ピ カ ソ の 素 描 集 を編 纂 す る 。 未 発 表 の デ ッサ ン収 集

に藤 島武 二 が 関与 す る 。 ◇ 『ア トリ工 』 臨 時 増 刊 号13巻7号

香 月泰 男 ス ケ ッチ ブ ッ ク に ピ カ ソ の 《ミ ノ タ ウ ロマ キ ア 》

の 複 製 が 掛 け られ た 香 月 の ア ト リエ風 景 や,ピ カ ソ の青 の 時

ピ ー が 監 修 ）が 開 催 さ れ る。6～9月,

油 彩,デ ッサ ン,エ ッチ ン グで 闘牛 シ

リ ー ズ を制 作 す る 。8月 末,オ ル ガ と

パ ウ ロ を伴 っ て ス ペ イ ン を訪 れ,サ

ン ・セ バ ス テ イ ア ン,ブ ル ゴ ス,マ ド

リー ド各 地 で 開催 され る 闘 牛 を見 学 す

る。 さ ら に ト レ ド,サ ラ ゴ ーサ,バ ル

セ ロ ナ ま で 旅 を す る。9月 中 旬,家 族

と と も にパ リに戻 る 。9～11月,《 少 女

に導 か れ る 盲 目 の ミノ タ ウ ロ ス 》 を

テ ー マ に し た 版 画4点 が 『ヴ ォ ラ ー ル

の ため の連 作 』 に 入 る。

6月,マ リ ー=テ レ ーズ の 妊 娠 が発 覚 し,

オ ル ガ と別居 す る。10月マ リ ー=テ レー

ズ が マ ヤ （早 世 し た ピ カ ソ の 妹 マ リ

ア ・デ ・ラ ・コ ン セ プ シ オ ン と 同 名 ）

を 出産 す る 。 ピ カ ソ は,絵 画 制作 を止

め,挿 絵 入 りで “自動 記 述 ” に よる 詩

を書 く。 詩 の 何 篇 か は 『カ イ エ ・ダー

ル』 誌 の 特 集 号 （第10巻7­10号 ）に掲 載

さ れ る 。

1月,シ ュ ル レ ア リ ス トの詩 人 ポ ー ル ・

エ リュ ア ー ル の 肖像 デ ッサ ンを 描 く。

3月,ア ル フ レ ッ ド ・H．・バ ー ・ジ ュ

ニ ア に よ る 「キ ュ ビ ス ム と 抽 象 絵 画

展 」 （ニ ュ ー ヨ ー ク 近代 美 術 館 ）が 開 催

さ れ,ピ カ ソの 油 彩 画,コ ラ ー ジ ュ,

立 体 作 品 （1913年制作 ）の写 真,ブ ロ ン

ズ 等,1907～29年 迄 の 作 品32点 が 展

示 さ れ る 。8月,カ ン ヌ の北 に あ る ム ー

ジ ャ ンに 滞 在 し,ゼ ル ヴ ォ ス 夫 妻,イ
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年代

1937年

（昭 和12）

月

9月

10月

11月1日

11月

12月

1月

2月

〃

3月

4月

4～6月

6月

夏

7月

11月

12月

日本人の ピカ ソ言及,関 連事項　◇ は出典先　○ は日本近現代美術関連　◎ は一般事項

代 や キ ュ ビ ス ム風 で 描 か れ た 人物 画 が 描 か れ る。 ◇ 香 月泰 男

の ス ケ ッ チ ブ ッ ク （1936年8月 前 後 ）

小 熊 秀 雄 　 日本 画 壇 の ピ カ ソ追 従 に 対 し,ピ カ ソ の マ ンネ リ

ズ ム を 主 張 す る 。 ◇ 「忙 し くな っ て き た画 壇 」 『エ コ ー ル ・

ド ・東 京 』1号

瀧 口 修 造 　 ピ カ ソ を含 め た七 人 の シ ュ ル レア リ ス トの た め の

詩 を書 く。 ◇ 「七 つ の 詩 」　「L'ECHANGE　 SURREALISTE』 山

中 散 生 編,ボ ン書 店

武 者 小 路 実 篤 高 田 博 厚 ら と ピ カ ソ を 訪 問 し,エ ッチ ン グ《ミ

ノ タ ウ ロ マ キ ア 》 を も ら う。 ピ カ ソ の絵 の 持 つ 不 思 議 な力 強

さ に感 心 す る 。◇ 「マ チ ス ・ル オ ー ・ ドラ ン ・ピ カ ソ訪 問 記 」

『中 央 公 論 』 第52号3月 号,1937年

竹 中 郁 洋 画 家 の 小磯 が 貸 して くれ た ベ ル ナ ー ル ・ゲ ェ ゼ ル

の 自家 版 『ピ カ ソ』の 内 容 に つ い て 述 べ る 。◇ 「ピ カ ソ」 「文

藝 汎 論 』6巻11号

豊 藤 勇 　 ピ カ ソ 以 後 の ネ オ ・ロ マ ンテ ィ シズ ム の 若 手 作 家 を

紹 介 す る。 ◇ 「ピカ ソ以 後 （1）」 『ア トリ エ』13巻12号

○ 猪 熊 弦 一 郎 ら新 制 作 派 協 会 結 成 。 長谷 川 三 郎 に よ る最 初 の

抽 象 絵 画 の 解 説 「ア ブ ス ト ラ ク ト ・ア ー ト」 が 『み づ ゑ 』

（no.374）に載 る 。

豊 藤 勇 　 シ ュ ル レア リス ム の 概 説 とシ ュ ル レ ア リス トを紹 介

す る。 ◇ 「ピ カ ソ 以 後（2）」 『ア トリエ 』14巻1号

福 沢 一 郎 　 ピ カ ソ を擁 護 す るゼ ル ヴ ォス の 文 章 か ら,ピ カ ソ

芸 術 の 限 界 を指 摘 す る 。 ◇ 「ピ カ ソ」 『ア トリエ 』14巻2号

西 田 武 雄 　武 者 小 路 実 篤 が ピ カ ソ か ら貰 っ た エ ッチ ン グ 《ミ

ノ タ ウ ロマ キ ア 》を 図 版 と と も に紹 介 す る 。◇ 「ピ カ ソ の 『闘

牛 』」 『エ ッ チ ン グ 』 第52号

瀧 口 修 造 詩 を書 く ピ カ ソ を紹 介 し,『 カ イエ ・ダ ー ル 』 （10

巻7­10号 ）の ピ カ ソ 特 集 に 発 表 さ れ た ピ カ ソ の 詩 と ア ン ド

レ ・ブ ル トンの 批 評 を評 価 す る。 ◇ 「詩 を書 く ピ カ ソ」 『み

づ ゑ 』no.385

第12回 国 画 会 展 　武 者 小 路 実 篤 所 蔵 の ピ カ ソ の エ ッ チ ン グ1

点 を展 示 。

佐 波 甫 　 ドイ ツ の 美術 史 家 マ ッ ク ス ・ラ フ ァエ ル の 研 究 を紹

介 し,最 近 の ピ カ ソ に 将 来 の 見 通 しが つ い た と述 べ て い る 。

「ピ カ ソ論 」 （中 ）に,《 ア ヴ ィ ニ ョ ン の 娘 た ち》 の 図 版 が 初

め て 掲 載 さ れ る。 ◇ 「ピカ ソ論 」 『み づ ゑ』no.386～389

キ ュ ビス ム と抽 象 絵 画 展 図 録 　 1936年,ニ ュ ー ヨー ク近 代 美

術 館 の ア ル フ レ ッ ド ・H.・ バ ー ・ジ ュ ニ ア が 企 画 し た 展 覧

会 カ タ ロ グ の翻 訳 と美 術 史 チ ャ ー トが 『ア トリエ 』 に掲 載 さ

れ る 。 ◇ 寺 田竹 雄 「印 象 派 よ り抽 象 絵 画 へ 」 『ア トリ エ 』14

巻6号

吉 井 忠 　パ リ万 国博 覧 会 ス ペ イ ン館 で ピカ ソ の 《ゲ ル ニ カ》

を 見 て,「 休 火 山 」 に た と え て 回 想 す る 。 ◇ 「《ゲ ル ニ カ》 を

見 た 時 」 『美 術 運 動 』no.116,1987年

斉藤 英 一 　 ピ カ ソ の 近作 を例 に出 し,日 本 青 年 画 家 の 制 作 意

欲 を駆 り立 て て い る 。◇ 「ピ カ ソ近 作 論 」 『美 術 』12巻7号

現 代 フ ラ ンス 絵 画 展 （東 京 資 生 堂 ）　 ピカ ソ の エ ッチ ング2点

を 展 示 。

猪 熊 弦 一 郎 　 第 二 回 新 制 作 派 展 に 出 品 した 三 部 作 《昼 》 《黄

昏 》 《夜 》 に ピカ ソの 影 響 が 見 られ る 。

吉 岡 堅 二 　 ピ カ ソ の 《ゲ ル ニ カ》 の た め に 描 か れ た 一 連 の馬

ピカソ関連事項　○ は西洋美術関連　◎は一般事項

ギ リス 人 美 術 評 論 家 ロ ー ラ ン ド ・ペ ン

ロ ー ズ,マ ン ・レ イ,ポ ー ル ・ロー ザ

ンベ ー ル,エ リ ュ ア ー ル一 家,以 前 エ

リ ュ ア ー ル か ら 紹 介 さ れ た 写 真 家 ド

ラ ・マ ー ル が ピ カ ソ を訪 ね る。9月,

プ ラ ド美 術 館 館 長 に任 命 さ れ る 。 秋,

ドラ ・マ ー ル の 肖像 を描 き,マ ン ・レ

イ に教 わ っ た フ ォ トグ ラ ム の作 品 を制

作 す る 。11月,武 者 小 路 実 篤 らの 訪 問

を 受 け,《 ミ ノ タ ウ ロ マ キ ア 》 を贈 る。

○12月,ニ ュ ー ヨ ー ク近 代 美 術 館 で

「幻 想 美 術,ダ ダ,シ ュ ル レア リス ム

展 」 開催 。

◎ ス ペ イ ン内 乱 （～39年 ）

1月,銅 版 画 《フ ラ ン コ の 夢 と 嘘 》 を

制 作 し,作 品 に添 え る詩 を書 く。 この

2枚 の 版 画 と1枚 の 詩 は,ス ペ イ ン共 和

国 救 助 の た め に 売 ら れ た。 グ ラ ン=

ゾ ー ギ ュ ス タ ン街7番 地 に ア ト リエ を

見 つ け る 。4月26日,フ ラ ン コ 軍 を 支

援 す る ドイ ツ 空 軍 が バ ス ク 地 方 の小 都

市 ゲ ル ニ カ を 無 差 別 爆 撃 す る 。5月1日,

ピ カ ソ は 新 しい ア ト リ エ で 《ゲ ル ニ

カ》 の た め の 習 作 に着 手 し,全 部 で50

点 ほ どの 素 描 が 準 備 さ れ る 。5月11日

頃 か ら カ ンヴ ァス で の 制 作 が始 ま る 。

ドラ ・マ ー ル は そ の 制 作 過 程 を写 真 に

撮 る 。 完 成 し た 《ゲ ル ニ カ》 は,6月

中旬,パ リ万 国 博 覧 会 の ス ペ イ ン館 に

搬 入 さ れ て 展 示 さ れ る 。7月12日,ル

イ ス ・ラ カ ー サ と ホ セ=ル イ ス ・セ ン

ト設 計 に よる パ リ万 国 博 覧 会 の ス ペ イ

ン館 の 開会 式 が 行 わ れ る。 ゼ ル ヴ ォス

に よ る 《ゲ ル ニ カ》 特 集 が 『カ イ エ ・

ダ ー ル 』 誌 （第12巻4­5号 ）に 載 る 。 夏,

ドラ ・マ ー ル とム ー ジ ャ ンへ 行 く。9

月,パ リに 戻 る 。10月 中旬,ス イ ス へ

出 か け,重 病 の パ ウル ・ク レー を 見 舞

う。
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1938年

（昭 和13）

1939年

（昭 和14）

1月

4月

5月 以 降

6月

8月

9月

10月

11～12月

1月

6月

7月

11月 以 降

の習作 を模写 する。◇ 『吉 岡堅二展 』山種美術館,1988年
○長谷川 三郎 ら自由美術家協会結 成
◎7月,廬 溝橋事件,日 中戦争開始
《ゲ ル ニ カ 》 の 紹 介 　ク リス テ ィ ア ン ・ゼ ル ヴ ォ ス の 解 説 と

《ゲ ル ニ カ 》 の 制 作 過 程 の写 真,デ ッ サ ン,ア ト リエ で 制 作

中 の ピカ ソの 写 真 が 掲 載 さ れ る 。 ◇ 「ピ カ ソ の作 品 　 「ゲ ル

ニ カ 」 に 就 て 」 『ア トリエ 』15巻1号

長 谷 川 三 郎 　 ピ カ ソ の 《ゲ ル ニ カ》 や 写 真 作 品 の 表 現 方 法 を
一 世 代 前 と感 じ るが ,ピ カ ソ の 努 力 を認 め る 。◇ 「ピカ ソの

光 畫 と或 る 学 術 写 真 」 『み づ ゑ』no.398

猪 熊 弦 一 郎 　 5月,フ ラ ン ス へ 留 学 。 同 年,ニ ー ス の マ テ ィ

ス を 訪 問 し,以 後,マ テ ィス に何 度 か 絵 の助 言 を 受 け る う ち

に,「 お ま え は ピ カ ソが 好 き だ ろ う」 と指 摘 さ れ る 。 ◇ 『私

の 履 歴 書 　 文 化 人8』 日本 経 済 新 聞 社,1984年

伊 原 宇 三 郎 　伊 原 の 四 度 目の ピ カ ソ論 の な か で,《ゲ ル ニ カ》

の 主 題 に つ い て 批 評 す る。 ◇ 「ピ カ ソ論 」 『み づ ゑ 　6月 臨

時 増 刊 ピ カ ソ』no.400

《ゲ ル ニ カ》 につ い て 　 オ ー ザ ン フ ァ ン の1937年 パ リ万 国 博

覧 会 の 観 賞 ノ ー トに ス ペ イ ン館 の 《ゲ ル ニ カ 》 に関 す る文 章

が 載 る。 ◇ ア メ デ ・オ ー ザ ン フ ァ ン 「巴 里 博 観 賞 ノ ー ト」 『ア

トリエ 』15巻10号

瀧 口 修 造 《ゲ ル ニ カ》 に つ い て 『マ リア ンヌ 』紙 の ポ ー ル ・

シ ャ ドー ル ヌ の記 事 を挙 げ て,批 評 す る 。◇ 『近 代 藝 術 』 三

笠 書 房

仲 田 定 之 助 　 原 色 版1点 と写 真 版48点 が 掲 載 され た ピ カ ソ の

画 集 を 編 纂 刊 行 し,《 ア ヴ ィ ニ ヨ ン の娘 た ち》,《ゲ ル ニ カ 》

の 他,《 女 の 顔 》 （当 時 福 島 繁 太 郎 の収 集 品 で,現 在 ブ リ ヂ ス

トン美 術 館 所 蔵 ） 等 の 図 版 と解 説 が載 っ て い る。 ◇ 『西 洋 美

術 文 庫 第18巻 　 ピカ ソ 』 ア トリ エ社

佐 藤 敬 　 第 三 回 新 制 作 派 展 に 《月 》《雪 》 を 出 品 す る 。 （東 京

府 美 術 館 ）

○吉 原治良 ら九室会結 成。岡本太 郎,国 際超 現実主 義展 （パ
リ）に 《傷 ま しき腕 》を出品。
◎4月,国 家総動員 法発 令
関 口俊 吾,猪 熊 弦 一 郎,岡 本 太 郎 　 日本 人 留 学 生 に話 題 の ロ ー

ザ ン ベ ー ル 画 廊 で ピ カ ソ の個 展 を 見 る 。 猪 熊 弦 一 郎 は愛 犬 を

連 れ た ピ カ ソ と 出会 う。 ◇ 関 口俊 吾 「烏 か鳩 か?」 『文 藝 春

秋 』1949年8月 号/猪 熊 弦 一 郎 「ピ カ ソ の 人 と作 品 」 『美 術

新 報 』45号,1942年/◇ 岡本 太 郎 「巴 里 画 壇 の た そ が れ 」

『み づ ゑ 』no.440,1941年

宮 本 三 郎 　 ピ カ ソの デ ッサ ン展 （セ ー ヌ河 岸 の 小 画 商 ）で ピ カ

ソ と画 商 の や り と りを見 る 。◇ 「パ ブ ロ ・ピ カ ソ 　個 展 で 会 っ

た彼 の 風 貌 」 『読 売 新 聞 』1940年3月8日

植 村 鷹 千 代 　 ピ カ ソ評 論 の 中 で,《 ゲ ル ニ カ》 を 「激 情 と慎

ま し さの 中 和 」と批 評 す る。 ◇ 「ピ カ ソ と現 代 絵 画 の 諸 問 題 」

『ア トリエ 』16巻6号

『ぴ か そ』　 高 見 澤 木 版 社 に よる 限 定500部,木 版3葉,図 版260

点 とい う豪 華 な書 物 が 刊 行 され る 。 ◇ 『ぴ か そ 』 高 見 澤 木 版

社

川 端 実 　 ニ ュ ー ヨ ー ク 近代 美 術 館 で 「ピ カ ソ芸 術 の40年 」 を

見 学 し,感 動 す る。 ◇ 島 田 康 寛 「川 端 実 の 歩 み 」 『川 端 実 展 』

春,カ ン ヴ ァス に壁 紙 と油 彩 を用 い た

壁 画 サ イ ズ の コ ラ ー ジ ュ作 品 《化 粧 を

す る 女 た ち 》 を制 作 す る 。 夏,ド ラ ・

マ ー ル と と も に ム ー ジ ャ ンへ 行 き,9

月 末 パ リ に 戻 る 。10月,ロ ン ドン の

ニ ュ ー ・バ ー リ ン ト ン画廊 で 《ゲ ル ニ

カ 》 と関 連 作 品が 展 示 され る 。 作 品 は,

ロ ン ドンの イ ー ス ト ・エ ン ドの ホ ワ イ

トチ ャペ ル画 廊 で も公 開 され る。 そ の

後,リ ーズ と リ ヴ ァプ ー ル で も展 示 さ

れ る。

1月13日,ピ カ ソ の 母 マ リ ア が バ ル セ

ロ ナ で 死 去 す る。1月 ～2月,ポ ー ル ・

ロ ー ザ ンベ ー ル 画 廊 で ピ カ ソ33点 の 近

作 展 が 開 か れ る 。5月,ニ ュ ー ヨ ー ク

の ヴ ァ ラ ン タ イ ン画 廊 で 《ゲ ル ニ カ》

と関 連 作 品 が 展 示 さ れ,そ の 後 ア メ リ

カ 各 地 を巡 回 す る 。7月 初 旬,ド ラ ・

マ ー ル とア ン テ ィ ー ブ へ 行 く。7月22

日,画 商 ヴ ォ ラ ー ル が 自動 車 事 故 で 死

亡 し,ピ カ ソ は葬 儀 に参 列 す るた め パ

リに 戻 る 。 南 仏 に戻 る 際 に,サ バ ル テ

ス を誘 い,南 仏 海 岸 沿 い の 町 を案 内 す

る 。8月25日,ピ カ ソ は サ バ ル テ ス,

ドラ と と も に列 車 で パ リ に 戻 る 。9月,

戦 争 が 始 ま る と大 西 洋 岸 の ロ ワ イ ヤ ン

に 移 居 す る。11月 か ら 翌 年1月 ま で

ニ ュー ヨ ー ク近 代 美術 館 で アル フ レ ッ
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年 代

1940年

（昭 和15）

1941年

（昭 和16）

1942年

（昭 和17）

1943年

（昭 和18）

1944年

（昭 和19）

1945年

（昭 和20）

月

8月

9月

5月

6月

9月

2月

5月

日本 人の ピカソ言 及,関 連事項 　◇ は出典先　○は日本近現代美術関連　◎は一般事項

京 都 国 立 近 代 美 術 館,1992年

○ 第1回 「聖戦 美術展」 （東 京府美術館）
猪 熊 弦 一 郎 　 白 山丸 か ら戦 禍 の パ リ美 術 界 や ピ カ ソ の 近 況 に

つ い て伝 え る 。 ◇ 「戦 禍 とパ リの 美 術 界 」 『読 売 新 聞 』8月28

日

佐 藤 敬 　 第 五 回 新 制 作 派 展 に ピカ ソの 《ゲ ル ニ カ 》 に 描 か れ

た馬 を 思 わ せ る 《暁 》 を 出 品 す る 。 （東 京 府 美 術 館 ）

○藤 田嗣治 、猪 熊弦一郎、 岡本太郎 らが戒厳令下 のパ リを脱
出 し相次 いで帰 国す る。紀元二千 六百年奉祝美術展覧会 （東

京府美術館 ）。 『造形芸術』 『ア トリエ』 『みづゑ』三誌 の共 同
声明
新 古 典 美 術 協 会 第 六 回 展 　 ピ カ ソ作 品 を特 別 展 示 （東 京 府 美

術 館 ）

岡 本 太 郎 　《ゲ ル ニ カ》 を 見 た 印 象 や ロ ー ザ ンベ ー ル 画 廊 で

の ピ カ ソ個 展 （1939年）の 感 想 を述 べ る 。◇ 「巴 里 画 壇 の た そ

が れ 」 『み づ ゑ 』no.440

関 口 俊 吾 　 ピ カ ソ の 消 息 につ い て推 測 す る 。◇ 「独 逸 占領 下

に 於 け る フ ラ ン ス 文 化 一 ヶ年 の 回 顧 」 『新 美 術 』1号 （『み づ

ゑ 』no.443）

○4月,瀧 口 修 造,福 沢 一 郎 ら検 挙 。 美 術 雑 誌 第 一 次 統 制

◎ 太 平 洋 戦 争 が 始 ま る 。

伊 原 宇 三 郎 　 ピ カ ソ の 消 息 と 《ゲ ル ニ カ 》 の テ ー マ の 政 治 問

題 を取 り上 げ る。 ◇ 「大 東 亜 戦 争 と美 術 家 」 『新 美 術 』6号（『み

づ ゑ 』no.448）

成 田 重 郎 　 ピ カ ソ の母 は イ タ リ ア系 のユ ダ ヤ 人 で あ っ た と述

べ る 。 ◇ 「戦 争 と ピ カ ソ 」 『美 術 新 報 』45号

○ 第 一 回 大 東 亜 戦 争 美 術 展 （東 京 府 美 術 館 ）

○松 本竣介 ら新人画会 を結成。 日本美術報 国会 と日本美術及
工芸 統制協会が結成 される。

○10月,二 科 会 解 散

◎ 第二 次世界大戦終結

ピカソ関連 事項 　○ は西洋美術 関連 　◎は一般 事項

ド ・H.バ ー ・ジ ュ ニ ア 監 修 の 「ピ カ

ソ芸 術 の40年 」 展 が 開 催 す る。

◎ 第 二 次 世 界 大 戦 勃 発

5月12日,ド イ ツ 軍 が フ ラ ンス 国 境 へ

迫 り,パ リ侵 攻 を 目前 に し て5月16日,

ドラ と ロ ワ イ ヤ ンへ 帰 る。6月14日,

ドイ ツ軍 が パ リ に侵 攻 し,ペ タ ン政 権

が ドイ ツ と休 戦 条 約 を 結 ぶ 。 ドイ ツ軍

が ロ ワ イ ヤ ンへ 入 る と,8月25日,ピ

カ ソは パ リ に戻 る。 秋,ラ ・ボ エ シー

街 の アパ ー トを 放 棄 し,グ ラ ン=ゾ ー

ギ ュ ス タ ン街 の ア ト リエへ 移 る 。

○ ドイ ツ 軍 の 侵 攻 で,多 くの 画 家 が フ

ラ ン ス を 脱 す る 。 モ ン ド リ ア ン は

ニ ュ ー ヨ ー クへ,レ ジ ェ ,ダ リは ア メ

リカ へ 亡 命 。

◎ ドイ ツ 軍,フ ラ ン ス に侵 攻,6月 に
パ リを 占 領 。

1月,戯 曲 「尻 尾 を捕 ま え られ た 欲 望 」

を書 く。

○ エル ン ス ト,ブ ル トン,シ ャ ガ ー ル,

デ ュ シ ャ ン ら渡 米 。

3月27日,フ リ オ ・ゴ ンサ ー レ ス が 死

去 し,葬 儀 に 参 列 す る 。4月,《 牡 牛 の

頭 蓋 骨 の あ る 静 物 》 な ど同 テ ー マ で 一

連 の 作 品 を 制作 す る 。

5月,フ ラ ン ソ ワ ー ズ ・ジ ロ ー と 出 会

う 。

3月,戯 曲 「尻 尾 を 捕 ま え られ た欲 望 」

の 朗 読 会 が 開 か れ る 。10月,フ ラ ン ス

共 産 党 に入 党 。

◎8月 中 旬,ド イ ツ 軍 の 撤 退,連 合 国

軍 の パ リ進 攻 で 市 街 戦 が 始 ま り,8月

25日,パ リが 解 放 さ れ る 。

《納 骨 堂 》 を描 く。9月,サ ロ ン ・ドー

トンヌ に 《頭 蓋 骨,韮,陶 器 の あ る静

物 》 他 を出 品 す る 。

＊ 「日 本 に お け る ピ カ ソ の 受 容 略 年 表 」 は 章 立 て の 都 合 に よ り1925年 か ら 始 め た 。

＊ ピ カ ソ に つ い て は 主 にWilliam　 Rubin（ed.）:Pablo　 Picasso.A　 Retrospective,The　 Museum　 of　Modem　 Art ,New　 York（W.ル ー ビ ン 編 集

　 山 田 智 三 郎 ・瀬 木 慎 一 監 修 『パ ブ ロ ・ ピ カ ソ 　 天 才 の 生 涯 と 芸 術 』 旺 文 社,1981年 ）を 参 考 に し た 。
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筑 後洋 画の系 譜　補遺
植野健造

　 石 橋 美 術 館 で は,2002（ 平 成14） 年11月16日 か ら

翌2003年3月16日 に か け て,「 筑 後 洋 画 の 系 譜 」 展

を 開 催 し た 。 こ の 展 覧 会 は サ ブ タ イ トル を 「青 木

繁 ・坂 本 繁 二 郎 生 誕120年 記 念 」 と し た よ う に,

福 岡 県 久 留 米 市 に 生 ま れ 日 本 近 代 美 術 史 に 大 き な

足 跡 を 残 し た 二 人 の 洋 画 家,青 木 繁 と坂 本 繁 二 郎

の 生 誕120年 を記 念 し た 展 覧 会 で あ り,か れ ら 二

人 を 中 心 と して そ の 前 後 に 連 な る,久 留 米 を 中 心

と し て そ の 周 辺 地 域 を含 め た 筑 後 地 方 の 洋 画 の 系

譜 を眺 望 し よ う とす る も の で あ っ た 。 内 容 と して

は,石 橋 美 術 館 の コ レ ク シ ョ ン を 中 心 と し て,一

部 の 作 品 を他 の 美 術 館 や 個 人 所 蔵 家 の 協 力 を え て

19人 の 作 家 の 作 品 と関 連 資 料 で 構 成 した 。 と りあ

げ た 作 家 は 以 下 の とお りで あ る 。

森 三 美 （1872­1913）,吉 田 博 （1876­1950）,

青 木 繁 （1882­1911）,坂 本 繁 二 郎 （1882­1969）,

松 田 諦 晶 （1886­1961）,高 島 野 十 郎 （1890­1975）,

小 松 清 次 （1892­1998）,古 賀 春 江 （1895­1933）,

山 村 秀 一 （1896­1989）,豊 田 勝 秋 （1897­1972）,

田 崎 廣 助 （1898­1984）,井 上 三 綱 （1899­1981）,

高 田 力 蔵 （1900­1992）,伊 東 静 尾 （1902­1971）,

坂 宗 一 （1902­1990）,鷹 尾 和 敏 （1911­1997）,

内 野 秀 美 （1911­1998）,古 沢 岩 美 （1912­2000）,

藤 田 吉 香 （1929­1999）

　 こ の 展 覧 会 は 地 域 の 美 術 館 と し て の 役 割 を も

担 っ て き た 石 橋 美 術 館 の,開 館 以 来 の 美 術 に 関 す

る 収 集,展 示,保 存,研 究 活 動 の 一 つ の 成 果 と し

て,来 館 者 に も お お む ね 好 評 を博 し 反 響 も 大 き

か っ た 展 覧 会 で あ っ た 。 展 覧 会 の 会 期 中 あ る い は

そ れ 以 後 に,出 品 作 家,あ る い は さ ま ざ ま な 事 情

に よ り本 展 で と りあ げ る こ と の で き な か っ た 作 家

や そ の 作 品 に 関 す る 情 報 が よ せ られ,作 品 や 資 料

の 寄 贈 を 受 け た 場 合 も あ っ た 。 そ の こ と も ま た 展

覧 会 の 成 果 で あ っ た と 考 え て い る 。 本 稿 で は,こ

の 展 覧 会 を補 足 す る 意 味 か ら,「筑 後 洋 画 の 系 譜 」

に 位 置 づ け る こ と の で き る 作 家 に 関 す る 情 報 を 報

告 した い 。 な お,以 下 に と りあ げ る作 家 は,坂 宗
一 の み こ の 展 覧 会 に 出 品 さ れ た 作 家 で あ る が ,そ
れ 以 外 は 展 覧 会 で と りあ げ る こ との で き な か っ た

作 家 で あ る 。 情 報 を い た だ い た 多 くの 方 々 に お 礼

申 しあ げ る と と も に,今 後 も 継 続 的 に 情 報 の 蓄 積
と報 告 に つ とめ て ゆ き た い と 考 え て い る 。

（参 考 ）

・『青 木 繁 ・坂 本 繁 二 郎 生 誕120年 記 念 　 筑 後 洋 画 の 系 譜 』

展 図 録,石 橋 財 団 石 橋 美 術 館,2002年11月

□ 坂 　 宗 一 （さ か そ うい ち 　 1902­1990）
1902年5月23日,福 岡 県 犬 塚 村 福 光 （現 ・久 留 米 市

三 潴 町 福 光 ）に 父 坂 富 太 郎,母 マ サ の 子 と し て 生

ま れ る 。1919年 同 郷 の 先 輩 画 家 坂 本 繁 二 郎 を頼 っ

て 上 京 し 師 事 す る 。 一 時 期 川 端 画 学 校 で 素 描 を学

ん だ 他 は 油 彩 画 は ほ と ん ど独 学 と い っ て よ く,坂

本 や 同 じ く同 郷 の 古 賀 春 江 に 制 作 を見 て も ら う 。

1922年 実 家 の 破 産 に よ っ て 送 金 が 途 絶 え た た め,

や む な く帰 郷 す る 。 同 年10月 久 留 米 の 第7回 来 目

会 展 に初 出 品 し,来 目会 関 係 の 知 人 が で き る 。1923

年 頃,久 留 米 の 松 田諦 晶 宅 で 古 賀 春 江 に初 め て 会

う 。1927年 知 人 を 頼 っ て 朝 鮮 に 渡 り,半 年 を 費 や

し釜 山 か ら京 城 へ 向 か う。1929年 夏 筑 後 に 帰 り,

二 科 展 出 品 作 を 携 え て 上 京,同 年9月 の 第16回 二

科 展 に初 入 選 す る 。1930年 再 び 京 城 に行 き,さ ら

にハ ル ビ ン （満 州 ）に 滞 在 の 後,東 京 に も ど る 。1933

年9月,古 賀 春 江 の 葬 儀 の 後,再 び 筑 後 に 帰 る 。

以 後 戦 後 ま で 上 京 せ ず 。1934年 福 岡 日 日新 聞 に 連

載 小 説 「大 友 宗 麟 」 （田 中 純 作 ）の 挿 絵 を描 く。1937

年 の 第24回 二 科 展 で は 《農 具 》 で 二 科 特 待 賞 を 受

賞 し た 。1940年 福 岡 県 美 術 協 会 の 創 立 に参 加 。1941

年 二 科 会 会 友 と な る 。1942年,福 岡 日 日新 聞 社 特

派 記 者 並 び に 陸 軍 省 従 軍 画 家 と して 上 海,武 漢,

湖 南 省,北 京 な ど を 廻 る 。1944年1月7日,植 田 久

子 と結 婚,戦 後 は 郷 里 に 近 い 筑 後 市 西 牟 田 に 居 を

構 え る 。1947年1月16日 長 男 の 翁 介 誕 生 。 前 後 に
一 女 一 男 を も う け た が と も に幼 く し て 亡 くな っ た 。

1947年 創 立 の 第 二 紀 会 （の ち の 二 紀 会 ）に 参 加,

1954年 の 第8回 展 と1958年 の 第12回 展 で 二 紀 同 人

賞 を 受 賞 し,1960年 の 二 紀 展 の 九 州 進 出 （大 牟

田 ・松 屋 デ パ ー ト）に 尽 力 す る 。1961年 二 紀 会 委

員 と な る。 同 年,フ ォ ル ム 画 廊 （大 阪,福 岡 ）,フ
ジ カ ワ 画 廊 （東 京,大 阪,福 岡 ）で 個 展 を 開 催 す る 。

そ の 後 は お も に 二 紀 会 展 に 制 作 発 表 を 続 け た 。

1970年 に イ ン ド,ネ パ ー ル を,1972年 に ネ パ ー ル,

ヒ マ ラ ヤ を 旅 行 す る 。1979年 福 岡 県 文 化 会 館 に お

い て 「坂 宗 一 　 墨 絵 の 世 界 」 展 を 開 催 。1982年 カ

ナ ダ ・ロ ッ キ ー 山 脈 へ 旅 行 。1984年 筑 後 市 勤 労 婦

人 セ ン タ ー で 「坂 宗 一 回 顧 展 」 開 催 。1990年4月9
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日,福 岡 県 三 輪 町 の 朝 倉 記 念 病 院 で 死 去 す る 。1996

年 「坂 宗 一 展 」 が サ ザ ン ク ス 筑 後 で 開 催 さ れ る 。

少 年 時 の 心 象 風 景 を 思 わ せ る よ う な ユ ー モ ア と ポ

エ ジ ー の 漂 う 作 風 に 特 色 が あ り,晩 年 手 が け た 水

墨 画 も 高 い 評 価 を え た 。

（註 ）

・石 橋 美 術 館 で は ご 遺 族 の坂 翁 介 氏 よ り,2003年 に坂 宗 一

　 《脱 穀 》 （油 彩 ・カ ン ヴ ァス ）,《 久 住 （晩 秋 ）》 （油 彩 ・カ

　 ン ヴ ァス ）の2点 の 作 品 を,2007年 に 坂 宗 一 旧 蔵 資 料 一 式

　 の寄 贈 を受 け た 。 さ ら に本 稿 執 筆 に 際 して 坂 翁 介 氏 よ り

　 多 くの ご教 示 い た だ い た。

・ま た 他 に ,中 村 一 氏 よ り,2003年 に 《船 三 艘 》 （墨,水

　 彩 ・紙 ）,《赤 絵 皿 》 （墨,水 彩 ・紙 ）の2点 の 作 品 の 寄 贈

　 を受 け た 。

・坂 宗 一 が1937年 の 第24回 二 科 展 で 二 科 特 待 賞 を 受 賞 し た

　 《農 具 》 は,現 在,神 奈 川 県 立 近 代 美 術 館 に所 蔵 さ れ る。

　 同 作 品 に つ い て は,2008年6月25日,神 奈 川 県 立 近 代 美

　 術 館 の 伊 藤 由 美 氏 に ご 配 慮 を た ま わ り作 品 を 実 見 す る 機

　 会 を え た。 こ の 作 品 は,坂 宗 一 自 身 に よ っ て1975年 に 同

　 館 に 寄 贈 さ れ た と の こ と で あ る 。 ま た 本 作 品 は 修 復 さ れ

　 て2008年3月29日 か ら5月18日 まで 神 奈 川 県 立 近 代 美 術 館

　 で 開 催 され た 「コ レ ク シ ョ ン 全 館 展 示 －10,000点 か ら の

　 精 華400点 　 百 花 繚 乱 の 絵 画 」 展 に 展 示 さ れ た と の こ と

　 で あ る 。

fig.　1　 坂 宗 一 の 旧 ア トリエ
福 岡 県 筑 後 市 西 牟 田
2007年4月11日 撮 影

fig.2　 坂 宗 一 《農 具 》
1937年,油 彩 ・ カ ン ヴ ァ ス

112.5×145.5cm,神 奈 川 県 立 近 代 美 術 館
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（参 考 ）

・『坂 宗 一 　 水 墨 画 展 』 展 図 録 ,福 岡 県 文 化 会 館,1979年6

　月
・『日本 美 術 年 鑑 』 （平 成3年 版 ）,東 京 国 立 文 化 財 研 究 所,

　1992年3月

・「新 収 藏 作 品 」 『ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館 　石 橋 美 術 館 　館

報 』 第52号 （2003年度 ）,2004年12月

・「坂 宗 一WEB美 術 館 」　http://www .saka­sou­ichi.com

□ 早 川銈 太 郎 （は や か わ け い た ろ う　 1871­1905）

1871年,久 留 米 市 日 吉 町 に 生 ま れ る 。1875年 一 家

で 東 京 に転 住 す る 。 初 め 芝,後 に 四 谷 に 住 む 。 四

谷 小 学 校 よ り独 逸 協 会 （現 在 の 独 協 大 学 ）に進 む 。

同 協 会 在 学 中,体 操 の 授 業 中 に 鉄 棒 よ り落 ち 胸 部

を 強 打 す る 。 こ れ が 原 因 と な っ て 肺 を 病 み 同 協 会

を 中 退 し,数 年 の 療 養 生 活 を 送 る 。1888年 中 丸 精

十 郎 の 画 塾 に 入 門 す る 。1889年 東 京 美 術 学 校 に 入

学 か 。1892年3月 父 親 と と も に 帰 郷 し,福 岡 県 大

川 市 若 津 に 住 む 。 同 年5月 再 上 京 し,長 姉 ム ラ の

も と に 寄 寓 す る 。1894年 福 岡 県 豊 津 の 豊 津 中 学 校

の 図 画 教 員 と な る 。1897年 福 岡 市 の 中 学 修 猷 館 の

教 員 と な り,図 画,書 道 を 担 当 す る 。1901年,肺

病 の 再 発 に よ り修 猷 館 を 退 職,久 留 米 市 荘 島 町 の

実 家 に 帰 り療 養 生 活 に は い る 。1905年4月28日,

久 留 米 市 荘 島 町 に て 死 去 す る。 久 留 米 市 京 町 の 法

泉 寺 に 葬 ら れ る 。 早 川 は,森 三 美 と な ら び 久 留 米

生 ま れ で 洋 画 を学 ん だ 最 初 期 の 人 物 で あ る 。 ち な

み に 早 川 の 妹 で あ る 糸 世 （イ ト ヨ）は 青 木 繁 が1908

年 に 制 作 し た 《秋 声 》 （福 岡 市 美 術 館 蔵 ）の モ デ ル

で あ る 。

（註 ）

石橋美術 館で はご遺族 の安元 昭子 氏 よ り,2003年,早 川銈

太郎《風 景》 （水彩 ・紙）,《戦場 の図》 （油彩 ・カ ンヴ ァス）
の2点の作 品の寄贈 を受け た。

（参 考文献 ）
・篠原 正一 「早川銈 太郎 の こと」 『久 留 米郷 土研 究 会誌 』

　第1号,1972年11月
・「筑後 と九州の画家 た ち－新 収蔵 品紹介 をかね て－ 」 （展

　覧会 リー フレ ッ ト）,石 橋美術 館,2005年1月
・「新 収 藏 作 品」 『ブ リヂ ス トン美術 館 　石橋 美術 館 　館

　報』第52号 （2003年度）,2004年12月
・坂井 史恵 「修復 記録」 『ブ リヂス トン美術 館 　石橋 美術

　館 　館報 』第53号 （2004年度）,2005年11月

□ 松 本 豊 太 （松 濤 ）

　 （まつ も と と よ た （し ょ う と う）　 1874－1924）

1874年9月25日,福 岡 県 久 留 米 市 津 福 本 町 に 生 ま



れ る 。1886年 久 留 米 中 学 明 善 校 入 学 。 そ の 後 同 校

を 退 学 。 こ の 間,久 留 米 在 住 の 森 三 美 に 洋 画 を 学

ぶ 。 上 京 し て,1896年 か ら1898年 ま で 松 岡 寿 に 師

事 し た と い う。1898年3月 久 留 米 に 帰 る 。1899年

か ら長 崎 県 五 島 中 学 校,広 島 市 明 道 中 学 校,久 留

米 市 南 筑 中 学 校,久 留 米 市 明 善 中 学 校 に お い て 美

術 教 員 を つ と め る 。1910年 頃 に は 久 留 米 市 立 男 子

高 等 小 学 校 の 図 画 の 教 員 も兼 務 し て い た よ う で あ

る 。1906年,久 留 米 の 洋 画 研 究 団体 で あ る 審 美 会

の 結 成 に 名 誉 会 員 と して 名 を 連 ね る 。 同 会 は,鹿

毛 屋 蔵,武 田 弥 一 郎,松 本 豊 太 （松 濤 ）,丸 野 豊,

青 木 繁,坂 本 繁 二 郎,森 三 美 を名 誉 会 員 と し,岡

徳 四 郎,大 野 米 次 郎,太 田 勤,加 藤 勝,鹿 児 島 彦

次 郎,垂 見 豊 三 郎 ら久 留 米,浮 羽,田 主 丸 の 洋 画

同 好 者 の 会 員 に よ っ て 結 成 さ れ,写 生 会,作 品 の

互 評 会 お よ び 機 関 誌 『審 美 』 を発 行 す る な ど し た

が,そ の 活 動 は1年 ほ ど で 終 わ っ た よ う で あ る 。

1924年2月12日,久 留 米 市 に お い て 死 去 。 松 濤 と

号 した 。

（註）

石橋 美術館 では ご遺族の松 本成一 氏 よ り,2007年 に松 本豊

太 《二人 の少女 》 （1902年,油 彩 ・カ ンヴ ァス）を,さ らに

資 料 と して布 地 に油彩 で描 い た絵 画5点 の寄贈 を受 け た。

ご遺族の もとには,他 に《ア トリエの二 少女》 （油彩 ）,《菊 》

（油彩）や二 曲一隻屏風 装の油彩 画《棕櫚 図》,《向 日葵図 》
な どが残 されて いる。 なお 多 くの ご教 示 をい ただい た松本

成 一氏 は2007年12月12日 に ご逝 去 され た。 ご冥福 をお祈 り
いた します 。

（参考 ）
・「新 収 藏作 品」 『ブ リヂ ス トン美 術 館 　石 橋 美 術 館 　館

　報 』第55号 （2006年度）,2007年12月

　 「新 収 藏作 品」 『ブ リヂ ス トン美 術 館 　石 橋 美 術館 　館

報 』 第56号 （2007年度 ） （本 号 ）

・『筑 後 洋 画 の 先 覚 　 森 三 美 』 展 図 録 ,石 橋 美 術 館,1997

年9月

・松 本 一 郎 『松 本 一 成 遺 稿 集 』 私 家 版 ,1971年12月

・金 子 一 夫 『近 代 日本 美 術 教 育 の 研 究 』,中 央 公 論 美 術 出

版,1992年2月

□ 大 野 米 次 郎 （お お の よ ね じ ろ う　 1884­1920）

1884年1月6日,久 留 米 市 苧 扱 川 町2丁 目 （現 在 の 久

留 米 市 本 町 ）に 生 ま れ る 。 荘 島 尋 常 小 学 校 を 卒 業

し,久 留 米 高 等 小 学 校 に 進 む 。 同 校 在 学 中 か ら久

留 米 在 住 の 森 三 美 に 洋 画 の 手 ほ ど き を 受 け る 。 森
三 美 塾 の 同 門 に は,青 木 繁,坂 本 繁 二 郎 ら が い た 。

1906年,久 留 米 の 洋 画 仲 間 で あ る 東 原 経 治 ら と 審

美 会 を 結 成 す る 。 同 会 の 活 動 は 翌 年 頃 ま で で 休 止

状 態 に な っ た と み られ る 。1913年,松 田 実 （諦 晶 ）,

東 原 経 治 ら と来 目会 洋 画 会 （後 に 来 目会 ） を新 た

に 結 成 。 同 会 の 展 覧 会 に 第1回 か ら第5回 ま で 出 品

した 。 一 方 で,1914年 に 創 立 さ れ た 二 科 会 の 展 覧

会 に も第1回 か ら 第3回 ま で 連 続 し て 入 選 を は た し

た 。1920年12月3日,36歳 の 若 さ で 死 去 。1922年3

月5日 ～7日,久 留 米 商 工 会 議 所 階 上 に お い て,「 大

野 米 次 郎 氏 遺 作 品 　 洋 画 展 覧 会 」 （出 品 点 数 約100

点 ） が 来 目会 の 佐 野 敏 一 ら に よ っ て 開 催 さ れ た 。

（註）
ご遺族 の大野泰 雄氏 より,大 野米次郎 の こと とその遺作 に

関す る多 くのご教示 をい ただ いた。《山村 風景 》 （1913年,

油彩 ・カン ヴ ァス）は大 正初期 の 印象派 風 の好 ま しい作 品

で ある。

（参考）
・『近代洋 画 と福 岡県』展 図録 ,福 岡県文 化会館,1980年3

　月

fig.3　 松 本 豊 太 《ア ト リ エ の 二 少 女 》

1898年,油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス
115.1×90.0cm,個 人 蔵

fig.4　 大 野 米 次 郎 《山 村 風 景 》

1913年,油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス
117.0×80.7cm,個 人 蔵
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・篠 原 正 一 『久 留 米 人 物 誌 』 菊 竹 金 文 堂 ,1981年10月

・『近 代 洋 画 と久 留 米 』 展 図 録 ,石 橋 美 術 館,1982年2月
・大 野 泰 雄 『な まず の た わ ご と』 悠 思 考 舎 ,2005年7月

□ 石 原 寿 市 （い しは ら じ ゅ い ち 　 1914­1945）

1914年7月27日,福 岡 県 久 留 米 市 に 父 石 原 百 助,

母 イ サ コ の 子 と し て 生 ま れ る 。1932年3月 福 岡 県

立 明 善 中 学 校 を卒 業,同 校 の 同 級 生 に 美 術 評 論 家

の 河 北 倫 明 （1914­1995）が い た 。1933年4月 東 京 美

術 学 校 油 画 科 予 科 入 学,翌1934年4月 同 校 油 画 科

本 科 に 入 学,同 校 で は 南 薫 造 教 室 に学 ぶ 。1934年

同 校 の 同 級 生 で あ っ た 萩 原 英 雄,杉 原 正 巳 （石 川

正 巳 ）と3人 で 版 画 研 究 会 を つ く る 。1936年 に は 南

薫 造 教 室 の 同 級 生 た ち と唖 地 社 を 結 成,2回 の 展

覧 会 を 開 催 した 。 同 年 頃 か ら 同 校 の 臨 時 版 画 教 室

で 平 塚 運 一 に 木 版 画 を学 ぶ 。1937年 国 画 会 展 と 日

本 版 画 協 会 展 で 木 版 画 が 入 選,後 者 で は 日本 版 画

協 会 賞 を受 賞 し,木 版 画 家 と して 将 来 を期 待 さ れ

た 。1938年3月 同 校 卒 業 。 同 年 の 国 画 会 展 で の 入

選 が 公 募 展 で の 作 品 発 表 の 最 後 と な る 。1938年12

月10日 出 征,龍6739部 隊 野 砲 兵 第56連 隊 （久 留 米 ）

に所 属 す る 。1941年8月12日,豊 国 ミ ツ エ と結 婚,

同 年 長 男 修 が 生 ま れ る 。1945年3月22日,ビ ル マ,

シ ャ ン 州 シ ボ ウ で 死 去 。1968年6月29日 勲 七 等 青

色 桐 葉 章 を 授 与 さ れ る 。

（註 ）

石原寿市 につ いては,郡 山市立 美術館 の管野 洋人氏 の ご教

示 をえた。

（参 考）
・石原 修氏 に よる 「石 原寿 市略歴 」 （戦没 画 学生 慰霊 美 術

　館 ・無言 館提 出資料）
・『グル ー プ 〈貌 〉とそ の時代 』展 図録 ,郡 山市 立 美術 館,

　 2000年11月

□ 藤 森 静 雄 （ふ じ も り しず お 　 1891­1943）

1891年8月1日,福 岡 県 久 留 米 市 に 生 ま れ る 。 同 郷

の 青 木 繁 に 憧 れ,1910年 福 岡 県 立 中 学 明 善 校 を 卒

業 し上 京,白 馬 会 原 町 洋 画 研 究 所 に 通 い,こ こ で

田 中 恭 吉 を 知 る 。1911年 東 京 美 術 学 校 西 洋 画 科 予

備 科 へ 入 学 し,恩 地 孝 四 郎 を知 る 。 以 後 三 人 は 友

情 を 深 め,1912年 に は 三 人 で しば し ば 竹 久 夢 二 を

訪 ね る 。1913年,恩 地,田 中 と 詩 と版 画 に よ る 同

人 誌 刊 行 を 計 画,1年 後 の 刊 行 を期 し て 木 版 画 を

習 い 始 め た 。1914年 恩 地 を助 け 詩 と版 画 誌 『月 映

（つ くば え ）』の 編 集 に携 わ り,同 年 刊 行 す る 。1915

年 田 中 の 訃 報 を受 け恩 地 ら と遺 作 展 を 計 画,同 年

日比 谷 美 術 館 で 開 催 し た 。1916年 東 京 美 術 学 校 を
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卒 業,一 時,台 湾 の 中 学 校 で 教 え た が,1922年 ま
で 福 岡 県 立 嘉 穂 中 学 校 の 教 員 を つ と め る 。1918年

日本 創 作 版 画 協 会 の 創 立 に 参 加,以 後 同 展 に 毎 回

出 品 す る 。1921年 恩 地 ら と総 合 芸 術 誌 『内 在 』 を

創 刊 。1922年 再 上 京 し,1925年 か ら 春 陽 会 展 へ も

出 品 す る 。1929年 か ら1932年 ま で 恩 地,平 塚 運 一

ら と 「新 東 京 百 景 」 を制 作 。1931年 日 本 版 画 協 会

創 立 会 員 。1934年 「大 東 京 十 二 景 」 を 完 成 。1935

年 に は 『福 岡 日 日新 聞 』連 載 の 近 松 秋 江 『紅 雀 荘 』
の 挿 絵 を担 当 す る 。1940年 福 岡 県 飯 塚 市 に 転 居 し,

1943年5月28日 同 地 で 死 去 。

（参 考）

『近代 日本美術事 典』講 談社,1989年9月

『刻 まれた青春 譜　藤森 静雄版 画展』 図録,福 岡市 美術 館,

1982年1月

□ 石 橋 美 三 郎 （い し ば し び さぶ ろ う　 1893­1968）

1893年3月15日,福 岡 県 山 門 郡 瀬 高 町 下 庄 （現 ・み

や ま市 瀬 高 町 下 庄 ）に 生 ま れ る 。 福 岡 県 立 中 学 伝

習 館 を 中 途 退 学 し,1908年2月 上 京,太 平 洋 美 術

研 究 所 に学 ぶ 。 大 正 後 期 か ら太 平 洋 画 会 展 を 本 拠

と し,一 方 で 並 行 して 二 科 会 展 を も発 表 の 場 と し

た 。 太 平 洋 画 会 で は1931年 に 会 友,1932年 に 同 会

fig.5　 石 橋 美 三 郎 《子 供 （石 橋 雪 雄像 ）》
1929年,油 彩 ・カ ン ヴ ァス
73.3×61.0cm,福 岡県 立 美 術 館

fig.6　 石橋 美 三 郎 《静 物 （花 ）》
油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス
61.0×73.3cm,福 岡 県 立 美 術 館



無 鑑 査 出 品,1933年 に 会 員 に 推 挙 され 同 会 の 幹 部

と な っ て い る 。 そ の 後 も同 展 を 発 表 の 場 と した が,

1937年 か ら は石 井 柏 亭,有 島 生 馬,安 井 曾 太 郎 ら

の 発 起 に な る 一 水 会 展 に も 参 加 した 。1940年 の 二

千 六 百 年 奉 祝 展 覧 会 で は 指 定 出 品 者 と して 《樺 太
の 蟹 》 を 出 品 。 一 方,1931年 に は 福 岡,1932年 に

は 柳 河,1933年 に は 福 岡,久 留 米,大 牟 田,柳 河,

熊 本,瀬 高 で,1934年 に は 瀬 高,1935年 に は 大 分,
1936年 に は 佐 世 保,島 原,1937年 に は 鹿 児 島 な ど,

九 州 で の 個 展 を毎 年 の よ う に 開 催 し た 。 後 に は 示

現 会 展 に も参 加 。1968年1月17日 死 去 。

（註 ）

石橋 美三 郎 につ いて は,ご 遺族 の石橋正雄 氏 よ り多 くのご

教 示 をえた。福 岡県立美術 館 に2006年,石 橋 正 雄氏 よ り石

橋 美三 郎 《子 供 （石橋 雪 雄像 ）》 が,石 橋 家 （福 岡 県み や ま

市 瀬高 町）よ り《静 物 （花 ）》 が寄贈 され た。《子供 （石橋 雪雄

像 ）》 の寄贈 に際 し,作 品修 復 につい て石 井亨 氏 の尽 力 を

えた。

（参考 ）

　 『瀬高 町誌』,瀬 高町,1974年
・植 野健造 「第五 章　近代 の洋画」 「『柳河 新報 』 にみ る柳

　川 の近代美術 年表」柳 川市 史編集 委員会 編 『柳 川文 化資

　料 集成　 第三集　柳 川の美術1』,柳 川市,2005年2月
・植 野健造 「第四章 第二項 　洋画 と彫 刻」柳 川市 史編 集委

　員会 編 『柳 川文化資料 集成 　第 三集 一二　柳川 の美 術2』,

　柳 川市,2007年3月

□ 溝 江 勘 二 （み ぞ え か ん じ　 1909­2001）
1909年9月1日,福 岡 県 三 潴 郡 田 口 村 大 字 三 丸 一 七

九 四 番 地 の 二 （現 ・大 川 市 ）に,父 溝 江 萬 吉,母 ト

リ の 長 男 と し て 生 ま れ る 。1928年3月 福 岡 県 立 中

学 校 伝 習 館 を 卒 業 。 同 年12月 上 京 し本 郷 洋 画 研 究

所 に 入 所,翌1929年 橋 本 八 百 二 の 書 生 と な る 。1930

年 第17回 光 風 会 展 に 《静 物 》 が 初 入 選 。1931年 の

fig.7　 溝 江 勘 二 《鮭 》
1931年,油 彩 ・カ ン ヴ ァ ス

72.4×90.8cm,柳 川 御 花

第12回 帝 国 美 術 院 展 覧 会 （帝 展 ）に お い て 《鮭 》 が

初 入 選 す る 。 《鮭 》 は1933年 に 柳 川 ・立 花 家 の 買

上 げ と な る 。 第 二 次 大 戦 前 は 光 風 会 展,帝 展,新

文 部 省 美 術 展 覧 会 （新 文 展 ）を お も な 作 品 発 表 の 舞

台 と し,そ の 他 に も第 一 美 術 協 会 展,主 戦 美 術 協

会 展 な ど に も 出 品 し た 。1933年 に は柳 河 京 町 の 豊

文 堂 に お い て,1937年 に は柳 河 松 屋 デ パ ー トに お

い て 個 展 を 開 催 して い る 。 戦 後 も東 京 に 在 住 し,

光 風 会 会 員 と し て 同 展 に作 品 を発 表 し続 け,1958

年 に社 団 法 人 と な っ た 新 日展 に も 出 品 を続 け た 。

2001年1月1日 死 去 。2002年 と2005年 に 大 川 市 立 清

力 美 術 館 に お い て 遺 作 展 が 開 催 さ れ た 。

（参考）
・『溝江勘 二画集 』 （溝 江勘二 画集刊行 会,二 〇 〇一年三 月）
・『溝江勘 二先生 を偲ぶ展 』 （リー フ レッ ト,二 〇〇二 年七

　月）
・『溝江勘 二遺作展 目録 』 （リー フレ ッ ト,二 〇 〇六年八 月）
・植 野健造 「第五章 　近代 の洋画」 「『柳 河 新報』 にみ る柳

　川 の近代美術 年表」柳 川市 史編集委 員会 編 『柳 川文 化資

　料集 成　第三 集　柳 川の美術1』,柳 川 市,2005年2月
・植野 健造 「第四章 第二項　 洋画 と彫 刻」柳 川市 史編 集委

　員会編 『柳川 文化資料 集成 　第三 集 －二 　柳 川 の美術2』,
柳 川市,2007年3月

□ 松 本 英 一 郎

　 （ま つ も と　え い い ち ろ う　 1932­2001）

福 岡 県 久 留 米 市 に 生 ま れ た 松 本 英 一 郎 は,東 京 芸

術 大 学 油 画 科 お よ び専 攻 科 の 林 武 教 室 に学 ん だ 。

同 大 学 在 学 中 の1957年 の 第25回 独 立 展 で 初 入 選,

翌1958年 か ら3年 続 け て 独 立 賞 を 受 賞 。1960年 に

独 立 美 術 協 会 会 員 と な り,以 後 は 独 立 展 を 中 心 に,

個 展 や 「新 表 現 展 」 「十 果 会 展 」 な ど の グ ル ー プ

展,「 日本 国 際 美 術 展 」 「日本 秀 作 美 術 展 」 な ど の

企 画 展 を 発 表 の 場 と して 活 躍 した 。 一 方,1968年

に 多 摩 美 術 大 学 の 講 師 と な り,1972年 助 教 授,

1983年 か ら は 教 授 と して 美 術 教 育 に も力 を 注 い だ

が,在 職 中 の2001年 に惜 し く も死 去 し た 。 初 期 の

1950年 代 後 半 に は フ ォ ー ヴ ィ ス ム あ る い は 抽 象 表

現 主 義 的 な作 風 を試 み た 時 期 も あ っ た が,1960年

代 中 期 に 紅 白 の 幔 幕 と 人 物 を 描 く 「平 均 的 肥 満

体 」 の シ リ ー ズ で 注 目 を浴 び,1970年 代 か ら は 茶

畑 や 山 並 み を 描 く 「退 屈 な 風 景 」,さ ら に 闘 病 体

験 を 経 た1987年 以 後 は 「さ く ら ・う し」,そ し て

1997年 以 降 の 晩 年 は 「花 と雲 と牛 」 「花 あ か り」

の シ リ ー ズ の 連 作 を,そ れ ぞ れ 飽 く こ と な く描 き

続 け た 。 旅 先 や 日常 で 見 つ め た 風 景 の 中 に,自 ら

の 心 象 や 文 明 批 評,世 界 観 や 時 代 観 を ユ ー モ ア に
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包 ん で お り こ ん だ 風 景 を描 き続 け た 画 家 で あ っ た 。

　 1932年7月8日,福 岡 県 久 留 米 市 小 頭 町4丁 目110

番 地 の1に,父 ・松 本 大 藏,母 ハ ル の 七 男 三 女 の

四 男 と し て 生 ま れ る 。1945年4月,福 岡 県 立 明 善

中 学 校 に 入 学 。1948年4月,福 岡 県 立 明 善 高 等 学

校 に 入 学 。 明 善 高 校 時 代 に は 美 術 部 に所 属 し た 。

1951年 卒 業 。1953年4月 東 京 芸 術 大 学 油 画 科 に 入

学 。1957年3月 同 大 学 油 画 科 林 武 教 室 を 卒 業 。 大

橋 賞 を 受 賞 し た 。 同 年4月 東 京 芸 術 大 学 林 武 教 室

専 攻 科 に 入 学 。 同 年10月 第25回 独 立 美 術 展 に 初 出

品 し初 入 選 す る 。 以 降,独 立 美 術 展 に は 亡 くな る

2001年 の 第69回 展 ま で 毎 年 出 品 し た 。1959年3月

東 京 芸 術 大 学 林 武 教 室 専 攻 科 を 卒 業 。1960年1月

第4回 新 表 現 展 に参 加 出 品,以 降 第8回 展 ま で 連 続

出 品 す る 。 同 年10月 第28回 独 立 展 に お い て3年 連

続 で 独 立 賞 を 受 賞 。 独 立 美 術 協 会 会 員 に推 挙 さ れ

る 。1968年5月 多 摩 美 術 大 学 講 師,1972年12月 多

摩 美 術 大 学 助 教 授 と な る 。1978年,心 臓 発 作 で 倒

れ る 。 慶 応 病 院 に お い て 療 養,精 密 検 査 の 結 果,

肥 大 性 心 筋 症 の 診 断 を受 け る 。 同 年,小 平 市 た か

の 台 か ら 東 京 都 八 王 子 市 絹 ヶ 丘3丁 目34番3号 （当

時 の 地 名 は 八 王 子 市 中 山 ）に 転 居 す る 。1979年5月,

（第1回 ）十 果 会 展 に 出 品 。 以 後 毎 年 出 品 。1983年4

月 多 摩 美 術 大 学 教 授 と な る 。1986年1月,『 月 刊 へ

ら 』 に 絵 と文 の 連 載 を始 め る 。1990年6月,「 松 本

英 一 郎 展 」,青 梅 市 立 美 術 館 で 開 催 。1992年 こ の

年,東 京 都 八 王 子 市 絹 ヶ丘3丁 目34番3号 の 自 宅 を

建 て 替 え新 築 し,新 し い ア ト リエ も完 成 す る 。1993

年9月,「 松 本 英 一 郎 の 世 界 － 退 屈 な 風 景 ・さ く

ら ・う し－ 」 展,池 田20世 紀 美 術 館 で 開 催 。1999

年5月28日,心 筋 症 で 倒 れ る 。 左 半 身 麻 痺 の 後 遺

症 が の こ っ た 。 神 奈 川 県 湯 河 原 町 の 病 院 で 療 養,

リ ハ ビ リ につ と め,12月 よ り多 摩 美 術 大 学 の 勤 務

に 復 帰 し た 。2001年6月17日,多 摩 美 術 大 学 の 学

生 と の ゼ ミ合 宿 で 滞 在 し て い た 山 梨 県 富 士 吉 田 市

の 多 摩 美 術 大 学 セ ミ ナ ー ハ ウ ス に お い て 倒 れ,病

院 に搬 送 さ れ た が 死 去 す る 。2003年6月,「 松 本 英
一 郎Works　 1968 ­2001」 展,多 摩 美 術 大 学 美 術 館

で 開 催 。

（註）

石 橋 美術 館 で は,2007年9月24日 か ら11月25日 まで 「退 屈

な風 景　松本 英一郎 展」 を開催 した。展覧会 開催 にあた っ

ては ご遺族 の松 本泰 子氏 よ り多大 なご協力 をいただ いた。

展覧 会終 了後 の2007年,松 本泰 子氏 よ り松 本英 一郎 《退屈

な風 景 茶 畑》 （1974年,油 彩 ・カ ンヴ ァス）を購 入 し,《 平

均 的肥 満体No.9­J》 （1967年,油 彩 ・カ ンヴ ァス）な ど11点

の作 品の寄贈 を受 けた。
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美 術 館 案 内　 Guide　 to　the　Museums

ブ リヂ ス トン美 術 館 Bridgestone　 Museum　 of　Art

所在地

URL

開館 時 間

休館
入場料

東 京 都 中 央 区 京 橋1­10­1（ 〒104­0031）

TEL（03）3563­0241

http://www.bridgestone­museum.gr．jp

午 前10時 － 午 後8時 （火 － 土 ）

午 前10時 － 午 後6時 （日 ・祝 ）

毎 月 曜 日　 年 末 年 始

個 人:
一 般800円 　 シ ニ ア （65歳 以 上 ）600円

大 ・高 生500円 　 中 学 生 以 下 無 料

団 体 （15名 以 上 ）:
一 般600円 　 シ ニ ア （65歳 以 上 ）500円

大 ・高 生400円 　 中 学 生 以 下 無 料

な お,特 別 展 の 場 合 は 変 更 す る こ と が あ る 。

Address

Phone

Hours

Admission

1­10­1,　 Kyobashi,　 Chuo­ku,　 Tokyo

　104­0031,Japan

+81（3）3563­0241

10:00　 to　20:00　 （Tuesday­Saturday）

　10:00　 to　18:00　 （Sundays,　 national　 holidays）

Closed　 on　Mondays,　 New　 Year　 holidays

Individual　 :

Adults　 ¥800;　 Seniors　 65　or　over　 ¥600;

Students　 ¥500;　 Children　 under　 15　free

Group　 （15　or　more）:

Adults　 ¥600;　 Seniors　 65　 or　over　 ¥500;

Students　 ¥400;　 Children　 under　 15　free

Different　 fees　 will　 be　charged　 during　 special

　exhibitions.

石橋美術館 Ishibashi　 Museum　 of　Art

所在地

URL
開館時間
休館
入場料

福 岡 県 久 留 米 市 野 中 町1015（ 〒839­0862）

TEL（0942）39­1131

http://www.ishibashi­museum.gr．jp

午 前10時 － 午 後5時

毎 月 曜 日　 年 末 年 始

個 人:

一 般500円 　 シ ニ ア （65歳 以 上 ）300円

大 ・高 生300円 　 中 学 生 以 下 無 料

団 体 （15名 以 上 ）:
一 般400円 　 シ ニ ア （65歳 以 上 ）200円

大 ・高 生200円 　 中 学 生 以 下 無 料

な お,特 別 展 の 場 合 は 変 更 す る こ と が あ る 。

Address

Phone

Hours

Admission

1015,　 Nonaka­machi,　 Kurume­shi,

Fukuoka­ken　 839­0862,　 Japan

+81（942）39­1131

　10:00 to　17:00

Closed　 on　Mondays,　 New　 year　 holidays

Individual　 :

Adults　 ¥500;　 Seniors　 65　or　older　 ¥300;

Students　 ¥300,　 Children　 under　 15　free

Group　 （15　or　more）:

Adults　 ¥400;　 Seniors　 65　or　older　 ¥200;

Students　 ¥200,　 Children　 under　 15　free

Different　 fees　 will　 be　 charged　 during　 special

exhibitions.

（2007年12月 現 在 ）
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